


この報告書は,日 本自転車振興会 か ら競輪収益 の一部 であ る機械

工業振興 資金 の補助 を受 けて昭和47年 度 に実施 した 「遠 隔情報処

理シス テムの研究 開発」 の一 環 として と りま とめた もので あ ります。
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通信 回線 と電 子計 算 機 を結 ん で 行 な う遠 隔 情 報処 理 システ ム は,将 来 非常 に

大 き く発展 す る分野 と考 え られ てお ります が,現 在 の と ころ未 解 決 の多 くの 技

術 的 問 題 を含 ん でお ります。

当財 団 で は昨 年 に引続 き,こ の 部門 にお い て最 も重 要 と考 え られ るタ イム ・

シ ェ ア リン グ ・シス テ ム につ いて 基本 的 な応 用 実験 を行 ない,そ の結 果 を こ こ

に報 告書 と し てと りま とめ た次 第 で あ りま す。

この 報 告 書 に記 載 され た研 究 の 実施 につ い ては,下 記 の機 関の協 力 によ って

行 な われ た もの で あ り,こ こに 深 く感 謝 の 意 を表 す るとと もに,本 研 究 が社 会

に寄与 す る こ と を念 願 してお りま す。

昭和48年3月

財団法 人 日本情報処理開発センター

会長 難 波 捷 吾

」

協 力 団 体

(順 不 同)

通 商 産 業 省

郵 政 省

日本電信電話 公社

(助機械振興 協会

通商産 業省 ・工業技 術院

㈱ 東京繊 維情報セ ンター
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は じ め に

本報 告書 は,遠 隔情 報 処理 シ ステ ムの研 究 開発 の一 環 とし て,タ イム ・シ ェ

ア リン グを対 象 に し,そ の 研 究 成果 を骨 子 に述 べた もので あ る。

こ の タイ ム ・シ ェア リ ン グ ・シス テム の応 用試 験 は,昭 和44年10月 か ら約2

年半NEAC2200-500/200の タイム ・シ ェ ア リン グ ・シス テ ム(MACシ ステ

ム)で 行 ない,か な りの 実績 をあげ た が,よ り規 模 の大 きいシ ステ ム の要 求 が

でた ため,昭 和47年2月 下旬 か らFAC・M23・-6・M・NIT・R-Vlこ よるタイ

ム.シ ェ ア リ ング ・シ ス テ ム に変更 され た もので ある。

MONITOR-Vシ ステ ム は,現 在実 用 化 され てい る オペ レー テ ィ ング ・シ ス

テムで は 最 大規 模 に属 す る もの で,バ ッチ 処理,リ モ ー ト ・バ ッチ処 理 リァ

。 ル タイ ム処 理,デ マン ド処理 が 同時 に可能 な4次 元 の オペ レー テ ィ ン グ ・シ ス

テ ムで あ るが,本 応 用 実 験 は リア ル タイ ム処理 を除 い た3元 処 理 で行 な った。

リモー ト ・バ ッチ 処理 方 式 につ い て は,昭 和46年 か ら実 験 が 開 始 され て い る

が,デ マ ン ド処 理 も含 め た3元 処 理 によ る本 格 的 な応 用実験 は今 年 度 が初 め て

で あ る。

本 報告書 は,こ の応 用 実 験 か ら得 られた 運 用方 式,ソ フ トウェ ア,各 端末 の

利 用 状 況 とそ の評価 また,セ ン ター の効 率的 運 用 を図 るた め の端 末 ユー ザの

調査 な どが述 べ られて い る.こ れ らの 内容 力吟 後 の タ イム ・シ ・ ア リ ン グ'シ

ステ ム に対 してい く らか で も参 考 にな れば幸 いで あ る。
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1.応 用 実 験 の 概 要
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1.応 用 実 験 の 概 要

?

Q

遠 隔 情報処 理 シ ス テ ムは 電子 計算 機 と電 気通 信設備 の通 信 回線 によ る結合 を

意 味す る もの で あ る。 即 ち,電 子 計算 機 に接 続 され た回 線制 御装置 によ っ て通

信 系 と直 結 して い る体 系 をさ し,遠 隔 地 の利用 者 が端 末 を介 し て中央 の 電子 計

算 機 を操 作で き るシス テ ム で あ る。

遠 隔 情報 処 理 シ ステ ム が要 請 され る背 景 には種 々考 え られ るが,そ の 最 大 の

要因 は 経済 社 会 の 発展 に伴 って 増大 す る情報 を迅 速,正 確 か つ高 度 に処 理 す る

こ と を要 求 す る情報 化社 会 へ の推 移が あ る。 そ こに は 情報 の供 給 ・加 工 ・蓄 積

に対 す る技術 的 な裏 付 け が必 要 と され,ハ ー ドウェ ア ・ソ フ トウェ ア ・通 信 の

三位 一 体 の技 術 開 発 が前 提 と され る。

本 応 用実 験 は,遠 隔 情報 処理 方 式 の 適 用 分野 の拡 大 な らび に そ の技 術 的 向上

に 資す るた め,当 財 団 設置 の コ ン ピュ ー タFACOM230-60お よび そ の端 末 機

群 を使 用 して,オ ン ライ ン によ る アプ リケ ー ショ ン ・プ ログ ラ ムの 開 発 お よ

び オ ン ライ ン ・シス テムの 応 用実 験 を行 ない,TSSの 利 用 に と もな うハ ー ド

ウェ ア,オ ペ レー テ ィ ング ・シス テム あ る いは,TSS運 用 上 の 問 題 点 等 にっ

い て端 末利 用 者 よ りデ ー タ を収 集 し,問 題点を把握 し,そ の解 決 をはか ると と も

に共 同 利 用 の効 率 経済 性等 につ い て追 求 す る もので ある。

なお,こ の シ ス テ ムに接 続 され て い る端 末 は,計12台 で 設置 場 所 は次 の とお

りで あ る。

通商産業省重工業局情報処理振興課

郵政省電気通信監理官室

日本電信電話公社技術局調査部門

(助機械振興協会経済研究所

通商産業省 ・工業技術院機械技術研究所

㈱東京繊維情報センター
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F1591A

〃

〃

〃

FACOM-RE

FACOM-R

台1

台1

台

台

台

1

1

1

台1



当財 団 F1591A

F1592A

F1520M

FACOM-R

台1

台1

台1

台3
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2.シ ス テ ム の 概 要
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2 シ ス テ ム の 概 要

2.1ハ ー ドウ ェ ア の 構 成

応 用 実 験 の対 象 と な ったFACOM230-60の 構 成 につ いて は図2-1の 通 り

で あ るが,当 該 コン ピュー タ は,1語42ビ ット'(フ ラグ部4ビ ッ ト,デ ー タ部

36ビ ットお よ び そ れ ぞれ の奇 偶検 査 用 の2ビ ッ ト)で 構成 され る ワ ー ドマ シ ン

で あ り,1命 令 当 りの 平均 実 行 時 間 は,GibsonMixの 場合 約1・6μsと な っ

てい る。

主 な 装置 の 性 能 につ い ては 次 の とお りで あ る。

・中 央処 理 装 置

命 令 の 種 類 演算時間(μs) 精 度

固定小数点

加 減 算 1.26
36ピ ッ ト

(10進10・5桁 相 当)
乗 算 4.06

除 算 10.18

1倍 精 度

浮動小数点

加 減 算 2.27 仮 数部27ビ ッ ト

指数部9ビ ッ ト

(10進 換算における範囲は精度一8桁で10-7L1076)

乗 算 3.68

除 算 5.12

2倍 精 度

浮動小数点

加 減 算 2.27 仮 数部62ビ ッ ト

指数部9ビ ッ ト

(10進 換 算における範 囲は精 度18桁 で10-7Z-1076)

乗 算 6.20

除 算 10.02

・記憶 装置

高 速 磁心 記 憶 装置(HCM)

容 量192kW('256kWま で拡 張 可能)

サ イ クル タ イム0.92μs./2W

大容 量 磁心 記憶 装 置(LCM)

容 量256kW(768kWま で拡 張 可能)

サ イ クル タ イ ム6.Oμs/2W

－3一



・補助 記憶装置

高速磁気 ドラム装置

記憶容量

アクセス タイム

情報 転送速度

磁気 ドラム装置

記憶容 量 ・

アクセスタイム

情報転送 速度

記憶容 量

アクセ スタイム

情報 転送速度

磁気テー プ装置

情報転送速度

・デー タチャネル装置

チャネル制御装置

最高転送 速度

最高転送速度

最高転送速度

集 合 磁気 デ ィス クパ ッ ク装置

セ レ ク タ ・チ ャ ネ ル装 置

1台

3MB/台

10ms

O.312MB/S

3
,台/

2.56MB/台 、t

17ms

O.156MB/S

2セ ッ ト(1セ ッ ト9台,内1台 は 予 備)

29・17MB/台

75ms

260K'B/S

7台
.(9ト ラ ッ ク6台,7ト ラ ッ ク1台)

60KC/S「'

50σ,0002W/S(高 速 磁心 記憶 装置 との転 送)

800,000c/s(入 出力 装 置 との転 送)

マ ル チ プレ クサ ・チ ャ ネル装 置

バ ー ス トモー ド400,000C/S(入 出力 装 置 と の転 送)

マルチプレクサモー ド,100,000C/S(入 出力 装 置 どの転 送)

・通 信制 御 装置{

一 量 灘1:iii

(速度混在を行なわない場合の各速度最大収容回線数を示す。)

-4一
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④ ⑧

高速鴨 鞍 置
32k

〃

◎

〃

〃

⇔

〃

ノノ

⑧

〃

〃

〃

⑧
高 磁心
記憶装置 32kW

吐♪

記憶装 置

ぽ

大容量磁心
記憶装置

128kW

中央処理装置 操 作 卓

切替操作卓
チ ャ不ル

制御装 置

セ レ クタ

チ ャネル④

セレ クタ

チ ャネル ⑧

セ レ ク タ

チ ・ネル ◎

フ ァイル制 御
装 置

ランダム ・アクセス

制 御装置

高速 磁気

ドラム装 置

わ
F6622K

O.312MB/秒

10ms

3MB

ランダム・アクセス

制御装 置

集 合磁気

ディスクパック装置

F471K

セ レ クタ

〉ヤネ ル ◎

フ ァイル

制御装 置

マルチプレクサ
チ ャネル ⑪

'
集 合磁 気
ディスクパック装 置

F471K

260KB/秒

75ms

29.17MB

磁 気テ ープ

制 御装置

磁気 ドラム装 置

C.000

C.001

F4K

C・002

F624K

F624K

lS6K/'秒

17ms

2.56MB

磁気 テー プ装置

F603F

〃

〃

60KB/秒

9ト ラック

〃

Ooo

～

D

600D

〃

F603F

F603D

60KB/秒

7ト ラック

高速転送装置 ⑩

入出力
結合装

通信制御装置

E.220 カー ド

読 取装 置

E.200,

F664K

80欄800枚/分

イプライタ

装 置

A

900字/分128t字 種

1
.201
イプライタ

装 置

F791A

カー ド
さん孔装

F683K

80欄250枚/分 .20

テープ

読 取

49E
6・8単 位

ラインプリラ

テープ

さん孔

F766A

200字/秒6.8単 位

F642K

62¥/種136字/行

1500--SCO行/分

.20ヤ ラク

デイスプレイ装 置

221B

50字 ×20行,128字 種

キャラク

デイス

IE.23 ライン
プ リンタ

F642L

1097Aaj136弓 牙 〒

1,000～500行/分

E・204XY

プロッタ

F6201B

XY400ス テップン秒

1ス テップO.1rrun

通信制御装置

E.
9

ターミナル

50bit/s

1,2it/s

.41FACOM
-R

4FACOM
-R

外部設置 1,200biレ ど

.310FACOM
-R

東京繊維
情報 セ ンタ ー

1

.41
FACOM
-R

200bit/s

520M

ター ミナル

800宅/分128字 種

1207/行

.42
F1591A
ター ミナル

800字/分128字 種

120字/行

C31FACOM
-R E

E.

工 業技術 院

機械技 術研 究所1200bit/6

1

F1591A
タ ー ミナル

通商産業省

.332

F1591A

ター ミナル

郵 政 ・省

1591A

ターミナル

電 信電 話公社'

91A

ターミナル

_垣 基

図2-1 FACOM230-60機 器 構成図
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■

9

通信速度

通信方式

単 位 数

符 号 系

同期方式

誤り検出機能

次 に,シ ステム構 成 上の特 徴 を述 べ る と,

1.単 一 中央処 理装 置 の シ ンプ レ ックス ・シス テ ムで あ る。

2.コ ン ソー ル ・タ イ プ ライ タF791Aが 故 障 す ると,シ ス テ ム ダ ウン と な

って しま うの で,コ ンソー ル ・タイ プ ライ タの マル チ化 が図 られ て い る。

3.セ レクタ チ ャ ネル#Aに は,後 述の とお り,TSS用 フ ァイ ル な どの 重

要 フ ァイル が接 続 され て い るの で,セ レ クタチ ャネ ル#Aが 故 障 した 時 の

対策 と して,セ レク タチ ャ ネル#Dと チ ャ ネ ル 間 の クロス コー ル を行 な っ

て い る。

4.記 憶 装置 を高速(高 速 磁心 記憶 装 置)と 低速(大 容 量 磁心記 憶装 置)と

の2種 類 に分 け,大 容 量 磁心 記 憶装置 をVirtualMemoryと して使 用 し

て い る。

5.モ ニ タ を磁 気 ドラム装置C.000に 格 納 して い るが,こ の装 置の ダ ウン 対

策 と して,磁 気 ドラ ム装置 のC・002を 代 替用 装置 として常 に同 じレベ ル の

モ ニ タ を格 納 して い る。

502001,200bit//s

全 二 重通 信方 式,半 二 重 通 信方 式

6～8単 位(デ ー タ信 号 ビッ トを示 し,ス ター ト,ス

トップ ビ ッ トは含 ま ない)

任 意 の 伝送符 号,ISO標 準符 号

調歩 同期方 式

垂直 水平 パ リテ ィチ ェ ッ ク,調 歩 監視,文 字 シー ケ ン

ス 監視

次 の よ うな点 が あげ られ よ う。
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なお,リ モ ー トバ ッチ用 端 末 と して接 続 され てい る ミニ ・コ ン ピュー タ の

FACOM-Rお よびFACOM-REの 機 器構成 は図2-2の とお りで あ る。

FACOM-R

中 央 処 理 装 置

記 憶 装 置

FACOM-RE

1,200字/分

120¥'行

F643S
120行/分
1367/行

中 央 処 理 装 置

記 憶 装 置

600¥/分

136¥/行

120行/分
136¥/行

紙テープさん孔装置

F768A
50字/秒

`
.

レ

図2-2FACOM-R・FACOM-RE機 器 構成 図
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2.2ソ フ トウ ェア の 構 成

FACOM230-60の オ ペ レ ー テ ィン グ ・シス テム は,MONITOR-Vシ ステ

ム と呼 ばれ,今 まで の オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ステ ムの よ うに バ ッチ処 理 専用 ・

リアル タイ ム処 理 専用 とい った それ ぞ れ の 応用 分野 に固 有 な もの で な く,ま た,

バ ッチ処理 のみ の オ ペレー テ ィ ン グ ・シ ステ ムで あっ た もの を後 で改良 して,

比較 的限 られ た範 囲 のTSS機 能 を追 加 して作 りあげ た もの で もない・

すな わ ち,制 御 プ ログ ラ ムが もつ べ き基 本 機能 を,す べ ての分 野 に共 通 して

応 用 した い わ ゆ る汎 用 の オ ペ レー ティ ン グ ・シス テ ムで あ り,バ ッチ 処 理・ リ

モー ト ・バ ッチ処理,リ ア ル タ イム処 理,お よび デ マン ド処 理 の い ず れ に も適

用 で き るよ う最初 か ら設 計 され て い る。 当 実験 で は,次 の 図 の よ うに3種 の処

理 機能 を同 時使 用 し た。

一 テムー[一]
Ti-1-E'-ss「㌘1㌫

.

この4次 元 処理 の オペ レー テ ィ ング ・シ ステ ムMONITOR-Vシ ステ ム は,

現 在 実 用 化 され てい る国産 コ ンピ ュー タの 中 では,最 大観模 の オ ペ レー テ ィ ン グ

シス テ ムの1つ で あ り,制 御 プ ログ ラム と処理 プ ログ ラム に分 け られ・図2-3

の よ うな構 成 にな つて い る。

制 御 プ ロ グラ ムが 受 け持 つ エ リア コン トロー ルは,デ マ ン ド処 理,バ ッチ処

理,リ モ ー トバ ッチ処理 の 区別 な くベ ー ス レジス タ によ るダ イ ナ ミッ ク リ ロケ

ー シ ョン機 能 を持 って い る。 スケ ジ ュー リングは ジ ョブ優 先権 実行 優 先権

主 記憶 駐 在 優 先権 によ る複 合 コ ン トロー ル方 式で,0～7ま た は0～15の レベ

ル を持 ち,シ ステ ム ・ジ ェ ネ レー シ ョン時 に各優 先権 を各処 理 形 態 との 関 連 を

考 慮 し て指 定 す る。 また,こ の値 は,実 行 時 に各 ジ ・ブの コ ン トロー ル'パ ラ

メ ー タ によ って変 更 が 可能 と なっ て い る。 フ ァイ ル形 式 は 順 編 成,分 割型 順

編成,順 イ ンデ ッ クス編 成 直接 編 成 をデー タ管 理 で取 扱 う。 ま た,フ ァイ ル

の扱 い に 関 して は ドラ ム,デ ィス ク,磁 気 テー プ,ラ イン プ リン タ,カ ー ドリ
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一 ダな どの間 で デバ イ ス ・イン デ ィペ ンデ ン トに処 理 す る ことが で き る
。

処 理 プ ロ グ ラ ム と して は,デ マ ン ド処 理 用言 語 と してJOSS型 のBACCUS
,

エ デ ィ テ ィ ン グ専 用 のLINEDが メ ーカか ら提 供 され てい る
。

このBACCUSは,最 初 か ら科学 計 算 向 き にデ マ ン ド処 理 用 と して開発 され

た会 話 型 言語 で,プ ロセ ッサ もイ ンタ プ リテ ィ ブな処 理 を行 な って い る。

この 他,当 財 団 で 開 発 した デマ ン ド処 理 用 言語 と し て,TSS-FORTRAN

お よ び 会話 型PL/1のCPLが あ る。

TSS-FORTRANに つ いて は,従 来FORTRANを 使用 し て きた ユ ー ザの

FORTRANに 対 す る要求 が根 強 いた め,バ ッチ用FORTRANに 端 末入 出力,

フ リー フ ォー マッ トによ る入 力,ス テ ー トメ ン ト単 位 の シ ンタ ッ クス チ ェ ッカ

ー
,お よ び簡 単 な エ デ ィテ ィン グ機 能 を追加 し,デ マ ン ド型FORTRANと し

て使 用 で き るよ うに した。

CPLに つ い ては,FACOMのTSSに お け る分 担 が技術 計 算 もさ るこ とな

が ら,デ ー タ処 理 あ るいは,シ ス テム記 述 的 要素 を もっ アプ リケ ー シ ョンの た

め に役 立 た せ よ う とい うね らいか ら,会 話 型PL/1が 開発 され た。 しか し,バ

ッチのPL/1同 様,予 想 以上 に プ ロセ ッ サ が 大 きくな った た め,高 速 磁心 記 憶

装置 に プ ロセ ッサ を駐在 させ るの は,現 在 の容 量 で は やや無 理 が生 じ るので,

大容 量 磁心 記 憶 装 置 に 駐在 させ て い る。 この シス テ ムは,リ エ ン トラ ン トに作

られ て い るが,大 容 量 磁心 記 憶 装 置 で はベ ー ス レジス タの数 の制 限 か ら,残

念 な が らリエ ン トラ ン ト機能 が使用 制限 と な っ てい る。

そ の他,特 殊 アプ リケ ー シ ・ン と して オ ン ライ ン 文献検 索 シ ス テ ムJOLDO

R,オ ン ライ ン ・シ ミュ レー シ ョン ・シス テ ムSIMBOL,お よびCPLの 自

動 学 習 シス テ ムCLASSを 当財 団で 開発 した。 しか し,こ れ らの シス テム は デ

ィス プ レ イ端末 を使 用す るよ うに 設計 され て い るた め,現 在 の と こ ろセ ンター

内 の み で使 用 して い る。

デ マ ン ド処 理 用 言 語 につ いて要 約 す ると,実 際 にユ ー ザ にサ ー ビス して い る

もの は次 の とお りで あ る。
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デマン ド処 理 プロ グ ラム

LINED(LinedDataSetEditor)

フ ァイル の作 成,追 加,変 更 を端末 か ら会 話

形 式 で行 な うプ ロ グラ ム。

BACCUSイ ンタプリンタ(BasicCalculus)

科 学計 算 向 き会 話 型 プ ログラ ム言 語 で あ り,

会 話形 式で プ ログ ラ ムの作 成 や実行 が で きる。

CPL(ConversatiollalPL/1)

会話 形式 のPL/1。

TSS-FORTRAN

会 話 形式 のFORTRAN

リモー ト・バ ッチ処 理 と して は,端 末 か らシス テム 入力 情 報 を一 括 して シス テ

ム に送 り,い った ん 大 記憶 に蓄 え,そ れ 以降 はパ ッチ処 理 と して処 理 さ れ る。

従 っ て,処 理 言 語 と して は,バ ッチ処 理 で扱 う処理 言語 と同 じ と考 え て よ く,

特別 な処 理 言語 は な い。

¶
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制 制 プ ロ グ ラ ム(モ ニ タ)

シ ス テ ム 管 理

ジ ョ ブ管 理

タ ス ク 管 理

デ ー タ 管 理

'

TSS管 理

処 理 プ ロ グ ラ ム

言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム

ALGOLコ ン パ イ ラ

FORTRANコ ン パ イ ラ

COBOLコ ン パ イ ラ

FASPア セ ン ブ ラ

FOCOSゼ ネ レ ー タ

PL/1コ ン パ イ ラ

BACCUSイ ン タ プ リ タ

サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム

LIED(結 合 編 集 プ ロ グ ラ ム)

LIBE(ラ イ ブ ラ リ編 集 プ ロ グ ラ ム)

LINED(行 番 号 付 き デ ー タ ・セ ッ ト編 集 プ ロ グ ラ ム)

分 類 併 合 プ ロ グ ラ ム(SORT/MERGE)

各 種 シ ス テ ム ・ユ ー テ ィ リ テ ィ(SYSTEMUTILITY)

各 種 ユ ー テ ィ リ テ ィ ・プ ロ グ ラ ム

各 種 科 学 用 サ ー ブ ル ー チ ン

ー 各 種 応 用 プ ロ グ ラ ム

TESTER(デ バ ッ ク ・シ ス テ ム)

一 シ ス テ ム 編 集 プ ロ グ ラ ム

利 用 者 の プ ロ グ ラ ム

図2-3 FACOM230-60MONITOR-Vシ ス テ ム
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2.3端 末 装 置

現 在,端 末 装 置 と してF1591A,F1592A,F1520M,8K語(17bit/

w)の メ モ リとカー ドリー ダ,ラ イ ン プ リン タ,タ イ プラ イ タ,紙 テ ー プ ・リ

ー ダ
,紙 テ ー プ ・パ ンチ か らな る ミニ コン ピ ュー タFACOM-Rお よ びFA

COM-REの5種 類が 接 続 され てい る。

この5種 類 の 端 末 は デ マ ン ド処 理,リ モー ト ・バ ッチ処 理 の両 方 が 処理 で

きる よ うに工 夫 され て い るが,F1591A,F1592Aお よ びF1520Mの3種 類

は,主 にデ マ ン ド処理 用 と して使用 し,FACOM-Rお よ びFACOM-REは,

主 に リモー ト・パ ッチ処 理 用 として使用 して い る。

各 端末 装置 の概要 は次 の とお りで あ る。

¶

■

2.3.1F1591A/F1520M端 末 装置

F1591Aお よびF1520Mは200BPS用 の端 末装 置 であ る。 この端 末装 置 は,

タイ プ ライ タ部 紙 テー プ 読 取 部 紙 テ ー プ さん孔 部か ら構成 されて い る。
.

この2つ の 端 末装置 には 操 作 上い くぶ ん相 違 が あ るが,装 置 そ の もの には あ

ま り相 違 は み られ ない。

(1)規 格

適 用 回 線

通 信 方 式

同 期 方 式

通 信 速 度

使用 コー ド

通 信 コー ド

電 源

誤 り 制 御

伝送 方 式

普通 第2規 格 回線(専 用 回 線)

半 二重 通 信 方式

調歩 同 期方式

200bit/s

ISO7ビ ッ トコー ド十パ リ テ ィビ ッ ト

会 話 通 信

AC100V50ま た は60Hz

垂 直 ・水平パ リテ ィ ・チ ェッ ク

手 動 再送訂 正 →F1591Aの 場 合

自動 再 送訂 正 →F1520Mの 場合

ブ ロ ック伝送(プ リン タの1行 印字 ご とに ブ ロ ック構 成)
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(2)け ん盤部

① 釦 配

②

列

打鍵入力字数

③ 打 鍵 速 度

④ シ フ ト

(3)プ リンタ部

① 印 字 数

②1行 印字数

③ 印 字 速 度

→F1591Aの 場 合

バ ッフ ァ ・メ モ リによ る定 ブ ロ ッ ク伝送

→F1520Mの 場合

JIS事 務 機械 配 列

英字,数 字,カ ナ,記 号,計128宝

復 ・改,ス ペ ー ス,後 退 エラ 「 抹 消TAB,STX ,

STB,ETX,EOT。

800字/分

シ フ ト釦打 鍵 は必 な らず シ フ ト・コー ドを発 生,プ リ ン

タの シ フ ト状 態 と連動 す る。

SI側64字,SO側64字,計128%

最 大120字 「/行

20字/秒

(4)紙 テー プ リー ダ ・パ ンチ 部

① 入 出力 テー プ8単 位 紙 テー プ

② 入 出力 速度1,200字/分

③ テープ・アウト あ り

④ テープ・エンド な し

⑤ フィー ド・チェック な し

◎

2.3.2F1592A端 末 装 置

F1592Aは50BPS用 の端 末装 置 で あ る。

この端末 装置 は,タ イ プ ラ イ タ部,紙 テー プ読 取 部,紙 テー プ さん 孔 部 か ら

構 成 さ れて い る。

(1)規 格

通 信 方 式 半 二重 通信 方 式
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同 期 方 式

通 信 速 度

電 源

(2)け ん盤部

① 打鍵 入力 字数

② 打 鍵 速 度

(3)プ リンタ部

① 印 字 数

②1行 印字数

③ 印 字 速 度

調歩 同期 方 式

50bit/s

AC100V50ま た は60Hz

,

英 字,数 字,カ ナ,記 号 計126字

上段,中 段,下 段,改 行,復 帰,後 退,訂 正,消 去,

スペ ース,始,終,空 白

最 大700宅/分

126字

最大80字/行

最大375字/分

(4}紙 テー プ リー ダ ・パ ンチ 部

① 入 出力 テー プ6単 位 紙 テ ー プ

② さん孔 速度 最 大700字/分(鍵 盤 さん孔 時)

2.3.3FACOM-R/FACOM-RE端 末装 置

ミニ コ ン ビ》ユ一 夕FACOM-Rお よびFACOM-REは,1,200BPSの 通

信 回 線でFACOM230-60と 接続 さ れ てお り,先 に述 べ た よ うに リモ ー ト ・バ

ッチ処 理,デ マ ン ド処 理 の いず れ の処 理 形態で も利 用 で き る。

これ は,ASC制 御 プ ロ グラ ム(通 信制 御 プ ロ グ ラム)に 「一 括 送信 」と

「会 話 送信 」の2つ の送 信 モー ドが あ り,こ れ らの モー ドの設 定 は操 作 指 令 に

よ り行 なわ れ るが,一 般 に リモー ト・バ ッチ処 理 には一 括 送 信 モ ー ド,デ マン ド

処 理 に は会話 送信 モ ー ドが使用 され る こ とにな る。

この端 末 装 置 は,デ ー タ送 受 信 の 入 出力動 作 を効 率 よ く働か せ るよ うに,リ

モー トバ ッチ処理 と して使用 す るの が適 当 で あ る。

この2つ の 端 末装 置 は,機 能 的 に ほ とん ど相違 が な い。

(1)シ ス テ ム構成

図2-2FACOM-Rお よびFACOM-RE機 器構成 図 を参照 され た い。
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② 性 能お よ び規 格

・記 憶 装 置

容 量8kW(最 大32kWま で拡 張 可能)

語 長16ビ ッ ト+1パ リテ ィ ビッ ト

サ イ クル タ イム1.5μs

・回 線制 御 ア ダ プタ(ASA)

同 期 方 式 調歩 同期

通 信 方 式 半 二重 通 信 方 式

接 続 方 式 コ ンテ ン シ ョン方 式

通 信 速 度1,200bit/s

伝送 コー ドISO

誤 制 御 垂 直 ・水平 パ リテ ィ

自動 再送 方式

・直 流 電源装 置

入 力 電 圧100V±10V・

周 波 数50ま た は60H乞

・入 出力 装 置

タイ プ ラ イ タ装 置F792A印 字1,2007,/分

カー ド読 取 装 置F567K100枚/分

ラインプリンタ装 置F643S120字/分 ・136字/行

紙 テー プ読 取装 置F749A200・400字/秒 切替 式

紙 テー プさん孔装置F768A50字/秒
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タイム ・シェア リング ・システムの運用
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3.タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ ・ シ ス テ ム の 運 用

3.1運 用 方 式

■

q

3.1.1ク ロ ー ズ 制

TSSサ ー ビス開 始 前 まで の 計算 機利 用 方 式は,オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ

ム で あ るMONITOR-Vシ ステ ムが バ ッチ処 理,リ モー ト・バ ッ チ処 理・ デ マ

ン ド処 理 の同 時利 用,す な わ ち3元 処 理 を行 な うに は十 分 な安 定 性 を持 っ てい

なか っ た ことか ら,オ ー プ ン制 を採 用 し,各 プロジ ェク トが 必 要 なだ け計算 機

時 間 を専有 して,そ の 範 囲 内 で,セ ン ター 内TSSお よ び バ ッ チ処 理 を組 み合

わせ て利 用 し た り,セ ン ター 内TSSの 時 間 を別 に設 け た りし て きた。

しか し,オ ー プ ン制 で は,不 特 定 多数 の利 用 者が オペ レー シ ョ ン を行 な うた

め,オ ペ レー シ ョン ミス を起 しや す く,そ れが 原因 で シス テ ム ・ダ ウン にな る

こ と もあ りうる。 また,円 滑 な運用 が で きな い こ とや計算 機 の効 率 的利 用 がで

きな い など の欠 点 もあ る。

そ こでTSSサ ー ビス の開始 に 当っ て は,こ れ らの欠点 を改 善 す るた め 必 然

的 に クロー ズ制 へ と移 行 した。

オー プ ン制 か らクロ ー ズ制へ の 移 行 は,TSSサ ー ビス時 間帯 に合 わせ て 段

階 的 に行 な っ てい った 。

ク ロー ズ制 実施 に先立 ち,ク ロー ズ制推 進 グルー プを設 け,必 要 諸 事項 の立

案 お よび検 討 を行 ない,「FACOM利 用 の 手引 書」 を作成 した。

また,利 用者 に は クロ ーズ 制 の実 施 に 当 って,「FACOM利 用 の 手 引書 」を

基 に説 明会 を開 い て,利 用 方 法 につ い て の徹 底 を図 った。

「FACOM利 用 の手 引 書 」の 内容 につ い て は巻 末 の付 録 一1を 参 照 され た い。

3.1.2障 害 対 策

オ ペ レ"シ ョ ン ミス や ハ ー ド ウ ェ ア,ソ フ トウ ェ ア,回 線 な ど の 障 害 が 原 因
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とな っ て・ 誤 処理 ・ 中 断 あ るい は シ ステ ム ダ ウ ンの よ うな異 常 状 態 が発 生す

る場 合 が あ る。

3元 処 理 形 態の シス テ ムで は,こ の よ うな異 常 状 態の 発生 に対 し
,そ の原因

を調査 し て適 切 な処 置 を行 な う事 に よ り誤 処 理 をな くし,シ ス テ ムの運 用 サー

ビスの 停 止 を最少 限 に とど めて ,速 やか に運 転 を再 開 す ると と もに,そ の再 発

を防 止 す る こ とが非 常 に重 要 な問 題 とな る。

オペ レー シ ョン ミス を防 ぐ方 法 と しては,コ ン ソー ル ・タイ プ ライ タか ら必

要 以 外 の 割 り込 み を さ け る こと と,モ ニ タ か らの返答 要求 メ ッセー ジ の見 落 し

とい った初 歩 的 な ミス をな くす よ う操 作 員 に注意 を喚 起 す る と同時 に
,物 理 的

に は注 意 を要 す るスイ ッチ,ボ タ ンな ど にプ ラス チ ッ クカバ ー を装 着 し
,オ ペ

レー シ ョ ン ミス に よ る障 害 を極 力 さけ るよ うに した
。

また,あ らか じ め予 測 され る異 常 状 態 を想定 して,そ の原 因 調査 手 順 を フロ

ー チ ャ ー トに ま とめ
,い つ で もオペ レー タが異 常 状態 に対処 で き るよ うに した。

この操 作 員 に よ る調査で 原因 がつ か め な い場 合 は,SEま た はCEに 本 格的

調 査 を依 頼 す る こと に した。

操 作 員 の主 な調 査 手 順の フ ローチ ャ ー トは 次 の とお りで あ る。

与
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禽

竜

(1)モ ニ タ の イ ニ シ ャ ル ロ ー ドが で き な い 場 合

はい

いいえ

いいえ

471

HALT

CCUのPoWER

ONREADY

※ASW130Nで も

必要

S=440175H
ALT

B.000READY

処 理 プ ログラム

B.000へ 処理 プロ

グ ラムをセ ットし

READYを 確 認

RE-LOAD

※処 理 プ ロが 破壊 され

てい る場合 もあ るの

で確認 す るこ と。

はい

いいえ

いいえ

'CLEAR'を 数度押

A:UTO

CLEARREADY

CPU-REAI)Y

を確認

・KP・ をOFFと す る.SYSDOWN率

"CLEAR'を 数度 押

AUTO

CLEARREADY

CPU-READY

を確認

行なっても同

●

一19一



日付,日 刻 を設定

ASW#20N

いいえ

翌 日再開 可能か

"REQUEST"

RQSVRC

A.106

B.001

B.002

B.003

★翌 日再開機能

を用い る場合

は注意 をよ う

します。

※必要に応 じて

指定を行 な う

一20一
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s

② カー ド を読 ま ない場 合

いえ カー ド

は全て読んだか

はい

4

い えREAD6Rl

済

はい

実行中の ジ ョブが

無い時にMOUNT

・

い

READY'〉

い い え

CARDREADER

のREADYを 確 認

いえ

制御表 が満杯 か

はい
グ 、

他 の ジ ョブが 出

力 され るの を待つ

ト 〆

i
/＼

他の条件で間接的

に影響を受けてい

ることもあるので
一応他の項目も参

照する。
一

*OPERATION*

RQME.220.,EOO

MJBOO590WARI・ ・…

RQII1,E.220,EOO220

※ ジョブの出力 が終 了し新 たな ジョブが入力 され

ない状態で確認す ることが可能ではあるが,端

末か らの利用 が行なわれている場合は,必 らず

し もジョブ終了で入力が行なわれない。

間接的 とは他に処 理中のジ ョブがREADY待 らの

ため他の処 理が進まない場合等があ る。

一21一



③ ジ ョ ブが ス タ ック され な い場合

○

BLANKCARDを

30枚 程度

読 み込 ます

¥NO文 はあ るか

タイプライタヘ エラー

メッ七一ジが あるの

を確認

ジ ョブ制 御文 を

修正 す る。

*MESSAGE*

MJB1045*11*¥NOBUNGANAI

4

はい
データ区切 り文 が

あ る 〉

い いえ

x*

¥JEND

BLANK

を読み込ませる

'

いい え 前に
た ジョブがある

.

いい え

直前に入力したジ

・ブ等 に対 して も

特に※印の項目を

調査する必要があ

ろ。

へ こ

lRE-TRYl

※

は い JE

文は あるか
・

いい え

¥JEND文+BLA

NKCARDを 読 み

込 ませ る

4

'

/ ＼

他の条件で間接的

に影響を受けてい

ることもあるので
一応他の項目も参

照する。
一

データ区切 り文 は,¥FDSYSIN,DATAの 場 合に必 要で あ るが,

DATAの 機能は¥NO,¥JEND,¥*の ところ までで あ る。
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喝

(4)ジ ョブが開 始 され な い場 合

・

・い え

5

KAISIし たか

はい

6

はいINIT

＼ で …したか
い いえ

"REQUEST"

RQINIT1

∠＼

・

い いえ
JOBが8個 以上

はい

他の ジ ョブの終 了

す るのを待っ

、い えAL

令 で停 止 して
、

は い

CONT指 令で起

動を行なう

・いえ/プ
文 エ ラーか

はい

4

1/＼
他の条件で間接的

に影響を受けてい

ることもあるので
一応他の項目も参

照

一

一23一

*CONTJ,ジ ョブ番号

CONTS(ス タ ック中 の全 ジ ョブ)



o

㈲ ジョブが終 了しない場合

MT使 用か .

、膿 詰,

コ ン ソ ー ル メッセ一こ

再 確 認

指定機番を

MOUNTす る

ROTEC
OUTPUT

GO又 はKILLを

Reply

`

*2重 機番 にす ると,実 行中 の

ジ ョブが装 置使用中 の待 らとな る。

AMNTC.004SLjjjj

機 ジ

ヨ

春 曇
号

MDISOKC.004

機 番

MDISGOnnnnnn

ジョブ番 号

VVVV

ボ

リ

ュ
ー

ム

通

番
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READY待 ら

READYへ の操作

を行 ない確認 す る

エラーメッセージが

あ る 》

返答が必要か

エラっrッセージ一覧

表 を参照 し返答 を

行 な う

エ ラーの原因 を取 り

の ぞ き復 旧手段 を

取 る。

エラーメッセージ一覧

表 を参照

いい え

はい

理 プロ フ
でLOOP

王'

端末操作手引書を

参照

返答待らの場合が

多い

VVVV

ジョブ番 号

勺

⑱
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いいえ

WTORの 返答待ら

プログラム仕様に

基づ き返答を行な

つo

ジョブは

OLLOUT

特 に デマン ド・ジョブ は 全 て

ROLLOUTと な る

INITn,m

を 指 定

USER領 域 の中央

にTTUプ ロ グラ

ムが常駐 している

と全 ジョブが

ROLLOUTさ れ

ることがあ り注意

をしな けれ ばな ら

ない。

次 ページ 参 照

返答待 らがあるか否かは次の操作指令 を用 いる。
"REQUEST"

RQRPLN

■
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いい え

エ
実行 ジ ョブ等 があ る

時 にカ ー ド入力 を

MOUし た場 合

はい

BLANKCARDを

用 いてEOFを 読 み

込 ませ プロ グラムを

消 滅 させ る。一
実行 ジ ョブ等があ る

いい え 時に出力制御 を

MOUNTし た場合ユ
CALL指 令 を用いて

プログラムを消滅さ

せる。

一

いい え
実行 ジ ョブ等が あ る

時 にカ ー ドせ ん孔 出

力制御 をMOUNTし

た場合

工
CALL指 令 を用い

て プロ グラムを消 滅

させ る。一
■

.

、

リモートバッチの 入力 を行
いい え な ってい る端 末があ る

場 合工
入力を ただ らに打切

って端末 入力 プログ

ラムを消滅 させ る。

＼/
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●

(6)結 果が出力 され ない場 合

いいえ

灘
〉戸
△

JOBINPUT

STACK

のCHECK項 目 を

参照

、

まい は

ノ

AU

EADYか

.

いいえ

ENDOFFORM

等READY

を確認

一

いい
返答待のエラー

か

まい

エラーメッセージよ り

適切な返答を与 える

∠＼

★リモー ト・バ ッチでSYSOUT=PRINTと 指 定 した

場合で も端末へSMF(ジ ョブ制御文)の 出力が行な

われ るので,必 らずRECEIVE状 態 としなければセ

ンターへの出力 も行なわれない。

一28一



苛

いい え

この場合の処置方

法の 明記は不可能

である。

適切な返答を与

他の条件で間接的に

影響 を受けてい るこ

と もあるので一応他

の項目 も参照す る。－

SYSOUT=PRINTI等 を 指 定 した場合等.他 方

LPをPRINT1でMOUNTし,使 用後直ちにDIS

MOUNT(プ ログラムの消滅)を 行なわなければ

いけない。
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また,ソ フ トウェア あ るい はハ ー ド ウェアの 何 らか の 原 因 で シス テ ムダ ウ ン
●

とな った場 合 には,ま ず,ソ フ トウ ェ ア に起 因 す る もの か,あ るいは ハ ー ドウ

ェ アに起 因 す る ものか をまず 突 き止 め,ソ フ トウェ ア によ る もので あれ ば速 や

か に コ ァ ダン プや各 レ ジス タの値,モ ニ タ ・メ ッセ ー ジな どの必 要 資 料 を収 集

し た 後 に モニ タ を 再 ロー ドし,シ ス テ ムの運 用 サ ー ビス を再 開す る。 集 め ら

れた 各 資料 は保 守 部 門 に 回さ れ,原 因 が追 求 され る こと に な る。 原 因 が判 明

した場 合 に は,モ ニ タの 修正 を行 な って 同 じ障 害 の 再 開 を防 ぐ。

ハ ー ドウェ ア によ る もの で あれ ば,ど の装 置 に障 害 が 発 生 した の か を突 き止

め,そ の 装 置 が判 明 した な らば,ど の 位 の時 間 で復 旧 で き るか を判 断 す る。 も

し,30分 以 内 で復 旧 で きる障 害 で あ れ ば速 やか に修理 を行 ない,シ ス テ ムの運

　

用 サ ー ビス を再 開 す るが,30分 以 上修 理 に時 間 を要 する障 害 で あれ ばFall
ン

BackSystemを 適 用 し,機 能 を低 下 させ て シス テ ム の運 用 サ ー ビス を再開

させ る。 そ の 障害 が,シ ス テ ムの運 用 サー ビス を続 行 させ なが ら並 行修 理 で き

る もの で あ れ ば 並 行 修 理 を行 な い,並 行 修 理 が で きない もの で あれ ば,シ ス

テム の運 用 サ ー ビス が修 了 した後 に行 な う こと にした。

FallBackSystemは 次 の とお りであ る。

(1)CPUが 障 害 の場 合

1CPUシ ス テム で あ るた め,CPUが 障害 の 場合 に は復 旧す るまで シス

テ ムの運 用 サ ー ビス を中断 す る。

(2)セ レク タチ ャネ ル#Aが 障害 の場 合

セ レ クタチ ャネ ル#Aと セ レク タ チャ ネル#Dと は,チ ャネ ル 間の ク ロス

コー ル 機能 を取 り入 れて い るの で,セ レク タ チ ャ ネ ル#Dに 切 り替 え る。

(3)セ レクタ チャ ネル#Bが 障害 の 場 合

セ レクタチ ャネ ル#Bに 接 続 され て い る集合 磁 気 デ ィス クパ ッ ク装 置 に は

処 理 プ ログ ラ ム フ ァイル,ロ ール イ ン/ロ ー ル ア ウ ト ・フ ァイ ル,Tempor-

aryフ ァイル な ど の重 要 フ ァイ ルが あ る。 これ らの ファイル をデ マ ン ド用共

用 フ ァイル な どが収 め られ て い るセ レ クタ チ ャ ネル#Aに 接 続 の集 合 磁 気 デ

ィ ス クパ ッ ク装 置 に移 した と して も,最 適 なフ ァイ ル の組 み 合 わせ が 魯つか
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卜

よ

声

■

し く,デ マ ン ド処 理 機 能 を止 め るか,リ モー.トバ ッチ処 理 機能 を止 め るか,

あ るい は バ ッチ処 理 機 能 を止 め るか のいず れ か の 処 置を行 なわ な けれ ば な ら

な くな る。 また,い ず れ か の機 能 を犠牲 に した と して も,す べ ての ジ ョ ブ コ
θ

ン トロ ー ル カー ドを変 更 し な けれ ばな らな くな り,そ の た め に発 生 す るで あ

ろ う混 乱,あ るい は,利 用 者 に対 す る変更 連 絡 を徹底 させ るこ との むつ か し

さな ど を考 慮 す ると,適 当 な手段 が な い の で 復 旧す る まで シス テム の運 用

サー ビス を中断 す る。

(4)セ レク タチ ャ ネル#Cが 障害 の場合

セ レク タチ ャ ネル#Cに 接 続 され て い る磁 気 ドラム装置 に は モ ニ タ フ ァ

イ ル,エ ラー ロギ ン グ フ ァイ ル,エ ラー メ ッセ ー ジ フ ァイ ル,セ ンタル ー チ

ン フ ァイル,ジ ョブ制 御 表 フ ァイ ル,シ ステ ムカ タ ロ グ フ ァイ ル な どの重 要

フ ァイル が お さめ られ てい る。 これ らの フ ァイル をFallBack用 と して,

別 に集合 磁 気デ ィス クパ ッ ク2パ ックに作成 してお き,こ の パ ッ クモニ タ を

セ レ クタ チ ャネ ル#Aに 接 続 され て い る集合 磁気 デ ィ スク パ ッ ク装置 のWO

RK(Temporary)フ ァ イル が あ るAlO6,お よび 持 込用 ファイ ルで あ る

A.107の2デ ッキ を犠 牲 に して これ に当 て,シ ス テム の運 用 サー ビス を続行

させ る。

(5)セ レク タチ ャ ネル#Dが 障害 の場 合

セ レク タチ ャネル#Dに は 磁気 テー プ装 置が接 続 され て い るが,セ レ ク タ

チャ ネ ル#Dが 障害 の 場 合 に は,復 旧 す るま で 磁 気テ ー プ使 用 ジ ョ ブ を犠 牲

に して シ ス テムの 運 用 サー ビス を続 行 させ る。

(6)マ ル チ プ レク サチ ャ ネル#Eが 障害の場 合

マル チ プ レ クサ チ ャネ ル#Eに 接続 され て い る1/0に は カー ドリー ダ,

カー ドパ ン チ,ラ イ ン プ リン タ,コ ンソー ル タイ プラ イ タ,紙 テー プ リー ダ,

紙 テー プ パ ンチ,端 末 な どの装 置 が 接続 され てい る。 マ ル チ プ レクサチ ャネ

ルは1チ ャ ネル しか な く,他 チ ャネ ルへ の 切 り替 えが不 可能 と な るた め,こ

れ らの装 置 が使 用 で き な くな る。 従 っ て,復 旧 す る まで シス テ ム の運 用 サ ー

ビス を中断 す る。
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(7)高 速 磁心 記 憶 装置 が障害 の場 合

高 速 磁心 記 憶 装置 は32kW単 位 で1台 の ス タ ッカー に収 納 され てい お り,

現在6台 か ら構 成 され,192kWの 容量 とな って い る。6

'この 内 モ
ニ タが約92kWの 領 域 を 占有 す るた め,ユ ー ザ エ リ アと して は約

100kWと な る。

1台 が障 害 で 使 用不 能 に なっ た場 合 は,ユ ー ザ エ リアが約68kWと な り,

容 量 が小 さ くな っ て 能率 が 低下 す るが,バ ッチ処 理 の多 重 度 を調 整 しな が ら

1台 を切 り放 して シ ス テ ム の運 用 サー ビス を 再開 す る。

しか し,2台 以 上が 同時 に障 害で 使 用不 能 にな った場 合 は,ユ ー ザ エ リ ア'

が 約36kW以 下 とな り,ユ ーザプ ログラムの 大 き さを約40kW位 に規 制 し てい

るこ と と,3元 処 理 が実 質 的 に不 可能 にな っ て く る ことか ら1台 が復 旧 す る

ま でか,あ るいは2台 と も'復旧 す るまで シス テ ム の運用サービスを中断する。

ま た,3台 が 同時 に使 用不 可 とな った 場合 に は,2台 が復 旧す るま でか,

あ るいは3台 が復 旧 す るま でシ ス テム の運 用 サー ビス を中 断 す る。

(8)大 容 量 磁心 記憶 装 置 が障 害 の場 合

大容 量 磁心 記憶 装 置 は,1台256kWか らな り,1バ ン ク128kWの2バ ン

クか らな っ て い る。

大容 量 磁心 記 憶 装 置 には,入 出力 制 御表 が 作 成 され る。 また,こ の 記 憶 装

置 は バー チ ュ アル メモ リと して使 用 され,デ マ ン ドジ ョブ,あ るいは リモー

ト・バッチジ ョブ やバ ッチ ジ ョブで も使 用す るよ うに運営 上設計 され て い る。

従 って,1バ ンクが 障害 で使 用不 能 とな った 場 合 には,他 の バ ン クに入 出

力制 御 表 を作 成 して,こ の記 憶 装置 を使 用 す るジ ョブ の制 限 を行 な え ば,シ

ステ ムの運 用 サー ビス を続行 させ ること がで きる。 しか し,2バ ン クが使 用

不 能 と なった 場 合 には,1バ ン クが 復 旧 す るまでか,あ るい は2バ ン クが 復

旧 す るまで シ ステ ム の運 用 サー ビス を 中断 す るこ とに な る。

(9)モ ニ タ格納 用 磁気 ドラ ム装 置C.000が 障害 の場 合

モニ タが格 納 され て い る磁気 ドラ ム装 置C .000が 障害 の場 合 に は,代 替 用

モ ニ タと して あ らか じめ作 成 して格 納 して あ る磁 気 ドラ ム装 置C .002に 切 り

;32一

札



替 えて,シ ス テ ムの 運 用 を続行 す る。

⑩ コ ンソー ル タイ プライ タが 障害 の 場 合

コ ンソー ル タイ プ ライ タが障 害 で 装 置 ダ ウン にな ると,モ ニ タと の コ ミニ

ュケ ー シ ョ ンが な くな るた め,単 な る装 置 ダ ウン に とどま らず,シ ス テム ダ

ウン と なっ て しま う。 この場 合 には,代 替 用 コ ン ソー ル タイ プ ライ タE・201

に 切 り替 えて シス テ ムの運 用 サ ー ビス を続 行 す る。

3.1.3フ ァイ ル の割 り付 け

ジ ョ ブ を実 行 す るた め に必要 な制 御表 フ ァイル,ジ ョブ入 力 デー タ フ ァイ ル,

ジ ョブ エ ラー メ ッセ ー ジ フ ァイ ル,ジ ョブ制 御 マ ク ロ ファイ ル な どの 各 種 フ ァ

イル の割 り付け につ い ては,TSSサ ー ビス開始 時点 で は次 のよ うに定 め て運

用 した。

'

4

機 器 装 置 名 機 番 フ ァ イ ル 名

磁気 ドラム装 置 A.001 計 算 セ ン タ ー ル ー チ ン ・マ ス タ ー フ ァ イ ル

F624K 制御 表 ファイル

二 次 ロ ー ル ア ウ トフ ァ イ ル

シ ス テ ム カ タ ロ グ フ ァ イ ル

A.002 モ ニ タ プ ロ グ ラ ム フ ァ イ ル

ジ ョ ブ エ ラ ー メ ッセ ー ジ フ ァ イル

エ ラ ー ロ ギ ン グ フ ァ イ ル

二 次 ジ ョ ブ制 御 マ ク ロ フ ァ イル

集合磁気ディスク B.000 処 理 プログラムフ ァイル

パ ック装 置 一 次 ジ ョ ブ制 御 マ ク ロ フ ァ イル

F471K
B.001 一 次 ロ ー ル ア ウ トフ ァ イ ル

B.002 ジ ョ ブ入 力 デ ー タ フ ァイ ル

寸 借 フ ァ イ ル20ト ラ ッ ク ×20フ ァ イ ル

50〃 ×20〃

ワ ー ク フ ァイ ル

端末入力 ジョブバッファ

B.003 ジ ョ ブ入 力 デ ー タ フ ァ イ ル
■

寸 借 フ ァ イ ル10Uト ラック ×10フ ァイル

200〃 ×5〃

ワ ー ク フ ァ イ ル
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機 器 装 置 名 機 番 フ ァ イ ル 名

B.004 デマ ンド用共用ファイル

B.005 デマ ンド用共用ファイル

B.006 リ モ ー トバ ッ チ 用 共 用 フ ァイ ル

B.007 バ ッチ用共用 ファイル

しか し,そ の後,オ ンラ イン アプ リケ ー シ ョ ンで あ る 文 献 検 索 シ ス テ ム

JOLDORの 実 用化 に当 って は(現 在,キ ャラ ク タ ディ ス プレ イ装置 が端 末 と

して利 用 で きな い た め,セ ンター 内の み で使 用 して い る),フ ァイ ルの 絶 対量

が不 足 す る こと,ワ ー ク フ ァイ ル,リ モ ート・バ ッ チ用共 用 フ ァイ ル な ど も多 少

不 足 す る こと,ま た,制 御 プ ゴ グ ラ ムが格 納 され て い る 磁気 ドラ ムの ダ ウン対

策 と して,代 替 制 御 プログ ラ ム フ ァイ ル を他 の 磁 気 ドラム装 置 に フ ァイル して

お きた い こと な どの理 由 によ り,昭 和47年9月 に集合 磁 気デ ィ ス クパ ヅク装置 ,

,磁 気 ドラ ム装 置 を増 設 した。

これ らの ファイ ル装 置 の 増 設 に よ り,フ ァイ ル の割 り付 け を次 の よ うに変更

し て運 用 した。

機 器 装 置 名 機 番 フ ァ イ ル 名

磁 気 ドラ ム 装 置 C.000 モ ニ タ プ ロ グ ラ ム フ ァイ ル

F624K
'

ジ ョ ブ エ ラ ー メ ッ セ ー ジ フ ァ イ ル

エ ラ ー ロギ ン グ フ ァ イ ル

二次 ジョブ制御 マクロファイル

C.001 計 算 セ ンタ ル ー チ ンマ ス タ ー フ ァ イ ル

制御表 ファイル

二 次 ロ ー ル ア ウ トフ ァ イ ル

シ ス テ ム カ タ ロ グ フ ァ イ ル

C.002 モ ニ タ プ ロ グ ラ ム フ ァ イ ル

ジ ョ ブ エ ラ ー メ ッセ ー ジ フ ァ イ ル

エ ラ ー ロ ギ ン グ フ ァ イル

二 次 ジ ョ ブ制 御 マ ク ロ フ ァ イ ル

(C.000の 代替用装置)
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機 器 装 置 名 横 番 フ ァ イ ル 名

集 合磁 気 ディズク

パ ッ ク 装 置

F471K

B.000 処 理 プ ロ グ ラ ム フ ァ イル

一 次 ジ ョブ制 御 マ ク ロ フ ァイ ル

B。001
一 次 ロ ー ル ア ウ トフ ァ イ ル

B.002 ジ ョ ブ入 力 デ ー タ フ ァ イ ル

寸 借 フ ァ イ ル20ト ラック ×20フ ァイル

40〃 ×20〃

ワ ー ク フ ァ イ ル

端 末 入 力 ジ ョ ブ パ ツ フ ァ

B.003 ジ ョ ブ 入 力 デ ー タ フ ァ イ ル

寸 借 フ ァ イ ル50ト ラック ×20フ ァイル

100〃 ×10〃

ワ ー ク フ ァ イ ル

B.004 JOLDOR用 デ ー タ フ ァ イ ル

B.005 JOL、DOR用 デ ー タ フ ァ イ ル

B.006 JOLDOR用 デ ー タ フ ァ イ ル

B.007 JOLDOR用 デ ー タ フ ァ イ ル

集 合 磁 気 ディスク

パ ッ ク 装 置

F471K

A.100 デ マ ン ド用共用 ファイル

A.101 デ マ ン ド用共用 ファイル

A.102 デマ ンド用共用 ファイル

A.103 バ ッチ用共用 ファイル

A.104 バ ッチ用共用 ファイル

A.105 リ モ ー トバ ッ チ 用 共 用 フ ァイ ル

A.106 寸 借 フ ァイ ル150ト ラック ×10フ ァイル

200〃 ×5〃

ワ ー ク フ ァ イ ル

A.107 持込 用 ファイル

さ らに今 後 の フ ァイ ル割 り付 け改善 案 と しては,ロ ー ル イ ン/ロ ー ル ア ウ ト

の処 理能 力 の 向 上を図 るた め,現 在 集合 磁 気デ ィスクパ ッ ク装 置 に作 成 され て

い る ロー ル ア ウ トフ ァイ ル を,よ り転送 速 度 の速 い高速 磁 気 ドラ ム装 置 に移 す

予定 で あ る。 今 の とこ ろ高速 磁 気 ドラム装 置 は,ハ ー ド的 に接続 され て い るが,
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モ ニ タ プ ロ グラ ムと イ ン ター フェ イ スが とれ て いな いた め,ソ フト的 には 接続 さ

れ て い ない。 従 って,OSの バ ー ジ ョン ア ップ を行 な っ て,昭 和48年4月 頃b・ら実

施 す る予 定 で あ る。

3.1.4サ ー ビス 体 制

(1)TSSサ ー ビス タ イム

TSSの サー ビス タ イ ムは,TSSサ ー ビス開 始 当初 か ら長 時 間 の サ ー ビ

ス を避け,段 階 的延 長 を図 っ た。 そ の理 由 と して は3元 処 理 形 態の運 用 面 に

不 馴れ で あ った こと,バ ッチ処 理 の オー プ ン制 か らク ロー ズ制 へ 切 り替 え る

時 期 で あ った た め,ま だ 多 くの 時 間 をTSSサ ー ビス に さ くこ とが で きなか

った こと,ま た,こ の 時期 のオペレーティングシス テ ムが3元 処 理 を行 な うには,

その 安定 度 に不 安 が あった こ とな どが 上げ られ る。 従 っ て,こ れ らの 点 を除

々に改 善 し な が ら,TSSサ ー ビスの 時 間帯 を段 階的 に延 長 して,最 終 的 な

もの に持 って い くこ と にし た。

その 結 果,次 の表 に示 す よ うな経 過 をた どっ て現 在 に至 って い る。

項目

年月
サ ー ビ ス 日 サ ー ビス タ イ ム サー ビス時間帯

47年2月 月,水,金 3H 10:00～13:00

3月 月,水,金 3〃 10:00～13:00

4月 月,水,金 4〃 10:00～14:00

5月 毎 日 4" 10:00～14:00

6月 以降 毎 日 5〃 10:00～15:00

(日 ・祭 日および土曜 日のサービスは行なわなか った)

また・ 実際 には名 端局か らサー ビスタイムの延長依頼が比較的多 ≦あった

た め,延 長 依頼 が あっ た 日に対 し ては,運 用 上許せ る範 囲で 延 長 す るよ うつ

と め,TSSサ ー ビスタ イム の 弾 力 的運 用 を行 なった。

(2)TSSサ ー ビス 申の セ ン トラ ル マ シ ン ダ ウンの処 置

TSSサ ー ビス 時 間 中 に,セ ン トラル マ シ ンが ソ フ トウ ェ アあ るいは ハ ー

ドウェ アの障 害 の た め,シ ス テ ム ダ ウ ン とな った場 合 の端 末利 用者 に対 す る
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処 置 を次 の よ うに行 な った。

まず,セ ン ター係 員 は端 局 責任 者 あ るいは 直接利 用 者 に対 して,必 要 に応

じて今 どの よ うな理 由で ス トップ して い るの か を状況 説 明 し,予 想復 旧時 間

を連絡 す る。 そ れ と同 時 にセ ン ター側 で は,復 旧 の処 置 を速 やか に行 な う。

復旧 次第,関 係 端 局責 任 者 あ るいは 直接利 用 者 にそ の 旨連 絡 し,ジ ョ ブ を

開 始 して も ら うわ けで あ るが,も し,ダ ウンが 原 因 で ユー ザ フ ァイ ル が破 壊

され て い る ことが確 認 さ れ て いた な らば,そ の 状 況 を説 明 す ると と も に,必

要処置 を合 わせ て連絡 し,そ れ に対処 して も ら つた 。

これ らの連 絡 手段 は,す べ て電 話 で 行 な った が,連 絡 時 に問 題 と な った こ

とは,端 末 室 に電 話 が 設置 され てい な い端局 が あった た め に,シ ス テム ダ ウ

ンや その他 の トラ ブル 時 の 連絡 が スムー ズ に行 な えず,不 便 を感 じた ことが

しば しば あっ た ことで あ る。 やは り端 末 室 には 必 らず電 話 を 設置 してお くべ

きで あ ろ う。

この問題 で 考 え させ られ た ことは,現 在 の モ デ ム に装 着 され て い る受話 機

は,セ ン タ側 と端 末側(端 末 装置 によ って モ デ ムが 内 蔵 され て い る もの もあ

り,受 話 機 が 装 着 され て い な い機種 もあ る)の 両 方 が通話 モ ー ドで な けれ ば

話 し合 いが で きな い機構 にな っ てい る が,通 常 は セ ンター 側 も端末 側 もデー

タモー ドで ジ ョブ を処理 して い るた め,シ ス テム ダ ウンな どの 時 に 端 末側 と

通 信 す るた め にセ ンタ側 の モ デ ム を通 話 モー ドに して も,端 末側 の モ デ ム を

通話 モー ドにす る手段 が な い。 今 の と ころ端 末 側 に電話 して通 話 モー ドに 切

り替 えて も らう方 法 しか な いが,こ の よ うな手 段 を取るなら,初 め か ら電話 で

用 件 をす ませ て しま えば よ いわ け で あ る。 そ こで この モデ ム が セ ン ドラ ル マ

シ ンが シス テム ダ ウ ン した 時に 両方とも自動的 に 通話 モー ドに切 り替 わ る と

か,通 話 した い時 に は相 手側 を呼 び 出 して,通 話 モ ー ドに させ るた め の発 信

音 を 出す な どの 機能 が あれ ば便利 で あ り,端 末 室 に電話 が な く て もス ムー ズ

に用件 が 伝 え られ る ので は な いか とい うことで あ る。

モ デ ムの 機構 上,こ の よ うな機能 を 付加 す る こ とは不 可能 で あ るのか も知

れな い が,こ の よ うな こ とが実 現す れ ば,非 常 に便 利 で あ ると思 われ る。
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(3)端 末 装置 のハ ー ド障害 処 理

各 端 局でTSS利 用 中 に,端 末装 置 のハ ー ド障 害 が発 生 した 場 合 の処 置 を

次の よ うに行 な った。

端 末側か らそ の 異常 状態 をセ ン タ係 員 に連絡 し て も らい,そ れ に対 してセ

ンタ係 員 は,保 守 部 門 に速 やか に連 絡 を取 る。 保 守員 は ただ ち に障 害発 生 端

局 へ 直 行 し て,そ の 障 害 状況 を調査判 定 し,復 旧 に必要 な措 置 を取 り,速 や

か に復 旧 を図 るよ うに した。,

(4)回 線 障害 の処 置

バ ッチ処 理 シス テ ムの ハ ー ド障害で あれ ば,機 器 の 障害 だ けです む が,T

SS機 能 が 付加 され た シ ス テ ムの場 合 には,こ れ と は別 に回 線 の 障害 が 加 わ

る。 単 な る機 器 障 害 で あれ ば,保 守 部門 に修 理 を依 頼 す るこ と にな るが,明

らか に回 線 障害 の 場合 に は,電 信 電話 公社 の 保全 部 門 に修 理 を依頼 しな けれ

ばな らない。

しか し,端 局 側か らの連 絡,あ るいは,セ ン タ側 で何 らか の 障害 が あ る こ

と が わか った と き,そ の 障害 が 機 器に あ るか,回 線 にあ るか を判 別 す る こ と

が 困難iな こ とが しば しば あ る。

この よ うな場 合,セ ン タ係 員 は で きるだ けす み やか に,ど の 部 分の 障害 が

あ るのか を発 見 し,適 切 な処置 を とる責任 が あ るわ け で あ るが,次 の よ うな

手順 で判別 し処 置 を した。

まず,回 線 と端 末,回 線 とセ ン トラ ルマ シ ン を切 り放 し,端 末 およ びセ ン

トラル マ シ ンに異常 が な いか を個別 に テ ス トをす る。 もし,端 末 およ びセ ン

トラ ルマ シ ンに異 常 が認 め られ な けれ ば,回 線 の 調査 を行 な う。

調査方 法 と して は,テ ス ト符 号 を送 って回線 の 状 態 を調 べ,テ ス ト符 号の

異 常 によ り回 線 が 悪 い と判 断 され た と きに,電 信電 話 公社 の保 全 部 門に ア ク

シ ョン を取 って 復 旧 させ た。

(51利 用相 談

計算 機 シス テ ム を利 用す る に当 っ て,利 用 に 関 す る全般 的 な 相 談,プ ロ グ

ラム に 関す る質 問 や問 い合 わせ が発 生 す る。
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これ らの質 問や 問 い合 せ の 受 け付 け,一お よ び 回答 を次 の よ うに行 なっ た。

・電話 に よ る方 法

・ 「問合 せ 票 」によ る方 法

・来所 に よ る方 法

・セ ン タか ら出張 す る方 法

電 話 によ る方 法 は,後 の管 理 資料 を作 る場 合 には比 較 的記 録 と して残 しず

らい こと,電 話 で は要 領 を得 な い場 合 が あ る ことな どの理 由 か ら,極 力 「問

合 せ 票 」に よ る方 法 を用 い るよ うに して いた が,や は り緊急 を要 す る質 問 や

問 合 せ が多 い た め,電 話 あ るいは 出張 に よ る方法 を多 く用 い,処 理 の ス ピー

ド化 を図 った。

「問 合せ 票 」 の形式 は次 の とお りで あ る。

※%

問 合 せ 票

名

属

名

社

所

氏

年 月 日

受付 番 号 ※ 受 付 者 ※ 種 別 方 法

1.質 問2.要 望3.そ の 他 1.来 所2.書 面3.電 話

(質 問 内容):

養}:頬 返 送

要 ・ 否

電 話 番 号 回 答 年 月 日 ※ 回 答 著 名 ※ 回 答 区 分 ※

年 月 日 1.解 決2.検 討3.打 切

(解 答):

※欄 は記入不要です。
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(6)講 習会

TSSサ ー ビス を利 用 す るに当 っ て必要 な教 育 を行 な うた め,当 財 団 で は

必 要 が生 じた場 合,あ るい は ユ ー ザの要 望 に応 じ て講習 会 を開 催 した。

その開 催 実 績 は次 の とお りで あ る。

第1回 講 習 会

a日 時

・昭和47年1月31日(月)～2月8日(水)

b内 容

・FACOM-TSSの 概 要 説 明

・端末 機F-1591Aに つ い て の説 明'

・BACCUSに つ い ての説 明

・LINEDに つ い ての説 明

・TSS-FORTRANに ついて の説 明

・CPLに つ い て の 説 明

・BACCUSお よ びLINEDの 実 習

cス ケ ジ ュ ール

表3-1の とお り。

表3-1第1回 講 習会 スケ ジ ュール

月 日 1/31 2/1 2 3 4 7 8

曜 日 月 火 水 木 金 月 火

10:00

午
、

前

12:00

Fの

§ 響
¥
1
S

B
A
C
C

u
S

B
A
C
C

u
S

L
I
N
E

D

F
O
R

T

I
N

10:00

BACCUS→

実 実

11:00

LINED

12:00

習

(A)

習

(C)

13:00

年

後

16:00

端 の

禾 説

機 明
`こ

3
て

2
C

C

§

昊

ε

9

ヤ

量
D

C

£

13:00

BAC㏄S→

実 実

14:30

LINED→

16:00

習

(固

習 ・

(r功
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第2回 講習会

a日 時

・昭和47年2月28日(月)～3月7日(火)

b内 容

・FACOM-TSSの 概 要説 明

・端 末機F-1591Aに つ い て の説 明

・BACCUSに つ いて の説 明

・LINEDに つ い ての説 明

・TSS-FORTRANに つ い ての説 明

・CPLに つ い ての 説 明

・BACCUSお よ びLINEDの 実 習

cス ケ ジ ュ ール

前回 と同様 表3-1に 基 い て行 な った。

第3回 講 習会

a日 時

・昭 和47年11月13日(月)～11月16日(木)

b内 容

・FACOM-TSSの 概 要

・CPLの 説 明

・シス テム コマ ン ドの説 明

・TSS-FORTRANの 概 要

●CPLお よ びTSS-FORTRANの 実 習

cス ケ ジ ュー ル
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月 日 11/13 15 16

曜 日 月 水 木

10:00

年

前

12:00

Fの

ξ響C
MP

十L§

シ ド

ス の

Cテ 説

Pム 明

Lコ

;

実

習

13:00

年

後

16:00

C

P

L

Tの

罐

‖

実

習.

3.1.5セ ンタ標 準 値

オ ペ レー テ ィン グ シス テ ムMONITOR-Vを 創 成 す るには,シ ス テ ム編 集

(SystemGeneration)を 行 な う。

そ の時 に定 め られ る ジ ョブ打 ち切 り処 理装 置 使用 時 間,端 末 出力 打 ち切 り行

数,ジ ョ ブ優 先権,ま たは,効 率 的 な システ ム運 用 を図 るた め に定 め られ るジ

ョブ の多 重度,各 種 制 限値 な どのセ ン タ標 準値 を次 のよ うに決 め た。

(1)各 種 優 先権

モ ニ タで持 っ てい る優先 権 には ,ジ ョブ優 先権,実 行 優 先 権,主 記 憶 駐在

優先 権 が あ り,複 合 コン トロー ル方 式 を取 っ て い る。

ジ ョ ブ優 先権 とは,大 記 憶 の 中 に シス テム 入力 装置 か ら入 れ られ て貯 え ら

れた,ジ ョ ブの実 行 開 始 の順 序 を決 定 す るた め に利 用 され る もの で あ り,ジ

ョ ブの 優 先権 の高 い ものか ら選 び 出 さ れて開 始 され る。 レベ ル は0～7ま で

あ り,数 字 の 大 きい ほど優 先 権が 高 くな っ て い る。

実行 優 先 権 とは,タ スクの 実 行順 位 を定 めるもので,実 行 待 タスク は実行 優 先

権 に した が っ て実 行 に移 され る。 すな わ ち,中 央処 理 装置 の使 用 優 先順 位 で

あ る。 レベ ルは0～15ま で あ り,数 字 の 大 きい ほ ど優 先権 が 高 くな っ てい る。

主記 憶 駐 在 優 先権 とは,主 記 憶 を 占有 す る際 の優 先順 位 を定 め る。 レベ ル
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は,0～15ま で あ り,数 字の 大 きい ほ ど優 先権 が 高 くな って い る。

これ らの優 先権 をバ ッチ ジ ョブ,リ モート・バ ッチジ ョブ,デ マ ン ドジ ョブ

との 関連 を持 たせ,次 の よ う に定 めた。

優 先 権

ジョブ処理形態
ジ ョブ優先権 実 行 優 先 権

主 記 憶 駐 在

優 先 権

バ ッ チ ジ ョ ブ

一

5 5 5

リモー ト・パ ッチ ジ ッ ブ 6 6 6

,

デ マ ン ド ジ ョ ブ 7 15 3

ジ ョブ処理 形 態 の性 質Lデ マ ン ドジ ョブ のジ ョブ優 先権,実 行 優 先権 を

最 高 レベ ル に設定 した。 主 記憶 駐 在 優 先権 につ い ては,端 末 操作 中な ど の実

行 待 ち時 間 の無 駄 な 主記憶 駐 在 を防 ぐた め,バ ッチ ジ ョブ,リ モート'バ ッチ

ジ ョ ブの そ れ よ りも低 くした。

リモート・バ ッチ ジ ョ ブにつ い て は,ジ ョブ優 先権 と実 行 優 先権 を バ ッチ ジ

ョ ブよ り も高 く,デ マ ン ドジ ョ ブよ り も低 い レベ ル に 設定 し,タ ー ン アラ ウ

ン ドタイ ム を速 め るた め 主記 憶 駐 在 優 先権 をバ ッチ ジ ョブや デ マ ン ドジ ョ ブ

よ りも高 い レベ ル に した。

バ ッチ ジ ョブは,全 体 か ら見 て他 の 処理 形 態 よ りも各 優 先権 の レベ ル が 低

く,た だ 主 記憶 駐 在 優 先権 だ けは デ マ ン ドジ ョ ブの実 行 待 ち時 間 を利 用す る

た め に,デ マ ン ドジ ョ ブよ りも レベ ル を高 くして い る。 しか し,リ モート'バ

ッチ ジ ョ ブよ り も低 く定 め,リ モート・バ ッチジ ョ ブの優 先 を図 った。

② ジ ョブ打 ち切 り処 理 装置 使 用時 間

1ジ ョ ブが処 理 装{置 を使 用 す るこ とが で きる最 大時 間 を決 め る もので,そ

れ ぞれ の ジ ョ ブの 内容 を検 討 し,次 の よ うに設定 した。

バ ッチ ジ ョブ5分

りモー ト・バ ッチ ジ ョブ5分

デ マン ドジ ョブ20分

(3)ジ ョブ打 ち切 り磁心 記 憶 占有 時 間

1ジ ョブが 磁心 記憶 装 置 を占有 す る ことが で き る最 大 時 間 を決 め る もの で,
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そ れ ぞれ の ジ ョブの 内容 を検 討 し,各 ジ ョブ処 理 形 態 と も60分 と設 定 した。

た だ し,デ マ ン ドジ ョブにつ い ては180分 と した。

(4)ジ ョブ打 ち切 りカー ドせ ん孔 枚 数

1ジ ョブが カ ー ドせ ん孔 装 置 に 出力 で き る最 大枚 数 を決 め る もので・ そ れ

ぞ れ の ジ ・ブの 内容 を検 討 し,各 処 理 形 態 と も10,000枚 と設定 した。

㈲ ジ ョ ブ打 ち切 り印刷 ペー ジ数

1ジ ョ ブが ライ ンプ リ ンタ装 置 に出力 で きる最 大 印刷 ペ ー ジ数 を決 め る も

ので,そ れ ぞれ の ジ ョ ブの 内容 を検 討 し,ま た処 理 形 態 と も(デ マ ン ドジ ョ

ブ,リ モート・バ ッチ ジ ョ ブにつ いて はセ ン タ 出力 の 場合)200ペ ー ジ と設 定

し た。

(6)ジ ョブ打 ち切 り印 刷 行数

1ジ ョブが ライ ン プ リン タ装 置 に 出力 で き る最 大 印刷行 数 を決 め る もので,

(5)で述 べ た ジ ョブ打 ち切 り印刷 ペ ー ジ数 と関連 させ,1ペ ー ジ50行 印刷 する

もの と して,各 処 理 形 態 と も(デ マ ン ドジ ョブ,リ モー ト・バ ッチ ジ ョブ にっ

い て は セ ン タ出力 の場 合)10,000行 と設 定 した。

(7)端 末 出力 打 ち切 り行 数

端 末 装置 に 出力 され る1ジ ョ ブの 打 ち切 り行数 を決 め る もの で,ジ ョブの

内容 や通 信 回 線の通 信 速度 との 関係 で あま り多量 の 出力 をさ け るた めに,

1,000行 と設定 し,こ れ を越 え る ものはセ ン タ 出力 させ るよ うに した。

(8)ジ ョ ブ打 ち切 りHCM占 有 語数

1ジ ョブが高 速 磁心 記憶 装 置 を 占有 で きる最 大量 を決 め る もの で,プ ログ

ラム を作 成 す る場 合 には,先 に述 べ た よ うに運 用 面の こと を考 慮 し て,40

kWを 標 準 と し,あ ま り大 きくな らない よ う に申 し合 せ てい るが,モ ニ タで

持つ ジ ョ ブ打 ち切 りHCM占 有 語数 は70kWに 設 定 した。

(9)フ ァイル定 義 文 パ ラメー タの標 準 値'

フ ァイル定 義文 は,プ ロ グ ラ ムの なか で 定義 され た フ ァイ ル制 御 ブ ロッ ク

と,実 際 の デー タ フ ァイ ル との 対応 関係 を確 立 す る もので あ るが,フ ァイル

定義 文 のSPACEパ ラメー タ が省 略 された 時 に取 られ る標 準値 は,ジ ョ ブの
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内容 を検 討 し,次 の よ うに設定 した。

スペ ース 割 り当 て一 次 量40ト ラッ ク'

〃 二 次量40〃

⑩ ジ ョ ブ入力 デー タ ファ イルの スペ ー ス 割 り当 て量

ジョ ブ入 力 デー タ フ ァイ ル は,1個 の ジ ョブ入力 デ ー タ につ き1個 ず つ 開

設 す る もので,そ の割 り当て量 は ジ ョブ の内 容 を検 討 し,次 の よ うに設定 し

た。

ジ ョブ入力 デー タフ ァイ ルの ス ペー ス 割 り当て一 次量40ト ラック

〃 二 次量40〃 ,

ω ジ ョ ブの 最 大多重 度

ジ ョブの最 大 多 重度 を決 め る もので,15多 重 に設定 した。しか し,実 際 の

シス テム運 用 サー ビス 中は,そ の 時 の 全体 の ジ ・ブの 状 態で,オ ペ レー タの

シ ス テ ム操 作 指 令 で1～4多 重 の範 囲で 運 用 した。

⑫ 端 末入 力 制 御 ジ ョブバ ッフ ァの割 り当 て量

端 末入力 制 御 が 作成 す るジ ョ ブバ ッ フ ァの 割 り当て量 を決定 す る もの で,

端 末 入 力 ジ ョ ブの 内容 を検 討 し,次 のよ うに設定 した。

ス ペー ス 割 り当 て一 次 量10ト ラッ ク

〃 二 次 量10〃

㈱ 端末 入 力 の制 御の 最 大値

端 末入 力 制 御 が 同時 に処理 し うる端 末装 置 の最 大数 を決 め る もの で,端 末

利 用 頻度 を考 慮 に入 れ て7台 と設 定 した。

ω 端 末 出力 制 御 の最 大値

端 末 出力 制 御 が 同時 に処 理 し うる端 末 装 置の最 大数 を決 め る もので,⑬ で

述 べ た端末 入 力 制御 の最 大値 に合 わせ て7台 と設定 した。

⑮ デ マン ドジ ョ ブの処理 許 容 値

デ マン ドジ ョブの 同時 利 用 可能 な最 大数 を決 め る もの で,端 末 数 に合せ て

12台 と設定 した。

㈹ 端末 装 置 台 数
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TSS制 御の 管 理 下 に あ るす べ ての 端末 装 置 の 台数 を指 定 す る もの で,現

在12台 の 端 末 が設 置 され てい るが,増 設 の こ と も考 慮 して15台 と設定 し た。

3.1.6ジ ョブ制 御 マ クp

ジ ョブの処理 の 方法 は,各 言語 ご と に原 プロ グ ラムの翻 訳 一 結 合 一 実 行

とい った 手順 を踏 む のが一 般 的で あ る。 この よ うに ジ ョブの制 御 には繰 り返 し

使 用 され る一 定 の 型 が あ る。 この よ うな ジ ョブ制 御文 の 並 び を一 ま とめ に し て

名 前 をっ けて,ジ ョ ブ制 御 マ ク ロ と して登 録 してお き,必 要 なた び に登 録 した

名 前 で 呼 び 出し て使 えば便 利 な わ けで あ る。 この よ うな方 法 で利 用 者 の ジ ョブ

制御 カー ド作 成 の 手 間 を省 くと と もに,ジ ョ ブ制 御 カ ー ドの 誤 り も省 くこ とが

で きる。 また,ジ ョブ制 御 カー ドの作 成 を各利 用者 にゆだね た場 合 に は各 種優

先権,磁 心 記 憶 占有 量 フ ァイ ルのSPACE指 定 などの値 を不 当 に指定 し て,

シス テ ムの 運 用 サ ー ビスに 重 大 な影 響 を与 え ること もあ る。 従 って,3元 処 理

での シス テ ム の運 用 サー ビス を円滑 に進 め るた め に も,運 用 部門 でセ ン タ の標

準値 を指定 した.ジ ョブ制 御 カー ドを ジ ョ ブ制 御 マ ク ロと して登 録 し て,一 般 利

用 者 に開 放 した。 ま た,例 外 的 な ジ ョブ制 御 マ ク ロの 登 録 は,利 用者 か ら運 用

部門 へ登 録 申請 され,運 用 部 門 で チ ェ ッ クの 上登 録 し て開 放 した。'

ジ ョブ制 御 マ ク ロの 開放 に当 っ て,バ ッチ ジ ョブ用(リ モー ト・バ ッチ ジ ョブ

も含 む)に は 「ジ ョブ制 御 マ クロ登 録 集 」 を,デ マ ン ドジ ョブ用 に は 「 デ マン

ド用 マ ク ロ コ マン ド説 明書 」を作 成 し,利 用者 に配 布 し た。

「ジ ョブ制 御 マ ク ロ登 録集 」 につ い ては 巻末 の 付録 一 皿を参照 された い。

なお,「 デ マ ン ド用 マク ロコマ ン ド説 明書 」につ い て は,4・2処 理 プ ロ グラ

ムにつ い ての 項 と重 複 す る部 分 が あ るので 省略 す る。

噺

3.1.7フ ァイ ル ・リカバ リー

フ ァイ ル(大 記 憶 フ ァイ ル)の リカ バ リー につ い ては,そ の方 法,タ イ ミン

グ等 い ろい ろ考 え られ,「 フ ァイ ル単 位 で,破 壊 され る直前 の 状態 」に戻 す こ

とが 望 ま しいが,3元 処理 にお い て はデ マ ン ド処 理,リ モ ー ト ・バ ジ チ処 理 の
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喝

よ うに各 端 末毎 あ るい は ジ ョ ブ毎 に入 力 デー タの形 式 や出力 ファ イル の 形式 が

異 るの で,各 フ ァイ ル を破 壊 され る直 前 の 状 態 に戻 す ことは 必ず し も容 易 で は

な い。 また,仮 りに そ うで き るよ うに す るとす れば,そ の た めに 必要 とす るフ

ァイル 容量,CPUタ イ ム 等 は無 視 で きな い程 の.もの とな る。 それ ゆ え,フ ァイ

ル ・リカバ リ ーは 業務 の 性 質,す なわ ち,フ ァイ ルの重 要性 によ っ て,そ の方

法 が異 るで あろ う。

当セ ンタ ーのTSSサ ー ビス にお ける フ ァイル ・リカバ リー の 方 法 は,TS

Sサ ー ビス終 了後 また は開 始 前 に シス テ ム ・ユ テ ィ リテ ィFSUMOVEZを 用

い て フ ァイル を磁 気 テー プ に退 避 し てお き(退 避す るボ リュー ム は デ マ ン ド用

2個,リ モー ト ・バ ッチ 用1個,セ ン ター 用1個 の 計4ボ リュー ムで あ る),

フ ァイル が破 壊 された 場 合 は,こ の 磁 気 テー プか ら破 壊 さ れた ファイ ルの み を

復 元 す る とい う方法 をと る こ と とし た。 この方法 では,仮 りに フ ァイ ル が破 壊

された 場 合,そ の ファ イ ルに 当 日UPDATEを していた と して も1日 前 の 状 態

に戻 っ て しま う(破 壊 され た フ ァイル の み)と い う欠 点が あ るが,フ ァ イ ル を

破 壊 す るとい った ハ ー ド,ソ フ ト的 な原 因,確 率 お よび完 全 な フ ァイ ル ・リカ

バ リー をす るた め の フ ァイ ル容量,CPUタ イム 等 を考慮 す れ ばや む を得 ない

と考 え られ た。

シス テム ・ユ テ ィ リテ ィ 「FSUMOVEZ」 は,大 記憶 ボ リ ュー ム 間 ない し

は大記 憶 ボ リュ ー ム と磁 気 テー プ間で フ.アイ ルの転送 や複 写 を行 な う もの で あ

り,次 の よ うな機 能 を もっ て い る。

・大 記憶 ボ リュー ム 上 の 全 フ ァイ ル を同 時 に別 の 大記憶 ボ リュー ム ま た は,磁

気 テ ー プへ 転 送 な い しは複 写 す る。

・(FSUMOVEZで 作 成 された)磁 気 テー プか ら大記憶 ボ リュ ー ムへ ・

(1)全 フ ァイ ル を同 時 に複写 す る。

(2)指 定 され た フ ァイ ルの み を複 写 す る。

・大記 憶 ボ リュ ー ム 上の指 定 され た フ ァイ ルのみ を別 の大 記憶 ボ リュー ム また

は,磁 気 テ ー プへ 転送 ま た は複写 す る。

・フ ァイ ル編 成 形式 は 次 の もの を許 し,こ れ らが 混 在 して い て もか ま わ ない。
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(1)順 編 成 フ ァイ ル

② 直接 編 成 フ ァイ ル

(3)分 割 型 順 編 成 フ ァイ ル

(4)順 イ ンデ ックス フ ァイ ル

・ファイ ルの数 や レコー ド形 式 に 制限 は ない。

大 記憶 ボリューム

〇

一

図3-1ボ リ ュ ー ム の 退 避

＼
磁 気 テ ー プボ リューム

/' 磁気 テ ー プボ リュー ム

＼

Q

大記憶 ボリューム

/ 大記憶 ボリューム

大記憶ボリューム 図
3-2ボ リュームまたはファイルの復元

試 行 期 間 中 に 「FSUMOVEZ」 自身 の 障害 が2,3発 見 され,例 えば トラ ック

オー バ ー フ ロー を使 用 した フ ァイ ル にっ いて は退 避 した 磁気 テ ー プか ら元 の フ

ァイ ル が復元 で きず,フ ァイ ル を最 初 か ら作 り直 したケ ース が あった が,オ ン

ライ ン の サー ビス をす る場 合 には,フ ァイ ル(ボ リュー ム)の 退 避,復 元 とい
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った ものは極 く基本 的な もので あ り,TSSモ ニ タ を提供 す る以 前 に この よ う
し

な システ ムユ ティ リテ ィ とい った ものの テス トは メ ー カー と して も十 分 して お

くべ きで あ ろ うと思 われ た。

実 際 の運 用 に際 しては 各外 部端末 ユ ーザの フ ァイ ルが完 全 に破 壊 された と い

うケー スは ハ ー ド的 に もソフ ト的 に も1件 もなか った とい って もい い と思 われ

る。

た だ,次 の よ うなケ ー スが1件 生 じた 。それ は,デ マン、ド処 理 に お い て,.す

で にセ ー ブし て あ るプ ロ グラ ム を修 正(UPDATE)し よ うと して該 当 す るプ

ログ ラ ム を ロー ドし,修 正後 セ ー ブ し て あ るプ ロ グ ラム を消 去(PURGE)し

て,再 び修 正 済 の プ ロ グ ラム をセー ブ しよ うと した と き,消 去 ま での動 作 は 完

全で あっ たが,修 正 済 の プ ロ グラ ムをセー ブ しよ うと した と き,ハ ー ドエ ラー
,φ 「

であ るとい っ た,メ ッセ ー ジが 端末 に出力 され て,何 度繰 り返 え して もセ ー ブ

され なか った 。 これ は オー プン動作 が 正常 で なか った ため と,そ れ に対す る処

理 プ ロ グラ ム の対 策が 不 備 で あ った た め と思 わ れ る(そ の フ ァイル 自身 は 正 常

で 同一 時 点で 他 の 端 末か らは何 等支 障 な くアク セ スで きた)。
1

この た め,や む を得ず そ の ジ ョブ を打 切 り,翌 日,消 去 して しま った プ ロ グ

ラム(メ ンバ)の み を退 避 して あ る磁 気デ ー プか ら,前 日 の 状態 に戻 し,再 び

修 正 作 業か ら再実 行 して も らっ た。

これ らの経 験か ら,シ ス テ ムの デー タ管 理 が 安 定 してい れ ば,フ ァイ ル が壊

され る とい っ たケ ー スは ほ とん どな いはず で あ り,人 為 的 に壊 され な い よ うな

手段 を講ず るこ とが重 要 で あ ろ う。

、

3.1.8フ ァイ ル保 護

こ こで い うフ ァイ ルの 保護 とは,MONITOR-V「 のデー タ管理 レベ ルの もの

で は な く,他 人 の フ ァイ ルを消 去 し て しま うと いっ た利 用者 の ちょ っ と した 間

違 い に よっ て生 ず る事故 を防止 す る もの で あ る。

リモ ー ト ・バ ッチ処 理 や デ マン ド処 理 の よ うに各 端 末利 用 者が 自由 に フ ァ イ

ル の作成 あ るいは 消去 がで き,し か もフ ァイ ル 名 が全 く任意 に指 定 で きる もの
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で あ れば,間 違 っ て他人(他 の 端 末)の フ ァイ ル を消去 して しま うといっ た ケ

ー スが生ず るか も知 れ な い。 ま た,異 な る端末 間で作成 した フ ァイ ル をパ ス ワ

ー ドも使 用せ ず に 自由 に参 照 で き る とい う ことは機 密保 護 とい う面 か らも望 ま

し くな い で あ ろ う。 か といっ て,例 え ばAと い う端末 か ら作 成 す るフ ァイ ル

の ラ ァイ ル名 は 必ず フ ァイ ル名 の頭 文 字 をAと し,Bと い う端末 か ら作 成 す る

フ ァイ ル名 の頭 文字 は必 ずBと す ると い った,端 末利 用 者 に フ ァイ ル名 に対 す

る制 限 を加 え る こど は利 用 者 に とっ て 面倒 で あ るばか りで な く,シ ス テ ム側 に

とっ て も絶 えず制 限 に違 反 しな いか ど うか,監 視 し な けれ ばな らな い と い った

面が あ り,端 末利 用者 に使 用す る ファイ ル の名 前 に対 して制 限 を課 す ことは 望

ま し くな い と考 え られ る。

それ ゆ え,端 末利 用者 が指 定 す るフ ァイ ル名 は任 意 で あっ て も,そ れ を指定

した端 末 によ っ て ファイ ル名 を区別 で き るよ うな方 法 を と る こ ととし た。 具 体

的 には,利 用 者 が指 定 した フ ァイ ル名 の 前 に計算 セ ン ター ・ルー チ ン(後 述)

が,端 末 名 を付加 す る とい う方 法 で あ る。

この方 法 によ れ ば,異 る端 末 間で は 全 く同じ フ ァイ ル名が 指 定 され る こと は

な く(す なわ ち,他 の端 末 か ら消去 され る可能 性 は全 くない),し か も端末 利

用 者 に と って は端 末名 が 付加 され て い るか ど うか とい った こ とは 全 く問題 に な

らず,自 分 が指 定 した ファ イル 名 で アクセ ス す るこ とがで き る。 もちろん,特

殊な パ ス ワー ドを付 加 す るこ と によ っ て異 る端末 間で も同一 フ ァイ ル を ア クセ

ス で き るよ うにな っ てい る.こ れ は,共 用 フ ァイ ルの存 在 やセ ンタ の よ うに端

末 が複数 台 設 置 し てあ る所 で は,同 一 人 が 同一 端末 の み を使 用 す る とは限 らな

いた めで あ り,ま た,バ ッチ処 理 で作 成 した フ ァイ ル をデ マ ン ド処 理 や リモ ー

ト・バ ッチ処理 で ア クセ スす るとい った ケ ース が生 ず るた めで あ る。
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3.2計 算 セ ン タ ー一 ・ル ー チ ン

3.2.1計 算センター ・ルー チ ンの概 要*

計 算 セ ンター ・ルー チ ン(以 下 単 に センター ・ルー チ ン とい う)と は,OSの

基本 モジ ュー ル に含 め る こ とが で き ないよ うな もの に対 し て,各 セ ンタ ーが そ

の セ ン ター の条 件 に合 うよ うにOSの 一 部 と して組 み 込 むル ーチ ンお よび運 営

管 理 に供す る各種 統 計表作 成 プ ロ グ ラム 等 をい う。

た と えば,ジ ョ ブ番 号の指定 方 法,フ ァイル の指 定方 法,利 用 者 の資 格審 査,

会 計 情報 の収 集 な どは,セ ンター の運 用 目的,条 件等 が それ ぞれ 異 な るた め 当

然 各 セ ンター ごと に異 るのが普 通 で あ る。 もち ろん,こ れ らの 条 件 を考 慮 した

うえで最 も一 般 的,あ るい は標 準 的 な処 理 方 法 をOSは 提供 す る もの で あ るが,

セ ン ター独 自の要 求,特 にTSSを 運用 す るよ うなセ ンター で はそ の セ ンタ』

の運 用 目的,ハ ー ドウェア の構成 等 に合 った処 理方 法 が と られ なけ れ ば な らな

い場 合が あ る。

そ れ ゆ え,OSの 設 計 思想 として は この よ うな セ ンター ・ル ーチ ンが 容易 に

組 み 込め るよ うな配 慮 が な され てい な けれ ばな らない。

(1){LSSの 運 用 にあた って考 慮 され るべ きセ ン ター ・ルー チ ンの 機 能

TSSの 場 合は ジ ョブ の依頼 が セ ンター受 付 けを通 らず 端末 か ら直 接 入 力

され ると いった ことか らロ ー カ ル ・バ ッチ処 理 とは異 な った 問題 が 発 生 す る

ので,セ ンター ・ルーチ ン と して は次 の よ うな点 を考慮 し な けれ ば な らない。

イ.利 用 者 の資格 審 査

TSSに お け る利 用 者 の 資格審 査 は,ロ ー カ ル ・バ ッチ処理 の よ う にジ

ョブの 依頼 が セ ン ター受 付 け を通 らない た め特 に重要 で あ る場 合が あ るが,

パ ス ワー ド等 の使用 を含 めた 審査 の方 法 は各 セ ン ター ご とに異 な り,機 密

保 護 等 も考 慮 した うえで作 成 され な けれ ば な らない。

*計 算 センター ・ルーチ ンの概要 にっいては,そ め機能等の説 明の都合上46年 度 の報告書の 「セ

ンター ・'ルーチ ンにっいて」 と一部重複する。
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ロ.ジ ョ ブ番 号(名)の 発 行

OSに よ って指 定 方法 は異 な るが,そ れ がttジ ョ ブを識 別 す る もの"で

あ る とす れ ば同一 時 点 で同 じジ ョブ番 号 を もつ ジ ョ ブが入 力 され て は な ら

ない し,同 一 時 点 で な くて も会 計 情報 等 の各 種統 計 を と る場 合に は不 都 合

な点 を生 ず る。

ロー カ ル ・バ ッチ処理 にお い て は,ジ ョ ブ番 号(名)は,ジ ョブ依 頼 者 お

よ びセ ン ター受 付者 によ って,そ の ジ ョブが入 力 され る前 にチ ェ ッ クされ

るが,TSS処 理 においてはセンター・受 付 け を通 らな いた め に0,S(セ ン タ

ー ・ル ー チ ン)が ジ ョブ番 号 を決定 し
,か つ,端 末 にその ジ ョブ番 号 を知

らせ なけ れ ばな らない。 これは 端末 利 用 者 に指 定 させ る と異 な る端 末 か ら

同一 の ジ ョブ番 号が指 定 され る可能 性 が あ るた めで あ る。

ハ.フ ァイ ル 名

端末 利 用者 に フ ァイ ル名 に対 し て特 に制 限 を加 え るこ とは望 ま し くな い。

しか し,端 末 利用 者 に任意 の ファイ ル名 の 指 定 を許 す とすれ ば ジ ョブ番 号

と同様 同 じフ ァイ ル名 が異 な る端末 か ら指 定 され る可能 性が あ る。 そ れ ゆ

え,端 末 利 用者 が 指定 す るファ イ ル名 は任 意 で あっ て もそれ を指 定 した 端

末 に よ って フ ァイル名 を区別 で きるよ うにす るよ うな方 法が と られ る べ き

で あ ろ う。 これ は ファイ ル保 護 と い う面 か ら も必 要 で あ る。 また,逆 に共

用 フ ァイ ル の よ うな異 な る端 末 か ら同一 フ ァイ ル を アクセ ス す る場 合 もあ

り,特 定 の 端末群 の み特 定 の フ ァイ ル を アクセ スす ると いった場 合 もあ る

ので これ らを満 足 す るよ うな方 法 が と られ な け れば な らない。

二 優 先権 の指 定

ジ ョブ優 先権,実 行 優 先権,主 記 憶 優 先 権 等 の指 定 は,た とえ それ がO

Sの 許 容 範 囲 内で あ っ て も,ロ ーカ ル ・バ ッチ処理,リ モー ト ・バ ッチ処

理,デ マ ン ド処理 とい った処 理 が混 在 す る場 合に は他 の ジ ョブに与 え る影

響 が非 常 に大 きい。 そ れ ゆ え,こ れ らの指 定 に関 して は それ ぞ れ の処 理形

態 によ って あ る程 度 の 制約 をしな けれ ば な らな い。
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ホ.フ ァイ ルの容 量 チ ェ ック

外 部記 憶装 置 の記 憶容 量 には当然 セ ンタ ー ごと に限 界 が あ り,特 に保存

され る(KEEPさ れ る)よ うな フ ァイ ル に対 して は使 用量 の制 限 を加 えな

けれ ば な らな いで あ ろ う。 規 定 の容 量 を越 え るよ うな場 合 は その 旨 端末 に

通知 し な けれ ば な らな い。

へ 会 計情 報 フ ァイ ル の作成'、

日毎 あ るいは 月毎 の 個人別,プ ロ ジェ ク ト別 等の 使用 記 録(処 理 ジ ョ ブ

数 お よび ジ ョ ブ ・ス テッ プ数,CPU使 用 時 間,主 記憶 使 用 量,外 部記 憶

使用 量 等)を とるた め の会 計 情報 フ ァイ ル を作成 し な けれ ばな らない。

(2)主 なセ ン ター ・ルー チ ンの 目的 と機能

セ ン ター ・ルー チ ンに 必要 な機 能 につ い て は,(1)で 述 べた が,具 体的 な プ

ロ グラ ム と して は次・の よ うな もの が あ る。

① 初 期 設 定 ル ーチ ン

他 のセ ン ター ・ル ー チ ン を動 作 させ るた め の初 期 設定 を行 な うルー チ ン

で あ り,次 の よ うな ことが 可能 で あ る・

イ.計 算 セ ンタ ー ・ルー チ ンが便 用 す るフ ァ イル(会 計 情報 フ ァイ ル等)

のOPEN処 理。

ロ.そ の他 の初 期 値 の 設 定 。

② ジ ョ ブ ・チ ェ ック ・ル ー チ ン

ジ ョブ ・チ ェ ック ・ルー チンは ジ ョブ に関す る各 種 パ ラメー タ(ジ ョ フ

番 号,登 録 番 号,各 種優 先権,'CPU使 用時 間,完 了条 件 等)の チ ェ ッ ク

を行 な うの が 目的で あ り,次 のよ うな ことが 可能 で あ る。

イ.パ ラメ ー タの一 部 変 更。

ロ パ ラ メー タ で 与 え られ なか っ た もの に 関 して は,セ ン ター で規 定 した

標 準値 を与 え る。 また,セ ン ター とし て禁 止 して い るよ うな パ ラ メ ー タ

が指定 され て い る場 合 は強 制 的 に変 更 す るか エ ラー と して通 知 す る。

ハ .会 計用 情報 の収 集 。

二.そ の他 。
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③ ジ ョブ ・ス テ ッ プ ・チ ェ ック ・ルー チ ン

ジ ョブ ・ス テ ップ ・チ ェ ッ ク ・ルー チ ン は,ジ ョブ ・ス テ ッ プ に関 す る

各 種 パ ラメ ー タ(実 行 優 先権,主 記 憶 優 先 権,主 記 憶 使用 量 等)の チ ェッ

ク を行 な うのが 目的 で あ り,次 の よ うな こ とが 可能 で あ る。

イ。 パ ラメ ー タの一 部 変更 。

ロ.パ ラ メ ータ で与 え られ な か った もの に関 しては,セ ンタ ーで 規 定 した

標 準値 を与 える。 ま た,セ ン ター と して 禁 止 して い るよ うなパ ラメー タ

が指 定 されて い る場 合 は,強 制 的 に変 更 す るか エ ラー と して通 知 す る。

ハ .会 計 用 情報 の 収 集 。

二.そ の 他 。

④ フ ァイ ル ・チ ェ ッ ク ・ル ー チ ン

フ ァイ ル ・チ ェ ッ ク ・ルー チ ンは フ ァイ ル に関す る各 種指 定(フ プ イ ル

名,UNIT指 定,装 置 指定,容 量 の指定 等)の チ ェ ック を行 な う。

イ.パ ラ メー タの一 部 変 更。

ロ.パ ラメー タで与 え られ なか った もの に 関 して は,セ ンタ ーで 規 定 した

標 準値 を与 え る。 ま た,セ ン ター と して禁 止 して い るよ うなパ ラメ ー タ

が指 定 され て い る場 合は,強 制 的 に変更 す るか エ ラ ー と して通知 す る。

ハ.会 計用 情報 の 収 集 。

三 そ の他 。

⑤ ジ ョ ブ制 御 マ ク ロ ・チ ェ ック ・ルー チ ン

ジ ョブ制 御 マ ク ロ ・チ ェ ック ・ルー'チ ンは ジ ョブ制 御 マク ロ呼 び 出 し文

の チ ェ ッ ク を行 な い,パ ラメ ー タ の変 更 等 が 可能 で あ る。

⑥ デ マ ン ド ・ジ 。ブ ・チ ェ ック ・ルー チ ン

デ マ ン ド ・ジ ョブ ・チェ ック ・ルー チ ン は,デ マン ド ・ジ ョ ブ を開始 さ

せ るた め の 各種 情報 の 作成,チ ェ ック を行 な う。

イ.端 末 利 用者 の利 用 資 格審 査。

ロ.ジ ョブ番 号 の作成,通 知 。

ハ.ジ ョブ制 御 文 の 作 成 。
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⑦'ジ 。ブ番 号 作 成 ルー チ ン

ジ ョブ番 号 作成 ルー チ ンは,リ モー ト ・バ ッチ処 理 の ジ ョブ番号 が作 成

す るルー チ ンで あ る。 これ は異 な るター ミナ ル か ら同一 ジ ョブ番 号 が指 定

され るの を避 け るた めで あ る。

⑧ 会 計 情報 収 集 ルー チ ン

会 計 情報収 集 ルー チ ン は,そ れ ぞれ次 のよ うな 時点 で呼 び 出され,他 の

ルー チ ン,た とえ ば ファ イル ・チ ェ ック ・ルー チ ン等 で収 集 され た 情報 を

含 めた各 種 会 計 用 情報 を収 集 す る。

イ.ジ ョブ が開 始 され る と き。

ロ∴ジ ョブ ・ス テ ップ が開 始 され ると き。

ハ.ジ ョ ブ ・ステ ッ プが終 了 した と き。

二.ジ ョブの実 行 が終 了 した と き。

ホ.ジ ョブ の シス テ ム 出力 が終 了 した と き。

へ.リ モー ト ・バ ッチ ・ジ ョブの シ ステ ム 出力 が終 了 したと き。

ト.デ マン ド ・ジ ョブが 終 了 した と き。

⑨ 仕 分 け情報 作 成 ルー チ ン

仕 分 け 情報 は,シ ス テ ム 出力装 置 上 に シス テム 出力 を行 な う場 合,ジ ョ

ブ ごとの 区別 が容易 にで き るよ うに シス テ ム 出力 の最初 ま た は最 後 に 出力

され るが,仕 分 け 情報作 成 ルー チ ンで は,こ の 仕 分 け情報 を作成 す る。

主 なセ ン ター ・ルー チ ンは以 上 のよ うな もので あ るが,セ ンタ ー ・ルー チ ン

は狭 い意 味 で は制 御 プ ログ ラ ムの一 部 と して組 み 込 まれ る もの で あ り,広 い意

味 で は制 御 プ ロ グ ラム のセ ン ター ・ル ー チ ン によ っ て作成 され た 会 計 情報 フ ァ

イルか ら各利 用 者毎 の料 金 あ るいは統 計 等 を とるユー ザ ・プ ログ ラ ム もセ ン タ

ー ・ルー チン に含 ま れ る。 これ らの ルー チ ンの 構成 は次 図 の とお りで あ る。
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一」初 期 設 定 ル ー チ ン1

制 御 プログラムの
一部 として組み込

まれるもの

」 各 種 チ ・ ッ ク ・ル ー チ ン1
一

一

」 ジ。ブ番号発行ルーチン1

計

算

セ

ン

タ
・

ル

ー

チ

ン

一

ヰ 会言避 収集ルーチ・1

寸 そ の 他 」

一 会計情 報処理 ルニチン

処理 プログラムと
して作成 され るも
の

」 そ の 他1

ジ ョ ブ ・チ ェ ッ ク ・ル ー チ ン

ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ ・チ ェ ッ ク

ル ー チ ン

ファイル ・チ ェ ッ ク ・ル ー チ ン

ジ ョ ブ 制 御 マ ク ロ ・チ ェ ッ ク

ル ー チ ン

デ マ ン ド ・ジ ョ ブ ・チ ェ ック

ル ー チ ン な ど

{仕 分蹴 作成ルーチンなど

{
料金計算

統計資料の作成など

↓計算セン略 髄 用ルーチン
1

図3-3計 算 セ ン タ ー ・ル ー チ ンの 構 成

3.2.2計 算 セ ンター ・ルー チ ンと し て制 御 プログラムに追 加 した機 能 と 目的

TSSの 運 用 に あた って,セ ンター ・ルー チ ン と して制 御 プ ログ ラム に追 加

した ものは セ ンター ・ル ー チ ン の概要(1)で 述 べ た よ うな もの につ いてで あ る。

(1)利 用者 の資 格審 査

デ マ ン ド処理 にお け る利 用 者 の 資格 審 査 に関す るMONITOR-Vの 標 準的

な機 能 は,下 に示 す よ うにDEMANDコ マ ン ドを入力 後 ,利 用者 名 とパ ス ワ

ー ドを要求 して くる こ とで あ る
。 そ し そ,そ れ らに 関す るチ ェ ックは,12文

字 以内 の英 数 字 で あ るか ど うか だ けで あ る。

これは,前 述 のよ うに各 セ ンター の運 用 目的 ,条 件 等が そ れ ぞ れ異 るた め

当然 パ ス ワー ド等 の チ ェ ッ ク方 法 も異 るた め,そ れ以 上の チ ェ ッ クがで きな

い た め で あ ろ う。

4
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DEMAND デマンドジョブを開始 するための
コマン ド

ANATAN)NAMAE=利 用 者 名

ANATANOPASSVVORD=パ ス ワー ド

当 セ ン タ ー のTSSの 運 用 に あ た っ て は,

DEMAND

?USER-ID・ … 利 用 著 名,登 録 番 号 〔マスタ ・パスワー ド〕

利用者名,パ ス ワー ドはそれぞれ

12文 字以内の英数字 であ る。

こ れ を 次 の よ う に 変 更 した 。

登 録番 号 は,プ ロ ジ ェ ク ト毎 に定 め られ た4桁 の 数 字で あ るが,デ マ ン ド,

リモー ト ・バ ッチ にお け る外 部端末 ユー ザ には特 定 の コー ドが割 り当 て られ て

い る。

登録 番 号 をプ ロ ジ ェ ク ト毎 に したの は 各 種 統 計 表 を作 成 す るの に便 利 だか

らで あ り,外 部端 末 に対 して は端 末毎 にそ れぞ れ 特定 の コー ドを定 め,そ の コ

ー ド以外 の コー ドが入 力 され る とデ マ ン ド ・ジ ョブ を利 用 で きな いよ うに して

あ る。 省 略 され た場 合は,再 入 力 を要 求 す る。

例1.登 録 番 号 を正 し く入 力 した 場 合

?USER-ID・ … ×××××,××××

/YOURJOB-NO・ …DJIAOOl

MACROBUNNONYUURYOKU .

**

,

例2.登 録 番 号 を入 力 し な い場 合

?USER--ID・ … ××× ××

/YOUR-PASSWORD・ … ××××一 「 〔=ニ
ー一 一 ー ー 一正 し い コー ド

/YOURJOB-NO・ ・ ・…DJIAOOl

MACROBUNNONYUURYOKU.

**
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例3.間 違 った 登 録番 号 を入 力 した場 合

?USER-ID・ … ×××××,× ×××一「 〔=ニ
一 一 間 違 つ、た コー ド/

*PASSWORDERROR*

OFF-LINE状 態へ の 移行

また,セ ンター の運 用 部門 に与 え られ て い る コー ドは,ASW8をONに す る

ことによ って,外 部端 末 か らも入 力 で きるよ うに して あ る。 これ は 障害 が発 生

した場 合,ハ ー ド,ソ フ トの チ ェ ック を外 部端 末 か らし てみ る場 合,入 力 を特

定 コー ドだ け に限定 す ると この よ うなセン タ業 務 と し て使用 す る場合 で あ っ て

も,外 部 端 末 が使 用 した とい う形 で会 計 ファイ ル に記 録 されて しま うと い う不

都 合 を生 ず るた めで あ る。

マス タ ・パ ス ワー ドは,(3)の フ ァイ ル名 の 項 で も述 べ るよ うに,あ る端 末 か

ら作成 した フ ァイル は,ソ ー ス プ ログ ラ ムの セー ブ ・フ ァイル も含 め て,原 則

として その フ ァイ ル を作成 した端 末 か らでな いと アクセ スで きな い よ うに して

あ るが,セ ン ター のよ うに端 末 が複 数 台 設 置 して あ る場合 は,同 一 人 が何 時 も

同一 端 末 を使用 す る,あ る いは使 用で きる とは限 らな いた め,他 の端 末 で 作 成

した フ ァイ ル もア クセ スで きな けれ ば不 都 合 とな る。 この よ うな場 合 に,こ の

マ スター ・パ ス ワー ドを入 力 す る こ と によ っ て他 の端 末 で作 成 した フ ァイル で

もアクセ スで きる よ うに した もので あ る。 そ の ため,こ のマ スタ ・パ ス ワー ド

は外 部端 末 の利 用 者 に は全 く連絡 され てい ない。

② ジョ ブ番 号 の発 行

デマ ン ド処 理 にお け る端 末 利 用 者 に とっ て は,ジ ョブ番 号 とい った もの は 特

に必要 と し ない もの で あ るが,MONITOR-Vで は入力 さ れ るジ ョブはす べ て

ジ ・ブ番 号(名)で 区別 され て い るの で,デ マン ド ・ジ ョブ にお いて もジ ョブ番

号 とい った ものが 必 要 とな る。

デマ ン ド ・ジ ョ ブの ジ ョブ番 号 の発 行 に 関す るMONITOR-Vの 標 準 は,
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DJ99999(99999は 数 字部で0か らの連 番 号)で あ る。 す なわ ち,デ マ ン

ド ・ジ ョブが開 設 され るた び に1ず っ 増加 す るカ ウンター が あ り,そ の 内容

の頭 にDJ(DemandJob)と い う文 字 を付加 した ものが ジ ョブ番 号 とな る。

ANATANOJOBBANGO=DJOOOO1

これ だ と,ジ ョブ番 号 が同一 にな る心 配 は な いが,セ ンタ側 の コ ンソ ール,

シー ト上 では,ど この端 末 か ら起 動 され た ジ ョブで あ るか 直 ちに判 断 す るこ

とがで きな いた め,操 作 上不便 を感 ず る場 合 があ る。

例 え ば,操 作 指 令DJA(DisplayJobA11)に お いて現 在 実行 中 の ジ

ョ ブ を見 た い場 合,

ZIKKOTYUDJOOOO1,ZO15,DJOOOO2

とい うよ うに表 示 され た 場合,DJOOOO1とDJOOOO2が ど の端 末 か ら起動

され た ジ ョブで あ るか は,こ れ を見 た だ けで は わか らない。 その た め,DJ

99999の 数 字部分 を2桁 へ らしJ99の か わりに端 末名 を 付加 す る こ と とした。

各 端 末 に は,SystemGe:neration時 に それぞれ 名前 を指 定す る ことに な

っ てお り,DJの か わ りに この 端 末 名 が 付加 され ていれ ば今実 行 中の デマ ン

ド ・ジ ョ ブは ど この端 末 か ら起 動 さ れ た もの で あ るか,ま た,ど の 端 末 が 現

在使 用 中 で あ るか を直 ちに知 る こ とが で き る。

例JIAと い う端 末 名 を もつ 端 末 か らデマ ン ド ・ジ ョ ブを起 動 す る と,

次 の よ うにな る。

(修 正 前)

DEMAND

ANATANONAMAE=× ×× … ×

ANATANOPASSWORD=× ××… ×

ANATANOJOBBANGOO=DJOOOOl

MACROBUNNONYUURYOKU

**
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(修 正 後)

DEMAND

?USER-ID… ×× × … ×,× ×××

/YOURJOB-NO・ …DJIAOOl

MACROBUNNYUURYOKU.

**

(3)フ ァイ ル名

概 要 で も述 べた とお り,デ マ ン ド処 理 や リモー ト ・バ ッチ処 理 にお い て も

フ ァイル 名 に対 す る制 限 は な るべ くさ け るべ きで あ ろ う。

しか し,そ の た め にはOS側 で何 等か の手 段 を講 じな けれ ば な らな いが,

フ ァイ ル名 に関 し ては セ ンター ・ル ー チ ンの一 部 として 次の よ うな機 能 を も

た せ た。

① デ マシ ド・ジ ョブ,リ モー ト ・バ ッチ ・ジ ・ ブで指 定 され た フ ァ イル 名

・には
,シ ス テム が使 用 す る特 定 な フ ァイ ル 名以外 には,そ の ジ ョブ を入力

した 端 末 名 と ・(ピ リオ ド)を 付加 す る。

例

¥FDFO1,FILEニ(NEW,F1),・ ・・・…

こ の制 御 カー ドが デマ ン ドあ るい は リモLト ・ジ ョ ブと してJIA端 末

か ら入力 され ると,フ ァイ ル名 の頭 に 端末 名 が 付加 され て ・

¥FDFO1,FILE=(NEW,JIA・F1),・ ・・・…

とい う制御 カー ドに変 更 され る。

② 特殊 な パ ス ワー ド('マ ス タ ・パ ス ワー ド)が 指定 され た場 合 は,端 末 名

を付加 しな い。

① の機能 によ って端末 利 用 者{ま任 意 の フ ァイ ル 名 を指 定 す るこ とが で き
ハ

る。 例 えば,端 末 名JIAか らAと い う ファイ ル を指定 す れ ばそ れ はJI

A・Aと い うフ ァイ ル名 とな り,端 末 名がJIBか らAと い うフ ァイ ル名

を指 定 す れ ば,そ れ はJIB・Aと い うフ ァイル 名 とな る。 それ ゆ え,端 末

利 用 者 は フ ァイ ル名 の頭 に端 末 名が 付加 され てい る とい うこ とは,一 切知
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る必要 が な く,フ ァイ ル名 とし てAま た はBと 指 定す る こと によ って 自由

に アクセ スす ることが で き る。

② の機 能 は異 な る端 末 間 で フ ァイ ル を共 用 す る場 合や,バ ッチ処 理 によ

って作 成 した ファ イル をデ マ ン ドや リモ ー トバ ッチで アクセ スす る場 合 に

必要 で あ る。 これ はパ ッチで指 定 した フ ァイ ル名 は当然 指 定 した ま まの フ

ァイル 名 とな ってお り,こ れ をそ の ファ イル 名 の ままデ マ ン ドや リモ ー ト

で参 照 す る と,そ の フ ァイル 名 の頭 に端 末 名が 付加 され るた め に異 る フ ァ

イル 名 とな っ て しま うた め であ る。

(4)優 先権 の 指定

MONITOR-Vで は,3.1・5セ ンタ標 準値(1)各 種 優 先権 の 項 で 述べ た よ

うに,各 ジ ョ ブ(バ ッチ,リ モ ー ト ・バ ッチ ・ジ ョブ)に ユ ー ザが優 先権 を

指定 で きる よ うになっ て い る。 当然 通常 は,こ れ らを指定 せ ずSystem

Generation時 に定 め られ た標 準的 な優 先権 が使 用 され るが,利 用 者 が意 識

的 に高 い 優 先権 を指 定 す る と他 の ジ ョブ に与 え る影 響 は非常 に大 き く,例 え

ば,バ ッチ ・ジ ョブや リモ ー ト ・バ ッチ ・ジ ョブの実行 優 先 権 をデ マ ン ドと

同 じ,あ るい は それ 以上 にす る とデ マ ン ド ・ジ ョ ブが ほ とん ど動 か な くな

って しま う。 その ため バ ッチ,リ モ ー ト ・バ ッ チ,デ マ ン ドとい っ た もの ・を

同 時に サ ー ビス す る場 合 には,ユ ー ザの優 先権 の指定 を禁 止 す る とい っ た方

法 を と らな けれ ば な らない 。 バ ッチ処理 におい て は,受 付 時 に人 間 に よ る優

先 権 の指 定 の 有 無 をチ ェ ッ クす る こ と も可 能で あ るが,リ モ ー ト ・バ ッチ処

じ

理 で は不 可能 で あ る。 この た め,バ ッチ,リ モ ー ト ・バ ッチ と もセ ンタ ・ル

ー チ ンに よっ て特 殊 な キ ーが 付 され てい ない場 合 は ,た と え優 先権 の 指定 が

あ って もそれ を無 視す る よ うに した。

(51端 末 の"OFF-LINE"移 行 時点 の変更

デマ ン ド処 理 にお い て,処 理 プロ グ ラ ムでRETURNマ ク ロやABORTマ

クロ(FoRTRANのSToPス テー トメ ン トや¥sTQpコ マ ンドに相 当)を

実 行 した り,,利 用者がKILLコ マ ン ドを入 力 す る と,MONITOR-Vは 端 末

の 状 態 を ・OFF-LINE"に 移 行 させ るのが標 準で あ る。

OFF-LINEに 移 行 して しま うと,同 じ利 用者 が続 け て次 の作 業 を し よ
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うとす る場 合 で も,再 びDEMANDコ マ ン ドや,利 用者 名,登 録番 号 とい っ

た もの の 入力か ら始 め な けれ ばな らな い。 デ マ ン ド処理 にお い て は,同 じプ

ログラ ムで デ ー タ を変 えて何 度 も実 行 させ た り,セ ー ブ(Save)し てあ る プ

ログ ラム を呼 び 出 し て次 々 に実行 した りす る ことが 多 いが,そ のた び にDE

MANDコ マ ン ドか ら再入力 しな けれ ば な らな い とな る とか な り面倒 で あ る。

そ の た め,例 えば,KILLと い うコマ ン ドを実行 して もOFF-LINEに 移

行 させ ず,次 の マ ク ロ ・コマ ン ドの入 力 を持 つ よ うに し,そ の状 態で"BY

E"と い うコマ ン ドが入 力 さ れ た と きに限 り,OFF-LINEへ 移 行 す るよ

うに した。

例1.修 正前

DEMAND

?USER-ID… 。×××××,× ×××

**DFORT

¥STOP

DEMANDJOBOWARI

ZIKOKU× ×:××NIOFF-LINENINATTASIYOOZIKAN× ×:× ×

1惣:1二_次 のジョブの⇒ 再入力

**DFORT

∀
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例2.修 正 後

DEMAND

?USER-ID・ … ×××××、,××××

■

**DFORT

¥STOP

//TSUGIWA?C(】MMANDORttBYE"?ZIKOKU× ×:× × ××:××:××

JOBOWARI

/YOURJOB-NO・ … ×××××××

MACROBUNNYUURYOKU

**DFORT← 前 の ジ ョ ブ が 終 了 す る と,マ ク ロ 文

の 入 力 待 状 態 に な る

**BYE←OFF-LINEへ 移行 させ る コマ ン ド

〃CPU-TIME× ×:××:××.×××

ANATAWADEMANDNORIYOOOYAMETA・

ZIKOKU・



3.2.3処 理 プ ログ ラム

処 理 プ ログラ ム と して作成 した ものは 主 と して 会計 情報 ファイ ルの 処理 プ ロ

グラ ムで あ り,以 下 の よ うな ものが あ る。

(1)ジ ョ ブ毎 の会 計 情報 をプ リ ン トす るプ ロ グ ラ ム(DAILYACT)

制 御 プ ロ グラム が作 成 した 会 計 フ ァイ ル を読 み,各 ジ ョブ毎 の完 了状態,

CPU使 用時 間CORE占 有 時 間,各 種 優 先権,デ ー タ入力 量,出 力墨筆を印(

刷 す る(出 力 結 果 は 付録 一 皿参照)。

/、
1会 計 フ ァ イ ル|一

＼ ノ

DIALYACT

ジ ョブ毎の
.

会計情報

＼ ノ/へ

一

(2)会 計 フ ァイル を磁気 テ ー プへ 書 き 出す プロ グラム(PICKACT)

制 御 プ ロ グラ ムが作 成 した会 計 フ ァ イル を読 み 出し,ブ ロ ッキ ング して 磁

気 テー プ フ ァイル を作 成 す る。

1
〆 、

＼ 会計フアィル ノ1'

PICKACT

会 計
ファイル

∨ 気テー

(3)会 計 ファ イル を累積 す るプ ロ グ ラム(ACT・MERGE)

(2)で作 成 され る磁気 テー プ を累積 す るプ ロ グラ ム

会 計
[

lACT・MERGE
Al

[　プアツ ＼こツ

(4)ジ ョブ種 類 別 会 計 情報 集 計 プ ログ ラ ム(JOBACT1)

ロー カル ・バ ッチ,リ モー ト ・バ ッチ,デ マ ン ドの ジ ョ ブ種 類 別 に 日別,

月 別 の使 用件 数,CPU使 用時 間,CORE占 有 時 間,入 力 デ ー タ量,出 力 デー

タ量 等 を集 計す る。

●
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会計

ファイル ジョブ種類別集計表

(日 別 ・月別)

(51端 末別 会 計 情報 集 計 プ ロ グラ ム(JOBACT2)

端 末毎 のCPU使 用時 間,CORE占 有 時 間,入 力 デー タ量,出 力 デー タ量

等 を 日別,月 別 に集 計す る。

会 計

ファイル

端 末 別 集 計 表

(日 別 ・月別)

(6)ジ ョ ブ コー ド別会 計 情報 集 計 プ ロ グ ラム(JOBACT3)

ジ ョブ コー ド毎 のCPU使 用時 間,CORE占 有 時 間,入 力 デ ー タ量,出 力

デ ー タ量 等 を 日別,月 別 に集計 す る。

吟

町

会 計

プアイル
ジョブコー ド別

集 計 表

(日 別,月 別)

(7)シ ステ ム ・プ ロ グ ラム の利 用件 数 集 計 プロ グ ラム(JOBACT4)

アッセ ンブ ラ(FASP),コ ンパ イ ラ(FORTRAN,COBOIらPL/1

等)リ ンケ ー ジ エデ ィタ(LIED)等 が どの位利 用 され て い るか を集 計 す る。

会 計

ファイル JOBACT4 利用件数集計表

、/　

一 一
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3.3安 定 性

計算機 システ ムの 基本 的 条件 は,ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウェ ア全 般 にわた る

安 定 性 にあ る とい っ て も過 言 で は ない。 バ ッチ処 理 専 用 シス テ ム,あ るい は

TSS専 用 シス テ ムで あ っ て も勿 論 で あ るが,バ ッチ処 理 形態,リ モ ー ト ・バ

ッチ処 理 形 態,デ マ ン ド処 理 形 態 の3元 処理 で の シス テ ム運 用サー ビス にお い

て は,特 に この安 定性 とい うこ とが生 命 と なっ て くる。

あ る処 理 形 態 での 障 害 が,そ の処 理 形 態の範 囲内で カ バー で きず,他 の処 理

形 態 の ジ ョブ に影 響 を与 え た り,ま たは,た だ ち に シス テ ム全体 の停 止,す な

わ ちシ ス テム ・ダ ウ ンにつ なが る こ と もあ る。 タイ ム ・シ ェ ア リン グ ・シス テ

ム では,バ ッ チ処 理 な ど と違 っ てデ ー タの発 生 源 が外 部 に あ り,か つ,デ ー タ

の発 生 が まっ た く不 規 則 で あ るた め,シ ス テ ム ・ダ ウン時 点 にお け る デー タお

よ び関係 フ ァイ ル な どの 復元 作 業 が,非 常 にむつ か しい問 題 とな って くる。 こ

れ が原 因 で ユー ザとの トラ ブルが 発 生 す るこ と もあ る。

この よ うに 専用 シス テ ムで あれ ば,そ の範 囲内で すん で しま う問 題 で も,バ

ッチ処理 を含 ん だ多 重 処 理 を行 な っ てい るTSSシ ス テ ムで は,そ の 影 響 が き

わ め て大 と な る。

一 般 的 に,ハ ー ドウ ェ アの 障害

頻度 は,右 の グラ フに 表 わ した 傾

向 をた ど るのが通念 とな っ てい る。

つ ま り,導 入 また は,増 設 当初 の

調 整不 十 分 とか,不 安 定 で あ った

部分 が不 良 部品 とな って しま うと

い うよ うな こ とか ら障 害が 頻発 す

る初期 障害 期 を経 て,安 定 期 に入

り,つ い に 部品劣 化 な どが原 因 で

障 害 が発 生 す る老 化期 に入 り,再 び 障害 が多発 す るよ うにな る。

当実 験 の ハ ー ドウェ ア ・シス テ ム は,昭 和47年8月}i高 速磁鰭磯 置 昭和47年9
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月 ・に磁気 ドラ ム装 置,集 合 磁気 デ ィ ス クパ ック装 置,セ レ クタ ・チ ャ ネル,フ

ァイ ル ・コン トロー ル装 置 を増 設 し,昭 和47年10月 にチ ャネル装 置,高 速 磁心 記

憶 装 置,中 央 処 理装 置 の改 造 作 業 を行 なった 。 増 設 あ るい は改 造作 業後 の総 合

テス トをメー カー 側で は十 分 行 な ってい るはず で あ るが,や は り総 合 テ ス トで

発 見 で きなか った 障害 が多 発 し,初 期 障害 期 に見 られ る現象 が発 生 し た。 これ

らの 障害 は 単 な る装置 障 害 にと どま らず,シ ス テム ダ ウン に なっ て し ま う もの

が 大多 数 を占め ていた 。

主 に,メ モ リ関係,チ ャ ネ ル 関係 の重要 装 置 に ダ ウンの原 因 が あっ た。 現 在

で は 比較 的安 定 し て きて いる が,障 害 が 多発 した初 期障 害 期 か ら安定 期 に移 る

まで に,約2ケ 月 か ら3ケ 月 の時 間 が 必要 で あ った。 このよ うな こ とか ら,で

きる ことな らばTSSサ ー ビスの 開 始 当初か ら,最 終的 な機 器構 成 で ス ター ト

し,途 中で機 器 を増 設 す る こ とは,極 力 さ けた ほ うが賢 明 で あ るよ うで あ る。

何 らか の事 情で,や む を得 ず 増設 す る場 合 に は,細 心 の注 意 を払 う必 要 が あ

ろ う。

次 に,ソ フ トウェ ア関係 につ い て 述 べ る と,バ ッチ処 理 機 能 だ けの オペ レー

テ ィ ン グ ・シ ス テ ムMONITOR-Vで は,さ ほ ど問 題 は な い と思 わ れ るが,

TSS機 能が 追加 され たMONITOR-Vで は,'そ れ だけ 負 担 が大 き くな り,各機

能 相互 のか らみ 合い な ど で 障害 の発 生率 も多 く な って く る。

シ ステム が導 入 され てか ら当 実験 が開 始 され た昭和47年2月 まで の過 去3年

間 に,数 多 くの バー ジ ョ ン ・アッ プ とシ ステ ム ・テ ス トの 繰 り返 し を行 ない,

一 応 の 安定 をみせ て きた が
,ま だ まだ満足 す る状 態では なか っ た。 そ の後,約

1年 を経過 して現 在 に至 る間,さ らに数度 のバ ー ジ ・ン ・ア ッ プを行 なっ て安

定 化 を図 っ た た め,実 験 当初 よ り安 定度 は徐 々 に良 くなっ て きてい る。

しか し,障 害 が発 生 す る と きは集 中的 に発 生 す る傾 向 に あ るよ うに 感 じ られ

る。 ま た,バ ー ジョ ン ・ア ップ され た時 に感 じ られ るこ とは,修 正 ミズ によ っ

て 時 に は レベ ル ダ ウン と な って,バ ー ジ ョ ン アッ プ直後 の 障害 が多 くな る傾 向

が あ り,残 念 に思わ れ る。 バ ー ジョ ン ・アッ プ時 の問題 点 と して,十 分 注 意 を

払 わ なけれ ばな らない と こ ろで あ ろ う。
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ソ フ トウェ ア障害 の 内 訳 は,や は りハ ー ドウェ ア障害 と同 じ'く,シ ス テ ムダ

ウン とな る障 害 が シ ス テ ムダ ウ ンに結 び 付 か な い 比 較 的軽 い障 害よ り も多 く

発 生 してい る。

3元 処 理 の シ ステ ム運 用 サ ー ビスで,ハ ー ドウェ アお よ び ソ フ トウェ アが 原

因 とな っ て発 生 す る システ ム ・ダ ウンを,ど れ位 の割 り合 い ま で許せ るか は人

に よっ てそ れ ぞ れ意 見 が異 な り,あ る基準 を設 け るのは 困難 な問 題 で あ る と思

うが,利 用 者 の立場 か らして み れ ば,一 度 も発生 しな けれ ば それ に こ した こ と

は な く,理 想 的 な こ とで あ ろ う。

し か し,こ れ は あ くまで 理 想 で あ り,相 手が 人 間 の作 った ハ ー ドウェ アや ソ

フ トウェ アで あれ ば現実 的 で な くな って く る。 現 実 的 に考 え てみ る と,あ る計

算 セ ンタで は1ケ 月 に1回 の 割 り合い な らば一 応満 足す る数 字 で は ないか と し

て い るが,当 セ ン タの シ ステ ムで は,MTBF(MeahTimeBetweenFai1-

ure・ 一 度 シ ステ ム ・ダ ウン して か ら次 の シ ス テム ・ダ ウンま で の平 均 時 間)

が50時 間位 に な るこ と を当面 の希 望 とし てい る。 つ ま り,現 在 のTSSサ ー ビ

スは,月 曜 日か ら金 曜 日の10時 か ら15時 まで とな ってい るので,10日 間に1度

位 の割 り合 い にな る。 今後,種 々の ハ ー ド的 チ ェ ック機能 ソ フ ト的 チ ェ ッ ク

機能 の充 実,各 部 品 の品質 向 上,ソ フ ト技 術,ハ ー ド技 術 の向 上 な ど によ っ て

安 定 化 を図 る こ とを希 望 す る。 メー カー 側 も,エ ラー チ ェ ック回 路 の 付加 また

は,PADIA(PatrolDiagnosisProgram)と 呼 ばれる巡 回診 断 プ ログ ラ

ムの開 発 な どに よ って,障 害 を早期 に積極 的 に検 出す る手 段 を講 じてお り,こ

れ らの 手段 に よ っ てMTBFあ るい はMTTR(MeanTimeToRepair・ シ ス

テ ムダ ウンか ら回復 す るまで の平 均 時 間)が 改 善 され る こ と を期 待 した い。
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4.デ マ ン ド 処 理

FACOM230-60MONITOR-Vに よ る外 部 端 末(通 産 省,郵 政省,日 本

電信 電話 公社,圃 機械 振興 協会 経 済研 究所)も 含 め た デマ ン ド処 理の 応 用 実 験

は,昭 和47年2月 か ら開始 した。

当初 は 隔 日 サー ビスか ら始め,徐 々 に時 間帯 を延 長 し,5月 よ り土 曜 日 を除

く毎 日(10時 ・-15時)が サ ー ビスの対象 とな った。 また,デ マ ン ド処理 の対 象

と な る処理 プ ロ グ ラム も,最 初 は メ ーカ 提供 のBACCUS,LINEDか ら開 始

し,5月 か らは当セ ンター で開 発 したTSS-FORTRAN,10月 にはCPL

のサ ー ビ スを開 始 した。

過 去3年 間NEAC2200-500MACシ ス テ ム に よ るタイ ム ・シ ェ ア リ ングの

応用 実験 を行 な った経 験 が あ るが,本 年度 はFACOM230-60MONITOR

-Vの3元 処 理 によ る応 用実 験 で あ り,MACシ ステム とは また 異 った面 が 実

験結 果 と して 提 起 され た こ とと思 われ る。

この章では,各 端末の利用状況,サ ー ビスの対象 となってい る各処理 プログ

ラムの簡単 な言語仕様,お よびそれに対す る検討,最 後 に各端末の利用者 自身

によ る利用状況 とその所 感 につ いて述 べ られてい る。

、

4.1利 用 状 況

昭和47年5月 ～昭和48年2月 までの利用状 況は次の とお りであ る。

(1)表4-1

(2)図4-1

㈲ 表4-2

(4}表4-3

㈲ 表4-4

ジ ョブ種類 別月別利 用件数'

〃

端末別月別利用件数

(デ マ ンド処理および リモー ト・バ ッチ処理)

プログラム別 端末別利用 件数(デ マン ド)

プログラム別利 用件数
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や
O
－

義4 1 ジ ョブ種 類 別 月別 利 用 件数

項 目

月

使 用 件 数
CPU使 用 時 間

(HH:MMSS)

CORE占 有 時 間

(HH:MM'SS)

デ マ ン ド リモ ー ト ・パ ッチ ロー カル ・パ ッチ デ マ ン ド リモ ー ト・バ ッチ ローカル ・パ ッチ デ マ ン ド リモ ー ト ・パ ッチ ロー カル ・バ ッチ

5 621 113 1,520 2:2ピ27 0:01'01 13:43'30 83:55'15 0:34'23 44:3(y10

6 939 91 1,630 2:32'07 0:08'35 20:29'45 94:1r48 0150'46 75:1 .W46

7 93S 1T8 1,627 4:33'40 0:00'29 16:54'12 塞)3:25'45 0:25'29 57:03'47

8 568 105 2,143 2:40'37 0:11'59 25:26'31 109:54'20 ,1:23'53
.三

84:01'20

9 467 124 2,087 2:36F19 0:24'43 20:28'58 94159'59
1・2113'34

80:30'13

10 516 291 2,240 3:05'51 1:02'14 19:31'56 128:16'56 5:24'48 95:57'12

11 733 538 3,050 3:3418 5:59'03 42:00'59 178:42'24 16:04'56 180:02'26

12 417 361 2,901 1:31'33 3:05'50 53:39'20 95:16'23 10:49'29 169:06'07

1 795 293 2,266 5:47'24 5:43'45 35:10'55 187=55'38 14:3ぎ01 145:32'05

2 1,036 204 2,050 5:13'28 1:08'54 33:47'57 274:26'20 6:2938 112:47'41

計 7,030 2,138 21,514 33:56'44 17:40'33 281:10'03 1452:14'48 58:48'57 1044:50'47

平 均 703 214 2,152 3:24'07 1:47'03 28:07'00 145:13'00 5:53'00 104:29'00

、
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表4-2 端 末 別 ・月 別 利 用 件 数(デ マ ン ドお よ び リ モ ー ト ・パ ッ チ)

ー

『

N
－

乗名
月

JIA

(セ ンタ)

JIB

(セ ンタ)

JIC

(セ ンタ)

JID

(セ ンタ)

JIE

(セ ンタ)

JIF

(セ ンタ)

bIIT

(通 産省)

MPS

(郵 政省)

NTT

(電 電公社)

JSP

(機 振協)

MEL

(工 技院)

TT工

(繊 維)
計 平 均

5 126 68 14 198 253 59 5 0 1 2 0 8 734 612

6 162 114 35 107 482 33 0 7 44 24 0 22 1,030 85.8

7 173 165 127 136 183 34 0 0 25 107 0 6 956 79.7

8 105 119 22 142 141 28 13 43 0 29 31 0 673 56.1

9 54 98 46 68 206 23 3 18 10 17 47 1 591 49.3

10 58 47 97 146 303 17 0 66 2 17.』 54 0 807 67.3

11 125 58 146 272 398 40 1 41 35 5 149 1 L27.1 106.0

12 58 98 73 191 259 10 4 53 26 0 6 0 778 64.9

1 178 236 102 94 82 47 5.
・

10 16 25 0 0 795 66.3

2 293 280 58 142 316 56 1
. 6 45 17 26 0 1,240 103.4

計 1β32 1,283, 720
'
1,496 2,623 34㌘ 32 244 204 243 313 38 8β75 739.6

平 均 1.33.2 1283 72.0 149.6 262.3 347 3.2 24.4 20.4 24.3 313 3β 8875

CPU
使用時間計

9:45'48 4:06'43 5=48'59 9123'29 8:1プ49 013y46 0ゴ0了51
馳

2:33'02
」.

0:1ア15 0=26'39 4:1(ア43 0;06'40

CORE
占有時間計

251:26'07 156100'28 119:13'53 137:54'.11
..

161:54'11 35:21'55 9;21'▲8 168:39'00 76134'05 88:2Z44 11:45'44 2:0γ21
.

表4-3 プ ロ グ ラ ム 別 ・ 端 末 別 利 用 件 数(デ マ ン ド47 .5～48,1)

・

端末名
使用 された言

JIA

(セ ンタ)

JIB

(セ ンタ)

JIC

(セ ンタ)

JID

(セ ンタ)

JIE

(セ ンタ)

JIF

(セ ンタ)

MIT

(通 産省)

MPS

(郵 政省)

NTT

(電 電公社)

JSP

(機 振協)
計 平 均

TSS-FORTRAN 185 89 253 263 456 17 28 224 107 220 1β42 184.2

CPL 556 169 103 235 266 105 0 0 8 0 1,442 144.2

BACCUS 29 60 50 93 140 33 2 0 12 3 422 42.2

LINED 6 1 0 4 12 0 0 0 6 0 29 2L9

JOLDOR 40 206 0 0 12 66 0 0 0 0 324 32.4

GETF(Getfile;) 4 1 1 13 8 0 1 . 0 0 0 28 2.8

DELF(Deletefile) 8 2 23 22 23 0 0 0 6 0 84 &4

BELL 10 0 1 23 0

「

0 0 0 0 0 34 3.4

CLASSF 189 192 14 31 213 lo 0 0 0 0 649 64.9

TEST 0 146 0 55 282 38 0 0 0 0 521 52.1

SIMBOL 0 0 0 0 71 o 0 0 0 0 71 7.1

そ の 他 33 103 12 31 123 19 0 0 0 0 321 32.1



喝

表4-4 プ ロ グ ラ ム 別 利 用 件 数(47.5～48.1)

処理 プログラム名 利 用 回 数

LIED 10,096回

LIBE 6,217〃

FASP 5,946〃

FORTRAN 5,727〃

COBOL 2,984"

FSUPROGM 1,013〃

FSOMOVEZ
'736

〃

SORT 599〃

FSUDADMP 566〃

FSULIST 528〃

PI/1 426〃

BAqCU・S 425〃

FSUMTDMP 229〃

GPSS 39〃

SYSGEN 30〃

LINED 301〃

DrNAMO 26〃

ALGOL 20〃

そ の 他 60〃

TSS-FORTRAN 1β42〃

CPL 1,448〃

JOLDOR。 813〃

CI.ASS 649〃

DIAL 589〃

PLD 437〃

TEST 997〃

JMACCT 263〃

JYOINOS 389〃

その他のユーザプログラム 10,717〃

計 53,144"

T

・
ー

提
供
の
シ
ス
テ
三

プ
・
グ
・
ム

ユ

ー

ザ

・
プ

ロ

グ

ラ

ム

⊥

一73一



4.2処 理 プ ログ ラム につ いて

現在TSSサ ー ビス で利 用 者 に 提供 しで い る言語 処 理 プ ログ ラムお よび ユ ー

テ ィ リテ ィ に は次 の ものが あ る。

TSS-FORTRAN(会 話 型FORTRAN)

CPL(会 話型PL/1)

BACCUS(BasicCalculas)

LINED .(Lineddataseteditor)

各 種 編 集用 ユー テ ィ リテ ィ

上記 中,BACCUSま で は言語 処 理 プ ロ グ ラ ムで あ る。 次 に 言語 処 理 プ ロ グ

ラム にっ い て簡単 に 説明 す る。

4.2.1言 語 仕 様

(1)TSS-FORTRAN

FORTRANとCPL(会 話 型PL/1)は 従来 バ ッチ に使用 され て きた 言

語 で あ るが,一 般 に,表 現 能力 が大 きく,利 用 価 値 の 高 い もの で,TSSを

行 な うにつ い て一 応 用意 し なけれ ばな らない 言 語で は な いだ ろ うか。 特 に,

FORTRANは 科学 技 術 計算 用 のた め に・1954年 か ら約2年 半 の 月 日をか け

て開発 さ れ,そ の 後 修正 を重ね,1962年 に はFORTRANIVが 発 表 され て

お り,文 法 も比較 的 簡単 で あ り,経 験 の うすい人 で も理 解 しや す いた め現 在,

最 も広 く使 用 され てい るプ ロ グ ラ ミン グ言 語 で あ り,TSSサ ー ビ スを行 な

う上 で 不 可欠 な 言語 で あ る。

このTSS-FORTRANプ ロセ ッサ は,バ ッチ用FORTRANコ ンパ イ ラ

ー に手 を加 え
,会 話 的使 用 を可能 に した い わ ゆ る一 括 コンパイラー 型 システ ム

で あ る。一 括 コンパイラー型 の特 長 とし ては,バ ッチ用 コ ンパ イ ラ ー を使 うの

で,事 実 良 い 目的 プ ロ グラム が得 られ る し,バ ッチ と の互 換 性 もあ る。 しか

し,ス テ ー トメ ン トの追 加,削 除,変 更 等 の修 正 が あ るつ ど翻 訳,結 合の処

理 をす る必要 が あ り,こ の点 が少 々煩 わ しい。 この プ ロセ ッサ ーの もつ 機能

は, -74一
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ρ

扇

φ

1.1ス テー トメ ン ト入 力毎 に シ ン タ ック ス ・チ ェ ッ ク を行 な う。

2.ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム入力 は フ リー ・フ ォー マ ッ トを許 す。

3.READ文,WRITE文 で は シ ステ ムで定 めた 標 準 フ ォー マ ッ トに よ

り入 出力 で きる。

4.端 末 を入 出力 の対 象 にで きる。

5.シ ステ ム は,入 力 プ ロ グラ ムに行 番 号 をつ け,利 用 者 は この行 番 号 を

使 っ て各 種 編 集 〔置 換,挿 入,削 除 〕 を行 な うこ とがで きる。,

また,入 出力 文 の装置 番 号 と実 際 の 装置 との対 応 は,次 の 表 の よ うに な?て

い る。

装置番号 バ ッ チ 会 話 型

1～4
磁気テープ

磁気ディス ク
磁気 ディスク

5 カ ー ド読み取 り装置 ソ ー ス ・デ ー タ ・フ ァイ ル の 入 力

6 ラ イ ン プ リ ン タ 端末 タイプライタ

7 カ ー ドせん孔装置 端末 ラインプリンタ 〔FACOM-Rの み 〕

8 磁気テープ

磁気 ディス ク

端末入力 〔FACOM-Rは カード・リーダ も含 む 〕

9～16 未 使 用

次 に会話 型FORTRANとFACOM230-60パ ッチ用 との相 違 点 を列 記 し

てみ ると,

1.BLOCKDATA文 の禁 止 。

2.PAUSE文 の禁 止。

3.REALFUNCTION等 の よ うに型 宣 言 を伴 ったFUNCTION文

の 禁 止。

4.ソ ー ス ・プ ログ ラム の第1行 目が コメ ン ト行で あ って は な らない。

以 上 はJISFORTRAN水 準7000に あってTSS-FORTRANで 禁 止 し

て い る もの。

5.ELEMENT文 の禁 止 。

6.OPTION文 の 禁止 。

7.NAMELIST文 の禁 止 。
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&LCM文 の禁 止 。

以 上はFACOM230-60FORTRAN固 有 の機 能 で,TSS-FORTRANで

禁止 し てい る もの。

このTSS-FORTRANの もっ てい る コマ ン ドには,次 の よ うな ものが あ

る。

INPUT

・IEND

UPDATE

UEND

LIST

DELETE

¥行 番 号

RESEQ

RUN

SAVE

PURGE

LOAD

NAMELIST

CHMODE

STOP

SYNTAX

これ らの コマ ン ドの パ ラメー タお よび 機能 は 表4-5コ マ ン ド一 覧 表 の

TSS-FORTRANコ マ ン ドを参照 され た い。

ステー トメ ン トの機 能,一 般 形 等 は原 則 と してFORTRANの 文 法 に従 う。

・・TSS-FORTRANの 入力 形式 は 次 の形 を してい る。

1.ソ ー ス ・プ ロ グラ ムの入 力

③ －RAN文 又は行鯛

2.コ メ ン ト行

@c△ 園圃
コメ ン ト行 に書 け る文 字数 は72文 字 ま でで あ る。

3.END行

③
㌔ 鷲 ブ。ン.
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亀

4SUBROUTINE文 お よびFUNCTION文

@△SUBR・U-ム サブルーチン名 ⑬ 闇

ぽ二∵∵椰
5.上 記以外のFORTRAN文

叶竺 ピ㌘㌧霧.
6.継 続行

継続行 は⑳ の直前 に&を 入力す る・ 一

&は 一 つ の 文 に 対 し て最 大8個 まで使 用 で きる。

特 に指示 され てい ない △ 印 は1個 の ブ ラン ク を表 わ す。

端撒 としてFAC・M-Rを 使 う場合Vま・ 卵 は不用で ある・

デー タ の入 力 はREADス テー トメントを実行 す ると,

DATA△

と出力 して入 力 状 態 に な るの で適 当 な デー タ を タイ プィ ンす る。

TSS-FORTRANの 簡単 な使 用 例 は,83ペ ージにある ので 参 照 された い。

(2)CPL

CPLは 会話 型 のPL/1で 従来,プ ロ グ ラ ミン グ言語 は科 学 技 術 計算 用 と

か 事 務計算 用 とか に分 か れ てい た。 例 えば前 者 はFORTRAN,ALGOL等

で後者 はCOBOLに 代 表 され るが,言 語 を 主 要 目 的 に限定 し て しま う と コ

ン ピュー タの もっ てい る性 能 や機能 を フル に活 用 で きな くな る。 そ こで 考 え

られ た のがPL/1で あ り,幅 広 い プ ログ ラ ミン グが 可能 とな った。CPLを

サー ビス す るこ とによ り端 末利 用者 は 柔軟 性 を もった プ ロ グ ラ ミン グがで き

る。

CPLは イ ン タプ リン タ型 と コンパ イ ラ型 の 中 間 をと り,で き るだ け機械
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語 の オ ブジ ェク トを出 す よ うに してあ る。CPLの 本 体 は,次 の各 処理 ル ー

チ ンよ り成 っ てい る。

●コ ンパ イ ラ

入 力 され た ソー スプ ロ グラ ム を翻 訳 し,オ ブジ ェ ク トを作 る。 また ,ス

テ ー トメ ン トの 挿 入,置 換,削 除 もこのル ー チ ンで行 な っ てい る。

・エ グゼ キュ一 夕

コンパ イ ラ に よ って作 られ た オ ブ ジェ ク トの 実行 を コン トロ ールす る
。

ダ イ レ ク ト ・ステ ー トメ ン トが入 力 された と きは,そ れ を翻 訳 した あと コ

,ン トロー ル をエ グ ゼキ ュ一 夕 に移 す。

・イ ンタ プ リタ

入 出力 関係 あ るい は代 入 ステー トメ ン トの一 部 等,完 全 な機械 語 の オ ブ

ジェ ク トを作 りに くい ステ ー トメ ン ト を中間 言語 に してお き,そ れ を実行

時 に翻 訳 す る。

・割 込み 処理

オ ブジ ェ ク ト ・プ ロ グラムお よ び;イ ンタ プ リタ実行 中 に割 込み 条 件 が

発 生 した場 合 その 処理 をす る。

・ダ イ レ ク ト ・ステ ー トメ ン ト処 理

¥RUN(実 行 開 始 の指 示)や¥『SAVE(プ ログ ラ ムの 保存 指示)等 の

ス テー トメ ン トの 先頭 に¥又 は%を 付 した もの を翻 訳,実 行 す る。

これ らの関係 は次 の 図の よ う にな る。

ダイ レク ト

ステー トメン ト

処 理

オブジェク ト

プログラム

θ
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◆

CPLで 使 用禁 止 とな っ てい る 主 な もの を列 記 してみ る と,

1.多 重 タ ス ク。

2.INITIAL指 定 の 代 りに ダイ レ ク ト ・ステ ー トメ ン トを許 し,コ ンパ

イル時 に実行 させ る。

3

4

5

6

7

&

CPLに お け る ス テ ー トメ ン トは,

ト ・ス テ ー トメ ン トに 分 か れ る。 コ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン トは 通 常 の プ ロ グ

ラ ム ・ス テ ー トメ ン トで あ る。 ダ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン ト は 先 頭 に¥ま た

は%を 付 した もの で,入 力 され る とた だ ち に 実 行 さ れ る。 ま た,あ る種 の コ

レ ク ト ・ス テ ー ト メ ン ト(代 入,GET,PUT,STOP等)の 先 頭 に¥ま た

は%を つ け る こ と に よ りダ イ レ ク ト ・ス テ ー ト メ ン ト と し て 使 う こ と が で き

る。

CPLの も っ て い る コ マ ン ド(ダ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン ト)に は,次 の

もの が あ る。

構 造体 の配 列 。

添 字つ きの修 飾 され た名 前 。

配 列 の 断 面。

BIGINフ ロ ック。

再帰 的 手続 き。

ポ イ ンタ な しのCONTROLLED変 数。

コレ ク ト ・ス テー トメ ン トとダ イ レ ク

RUN

LIST

SAVE

LOAD

ERASE

COM"

NORECOM

NAMELIST

NOMSS

PURGE

MSS

GET

PUT

STOP

これ らの コマ ン ドの パ ラ メ ー タお よ び機 能 は表4-5コ マ ン ド一 覧 表 の

CPLコ マ ン ドを参照 され た い。
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ス テー トメ ン トの 機 能,一 般 形 等は 原 則 と してPL/1の 文法 に従 う。

ステー トメ ン トの 入力 形式 は一 般 に次 に示 す通 りで あ る。

⑬L・NE-N・ △ 〔ラベ ル ・一 〕ステート・ント・醜

L1個 以上のブ。ンク

LINE-NOは 整 数 部4桁,小 数 部2桁 までの10進 数 を入力 す る こ とが で

き るが,こ のLINE-NOに よ っ て ス テー トメ ン トの挿 入,交 換 が任 意 に行

な え るよ うにな っ て い る。

端熾 としてFAC・M-Rte使 端 麗1ま 不用である・

コメ ン トはLINE-NOの 後 で あれ ば/*と*/で 囲 んで任 意 に 入 れ る こと

が で き る・ ステ ー トメ ン トの 継 続 は,CPLで は 圃 を任 意 の時 点 で入 力 す

ることが で き るの で,ス テ ー トメ ン トを2行 以 上 にす る こと も可能 で あ る。

CPLの 簡 単 な使 用例 は,84ペ ージ に あ るので 参 照 され たい 。

(3)BACCUS

BACCUSは メー カ が 開発 した 会話 型 言語 で あ る。 この言 語 の 特 長 は,

1.端 末 か らプ ログ ラム の 作成 実行,管 理 を行 な え る。

2.必 要 な らばFORTRANサ ブルー チ ン副 プロ グ ラム を結 合 し て使 用 で き

る。

3.会 話 を一 時 中断 して も,後 で これ を復 元 して会 話 を続 行 させ る こ とが で

き る。'

4.簡 単 な計 算 か ら,高 度 な問 題 解法 の プロ グ ラム作 成 に至 るまで 取 り扱 う

こと がで き る。

文 法 自体 はFORTRANに 似 てい る と も,ALGOLに 似 て い る とい う人 も

お り,い つ れ に して もこれ 等の 言 語 の経 験 者 に は覚 えやす い言 語 で はない か

と思 わ れ る。 しか し,他 方 例 に示 す とお り条 件 節,く り返 し節 等 が うしろ に

あ るた め,他 の プロ グ ラ ミング言語 を知 っ てい る人 は,異 和 感 を も ち,使 い

に くい と言 う人 もあ るよ うで あ る。
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◆

例

GOTOOWARIIFN=0;

条 件節

機 能 の 面 にお い ては,現 在 の もの で は文字 の 代 入,比 較 や フ ァイ ル を扱 う

こ とが で きない し,精 度 の点 で もFORTRANと 比 較 してみ る と,倍 精 度 が

使 えな いた め少 々不 満 は残 る。

BACCUSプ ロセ ッサ は端 末装 置 か ら入 力 され た プ ロ グ ラム を翻 訳 して,

これ を実行 させ る。

BACCUS

プ ロ セ ッ サ

利用者 の

プログラム

およびデータ

主 記 憶 装 置

文は直接文 と間接文 に分 かれ1直 接文 には文番号は付い てお らず,入 力 さ

れた時点です ぐ実行 され る。間 接文は文番 号が付 された文で,こ れ は入力 さ

れた時点ではすぐには実行 されず,直 接文(例 えばTO文)で 実行 を指示 して

や らなければな らない。 そして,直 接文が入力で きる状態(MANUAL状 態

とい う)と 間接文が入力で きる状態(AUTO状 態とい う)の 切 り換 えはAU

TO,MANUALと い うコマ ン ドを入力す ることによ り行な える。 また,間

接文入力 中に一 時的 に直接文 を入力したい ときは,直 接文の頭 に/を 付けて

入力 すれ ばよい。 なお,BACCUSプ ロセ ッサが 開設された時点では,

MANUAL状 態にある。

BACCUSプ ロセ ッサの もつ命令(コ マン ド等)は 次 のよ うな ものが ある。

直接文 としてのみ使 用す る ことがで きる文

AUTO文DELETE文LIST文PAUSE文ARRAY文
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Q文RUN文SAVE文

間接 文 として のみ使 用 す る ことが で き る文

EXTERNAL文FORMAT文PAUSE文ARRAY文

INTEGER文REAL文 空文(ラ ベ ル 等)

共 通文 として使 用 す る こ、とが で き る文

ACT文CALL文COMMENT文SET文STOP文

TO文CRLF文DEMAND文TYPE文

上記,共 通 文 とは 直 接文 とし て も,間 接 文 と して も使 用で きる文 の こ とで あ

る。

ステー トメ ン トの 入力 形 式 は 次 の とお りで あ る。

直接 文 入力 の場 合

〉 ⑬ ステート・ント・馴

LBAccusプ 。セ 。サ ー よ り出力 され る.

間接文入力の場合

一 ・× ③ ステート・ント・鯛

L文 番 号はBAccusプ 。セ三サーよ り出力 され る.

デー タ の入 力

データ名一 箇 データの植 園 ③

LBAccusプ 。セ 。サーよ り出力 され る.

端=と してFAC・M-Rを 甦 合は 薗 ⑬ は不用丁'th6・

BACCUSの 簡 単 な使 用例 は,85ペ ー ジ を参 照 され たい。
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各言語の使用例 .「

TSS-FORTRAN

***D

?USER-ID.・ ・llσSHIYA,0512

/YσURJσB-i'」 σ.…OJICO40

MACRσBUILIl・]YUURYSKU・

**DFORＴ

JOBKAISI・

¥LσADSQRTF

SQRTFハLσADワ レタ

¥1_ISTSQRＴF

OOOIO10

00020

00030

00041.0「

0005030

00060

00070

00080

00090

00100

00110

00120

00130

00140

¥UPDATE、SQRTF

>¥DELETE

>30De20

》¥UENb

¥RESI匡QSQRTF

¥LISTSQRTF

OOOIO10

00020

00030

0004030

00050

00060

00070

00080

00090

00100

00110

00120

00130

¥RUNSQRTF

8888

100

20

9999

20

1田 卜↓9Nrト9

8888

100

20

9999

READ(8・El・iD=9999)il

J日 日+9

Dσ201=N,J

X=1.O

DELT=(-X+1!X)/2.O

X=(X+1/X)/2・O

IF(ABS(DELT)・LT.0.0001)GσTU8888

GσTσ30

URITE(6,100)1・X

FσR:IAT(.*SQRＴ(.・14・ ・)=・,F11・8)

CσIJTINUE

GσTσ10

STσP

EI・aD

REAO(8,END=9999)1」

Dσ201=N,付+9

X=1.O

DELT=(-X+1!X)/2.O

Xエ(X+1/X)!2.O

IF(ABS(DELT)・LT.O.0001)GOTσ8888

GσTσ30

WRITE(6,100)1,X

FORMAT(.*SQRT(.,14,φ)= .tF11.8)

C6NTINUE

GσTσ10

STσP

END

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

DATA

DATA

1

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

IEaF

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)'

8)

9)

10)

工

⇒

コ

ヨ

コ

3

1.00000000

1・41421357

1・73205081

2.00000000

2・23606795

2・44948977

2・64575130

2.82842714

3・00000000

3・16227764

*Ei'JDσF

¥PURGESQRＴF

FσRTRAN*
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CPL

*x*D

?uSER-1D..・HeSH!YA,0512

/YgURJOB-♪ 」6....DJIEO55

:・1ACR(IBUNNYUtＬRYS}くU.

**CPL

JSBKAISI.

?¥LθADCSQRT;

LσADeWARI

LASTLINE(ENDST)0150.OO

?¥LIST;

り010・00

0020.00

0030.00

0040.00

0050.00

0060.00

0070.00

0080.00

0090.00

0100.00

0110.00

0120.OO

O130.00

0140.00

0150.00

?401F

LAST

?

0010.00

0020.00

0030.00

0040.00

0050.00

0060.00

0070.OO

OO80.00

0090.00

0100.00

0110.OO

O120.OO

O130.00

0140.OO

O150.00

?¥ROI;

Lli';E(Ei'こD

¥LIST;

CSQRＴ:PRうC;T

START:PUTSKIP(3);

GETLIST(日);

IFl↓=OTHEi'SGOTeQVJARI;

Dσ1=NTOl1+9;

Xヨ1.O;

KEI:DELT=(-X+1!X)/2.0;

×=(X+1!X)!2・0;'

IFABS(DELT)く0◆0001THENGゴT6KAKU;

GσTσKEI;

KAKU‡PUTEDIT(.*SQRT(.・1,')=・,X)(A・F(4)・A・F(11・8));

END;

G◎TσSTART;

SWARI:STeP;

EllD;

:・:=OT日E;'JGσTSづUA「 ～1;

ST),0150.OO

CSQRT:PRSC;

START:PUTSKIP(3);

GETLIST(N);

IFl'↓=OTHENGθTSgLVARI;

D(ゴ1=NTθr-」 十9;

×=1.0;

KEI言DこLT=(-X+1!X)ノ2.0;

X=(X十1!X)!2・0;

IFABS(DELT)く0.0001TllEi'SGθTσKAKU;

GσTgKEI;

KAKU二PUTEDIT(・*SQRT(.'1..)=.■X)(A,F(4),A・F(1

END;

GσT(ISTART;

5UARI:STθP;

EisJD;

ワ

DATA

*

:s

*

*

*

*

*

*

*

*

0030.OO

SQFＴ

SQRT

SQRT

SORT

SQRT

SORT

SQRT

SQRT

SQRT

sQRT

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

1'1?1

1)

2)

3)
n)

5)

6)

7)

3)

9)

10)

1・OOOOOOOO

1.41421350

1・73205080

2・OOOOOOOO

2.23606800

2・44948930

2・54575130

2・32342710

3.00GOOOOO

3.16227760

チ

∀

DATAOO30・00

/!TSUGI(ψA?

JgBS1∫ARI.
'v傑1`F、1c¶r、 、lrt

.']?o

C(」 河ll∧IIDSR

〔1■F'、 一 一

.3YE'?
ZIK(ハKU=02.2015:三 〇:42
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BACCUS

***0

?USER-ID・.・HσSHIYA,0512

!YσURJσB-iJO・ ●.・DJICO44

11ACRσBUil"JYUURYσKU・

**BACCUS

JσBKAISI.

BCOOOM[3ACCUS-1(02-04)HAZIilARI.

>LσADSσURCEFRσtlBSQRT;

3C605MLOADσVARI‡SσURCE

>LISTALL;

●

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

T

O

1

2

0

0

0

0

σ

…

●

・

.

・

.

α

.

・

・

…

◆

・
1

T

.

.

.

・

…

T

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

◆
2

S

1

1

1

2

3

4

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

.
1

σ

一辺

-

L

G

>

〉

〉

〉

CRLF

YPE

1●0,5・O;

START;

DE「IA司oT'J;

GσTOσWARIIFid#o;

ACTKEI1・ σUARIFORIコ 付UIＬTIL「 ↓+9;

GσTσSTART;

KEI1;

X31.0ε

K1;

DELT=(-X+1!X)/2・0;

X=(X+1/X)!2●0;

GσTσKEI21FABS(DELT)<0.0001;

GOTσK1;

κEI2;

TYPEFσRf'・1ATIO31・X;

FσR「1AT10;*SQRT(%%%%)ロ%%・%%%%%%%%;

σWARI;

PAUSE;

2;
00ATAI付PUT(BSQRT).;

START;

CRLF2;

TYPE.DATAINPUT(BSQRＴ).;

DE:1Ai';D付;

GσTdσWARIIFi'1=0;

ACTKEI1・ σWARIFσRI=NUNTIL付+9;

G⑬ 丁σSTART;

1.0;

4

⑳

コATA

N51

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

Ii]PUT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

SQRT

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(3SQRT)

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

3

治

ヨ

3

コ

1・00000000

1・41421357

1●73205081

2・00000000

2・23606801

2.44948977

2.64575130

2・82842714

3.00000000

3・16227770

OATAIjJPUT(3SQRT)

↓」」0

3C602Q17・OPAUsE.

>STσP;

BC604i'1BACCUS-1UL～ 八Ri.

//TSUGI㌔U∧?Cα イ;「IAはDσR.3YE.?

、〕σ3σ 」VAR王.

/YσUR.JU3-:.」,J・.・ ・OJICO44

1・1ACRσ3U[lilYUURYtJKU.

**3YE

/!CPU-Tll1EOO:OO:00・435

ZIKσ1・くU=02・1519‡20:38
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4.2.2コ マ ン ド

コマ ン ドと は,端 末装 置 を使 って利 用 者がOS(オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ステ

ム)に 対 し てい ろい ろな サー ビス を受 け るた め に用い る指 令 の こ と をい う。

コマ ン ドは シ ス テム と会 話 をす る とい う意 味 か ら容 易 に使 えるよ うな構成 が

望 ま し く,通 常 次 のよ うな形 式 にな って い る。

コマ ン ド名△ 〔パ ラメ ー タ1,〔 パ ラメ ー タ2,〕 〕

L1個 以上のプラン,

コ

実 際 に コマ ン ドを使 う と き,コ マ ン ドの種 類 によ って は,パ ラメ ー タ情報 が

必要 な ときが あ るが,こ の よ うな と きは省 略 時 の 標 準値 を決 め てお き,変 更 の

必要 が あ る と きパ ラメ ー タ を書 くよ うに し てお けば,利 用 の面 で 非常 に便 利 で

あ る。

TSS関 係 の コマ ン ドを大別 す ると シス テム 制 御 コマ ン ド,マ クロ ・コマ ン

ド,そ れ に各 言 語独 自の コマ ン ドに分 け る ことが で きる。'

(1)シ ステ ム制 御 コマ ン ド

利 用者 の 要 求 によ りシ ステ ム に対 して問 い 合せ,シ ステ ム の状 態変 更 等を

お こな う。

TSSで 使 うシス テム制 御 コマ ン ドは別 表 の とお りだ が,一 応 これ だ けそ

ろ ってい れ ば不 自由 ない と思 われ るが,DISPLAY機 能 に全 ジョブ(デ マンド,

バ ッチ)の 稼 動 状 態 を表示 で きれ ば会話 中応 答 時 間 が多少 遅 くな っ て も納得

い く し,ま た,そ の時 間 の使 用 を見 合せ る こと もで きる。 事実,端 末 操作 中

応答 時 間 が 遅 くな る と利 用者 は操 作 ミスなの か,セ ンターの シス テム ・ダ ウ

ン なの か少 々不 安 に な っ て くる もので あ る。

(2)マ ク ロ ・コマ ン ド

処理 プ ロ グ ラム を呼 び 出す た め に用 い る コマ ン ドで,こ れ は ジ ョ ブ制 御言

語 カー ドをマ ク ロ ・フ ァ イル に登 録 した もの で あ る。 この コマ ン ドは端末 装

置 をデマ ン ド状 態 にし た あ と(シ ス テム制 御 コマ ン ド"D"を 入力 す る)最

初 に入 れ る コマ ン ドで あ り,こ れ によ っ て どの よ うな言 語 あ るい は ユー ティ

リテ ィ を使 うか が きま る。 一 般 に この種 の コマ ン ドはセ ン ター によ っ て コマ
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今

■

ン ドはセ ンター によっ て コマ ン ド名,パ ラメ ー タ 情報 が異 な るた め,利 用 す

るセ ン ター の マ クロ ・コマ ン ドは十分 知 っ てお く ことが必 要 で あ る。

この コマ ン ドを使 っ て みて感 じた こと はDFORTコ マ ン ドを入 力 後,実 際

にTSS会 話 が で きるま で にか な り時 間がか か る とい うこ とで あ る。 コマ ン

ド入 力 後 会 話 可能 状 態 にな るまで には図 に示 す とお りA,Bの2つ の過 程 を

経 るが,Aに おい て はか な りの 枚 数 の
**DFORT

JOBKAISI・

間 がか か る。A,

にと っ て気 に な る1つ で あ る。 と もす れば,初 心 者 な どは故 障 か,自 分 の誤

操 作 と勘 違 い して他 の コマ ン ドを入 れ て みた り,端 末 の電 源 を切 っ て し ま う

こ と に もな りかね ない の で は ないか 。 こ の辺 の 改 善 を望 み たい。

(3)言 語 独 自の コマ ン ド

これ は各 言語 ごと に あ る直接 文 がそ れ に相 当す る もの と思 わ れ る。 勿 論,

そ うで ない もの もあ る。 この コマ ン ドの 使用 に際 して は各 言 語 の文 法 等 をよ

く理 解 し てお くことが必 要 で あ る。 言 語別 の そ れは 別 表 を参照 され た い。

これ 等 の コマ ン ドを参 照 して み て改 良 して欲 しい 点 追加 して欲 しい 機 能

等,若 干 気 が 付い た こと を言 語別 に述 べ る。

●TSS-FORTRAN

l.NAMELIST機 能 に よ り保 存 フ ァ イル に あ る プ ログ ラ ム名 を端末 に

印刷 す る と き,プ ロ グ ラム名 の うしろ に作 成 日付,あ るいは 更 新 日 付 を

一 緒 に 印刷 で きな い もの だ ろ うか。 また,保 存 フ ァイ ル をBACCUSと

共 用 してい るた め,FORTRANプ ロ グ ラム とBACCUSプ ロ グ ラム と

の 区別 がつ きに く く何か 印 のよ うな もの を 付 けて欲 しい 。

例PROG173
.01.23(F)

一 ー スー ジ ・ブ制 御 言語 か ドを解 読 す るので

一1-一 一 時 間が か か るので あ る
。Bで は デ マ ン

B

_Lド ・ジョブ開設後,会 話 に入 る前 にフ
ロ

ァ イル の消去,編 集 をお こな うの で 時

Bと も時 間的 には約30秒 か か るが,こ の ,ことは端 末 利 用 者

プログラム名 作成 日付 あるいはFORTRANプ ロ グラムの意味

更新 日付

一87一



2.サ ブ コマ ン ド¥DELETEは プ ロ グ ラム入 力 中 また はUPDATE中 の

み使 用 で き るが,コ マ ン ドと して いつ で も使 えるよ うに した ほ うが 便利

で は ないか。 その た め,若 干 パ ラメー タ部 の修正 を要す るが,次 の よ う

に した らど うか。

¥DELETE〔 プログラム 名,〕 行 番 号一1〔,行 番 号 一2〕

プ ロ グ ラム名 は プ ロ グ ラム'入力 申 また はUPDATE中 に は省 略 で き る

が,そ の他 の と きは 必ず 付け る。 行 番 号 に関 して はい ま ま で通 りとす る。

例

プ ロ グ ラムの 入 力 中 また はUPDATE中 に削除 の必 要 が生 じた と き。
●

〉¥DELETE7070の み 削 除

その他 の と き

¥DELETEPROG1,40,6040～60を 削 除

3.ソ ー ス ・プ ロ グ ラムの翻 訳,結 合 時にお い ては シス テ ム制 御 コマ ン ド

RQは 受 けつ け られ ないが,端 末 利 用者 と して は何 か の 事 情で処 理 を打

ち切 りた い ので あ るか ら,下 図 のよ うにRQコ マ ン ドを待 ち状 態 に して

翻 訳終 了時 また は,結 合終 了時 に受 けつ ける よ うにすれ ば 無駄 な時 間 を

使 わず にす むの では ない か。

RUN

要 求
翻 訳 一

受 付

要 求
結 合

受'

要 求

実 行
一

・
受 付

次 の コ マ ン ド

一88-一 ・

RQ

RQ

RQ

●
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4PURGEコ マ ン ドに対 して処 理 完 ∫メ ッセ ー ジが 出力 され る こと を望

む。

・CPL

1.CPLは 行 番 号 をマ ニ ュ アルで入 力 す るよ うになっ て い るが,TSS

FORTRANの よ うに 自動 的 に出力 され れ ば利 用者 にと っ て非 常 に助 か

るの で は な いか。 この コマ ン ドの追 加 を望 む。

2.NAMELISTコ マ ン ドで共 用 ファイ ル の プ ロ グラム名 を 印刷 させ ると

き,パ ラメ ー タ と して(C)を 指 定 す るが,単 にCだ けで よい の で は ない か。

特 に カ ッ コは シ フ ト ・キ ー を押 して か ら打つ た め煩 わ しい。

3.リ シーケ ンス機能 を望 む。

・BACCUS

1.BACCUSで は 一 度セ ー ブ した プ ログ ラ ムを更新 し て再 セ ー ブす る

と き,保 存 ファイ ル 申 の プ ログ ラム を削 除 す る機 能が ないた め,他 の

名 前で セ ー ブし なけ れば な らず不 便 で あ る。PURGEコ マ ン ドの よ う

な機能 を望 む。

2リ シーケ ン ス機 能 を望 む。

3.NAMELIST機 能 を望 む。で きれ ばTSS-FORTRANの 項 で 述 べ た

よ うにな れ ば よ い。

各 言語 共 通 して 欲 しい 機 能 と して ス テー トメ ン トの部 分 修 正 機 能 が あ る。

端末 利 用 者 はよ く1文 字 修 正す るの に1ス テ ー トメ ン トそ っ く り入 力 す る こ

とを経験 す るが,目 的 の部 分 だ け を入 力 す るだ け で済 めば 大へ ん助 か る。

◆
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シ ス テ ム 制 御 コ マ ン ド

表4-5 コ マ ン ド 一 覧 表

〔 〕内は省略形

コ マ ン ド 名 パ ラ メ ー タ 機 能 事 柄

DEMAND〔D〕 デ マ ン ド ・ジ ョ ブ を 開 始 す る。

KILL デマ ン ド・ジョブを強制消去す る。

OFF
'

端末装 置をOFF状 態 に移行 させ る。

CONT デー タ入力状態で操作 を誤 り,入 力不可にな

ったとき,再 び入力状態 にす る。

REQUEST〔RQ〕 デマン ド・ジョブに割込み を指示す る。

DISPLAY〔DSP〕 ジ ョブ番号 デマン ド・ジョブの状態 を表示 する。 その端末のジ ョブ のみ。

BYE デ マ ン ド ・ジ ョ ブ を終 了 す る。

マ ク ロ ・コ マ ン ド(言 語 プ ロ セ ッ サ ー)

コ マ ン ド 名 パ ラ メ ー タ 機 能 事 柄

DFORT 〔Tn-OLD,Nn=フ ァ イ ル 名,Kn=KEEP〕 TSS-FORTRANプ ロ セ ッ サ ー を起 動 す る。 nは 入出力文で使用 してい る

1～4ま での 整数。

BACCUS 〔FN－ フ ァイル名,PARAM-L32, BACCUSプ ロ セッサーを起 動す る。 ファイル名は保存用 ファイル。

VOL-0〕

CPL ・〔;誉1=確認:こ 蹴} CPLプ ロ セ ッ サ ー を 起 動 す る。

'

nは1～5ま での整数で何個

自のフ ァイル に対す るパラメ
一夕かを区別す る。

各 コマ ンドの応答時間(っ ま

り コ マ ン ド入 力 後,ス テ ー ト

メ ン ト入力記号が出 るまでの

4 ◎
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コ マ ン ド 名 ノ¶ ラ メ 一 タ 機 能 事 柄

時間)はDFORTが 一番長く,

平 均約1分 位かか る。

(マ ルチ ・ジョブ実行中)

マ ク ロ ・コ マ ン ド(編 集)

コ マ ン ド 名 パ ラ メ ー タ 機 能 事 柄

FLMNT デ マ ン ド用 ファイルの再編成 をす る。 DFORT,BACCUSに 使 用

で き る。

FORTDEL SYSTEMワ ー クの消去をする。

FI.DEL プ ア イ ル 名 FORTRANで 作 っ た デ ー タ ・フ ァ イ ル を 消

去す る。

LINED 〔OLDフ ァ イル の エ レ メ ン ト名 〕, LINEDプ ロ セ ッ サ ー を 起 動 す る。

〔INフ ァ イ ル1の エ レ メ ン ト名 〕,

〔INフ ァ イ ル2の エ レ メ ン ト名 〕

TSS-FORTRANコ マ ン ド

コ マ ン ド パ ラ メ ー タ 機 能 事 例

INPUT 〔プ ・グラム名 〕 FORTRANソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム を 入 力 す る。

IEND INPUTコ マ ン ドを終 了させ る。

UPDATE 〔プ ・グラム名 〕 す でに入力 したソース ・プログラムを修正す

る 。

DELETE 行番 号一1〔,行 番号一2〕 ソース ・プログラムの一部あ るい は全部を消 INPUTコ マ ン ドま た は,



、
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コ マ ン ド 名 パ ラ メ ー タ 機 能 事 柄

去す る。 UPDATEコ マ ン ド実行中の

み使用可。

1行 修 正 FORTRAN文 1行 分 の置 き換 え,挿 入 を行な う。
'冨 行番号△本文"の 型 で入

力する。

UEND UPDATEコ マ ン ドを終 了 させ る。

RESEQ 〔プログラム名 〕 〔・整 数 〕
ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム の 行 番 号 を つ け か え る。

LIST 〔プ ログラム名 〕 〔,開 始行番号,
ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム リス トを 端 末 タ イ プ ラ イ

終了行番号 〕 タに出力す る。

SATV プ ロ グ ラ ム 名 一1〔,プ ロ グ ラ ム 名 一2,
プログ ラム をファイルに保存す る。

プ ロ グ ラ ム 名 一3,プ ロ グ ラ ム名 －n

LOAD プ ロ グ ラ ム 名 一1〔,プ ロ グ ラ ム 名 一2, 保 存 フ.ア イ ル 上 に あ る ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム を

プ ロ グ ラ ム 名 一3,プ ロ グ ラ ム名 －n〕 呼 び出す。

PURGE プ ロ グ ラ ム 名 一1〔,プ ロ グ ラ ム 名 一2, ソ ー ス'プ ロ グ ラ ム リ ス トを端 末 タ イ プ ラ イ

プ ロ グ ラ ム 名 一3,プ ロ グ ラ ム 名 －n〕 タに出力する。

RUN 〔主 プ・グラム 〕
入力した プログラムの実行を指示する。

CHMODE 旧 プ ログラム名,新 プログラム名 〔,M〕 プ ログラム名 の変更 主 プロ グラム

← → 副 プ ロ グ ラ ム の モ ー ド変 換 。

NAMELIST 保存 ファイルにあるプ ログラム名 を端末に出

力す る。
S

STOP
TSS-FORTRANを 終 了す る。

RESTART
プ ロ グラムの実行を続け る。 シ ステム制御 コマンドの

"REQUEST"に よ り割込

END
プ ロ グラムの実行をやめる。 み入力す る。

SYNTAX ON

OFF

シ ン タ ッ ク ス ・チ ェ ッ ク を す る。

シ ン タ ッ ク ス ・チ ェ ッ ク を し な い 。

特に指定が無い限 りONの 状

態 とみな される。

も ■
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CPLコ マ ン ド

コ マ ン ド 名 パ ラ メ ー タ 機 能 事 柄

RUN 〔文番号 〔,文 番号 〕〕;
プログラムの実行 を指示す る。

LIST 〔文番号 〔,文 番号 〕〕; ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム の リ ス トを端 末 に 出 力

す る 。

SAVE ; プ ロ グ ラ ム を フ ァ イ ル に 保 存 す る。

LOAD プ ログラム名; 保 存 フ ァ イ ル 上 に あ る ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム

を主記憶 に読み込 む。

ERASE 〔文番号 〔,文 番号 〕〕;
ス テー トメン トの削除を行な う.

COM ; 任意の時点で入力 されたプログラム をリコン

よ
、

パ イル す る。

甲 NORECOM ; プログラムの追加,置 き換 え等があ った場合

コンパ イラは通常 リコンパイルをす るが,そ

れをさせない ことをコンパイルに指示 す る。

NA.MELIST 〔(C)〕; 保存 フ ァイルにあ るプログラム名を端 末に出

力する。

NOMSS ; エ ラ ー メ ッ セ ー ジを 印 刷 す る 際 メ ッセ ー ジ を

全 部印刷せ ず,エ ラー番号のみを印 刷す る。

PURGE プログラム名;' ソース ・プログラムを保存 ファイル上か ら消

去す る。

MSS ; コマ ンドNOMSSの 効 力を無効 とす る。

GET 〔STRING(文 字 ス トリング名)〕;

デ ータ指定

データ ・リス トに指定 され た変数に,端 末装

置または,文 字 ス トリング変数か ら取 り出し

た値を代入する ものであ る。
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コ マ ン ド 名 .パ ラ メ ー タ 機 能 事 柄

PUT

STOP

〔STRING(文 字 ス トリング名)〕;

〔デ ータ指定 〕〔PAGE〕 〔SKIP

〔(式)・ 〕〕

;

指定された変数の値を端末装置に出力する。

CPLプ ロセッサーの実行 を停止させ る。

BACCUSコ マ ン ド

コ マ ン ド 名 パ ラ メ ー タ 機 能 事 柄

AUTO 〔文番号〕〔,文 番号〕 間接文としての文番 号をBACCUSプ ロセッ

サーが制御する。

MANUAL BACCOSプ ロセ ッサーで制御 されていた文

番号 を端 末よ り制御す る。

SAVE SOURCEONプ ロ グラム名 入 力 され た ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム を フ ァ イ ル に

保存 する。

LOAD SOORCEFROMプ ログラム名 保 存 フ ァ イ ル よ り ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム を 主 記

憶に読み込 む。

LIST 〔ALL〕 〔,文 番号 〕〔,文 番号 〕 プロ グラムの全部または一部 を端末 に出力す

る 。

DELETE 〔ALL〕 〔,文 番号 〕〔,文 番号 〕 プロ グラムの全部または 一部を削除す る。

Q PAUSE状 態 にある文の実行 を続 開させ,1

っの文の実行が終了した場合,再 びPAUSE

状態 とな る。

RUN PAUSE状 態 にある文の実行 を続 開させる。

吟 ⑨
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コ マ ン ド 名 パ ラ メ ー タ 機 能 事 柄

DEMAND 変 数 指定された変数の値を端末から入力する。

TYPE 記号列,変 数の値,式 の値等を端末に書き出
す。

1文 字 列1 `で 囲 まれ た文字列を書 き出す
。

実パラメ ータの並 び 実パ ラメータの値を標準書式で書 き出す。

FORMAT番 号:パ ラメータの並 び 実パ ラメータの値 を,書 式の番号で与 えられ

た書式に従 って書 き出す。

STOP

'

BACCUSに よ る処理を終了す る。

TO 文番号 指定された文番号を持つ文から間接文の実行
を開始 させ る。

ACT 〔文番号〕〔,文 番号 〕 1っ まノこは,一 連の文を実行させ る。

SET 算術式 算術式の値を左辺の変数に与 える。 SETは 省 略可。



4.2.3エ ラー 検 出機 能 と メ ッセー ジ

エ ラー 検 出機能 は,プ ログ ラム を作 成 す る過程 お よ び実行 にお い て非 常 に重

要 な機 能 で あ る。 また,エ ラー の表 現 の しか た で利 用 者 に とって そ の プ ロセ ッ

サ ー の使 用感 が良 く も悪 く も な る ので は ない か。 一 般 に冗長 的 なメ ッセー ジ

ト

は端 末利 用者 にと ってか えっ て煩 わ しい もの で あ るた め,そ の 文 章 は 端的 に述

べ てい る もの が良 い。

各 言語 共,大 体 正 しい メ ッセ ー ジ'は出 たが,気 が 付い た 点 をい くつ か あげ て

み る。

1.構 文 チ ェ ッ ク時 の エ ラー メ ッセ ー ジ 出力 の2段 構 え につ いて

これはBACCUSで 採 用 して い る こ とで あるが,も し,間 違 っ た ステ ー ト

メ ン トを入 力 した 場 合,そ の ス テLト メ ン トが 間 違 いで あ る こ とを表 わす 簡

単 な印 を出力 す る だ けで も,利 用者 は大 部分 の誤 りを発見 す る こ とが で き る

の では ないか。 しか し,ど うし て も誤 りの個 所 が わか らない よ うな場 合 には

この ま まで は 困 る ので,問 合せ の 記 号 を入力 す るとそ の エ ラー に対 す る詳 細

な メ ッセ ー ジを出 力 す る。

例 えば,BACCUSを 例 にす れ ば,

①>1=1+JFORJ=1UNITL100;

②EH?

③>2

④BCO44QSAYOSOGATARINAI

(下 線 の 部分 は利 用者 が入 力 す る。)

① で ス テー トメ ン トを入 力 した が,UNTI・LがUNITLに なって い る。 こ

れ は少 し馴れ ば容 易 にわか る ことで あ る。

② お か しな ス テー トメ ン トなので,シ ス テム よ りEH?(エ ッ?)と 聞

き返 え して きた。

③ 誤 りが わか った な らば正 しい ス テー トメ ン トを入力 すれ ば良 い が,ど

二96一
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う して も誤 りが わか らな か った ら問 合せ 記 号?・巨・λ 頒 そ・
,..、.

④ そ の エ ラー に 対 す る具体 的 な メ ッセ ー ジが 出力 され る。

一 見 め ん ど くさそ うで あるが ,実 際使 う1.でみ た と ころiで.は便 利 で あ る。

TSS-FORTRAN,CPLに もこの よ うな方 法 が採 用 され る こと を望 む。

2・T ,SS:F・ORTRAN.の 実行 時 の〆 ッセー ジ 出力・につ い て

こ こで の実行 時 と は翻 訳,結 合,実 行の こ とで あ るがTSS-FORTRAN

では バ ッチ用 の メ・ッセ ー ジ をその ま ま使 って い る。 従 って メ ッセ ー ジ もTSS

で は あま り使 い 道 の ない エ ラー ・ア ドレス等 も出力 され,長 い メ ッセ ー ジ に

な ってい る。 ・

例 えば,

FT999WDIVIDECHECKERRORAT(× ×××××)一
余 分 .

こ うい った もの を編 集 して 出力 で きない ものだ ろ うか。

3..CPLに お い て メ ッセ ー ジ を出力 す る際 ア スタ リス ク(*)の長 い 列 が 前 の方

に 出 るが,あ ま り長 い の も煩 わ しい。.

4CPLに 省 略型(エ ラー番 号の み)が 選 択 で きる機 能 が あ るの は良 い と思

タ リ
つo/:.t.・ ・"`

'

●

'
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4.3各 端 末 の利 用状 況

4.3.1通 商産業省 における利用状況

1.概 要

昭和44年10月 に固)日本 情報処理 開発セ ンターの遠隔 情報処理 シス テムの

研究開発の一環 と してNEAC2200-50(レ/200MACシ ステムの端末装置 が通

商産業省 重工 業局 内に設置 され,昭 和46年12月 まで使用 された。昭和47年

1月 か らはFACOM230-60シ ステムの端末装置が設置 されている。

通商産業省 内で はお もに次のよ うな 目的で利用 されて きた。

(1)省 内業務,特 に予測,調 査,統 計 などに関連のある業務で の実際運 用

(プ ロダ クション)。

(2)省 内職員 に対 して 情報処理技術 に関す る知識および技術の習得 を目的

とした教育訓練用 。

㈲ 情報処理 システム(TSSを 主とし た)に 関す る知識 の啓蒙,普 及 に

資す るための省内外 の関係 者に対 して行 な うデモンス トレー ション用。

上記 の中 で最 も多 く使用 しているのは,昭 和44年 度か らの実績 をみれば,

実務と直結 してい る(1)の実際運用である。

現在,端 末装置は,通 商産業省本館7階726号 室(TSS・ROOM)に 設

置 されてお り,管 理 は重工業局 情報処理振興課が行 なってい る。

また,端 末機利 用については,省 内職員全員 に開放 してお り,利 用希望者

が所定 の手続 きで 情報処理 振興課 の担 当職員 に申 し込めば端末 機使用中以外

は自由 に使用で きるよ うにしてい る。

2.実 際業務 の運 用にお ける利用状 況

昨年 と同様一 般行 政部門 にお けるTSSの 利 用 で多い ものは需要予測など

であり,プ ログラムは,ほ とん どの場合,一 般行 政部門の担 当者が独 自に開

発してい る。

以下,主 要な2事 例 につ いてその概要 を述べ ることとす る。
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(事 例1)

・TSSを 利 用 した需要予測

昭和47年11月 か ら12月 にか けて,㊥ 日本 情報処理センターのFACOM230

-60シ ステムのTSS端 末 機 を利用 して,特 殊鋼(特 殊 鋼熱間圧延鋼材)

の内,工 具鋼,構 造用炭素鋼,バ ネ鋼,軸 受鋼,ス テンレス鋼,高 張力鋼,

その他 の鋼 の8種 の鋼 についての需要予測 を行 なった。

従来 か らゴ特殊鋼 熱間圧延鋼材ベー スの需要予測は行なわれてお り,上

記各種鋼種別の需要予測 も行なわれていた。 特殊鋼熱間圧延ベースでの需

要予測 については,IIP(鉱 工 業生産指数)と 特殊鋼熱 間圧延材 の需要の

間 に有意 な相 関関係 が ある ことが確め られてい ることか ら,線 型 回帰分 析

等統計的手法 によって求めて きた。最 少二乗法 によ る回帰分析は前年度

TSSを 使 っ て体験ずみで ある。工具鋼,構 造用炭素鋼,バ ネ鋼,軸 受鋼,

ステンレス鋼,高 張力鋼,そ の他鋼 の需要予測 について も,こ れ らの鋼 の

需要先の景気動 向,需 要の季 節的変動 等 を基 にして需要量 の予測 をたて,

それ らの積み上げた値 が,別 途IIPを 基 に求めた特殊鋼熱間圧 延鋼材の

需要量予測 と整 合性のとれ るよ うにfeedbackを 繰 り返 し調整 してきた。

しか し,feedbackに 伴 う計算 は単 純計算ではあるが,鋼 種 別の繰 り

返 し計算 とな り,手 計算 では面倒であ るし,四 半期 ごとに必ず必要 な作業

で もあ るので,今 回計算機 を利用し て能率化 を企ることに した。一 部,ラ

イブラリー に登録 されている最小 二乗法の プログラムを使 うほか は極簡単

な計算 内容 である。

(a)予 測 の方法

予測の手順 を,動 作分析的 に細い 作業ご との表に してみ ると以 トの と

お りで ある。
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手順1 手 順2

各特殊鋼別過去四半期ごとの生産実績を

調べ る。

IIpの 実員 特殊鋼熱間圧延鋼材生産

実績を調べる。

基準年度を定め,指 数については,'基準

年度各基の生産実績を100と する。

基準年度を定めて,IIP,特 殊鋼熱間

圧延鋼材生産実績の対前年同期比を求め

る。 、 、

季節的な需要量変動の影響を少なくする

ため,基 準年度各期の生産量を基準とし

各年度各期ごとの生産実績を指数で表す。

それぞれの指数間の相関関係を最小二乗

法をもらいて回帰分析する。

以上で求めた各期の生産実績指数を時系

列のグラフに表わす。このグラフにより

季節的な変動を含めた需要増減のパター
ぐ

ンを各綱種別に把握することができる。

グラフのパターン,各 綱種別需要先の景

気動向等を考慮し,グ ラフを延長して次

期の需要見込指数を求める。

見込み生産指数を需要量に換算する。

回帰式にIIPの 次期見込み指数を代入

し,次 期特殊鋼熱間圧延鋼材ベースでの

需要見込みの対前年同期比を得る。

以上で求めた各綱種別見込み需要量を合

計し,特 殊鋼熱間圧延鋼材ベースの需要

見込み量を得る。

以上求めた指数を需要見込み量に換算す
'る
。

以上で求めた特殊鋼熱間圧延鋼材の需要

見込み量を別途(手 順2)で 求 めた需要

見込み量と比較し,大 きな差があるとき

は,先 に戻って各綱種ごとの次期需要見

込み指数の見直しをする。

〉

つ

YES

差が大きい

NO

各綱種別次期需要見込み量を得 る。
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(b)計 算 機 の利 用

以上 の 手順 か らも明 らか なよ うに,こ の作 業 は大型 コ ン ピュー タの 性

能 を フル に利 用 す る性格 の もので は ない。 しか し,日 常 の作 業 の 内で は

手 計算 で す る には面 倒 な 部類 には い る もの で あ る。 コン ピュー タ を日常

の役 所 の仕 事 に どの よ うに な じませ てい くか は,能 率化,合 理 化の 上か

らも重 要 な問 題 だ が,今 回 のよ うなroutineworkは 比 較 的 コ ンピ ュ

ー タ と な じみ やす い で あろ う。 問 題 は むし ろ,随 時 に要 求 され る資料 を

いか に コン ビ〉ユ ー タ を機 動 的 に便っ て作 成 で き るよ うにな るか とい うこ

とで あ ろ う。

(事 例2)

景 気 の変 動 は企 業 の収 益 に大 きな影 響 を与 え る ことは衆 知の こ とで あ る。

しか し,各 産 業,例 えば 商社,機 械 工 業,輸 送工 業等 の 間で はそ の影 響 の

度 合 は異 る。 各産 業 を商 社,銀 行,運 輸業,機 械 工業,化 学 工 業,鉄 鋼 業

等 の16産 業 に分 類 し,そ れ ぞれ 各別 産 業 間 の影 響 度 合 をTSS端 末 機 を利

用 し,分 析 してみ た。

分 析 の方 法 は2元 回帰分 析手法 を用 い て,相 関 係数 を出す こと に した。

す な わ ち,42年 か ら46年 まで の間 にお け る全産 業 の経常 利 益(上 期 ・下期

の 年2回)を 出 し て,こ れ を基準 に し,各 個別 産 業 の経 常 利 益(42年 ～

46年,上 期,下 期 の2期)の 全産 業 の経 常 利益 に対 す る相 関度 を出 した わ

けで あ る。 こ こで,各 個別 産 業 の相 関 度 が 全産 業 に近 づ く程景 気の 変 動 が

少 な い と解 釈 し,逆 に相 関度 が低 い程(変 動 率 が 低い程)景 気 の 変動 を受

け やす い産 業 で あ る とい う解 釈 を と った わ けで あ る。

(a)計 算 式

与 え られた デ ー タ にっ い て回帰 直Wty・ ・α+bxを 求 め る。

・一÷(π π、恥 一 β汝)(1)

b=』(2)
sxx
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(b)結 果

結 果 につ い て は,相 関係 数 が 商社:0・8155161,不 動産 電鉄 業1

0.9287744,機 械工 業:0・8620189,建 設 業:0・9174873,自 動

車工 業:0・7663727等 の結 果 が得 られ た。 なお,入 力 デ ー タ数 につ い

て各産 業毎 に若 干 の違 い が あ り,必 ず し も精 度 が高 い と言 えないが,お

お まか な 傾 向がつ か め れ ば十 分で あった。 上 記相 関係数 か ら,私 共 は,

乱暴 で は ある が,景 気 変動 の 大 きい産業 と し て,自 動車 工 業,商 社,機

械 工 業,建 設業,不 動 産 業等 とい うよ うな ラン ク付け を行 な った の で あ

る。

3.TSSを 使 用 して の 所 感

(1)シ ス テム につ い て

シス テム の安 定 性 を試 す程 の プ ログ ラ ムで なか った の で シス テ ムの特 性

を うん ぬん 出来 な い が,計 算 申 に幾 度か システ ム ・ダ ウン が あ った ことは

確 か だ。 も ちろん こち らの側 の操 作 ミス によ るシス テ ム ・ダ ウ ン も ある と

思 うが,は っ きり判 る よ うに して もらいた い。 我 々 の仕 事 には超 高能 率,

超高 性能 の コ ン ピ ュー タ よ り,ど ん な こと をして も絶 対 ダ ウンせ ず に動 い

て くれ る コン ピュ ー タ の方 が 頼 もしい。

デー タの イ ンプ ッ トは タ イ プ ライ ター,テ ー プ両方 使 った が,時 間が か

か るの が難 点で あ る。 また,コ ン ピ ュー タが イ ン プ ッ トを要求 して くる際

そ の たび に 「DATA」 と打 つ の は,目 ざわ りで もあ る し,時 間 も無 駄 な の
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で 何 か 他 の記 号で 代 用 して は ど うか。

プ ロ グ ラム の イ ンプ ッ トは テー プ を利用 す るの は少 し面倒 なので,タ イ

プ ライ ターか らイ ン プ ッ トした が,時 間 もか か るし,端 末 を専有 す る時 間

も長 くな るので,テ ー プで簡 単 に インプ ッ トで きるよ うに して も らいた い。

デー タの 保存 につ い ては,フ ァ イル を使 うのは,な ん と な く不 安 だ し,

デ ー タは手 元 に置 きた い とい う気 持 もあ っ てテ ー プ に頼 った。 しか し,紙

テー プは保 存 性が よ くない の で,紙 テー プ あ るい は磁 気 テー プの デー タ用

カセ ッ トの よ うな ものが あれ ば便 利 だ。

データの アウトプットに つい て は,作 表,作 図 が 面 倒 だ。 表 の フォーム を幾

つ か記憶 させ てお き,計 算 中必 要 な ときにす ぐ呼 び 出 す こと は出 来 ない か。

(2)応 答 時 間 と処理 時 間

応 答 時 間 につ い て は,タ イ プ ア ウ トに時 間が か か るので,別 回 線 で アウ

トプ ッ ト専用 の 端末 機 が あれ ば便 利 で あ ろ う。

(3)端 末装置

端 末 装置 はか な り大 き く,ま た 機械 の 性質 上 専用 の室 が必 要 で あ る。 ポ

ー タ ブル な 端末 機 とい うの は無 理 か も知 れ ない が ,テ ー プ穿 孔 機 の小 さな

もの が あれ ば場 所 を選 ば ない ので,便 利 で あ る し,端 末 機 を専有 して い る

時 間 も少 な くてす む。

(4)ソ フ ト ウェ ア

細 い こ とだが,FORMATで 指定 して印字 させ る場 合,頭 文 字 が 出 な い

場合 が あっ た。

㈲ 運 営 管 理体 制

サ ー ビス時 間帯 が不 便 で あ る。10時 ～15時 とい う時 間 は 会 議が 多 く,

資料作 成等 コ ン ピュー タ を使 い た い作 業 は夕 方か ら夜 にか けて が多 い。

4.3.2郵 政 省 に お け る 利 用 状 況

1.概 要

郵 政 省 の 端 末 装 置 は,リ モ ー ト ・バ ッ チ ・シ ス テ ム お よ び タ イ ム ・シ ェ ア
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リン グ ・シ ステ ム(デ マ ン ド処理)に よ る各 種 アプ リケ ー シ ョンな らび にソ

フ トウェ アの 研 究 開発 等,遠 隔 情報 処理 シス テ ム開 発の一 テス トケ ー スと し

て,㊥ 日本 情報 処 理 開発 セ ン ター(以 下 セ ン ター と略 す)に よ っ て通産 省,

電 々公 社,働 機械 振 興 協 会 と同 時 に設 置 され た もの で あ り,昭 和47年5月 の

本格 的 稼動 以来10ケ 月 近 く経過 し た。

この シス テ ムは,昭 和44年 末 に開始 されたNEACタ イ ム ・シェ ア リン グ ・

シス テム(MACシ ス テ ム)と 軌 を 一 にす る もので あ るが,今 回 は使 用機 能

もFACOM230-60と 大 型 化 され,使 用可能 言 語 も多種 にわ た り,ユ ー ザー

サイ ドか らみ る と,か な り利 用 しや すい もの とな っ てい る。

以 下 は簡 単 に,現 在 まで の当省 にお け る利 用 状 況と,こ の シス テ ム に対す

る所 感,要 望 等 を記 述 した もので あ る。

2利 用状 況

ω 概 況

当省 にお い て は,複 雑 な科 学 計算,あ るい は大 量 情報 処 理 を 日常 業 務 と

す るセ ク シ ョ ンで は,そ れ ぞれ各 業務 に合致 した機 種 と 言語 を用 い てお り,

この シス テム の利 用 は ほ とん ど経 営 分 析事 務 に限 られ て きた。

記 録 によ ると,昭 和48年1月 末 まで の利 用 日 数 は65日,使 用 時間 は150

時 間程 度 で あ る。

セ ンター 側 の記 録 によれ ば,利 用 日数 は58日,CORE占 有 時間 は168

時間程 度 で あ る。 当省 の 記録 簿 の日 数が より多 くなっているの は,昭 和47年4

月 以 前 の テ ス ト使 用 の 日数 を加算 した ため で あ り,使 用 時 間が よ り少 な く

な っ てい るの は,計 算 方法 の 違い と記録 洩 れ によ る もの で ある。

セ ン ター 側 の記 録 によ ると,CORE占 有 時 間(DFORTか らSTOPま

で)168時 間の うちCPU使 用時 間 は2時 間半 と通常 の 使用 状 態か ら考 え

てや や 多 目に 出 て い るが,こ れは後 述 す るよ うに,無 意 味 なル ー プ を く り

返 し て,〔ZIKANGIRE〕 の メ ッセ ー ジ を数 回受 け取 った 事例 に よ る

と こ ろが 大 きか った と思 われ る。

ま た,ア クセス件 数 〔DFORTか らSTOPま での件 数 〕 は231件 で あ
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り,1日 平 均4回 の件 数 とな っ てい る。 これ は実 際 の使 用 に あた り,プ ロ

グ ラムの修 正 に 時間 を要す るた め一 時STOPを か ける とか,デ ー タ に よ っ

て補助 記憶 装 置 の番 号 が異 な っ てい るた め,DFORTか らや り直 す必 要 が

あ った こと等 によ る もので あ る。

(2)適 用業 務

今 日のFACOM230-60シ ス テ ム の各種 の利 用例 の うち,そ の主 な項 目

と その 内容 を挙 げれ ば 次の とお りで あ る。

ア.需 要 関数 の作 成

(説 明)所 要 の デ ー タか ら回帰 方 程 式

Y=a十bXl十cX2十 …・・…・…十zXn

ま たは

　 　 　Y
=aXIX2X

n

を求 め る もので あ る。

a.メ イ ン プ ログ ラム と20個 の サ ブル ーチ ンで処理。 サ ブル ー チ ンは デ

ー タの 読み 込み
,計 算,出 力 に分 かれ,そ の指定 に よ って読 み 込み 形

態,出 力 数 値 を決 定 す る。

b・ 説 明変 数 の数:最 大5変 数 ま で

c.入 力:当 初 は紙 テー プ によ っ た が,説 明 変数 を入 れ 替 え て何 回 も反

復計 算 す る必 要 が あ るので,現 在で は デ ー タ を一 括 デ ィス ク ・フ ァイ

ル に記 録 させ,必 要 な デー タ をプ ログ ラム で指 定 し て呼 び 出 す方 式 を

用い てい る。

d.出 力:一 次線型 か対 数 線型 か の選 択推 定 式のパ ラメ ー ター,推 定値

と観 察値 の残 渣,推 定 式 の不 偏 分 散(回 帰 の推 定値 の分 散),パ ラメ

ー ター の標 準誤 差 ,決 定係 数,自 由度 修 正 済相 関 係数,予 測 値 のE

(Y。)お よびY。 に対 す る理 論 的 な誤 差,残 渣 変動 に系列 相 関 が あ る

か 否 か の判 定 の た め の ダー ビ ン ・ワ トソ ン 此等。

また,作 成 され た回 帰 式 の予 測 力 評価 のた めの シ ミュ レー シ ョンお

よび そ れ に基 づ く予測 等 が プ ロ グ ラ ムの後 半 であ る。4
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イ.標 本数 の 早 見 表 の作 成

(説 明)信 頼 度 係数,誤 差 率(相 対誤 差),母 集 団数 を与 え て,変 動

係 数 の指 定 され た き ざみ 毎 に標 本 数 を計算 して作 表す る。

ウ.複 利 計算表 の作成

(説 明)初 期 値P・ とn年 後 の数 値Pnか らn年 間 の平 均 増加 率 を知

る早 見 表 の 作成。

以 上 のよ うに,FACOM230-60シ ス テム の利 用 は,回 帰 分 析,シ ミュ レ

ー シ ョン,作 表等 で あ るが,利 用 の主 た る もの は,そ の 回数 お よ び 時 間数か

らい っ て需 要 予 測 で あ る。

これ らの処理 の た めの プロ グラム は,利 用 者が その都 度 作 成 した り,あ る

い は既 存 の プ ロ グ ラム を修 正 した りし て用 い てい る。

3.所 感

FACOM230-60シ ス テ ム の端末 装 置 利 用状 況 は大体 以 上 の とお りで あ る

が,使 用 開始 当時(昭 和47年3月)はTSSフ ォー トランが使 用 出来 ず,LIN

EDに よ る コマ ン ドによ らざる を得 なか った ため,前 回 のNEACタ イム ・シ

ェ ア リン グ ・シ ス テ ムに比 し て使 い にくい感 じがした。しかし,昭 和47年5月 以

降 本 格 的 サ ー ビス の開 始 と共 に,TSSフ ォー トランの 使 用 も可能 にな り,ま

た,サ ー ビス時 間 も延長 され た ので,実 務 にか な り利用 出来 る状 態 にな った。

ただ利 用 の 当初1こお い ては,端 末 機 自体 の操 作 方 法 が前回 の機種 と相 違 し

てい た こと,ま た,今 回 の シ ス テ ムが初 経 験 で あ る初 心 者 が多 か った こと等

のた め に操 作 ミスが生 じ,あ わ て て不 必 要 な キー を打鍵 した りし てキー が ロ

ック され,作 動 し な くな っ て しま う状 態 もしば し ば生 じた。

以下 端 末 装 置 の ユー ザー サ イ ドか ら,今 回 の シ ス テ ムに対 す る感想 を記

し,.あ わせ て要 望 も述 べ てみ た い。

(1)シ ス テムにつ い て

ア.シ ス テム の安 定 性 につい て

a.セ ン ター

昭和47年10月 頃 まではかなりの頻 度で シ ステ ム ・ダ ウ ンが あ り,当 時
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の使 用 記録 法 をみ て も日 に最 低1回,多 い 時 に は3,4回 もダ ウンし,

作 業 が 全然 捗 らな い ことが多 か った 。 そ の ダ ウン の都 度 キー が ロッ ク

され て動か な くな って しまい,電 話で セ ン ター側 の回復 状 況 を問 い 合

わす こ と も再三,再 四 あ り,回 復 待 ちのた め に予想 外 の時 間 を費 した

りした。 特 に9月 下旬 の機 器増設 以 来 ダ ウ ンの回 数 が 増 した よ うに感

じ られた。

この よ うな ダ ウンが生 じた場 合,セ ン ター 側 の好 意 によ り使 用時 間

の延 長 を あ る程 度認 め て も らっ たが,操 作 途 中で ダ ウンす るた め に最

初 か らや り直 した り,あ るい は プ ロ グラム が パー ジ され て しま った り

して,ス ケ ジュー ル の 回復 にはか な り手 間 ど った。

しか し,11月 頃か らは,か な り徹 底 した チ ェッ クが行 なわ れた 様 子

で,ダ ウ ンの回 復 もか な り減 り,現 在 は安 心 して使 用 出来 る状 態 に な

っ てい る。

b.端 末

端 末 装置 自体 はか な り安定 してお り,端 末 自体 が原 因 と思 わ れ る故

障 は1回 しか 経 験 し なか った。 この時 はセ ン ター の係 員 の方 に来 省 を

要 請 し,い ろい ろ調査 し て も らった が,原 因 が分 か らず,何 回か 開 始

ボ タ ン を押 し てい る うち に正 常 に動 き始 め た。

c.フ ァイル

デ ィス ク ・フ ァイル にデ ー タ を書 き込み その呼 び 出 し形式 を とった

プ ログ ラム は需 要 関 数 の作成 だ けで あ るが,10月 頃 ダ ウンが 頻 発 して

い た時期 に,デ ィ ス ク ・フ ァイ ル に書 き込ん だ デー タ90個 が消 滅 して

しまっ た 事例 が あ った。 この 事例 の場 合 は,デ ー タを再 度 書 き込 む手

間 も余 りか か らない ので 時 間的 ロス も少 なか っ た が 今 後か な りの デ

ー タ を書 き込 む場合 も予 想 され るので
,デ ー タの保 存 につ い ては十 分

の 配 意 を願 い た い と思 う。

プ ログ ラ ムにつ い ては,セ ー ブされ た もの が 消滅 した 事例 は 現 在 ま

で ない。
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イ.応 答 時 間 と処理 時 間

タイム ・シェ ア リ ング ・シス テ ム と して は当然 の こ と とし て,シ ス テ

ム加 入者 が 同時 に レス ポ ン ス を求め る場 合 に,そ の応答 に時間 がか か り

す ぎ るよ うに感 じ られ る。

特 に12月 以 降,レ ス ・t8ンス に6～7秒,短 い 時で も2～3秒 要 す る場

合が 時 々見 受 け られ るよ うに なっ て きてい る。

1回 の レ スポ ン ス に上 記 の よ うな 時分 を要 す ると,実 際 に端 末 を操 作

し てい る者 にと っ ては そ の 数 字 以上 に長 く感 じ られ,ひ い て は操 作 の リ

ズ ム を失 な っ て さ さい な打鍵 ミス や誘発 す る ことが あ る。

タ イム ・シ ェ ア リン グ ・シス テ ムで あ る以 上,単 独 で 本 体 を専有 して

い るよ うには いか ない の は当然 と思 うが,全 加 入者 が 同 時 使用 してい る

場 合で も,も う少 し何 とか応答 時 間 を短 縮 出来 ない ものか。

ウ.エ ラー メ ッセー ジ

FORTRANエ ラー メ ッセー ジ は,前 回 のMACシ ス テム に比 較 す

ると大 分判 読 し易 くな っ てお り,プ ロ グ ラ ムの修 正 も容 易 にな っ てい る。

ただ,LINKAGEEDITORエ ラーメ ッセ ー ジは解 説 書 に もコメ ン

トされ てお らず,出 力 され た場合 は セ ン ター側 そ の都 度 電話で 問い 合 わ

せ てい る状 況 で あ る。

以 下の よ うな メ ッセ ー ジが 出力され た 事例 で は,STOP指 、令 を出 し

てDFORTか らや り直 した ら実 行 が 可能 に な った が,ど の よ うな状 態 の

場 合 に下 の様 な メ ッセ ー ジ が 出力 され るの かマ ニ ュ アル で 解説 して も ら

えれ ば と思 う。

〔例 〕

**LIEDERRORMESSAGELIST**

****LDOl7ZFILENOAREAGATARINAI

****LDO21ZHARDERROR
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工 原 因不 明 な メ ッセ ー ジ

シ ス テム の安 定 性 に関す る こと であ るが,以 下 の様 な 事 例が 生 じた こ

とを 参考 に書 き添 えてお く。

a.プ ロ グ ラムOUTPUTを ア ップ デ イ トし,フ ァイル 保存 の プロ グ ラ

ムOUTPUTを パー ジ し,次 い で ア ップ デ イ トされ たOUTPUTを セ

ー ブす る段 階 で次 ぎの よ うな メ ッセ ー ジが 出力 され,と うと うセ ー ブ

す るこ とが 出来 な か った。

¥SAVEOUTPUT

SAVEFILEノ ハー ドウェ アエ フー アス

¥SAVEOUTPUT

SAVEFILEノ ハ ー ドウェ ァ エ ラー ア ス

この場 合は セ ン タ ーの 磁気 デ ー プ にOUTPUTの 記 録 が あっ た ので

当方 の 負担 は少 な か った。

b.リ ス トの最 中 に 出力 が止 ま り以 下の よ うな操作 をした と ころ ジ ョブ

アボ ー トされ て しま っ た。

¥LISTA

OOOlO

-… ・n※ 出力 が 停 止

RQ※ 割 り込 み キー を押 してRQを 打鍵

RQ※ 全然 応 答 が な い ので再 度RQを 打鍵

>END※ 〉 を 出力 して きたの でENDを 打 鍵

JOBABORT

ABORTSITANOWA
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*JB4101XEXECFILEGANAI(DELETE)

*SP723Z(WARIKOMI)MEIREIYOMIDASI

SINGAI

c.デ ィス ク ・フ ァイル を使 用 して デー タ を書 き込 む プ ロ グ ラム を実行

した と ころ,当 方 のマ ク ロ コマ ン ドの パ ラメ ー タ にエ ラー が あ った た

め,デ ー タの読 み 込み を行 なわず一 定 時 間後 〔ZIKANGIRE〕 が

出力 され た。

この た め にCPUの 使 用 時間 が非 常 に大 き くなった 。(セ ンター 側

の記 録 によ れば約30分)

このよ うな場 合 に備 え て,こ の無 意 味 なルー プ をチ ェ ッ クす る機 能

を追加 し て も らえた らと思 う。

オ.端 末 装 置 につ い て

a.操 作 性

A==B十C

の ス テー トメ ン トを打 鍵 す る場 合,=,+を 打鍵 す るた め には い ちい

ち 中段 シフ トを押 さ えな くては いけな い ので,急 い でい る場 合 にはつ

い 押 し忘れ て ミス して し ま う。 前 回のMACシ ス テ ムの 端末 は この 手

間 がな い だ け操 作 が 楽 だ った よ うに思 う。 手 間 をか け るだ け何 らか の

チ ェ ッ ク機 能が あ ると思 われ るが,上 の よ うな記 号 はよ く使 うだ けに

上段 キ ー で 打 て るよ うに し て欲 しい。

b・ 速 度 に関 しては入 力 速 度 はと もか く(デ ー タが大量 で反 復 計算 の必

要 が あ る場 合 は デ ィス ク ・ファイ ル を使 用)出 力速 度 は か な り時 間 が

か か り・ 特 に入 力 デー タ は簡単 で あ るが,出 力 が膨 大 な場 合等 に は 出

力速 度 の一 層 の 向 上が必 要 で あ る と思 われ る。

e.端 末 装 置 に付加 し て も らい た い機 能 は シス テム ・ダ ウンの際 の何 ら

か の表 示 機能で あ る。 最 近 は ほ とん ど ダ ウンが ない よ うで あるが
,ダ

ウ ンの 続 発 し てい た 時期 には正 常 に稼 動 し てい るが
,ロ ー ル ア ウ トさ

れた 状 態 と'ダ ウンの 区別 が っか ない で,セ ン ター に問 い 合わせ た こ と
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鼻

が何 回 もあ る。

ロール ・アウ トの時間 は長 くて も1分 程 度 と 聞い てい るが,そ れ 以

上の 場合 もあ るよ うで あ り,・この よ うな点 か ら続 行 中 あ るい は故 障 の

場 合 に何 らか の表 示 機 能 を追加 し て欲 しい。

また,上 記 の よ うな 状 態 に関連 した ことで あ るが,端 末 自体 に電 話

もセ ッ トされ てい た ら非 常 に便利 で あ る と思 う。

さ らに欲 を言 えば,デ ー タ ・シ ー トを固定 す る装置 を装 備 して欲 し

い。 実際 に作 業 を行 な う段 に な ると机 を脇 に持 っ て きてい るが,や は

り不 便 で あ る。 こ の装 置 は,是 非検 討 してい た だ きたい。

カ.ソ フ トウェア

言 語 の種類 と機能 に関 し ては,現 在 当方 で 使 用 し てい る言語 はす べ て

FORTRANで あ り,pL/1(CPL),BACCUS等 の使 用 可能 言語 は

使 用 してい ない。

FORTRANの 機 能 はJIS規 格7000以 上の もので あ り,工 夫 す れ

ば か な り汎 用 性 が あ るの で,現 在 の と ころ特 に意見 は ない。

(2)サ ー ビス体 制 につ い て

ア.セ ン ター の サ ー ビス体制 につい て概 括 的 に言 えば,ユ ー ザ ー の立 場 を

か な り考 慮 され てい る よ うで あ る。 当方 の手 違 い によ る ミス につ い て は

その 都 度親 切 な指 導 をいた だい てお り,電 話 連絡 で は処 理 困難 な場合 に

も係 員 の方 に来 省 し てい た だ く等 か な り助 か ってい る。

ま た,ダ ウ ン続 発 時 に も,セ ンター 側 と し ては可能 な限 りの事後 処 理

を され ていた と思 う。

イ.サ ー ビス時間 帯 につ い ては,緊 急 な案 件 の場 合 には その 都 度延 長 を依

頼 してい るが,今 後 は制度 と し て少 な く と も1時 間,で きれ ば2時 間程

度 延長 し て欲 しい。

ウ.ユ ー ザー プ ロ グ ラム の管理 につ い て

当方 使 用 の プロ グ ラムの一 つ が た また ま大 きな エ リア を 占め た た め に,

処 理 速 度 が ス ロ ー ダ ウン し,他 の ユー ザーの 方 々 に も御 迷 惑 をお か け し
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た 事例 が あ った が,こ の よ うな場 合 にはセ ン ター 側 で プロ グ ラムの 分割

な り,そ の他 の処 理方 法 の ア ドヴァ イス を事 前 に して も らえな い ものか。

特 にこの 事例 で は,そ の プ ロ グ ラム は何 回 か 実 行済 み で あっ た ので,

そ のCORE占 有 状 態 も大体 見 当 がつ い てい るの で あ るか ら,何 らか の

連 絡 が欲 しか っ た。

私 達 の よ うな初 心 者 に とっ て は,自 分 の プ ロ グ ラム が ど の程 度 のCO

REを 占有 し てい るのか なか なか 分 か りに くい もの で あ るか ら,今 後 こ

の様 な場合 には 出来 るだ け早 い ア ドヴァイ ス を是 非 お 願 い したい。

4.む す び

FACOM230-60の 端 末装 置 の利 用 状 況 と その 感 想等 は大 体 以 上で あ る。

当該 シ ス テム は若 干 の 不安 定 性 の問 題 が あっ た もの の,大 型 コン ピュー ター

の迅 速 な処 理 と大 きな容 量 を手 軽 に利 用で きるシス テ ム と して,今 後一 層 の

利 用 を図 っ てい きた い と思 う。

た だ,こ の シ ス テ ムの利 用の た め に は,利 用者 自身 が プ ロ グ ラムを 作成 し,

あ るい はまた 開発 され た パ ッケ ー ジプ ログラ ム を利 用す るた め に若 干 の 機能

を追加 す る等 の場 合 に は,ど うして も言 語 の問題 が あ る。

さい わ い習 得 し易 い簡 易 な会 話型 言語BACCUSお よびCPLが 開 発 さ れ

てい るの で あるか ら,そ の講 習会 を開 催 す るとか,ま たは アプ リケ ー シ ョン

プ ロ グ ラム をよ り一 層 整備 す る とか等 によ り,今 後 よ り多 数 の 人 が簡 易 に利

用 で きる シス テム と な るよ う検 討,開 発 を期 待 した い。
鴫

4.3.3日 本 電 信 電話 公 社 にお け る利 用 状況

日本 電信 電話 公社 に働 日本 情報 処 理 開発 セ ン ター のTSS端 末 が入 っ てか ら

3年 に な るが,そ の 間 当初 のNEAC-TSSか ら昭和47年3月 にFACOM230-60

を中心 と した シス テ ム に変 更 され てい る。 この 論文 はFACOM-TSSに な って

か ら最 初 の使 用状 況お よ び意 見 等 の 報 告で ある。 このTSS端 末 の利 用 は,本

社 部 内で 特 に限 定 は し てい な いが,端 末 の管 理 を技 術 局 で 行 な っ てい る関係 か

ら,ま た そ の 日常 の 業務 の 性格 か らも技 術局 勤 務 者 が 中心 と なら て利 用 してい
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る。 前2回NEAC-TSSの サー ビス につ い て の アンケ ー ト調査 を技 術局 第 二

調 査係か ら報 告 して い るが,今 回 もほ ぼ同 様 の内容 の 調査 を行 な った ので,そ

の 結 果 を報 告 す る。

1.ア ンケ ー トの概 要

ア ンケ ー トは前後2回 行 な っ た。 す なわ ち,昭 和47年6月 および昭和48年

2月 で あ る。 調 査 は下 記 の 項 目 につ いて 行 な っ た。

(i)利 用者 層

旬 使 用 頻 度 ・目的

舖 シ ステ ムの安 定 性 ・処理 速 度 に対 す る意 見

側 端 末 で の オペ レー シ ョ ンお よ び プ ロ グ ラム 関連

ま た公 社技 術局 で は,FACOM-TSSと 同 室 に 公社 の科 学 技 術 計算 シス テ

ム(DEMOS)の 端 末 も併置 し てい るので,上 記 同一 項 目の ア ンケ ー トを

DEMOS利 用者 に対 し て行 な った。 両 シス テムの 端 末 は と もに200bit/sの

キ ー ボー ド ・プ リン タ形式 の もの で あ り,両 シス テ ムの利 用者 習 性 に似 か よ

った もの も多 か っ た。FACOM-TSSお よびDEMOS利 用者 共 通 の 意見 ・

傾 向等 は この種 の サー ビス に対 す る一 般 的 な 評価 で あると考 え るの で,本 論

文 で は そ れ につい て も合 わせ て考 察 し てみ る。

2.利 用形 態 お よ び状 況

両 シス テム の端 末 は技 術局 端 末 室 に設 置 し てい る。 その 利用 につ い ては,

特 に時 間割 当 あ るい は,予 約 制 等 の 管理 は行 なわ ず,利 用 者各 自 の 自由 に任

せ てい る。 これ は タイ ム ・シェ ア リン グ ・シス テ ム本来 の 目的 あ るい は利 用

者 の 要 望 が,い つ で も自由 に大型 電 算 機 の処 理 能 力 を利 用 し て業 務 処 理 を行

な え る とい う事 に あ る と考 え るか らで ある。 従 っ て利 用者 はい つ で も,端 末

室 に行 けば使 え る とい う体制 を とっ てい る。 この1年 間 のFACOM-TSS

の利 用 者 は10数 人 で 昭 和45年 度 調 査 時の60人,昭 和46年 調 査 時の15人

に比 べ て 減 少の 傾 向 に あ る。 特 に 昭和47年6月 ～10月 にかけての 利 用 は少

な く,昭 和47年 末 か ら昭和48年 初 にか けて 利用 は増 加 の 傾 向 にある。 これ

は 昨年 末CPLの 訓 練 を技 術 局 へ の新 配 属 者 に対 して,セ ンター にお 願 い し
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て行 な った ため と考 え られ る。

DEMOSの 利 用状 況 につ い て は,FACOM-TSSに 比 してはるか に使 用頻

度 は高 い。 固定 的 に利 用 してい る人 の数 は20名 程 度 で あ るが,テ ンポ ラ リー

の利 用 者 を含 め ると30名 前後 の 人 が 利用 し てい る。DEMOSに つ い ては,本

社 内 には 別 に施 設 局お よ び建 築 用 に も設 置 し てサー ビス を行 な っ てい るので,

そ の利 用 はか な り広 い 層 にお よ ん で い る と考 え られ る。

また,両 シス テ ム を と もに利 用 し てい る人 は少 な く数 名程 度 で あ る。 結 局

両 シス テ ムの2端 末 で技 術 局 内の タイ ム シ ェ ア リン グ ・シス テム の サー ビス

に対 す る需 要 を分 担 してい ると い う状 態 で あ る。

3.ア ンケ ー ト結 果

ア ンケ ー トに対 し て22件 の 回答 が よせ られ た。 この う ちFACOM-TSS

の利 用者 か らの 回答 は9件 で あ る。 この9件 に対 し て 統計 的 分 析をす るの は

余 り意 味 は ない が,こ の9件 に現 われ た 傾 向 あ るい は 意見等 は,DEMOS利

用 者 を含 め た22件 の 中 で み る と特 に特 異 な集 合 で は ない と考 え られ る。 以 下

にそ の 結 果 を述 べ る。

3.1利 用者 層 調査

利 用 者 の年 令 構成 お よ び在 職 期 間 の分 布 を図4-2お よ び図4-3に 示 す。

また,公 社 の エ ンジ ニ アの専門 は,大 きく分 け る と交 換,線 路,搬 送,無 線

お よ び デー タ通 信(含 む電信)に 分類 で きるが,各 専 門 毎 の利 用 者 の分 布 は

図4-4に 示 す。 また,学 生時代 の専 門 は図4-5に 示 すが81%の 者が電気

・電 子 を専 門 と してい た 人 々で あ る。

これ らの 図が 示 す よ うに,FACOM-TSSお よびDEMOSの 利 用者 層 は

ほ ぼ一 致 し てい る。 利 用者 の66%は 入 社3年 以内 の もので あ り,86%の も

の が20代 で あ る。す な わ ち技術 開 発等 に実 際 に携 わ っ てい る実務 者 レベ ル で

活 発 に利 用 し てい る と言 えよ う。
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図4-2利 用 者 年 令 構 成

人

数

10

8

6

4

2

交 換 線路 搬送 無線 データ

図4-3利 用 者 の 専 門 別 分 布

人

数

10

8

6

4

2

1年2年3年4年5年6年7年 以 ヒ

図4-4利 用 者 の 公社 在 職 期 間

注:各 図中で斜線部がFOCOM-TSS利 用 者で,残 りがDEMOS利 用者
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電 気 ・ 電 子

81%

図4-5 学 生 時 代 の 専 攻

土 木 回答者全員

14%.

3.2電 算 機 の使 用経 験 につ い て

FACOM-TSSあ るい はDEMOSの 利 用 以前 の電算 機使 用経 験 につい て

も調査 を行 な った。

アンケ ー ト回答者 は全 員 両 シス テ ムの 端 末利 用 以前か ら電 算 機 の使 用 経験

が あ る。 また,そ の うちの57%は 入社 以 前か らの使 用経 験 が あ る。 この 特徴

を あげ ると,

・入 社 以 前の 経 験

(i)経 験 者 の ほ とん どが バ ッチ処 理 の経 験 の みで,TSS経 験 者 は数 名 に

す ぎな い。

(ii)そ の 使 用言語 はフ ォー トラン が大 部分 で他 の 言語 と して は,ア ル ゴル,

コボル,ア セ ン ブ ラー等 で あ る。

・入 社 以 後の 訓練 等 に よ る経 験

ω ソ フ トウェ ア(言 語)訓 練 の経験 者 が 主 で ある。

㈹ そ の 言語 は フ ォー トラ ンと コボ ル が ほぼ半 々 を 占め,他 にはPL/1

が あ る。

例 えば,バ ッチ処 理 主体 で あっ て もこの よ うな経 験 者 が 多 くな っ てい るの

で,こ の 種 の サー ビス に何 の抵 抗 も感 じる こ とな く利 用 し てい るよ うで あ る。

3.3使 用方 法 の 修得 につ い て

使 用方 法の 修得 につ い ては,マ ニ ュ アル によLる自習,先 輩 につ い て教 わ る,

あ るい は訓 練等 によ っ てお り,そ の割 合 を図4-6に 示 す。 修 得 す るまで の

時間 も,数 時間か ら半 日 とい う回答 が多 く,特 に修 得 に際 し て困難 を感 じ る

ものは い ない よ うで あ る。'(図4-7)
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マニュアルによ る自習

46%

先輩

9%

訓 練 に よ り

45%

マニ ュアルによる自習

60%

先輩 に 教わって

35%

訓
練

5%

図4-6 使用 方 法 の修 得 に っい て

FACOM-TSS

DEMOS

A

◎

1日

64%

半 日

12%

数時間

12%

1時 間

以 下

12%

1日

以 上

7%

1日

7%

半 日

13%

数 時 間

53%

1時 間以下

20%

FACOM-TSb

DEMOS

図4-7一 通 り 使 え る ま で 何 時 間 か か っ た か

3.4端 末使 用 頻度

1人 あた りの月 平 均 の使 用 回 数,1回 当 りの端 末 占有 時 間お よ び1つ の問

題 を解 決 す るまで の端 末 使 用回数 の 調査 結 果 を図4-8,図4-9お よ び図

4-10に 示 す。 平 均 的 な利 用者 は1つ の 問題 を解 決 す るまで に,4～6回 端

末 を使 用 し,し か も使 用1回 当 りの端 末 占有 時 間は1時 間 前後 で あ る。
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1回

33%

2～3回

33%

4～5回

23%

8～10

回

11%

1回

15%

2～3回

38%

4～5回

23%

6～7

回

9%

8～10回

15%

図4-8 1人 当り月平均の端末使用頻度

FACOM-TSS

DEMOS

▼

30分

以下

11%

30分 ～1時 間

22%

1時 間 ～2時 間

34%

2時 間 ～

3時 間

22%

3時 間

以上

11%

30分 ～1時 間

46%

1時 間 ～

2時 間

23%

2時 間 ～

3時 間

23%

3時

間以
一ヒ

8%

図4-9 1回 当 りの端末占有時間

FACOM-TSS

DEMOS

右

1～3回

42%

4～6回

29%

7～9回

29%

1～3回

27%

4～6回

60%

10回

以 上

13%

FACOM-TSS

DEMOS

図4-10問 題1件 当 りの端末使用回数
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●

3.5使 用 目的(処 理 内容)

利 用 者 の 処 理 内容 が,下 記1～5の 分類 の いず れ に相 当 す るか の 調査 を行

な った。

工

2

3

4

5

科 学技 術 的理 論 の考 察

物 理 的 諸現 象 の解 析 ・シ ミュレー シ ョン

電気 通 信 シス テ ム のモ デ リン グ あ るい は シ ミュ レー シ ョ ン

各 種実 験 ・試 験 の デー タ分 析整 理

経済 比較 あ るい は予 測

そ の結 果 を 図4-11に 示 す。
電 気 シ ス テ ム の モ デ リ ン グ

あ るい は シ ミュ レ ー シ ョ ン

ψ
科学技術的理論の考察

43%

物理的諸現 象の解

析 ・シミュレーシ
ョ ン

29,% 14%

経済比
較予測

14%

16% 16% 9%

各種実験 ・試験のデータ分析

50% 9%

図4-11処 理 内 容

FACOM-TSS

DEMOS

3.6障 害 経 験 につ い て

FACOM-TSSの 使 用経 験 者 の 約半 数 が障 害 を経 験 してお り,そ の 障 害 の

種 類 はセ ン ター ダ ウンお よ び 端末 装置 の 障害 で あ る。特 にセ ンタ.一ダ ウ ン に

つ い ては,実 行 申 の プ ログ ラムの 消滅,リ カ バ リー時間 の長 さ等 に対 す る苦

情が 述べ られ て い る。 また 端末 の安定 度 につ い て も多 少 の 苦情 が利 用者 か ら

述べ られているが,先 に述べ たように,昭 和47年6月 ～10月 期 間 の使 用実 績 が 極

め て少 な い の で,現 実 の障害 件数 は少 なか っ た。 直接 使 用 者達 と話 し てみ て

の 感想 で あ るが 端末 障害 よ り もセ ン ター ダ ウ ンに対 す る苦 情 が多 い 事 は 意

外 で あった。

一119一



3・7端 末 の オ ペ レー シ ョンにつ いて

端 末 で の オ ペ レー シ ョン に関 し て は,デ マ ン ド処理 の レ ス ポ ンス ・タ イム,

リモート・バ ッチ処 理 の場合 の タ ー ン アラ ウ ン ドタイ ム,操 作 性 装 置 の速 度,

騒音,プ ログラムお よび デー タの入 力方 法 等 につ い て調査 した。 その結 果 は,

図4-12～ 図4-17に 示 す が,リ モー ト・バ ッチ に関 しては,無 回答 で あ った 。

主 な特 徴 は,

1.デ マ ン ドの レス ポ ンス ・タ イム につい て は約70%の 人 が遅 い と感 じ て

い る。 特 に実 行 中急 に応 答 が 遅 くな る こと が時 々 あ る との 苦 情がみ られ

た。

2.操 作 性 に つい て,使 い に くい と い う人 の 苦 情の例 を あげ ると,ペ ー パ

ー テー プか らの 入力 が不 便 で あ る等 の他
,STXやETXの 操 作 が煩 雑

で あ る等 が み られ た。

3.装 置 の動 作速 度 につ い ては,特 に意識 し てい ない 人 が 多か った。

4.騒 音 につ い て,静 か で あ る とい う意 見 は さすが に見 られ なか った が

まず が まん で きる とい うの が平 均 的 意見 で あった 。

5.プ ログ ラム,デ ー タの入 力 方 法 に つい ては,ペ ー パ ー テー プと キ ー ボ

ー ドを併 用 し てい る人 が約 半 数 で あ るが
,キ ー ボー ドだ け で済 してい る

人 も相 当 あ る。

特に意識しない

33%

遅 い

67%

特 に 意識 しない

44%

速 い

12%

適 当 な速 さであろ う

44%

図4-12デ マ ン ド処 理 の 場 合 の レ ス ポ ン ス ・タ イ ム
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使い易い

22%

ま ず ま ず 普通

33%

使い まずまず普通
易い

7%28%

意

な

%

に

し

2

特

識

い
ー

特 に意識 しない

45%

便 し、`こ く し、

33%

FACOM-TSS

便 し、}こく し、

DEMOS

20%

図4--13端 末 装 置 の操 作 性

遅 い

45%

特 に 意識 しな い

55%

速
い

7%

遅 い

28%

特に意識しない

65%

FACOM-TSS

DEMOS

図4-14端 末 装 置 の 速 度

畠

マ

まず が ま んで きる

45%

特に意識 しない

55%

駁 し い

35%

まず がまんで きる

45%

特に意識
しない

20%

FACOM-TSS

DEMOS

図4-15端 末 装 置 の 騒 音
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キ ーボー ドか ら直接

43%

紙 テ ープで

21%

プ一
で

%

テ

4

紙

1

キーボー ド 紙 テープ併用

43%

キ ー ボ ー ド,紙 テ ー プ の併 用

79%

FACOM-TSS

DEMOS

図4-16プ ロ グラムの 入 力方 法

キーボー ドか ら直接

43%

紙 テ ープで

28%

キ ー ボ ー ド,紙 テ ー プ の 併 用

57%

キーボー ド,紙 テープの併用

65%

FACOM-TSS

DEMOS

図4-17デ ー タの 入力 方法

3.8ソ フ ト ウェ ア に つ い て

ソ フ ト ウ ェ ア に 関 し て は,使 用 言 語 の 満 足 度,コ マ ン ドの 使 用 感 想,コ マ

ン ド ・ネ ー ム,コ マ ン ド ・パ ラ メ ー タ の構 成,フ ァ イ ル 容 量,エ ラ ー メ ッセ

ー ジ お よ び ラ イ ブ ラ リー 等 に つ い て利 用 者 の意 見 を求 め た
。 そ の 結 果 を 図4

-18～ 図4 -24に 示 す
。
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,

使い易い

29%

使 い に

くい

13%

ど ら らとも言 えない

58%

使 い 易 い

79%

ど ららとも言 えない

21%

図4-18 コ マ ン ドの使 用 感想

FACOM-TSS

DEMOS

覚 え 易 い

43%

ど ら らと も言 えな い

57%

覚 え易 い

50%

覚 え

に く

い
7%

ど ら らと も言 えない

43%

図4-19 コ マ ン ド ・ ネ ー ム

FACOM-TSS

DEMOS

鼻

●

うま くで きている

29%

工夫の
必要あり

13%

ど ら らと も言 えな い

58%

うま くできている

36%

工 夫 の

必要あ り

14%1

どら らと も言 えな い

50%

図4-20 コ マ ン ド ・ パ ラ メ ー タ

FACOM-TSS

DEMOS
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遅 い

29%

特 に 意 識 し な い

71%

速 い

21%

遅 い

14%

特 に 意識 しな い

65%

図4-21コ マ ン ドの応 答 速度

な し
'100%

`

あ り

65%

な し

35%

図4-22
一割 当ファイル制限 で計算で きなδ・ったことは?

使 用 して

い る

14%

使 用 し て い な い

86%

使 用 して い る

43%

使 用 して い ない
、.

57%

図4-23ラ イ ブラリーはよく使用 してい るか?
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●

わ か り 易 い

58%

わ か りに く い

、42%

わ か り 易 い

65%

わ か り に くい

35%

FACOM-一 －TSS

DEMOS

図4-24エ ラ ーメ ッ セ ー ジ は わ か り易 い か?

禽

9

3.9TSS形 式 の サー ビス につ い て

TSS形 式 の処 理 にお い て,1つ の問 題 を解 く過 程 が,バ ッチ処 理 の と き

と ど う変 化 して い るか を調 査 す るた め,下 記 の設 問 を アンケ ー トの 中 に加 え

た。 す なわ ち,問 題 を解 く過 程 を

(D問 題 の検 討

(ii)プ ロ グ ラ ミン グ(含 む フロー チ ャ ー テ ィ ン グslコ ー デ ィン グ)

㈹ デ ー タ作 成

㈹ 入 出力

(v)実 行(含 む デ バ ッ ギン グ)

(vD結 果 の検 討

の6ス テ ップ に分 解 して,最 も手 ま ど り時 間の か か る順 に な らべ 変 え る。 こ

の 結果 を,

(a)非 常 に手 ま ど る

(b)手 ま ど る

(c)簡 単

の3つ の グル ー プ に分解 して 上記6項 目が この(a),(d,(c)に 現 わ れ る割 合 を

図示 す ると,図4-25に な る。 図 にお い て左 側 に机 上の作 業 を右 側 に端 末 室

内で の作 業 を配 した。 図 」二で は必 ず し も明確 と は言 え ない か も知 れ ない が,

机 上で の仕 事 の 時 間 の割 合 が,バ ッチ処 理 の それ よ り もか な り大 きくな り,
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電算 機にと られる時間が減 少して いる事は望ま しい傾向であ ると考 える。 特

に図中の"実 行"が デバ ッグ作業 を含んでい る事 を考 えれば,デ バ ッグのた

び毎 に待行列 を経験 したバ ッチ処理 に対す る便利 さは非 常に大 とすべ きで あ

ろう。 また,こ の図か らTSS形 式の端末か らの処理の問題等 も推測 され よ

う。

(a)

.(b)

(c)

問題 検 討

36%

結果検討

14%

プログ

ラ ミン

グ

8%

実 行

1ユ%

データ

作成

11%

入出力

20%

3
%

結果検討

14%

プログラ ミン グ 実 行

28%17%

デ ー タ作成

28%

'

入 出

力

10%

＼/ r

＼/
問題
検討

11%

結果検討

22%

プログラ 実 行

ミング

14%22%

デ ー タ

作成

11%

入出力

20%

(重 みづけを行な って比較 した結果)

非常に手まどる

手 まどる

簡 単

問題 検 討

24%

データ作成

17%

入出力

15%

プ ログ ラ

ミング

15%

結果検討

15%

実 行

デバッグ

14%

図4-25最 も煩雑で時間のかかるステップ

ま と め.

以 上,FACOM-TSSを 中 心 と して,公 社,技 術 局 端 末 の利 用状 況 を,

ア ンケ ー ト調査 を もとに 述 べ て来 た。 現 在,端 末 室 の利 用 はか な り混 雑 し て

お り(特 にDEMOSに つ い て),本 来,バ ッチ 処理 の プ ロ グ ラ ム実行 以前 の

手続 きあ るい は待 時 間 等種 々の不 便 さ を克 服 す る万 式 と して登 場 した タ イ ム

シ ェ ア リ ング ・シス テム も,少 な くと も技 術局 にお い ては 端末 装 置の 前 に 待

行 列 がで きて い る状 態 で あ る。
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こ うい った 状 態 におい て,FACOM-TSSの 端 末 がそ のサ ービス に対 す る

要 求 を分担 して稼動 してい る形 で は あ るが,利 用 の 伸び は い ま一 歩 で あ る。

その 理 由 は い くつか 考 え られ る。

1.サ ー ビス 時 間

現在 の サ ー ビス時 間 は,10時 ～15時 で あ るが,利 用 者 の 間で は 時 間 延

長 の要 望 が多 く聞 か れ る。 タイ ム ・シ ェ ア リング ・シス テ ム の何 時 で も利

用で きる とい う特 徴 がか な り限 定 され てい る。DEMOSが,日 曜 日で も使

用 可能 で あ る こと と比 べ る と,ア ベ イ ラ ビ リテ ィ におい て問 題 が あ ると言

えよ う。

2.サ ー ビス の 広域 性

これ はFACOM-TSSが 実験 的 シス テ ムで あ るので,あ る程 度 や むを

得 な い 事 で は あ る。

人 事異 動 に よ る転勤 の た め,以 前か らの利 用者 が その ま ま残 っ てい る事

が少 な く,こ の3年 間 に利 用 者 はか な り減 少 した。 これ に対 し てDEMOS

につ い て は,東 京,大 阪,名 古屋 です で に200端 末 を越 え,サ ー ビス もか

な り一 般 化 して,DEMOSの 経 験者 は多 いが,FACOM-TSSの 経験 者

は 少 な い。

3.そ の他

利 用者 をサ ポ ー トす るユ ー テ ィ リテ ィ的 な ライ ブ ラ リ等 の利 用状 況 は,

DEMOSと 比べ る と少 な い。 これ はFACOM230-60の ラ イ ブ ラ リ に利

用 者 の な じみ が薄 いせ い もあ るが,マ ニ ュ アルが不 足 し てい る等 の 二 次的

要素 も多 少 影響 して い るか もしれ な い。 これ につ い ては,端 末 の管 理 体制

の不 備 で 反 省 して い る。 ライ ブラ リー が 完備 して,常 に利 用者 にそ の利 便

を提供 で きる事 も,1つ の必 要 な条 件 で は ないか と考 え る。

以 上,細 部 にわ た っ て分 析 す れ ば あ るい は 他 の理 由 が浮 ん で くる 可能 性 は

あ るか も知 れ な いが,」 二記3点 で,2,3に つ い ては,一 見 二 義 的理 由 の よ

う に見 え るが,タ イム シェ ア リン グの サー ビス を公 衆デ ー タ通 信 とい う観 点

か らみ る と き案外 に重 み を増 して く る点か も しれ な い・

一127一



一 方,両 シス テ ムの 利 用者 か らオ フ ライ ンの さん孔 タイ プ ライ タ設 置 の 要

望 が 多 く 寄 せ られ た。 これ は利 用 者 の数 が増 加 し て端末 の 前 に待行 列 が で

きるた めで あ る。 先 に3.9の 図4-25に 示 され る如 く・ 端末 装 置 を前 に して

時 間 の か か る作 業 は デー タ作 成 と入 出力 で あ る。 端末 装置 がパ ー ソナ ル コン

ビ・ユ_タ と して使 え るな どま だ先 の 話 し と考 えれば,何 らか の 対 策 を講 じ る

必 要 があ ろ う。

L
また,現 在 の業 務 処理 程 度で あれ ば,リ モ ー ト ・バ ッチ に注 目す る必要 が

あ ろ う。 端末 で の待 行 列 の 解 消 には,デ マ ン ド処 理 をプ ロ グ ラム の デ バ ッギ

ン グ に主 と して使い,実 行 は リモート・バ ッチ で行 な っ てそれ で 問 に 合 えば利

用 者 に と っ て申 し分 な い訳で あ る。 この 場合 セ ンタ ー処 理 装置 の処 理 能 力 と

端末 の入 出力 の速 度 さ え十 分 で あれ ば可 能 で あ る。 情報 処 理 開 発セ ン ター で

は,ミ ニ コン を用い た りモート・バ ッチ 専 用 の端末 も・ このFACOM-TSS

で 実 験 し てい る とい う事 なの で,我 々 と して もその 結果 に・ 大 きな 関心 を も

っ てい る。 特 に最 近 イ ンテ リ ジェ ン ト ・ター ミナ ルの 概 念 に注 目 が集 ま りつ

つ あ るの で なお さ らで あ る。

以hで,ア ンケ ー ト調 査 に もとつ くFACOM-TSSの 使 用 状 況 とDEMOS

を も含 め た利 用者 の 習 性 等 の考 察 と報 告 を終 る。 情報 処 理 開 発 セ ンター の方 々

の シス テ ム開 発へ の 御努 力 に感 謝 す ると同 時 に,こ の 報 告 が 多少 と も貢 献す る

こ とが で きれば 幸 い で あ る。

¶

▲

4.3.4(財)機 械 振 興協 会 に お け る利 用 状況

1.概 況

当研究 所 に遠 隔 情報 処 理 シス テ ムの 研究 開発 の ため端 末 機 が設 置 され てか

ら4年 に な る。

昭和47年2月 に は,従 来 のNEACシ リー ズ2200モ デ ル500/200に よ

る タ イム ・シ ュア リ ング ・シ ス テム(時 間 分 割 シス テ ム)を 一 歩 進 め・ 汎 用

性 を持 たせ たFACOM230-60,汎 用 端 末 機FACOM1591Aに 変換 さ

れ て 現在 一 年 が 経 過 した。
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現 在 のFACOM230-60に よ るTSSはNEAC2200と 比べ て コ ンパ

ク トに な り,ま た,タ イ プ ラ イ ター,デ ー タ ・ス テ ー シ ョン温 度調 節 用 フ ァ

ンか ら発 す る騒 音 に悩 ま され ず に す む よ う にな つた。 この こ とは オペ レ ー タ

ーに と って作 業 が行 ない 易 くな り
,作 業効 率 か らみ て非常 に大 きな メ リッ ト

が あ る。

以 下,昨 年2月 のFACOM,TSS変 換 時 か ら本年1月 まで の約1年 間

につ い て利 用 状 況,処 理 業 務 内容 と利 用 上 の 問題 点 を述 べ て み る。
●

`

,

2利 用 状 況 と適用 業務

利 用 状 況 につ い てみ れ ば,NEAC2200TgSよ りFACOM230・-60,

TSSに 変換 され た結 果,初 期 段 階 で の 利 用効 率 は 当然 落 ちて い る。

その 原 因 と してNEACで 利 用 して い た デ ー タ,プ ロ グ ラムが 利用 で きな

いo

ま た各 人 が 完 全 にFACOM230-60TS,1;を 使 い切 れ な か っ た点 が

あ った。

従 来,手 計 算,卓 上 電 子 計算 機 な ど を使 って 計 算 してい た もの を端 末 機

に移 換 して きた。 この 方 がデ ー タ ミス,入 力 ミス さえ な ければ 正 確 さ と時

間 的 な ロス が な く有 益 で あ る。

また,各 個 人 の プ ロ グ ラム もす ぐ利 用 で き るよ うに して い る。 以 上 の よ

うに 日常 的 な計 算 も端 末 機で 処理 す る方 向 を と っ てい る。

適 用 業 務 につ い て み れ ば,当 研究 所 は 「機 械工 業」 を中心 とす る経 済 問

題 を解 明 し,明 日の 「機 械 工 業」 の発展 を うな が し,よ り良 い もの とす る

た め,予 測 お よび分 折 を研 究業 務 と して い る。

次 に,分 折 ・予 測 に関 す る研 究 業務 の 電子 計 算機(端 末 機)に よ る処 理

業 務 は,

1.○ 需要 予 測

OKSKモ デ ル

2・ 貿 易 結 合 度 分折
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3

O輸 出結 合度分折

○その他 日常の計算業務

。成長率

o加 重平均

・移動平均

・最小 自乗法

。増加率

oそ の他個別作業

以 上 の よ うに,端 末 機 は 予測 ・分 折 に利 用 し てい る。 現 在 まで処 理 され

た ジ ・ブは すべ てFORTRAN言 語 に よ るプ ロ グ ラムで 実 行 され て きて

い る。

1の 需要 予 測 は,従 来 予 測 とい えば 計量 経 済 的 手 法 を用 い て きた が,こ

の計 量 モ デル に産 業 連 関 モ デル を連 動 させ,各 産 業 間 に斉 合 性 の あ る予 測

と して メ リー ラ ン ドモ デ ルが あ る。 この メ リー ラ ン ドモ デル を基 盤 に 「機

械 工 業」 用 に拡 充 して,機 械 振興 協 会 の モデ ル と して立 案 され たのがKSK

モデ ル(機 械 振 興協 会 モ デ ル)で あ る。

KSKモ デ ル に よ る予 測 の方 法 を簡 単 に説 明す る と,KSKモ デ ル は計

量 モ デ ル と産 業連 関 モ デ ル か らな る連 動 モ デ ルで あ る。

そ して,産 業 連 関 モ デ ル に与 え る項 目別 最終 需 用 を計 量モ デル で推 定 し

て お く。 ま た最終 需 用 の 品 目分 割 をもコンバーターマ トリックスを利 用して行なう。

産 業連 関モ デ ル は,、産 業 連 関表 お よ び機械 工 業 分折用 産業 連 関表 か ら投

入 係 数 予測 を行 な う。

次 に 計量 モデ ルで 得 られ た最終 需要 を産 業 連 関 モ デ ルで 得 た投 入係 数 に

よ りチ ェ ッ クし,さ らに フ ィー ドバ ック して逆 行 列係 数 マ トリックス の 計

算 を行 ない,そ して 産業 別,職 種 別投 入 係数 に よ って もチ ェ ック し,最 終

目的 で あ る各 部門 の 生 産額 を求 め る もので あ る。

KSKモ デ ル に つ いて の端 末 機 へ の利 用 につ いそ は 前 回 くわ し く述べ て

い るので 本稿 で は主 とし て適用 業務2の 輸 出結 合 度 計 算 に当 っ ての 端末 機
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口
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の利用例 を述べ る。

元来 日本経済の発展 は,産 業構 造の 農業中心 か ら繊維工業化へ,さ らに

重化学工業化 に由来 して きた。産業構 造の変動が即輸出 とは限定 で きない

が,日 本 は概 して輸出依存度の高い国である。 これ を類 別に見 ると食料品

・原料品か ら中 間製品,そ して完成 製品 とい う順序で雁行的 輸出発展が繰

返 されてい る。

したがって この ような輸出構造 の変動 を解 明す るに当って貿 易結合 度分

折によ り,そ の一要因 をさぐることが出来 る。つま り,世 界 の輸出入 のパ

ターン分折 を通 して,日 本 の海外市場 の把握,お よび予測 をお こな える。

さ らにわか りやす く云 えば 日本 の輸 出が相手国 にとって,ど れほどの重

要性があ るか,ま た競争輸出 国 との関係 を分折する もので あ る。 これ を,

普通 の長期 的概観 によって輸 出構成 を見 た場合では,日 本 の輸出市場の地

域拡充 と商品の多様化 しか みれない。 これは日本側 か ら見 ただ けの輸出市

の変動にす ぎない,云 わば一方的分折で あ る。

そ こで 輸出結合度分折が必 要で あ り,以 下 の3つ の数式があ る。

1.国 別輸出結 合度

勾 一‡/三 一・・/Wj－ミ/5-S・/S

2

3

商品別輸出結合度

B・一:÷ ・・/w・÷/
1

商品別国別輸出結合度

X
==Si/S
W

C・j－㌃/t'一 ・・j/w・j－ 念 －S・j/S

X日 本 の輸 出 総 額

Xj昧 のj国 向 嚇 出 額(j=1・2・ 一ー一・'n国)

Xi躰 の 滴 禰 出 額(i-1・2… …… 商 品)

Xij・ 日本 のi商 品j国 向 け酬 額

w… … 世界 の輸 入額(除 日本)

Wjj国 の世 界 か らの 轍 額
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Wi

WlJ

Xj=

Xi=

Xij=

Wj=

Wi=

W・ ・=1J

S=

Sj=

Si=

Sij=

世界 のi商 品輸入 額

世界 か らのj国 のi商 品輸入額

輸 出結 合 度 の概 念 で あ るが,

品別 国 別 輸 出)の 日本側 と相 手 側 との双 方 か ら見 た重 要 性 は ,

Sijと い う日本 輸 出 の世界 輸入 に占 め る シ ェ アー に よ っ て大 体 評 価で き る
。

こ うい う国別,商 品別,商 品 別 国 別 の 日本 輸 出 の独 占度 ない し市 場参 加

度 が大 きい程,そ の 取 引 関係 は緊 密で あ る とい え る。 それが結 合 度 に近い 概

念 で あ る。 だ が も う一 歩 進 め たい 。

1971年 の 日本 の機 械船 輸 出額 の世 界 機械 船 輸 入 額 に占 め る総 シ ェ アー(S)

は11.68%で あ っ た。 国 別 シ ェ アーSj,商 品別 シ ェ アーSi ,商 品 別 国別 シ

ェ ア ーSijを 総 シ ェ アーSで 割 った もの を結 合 度指 数 と した い。

す な わ ちAj-Sj/S,Bi・-Si/S,Cij-Sij/Sで あ る。 ただ し総 シ ェ アーS

の11・68%は 日本 の 各取 引 関係 につ い て の平均 的輸 出能 力 を意 味 し
,ど の取

引 も一 様 の緊 密 さで あれ ば,Si,sj,Sijは それ ぞ れ11 .68%に 達 し うる

は ずで あ る・ 又,そ れ 以 下 で あ る場 合 と くに疎 遠 な 関係 で あ る と云 え る。

つ ま り輸 出 結 合 度は,日 本 の平均 的 輸 出能 力 に く らべ て ,日 本 側 と相 手 側

との双 方 か ら見 ての あ る取 引 関係 の重 要 さの大 小 をあ らわ して い る もので あ

る。

-132－

Xj/X国 別日本 輸出構造

Xj/X商 品別 日本輸 出構造

Xi/X商 品別国別 日本輸 出構造

wj/w国 別世界輸入 需要構造

wi/w商 品別世界 輸入需要構造

wij/w商 品別 国別世界輸入需要構造

X/W(世 界貿 易に 占める日本輸出の)総 シェア ー

Xj/wj〃 国別 シェアー

Xi/wi"商 品別 シェァー

Xij/wij〃 商品別国別 シ ェァー

日本輸 出のある取引関係(国 別,商 品別,商

Si,Sj.

q
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Sを 日本 の平均的輸出能力と述べたが,そ れを世界市場 に対 する日本 の平

均的な輸 出競争力 といい直 して もよい。 けだ しほかの輸 出国の競争 に立向か

い それ を排除 してSだ けの世界貿易 シ ェアーを獲得 してい るか らで ある。

そ うす ると結 合度1(指 数100)よ り大 きい場 合は,そ の取 引につ いて日

本の輸出競争力が と くに強 い ことで あ り,逆 に結合 度が1よ り小 さい場合は,

その取引 きについて 日本の輸 出競争力が弱い ことをあ らわ してい るとい える。

つま り各種の輸出結合度は国別,商 品別,商 品別国別の日本輸出の国際競

争の大 小 をあ らわ してい るといえる。 そしてそれは世界市場 に対 する第三 国

との輸出競争 とい う視点か らす る把 え方で ある。

以上が輸 出結合度の数式 とその概念で あるが,そ れ以前 の問題 としてデー

タに問題点があ る。

1結 合度算 出の最大の降路 は,世 界 の輸 出総額,輸 入総額のデ ータが とれ

ない ことで ある。特 に品 目が細分化 され るに従 って,各 国間の品 目分類 の

斉合性がな くな り,ま すます世界輸 出 ・輸入の総額は得 られな くな る。

2世 界 の輸入総額は理論 的 には輸 出総額 と合致 するはずで あ るが,輸 出総

額はFOB(本 船 積み込 み渡 し値段)で 評価 され,輸 入総額はCIF(保

険料運 賃込み値段)で 評価 され るため と,FOBとCIFの 差の外 に統 計

期間の締切 り日によるタイム ・ラグ,あ るいは最終仕向地 を とるか中間荷

上国 にす るか,仕 出国 を原産地 国か最終仕 出地 にするかで理論上正 しくと

も実際上 は差 が出て来 るので ある。

3機 械 につ いてい えば,機 械輸入国 の仕入先別輸入額 も,実 際には相当 の

開 きがあ る。 また,貿 易総額 において開 きが少な くて も品 目別 にな るとそ

の差は大 きく,細 分化 された品 目にっ いては極 めて危険で あ る。

4品 目の分類上の問題点 について も相違点があ る。あ る貿易商品 を如何 な

る機械 と認定す るか は,各 国税関窓 口で きめ られ るもので,分 類表 が如何

に整理 されてい ようと,格 付認定 に誤 りが あれば,統 計上の誤差 も当然 あ

らわれ て来 る。

上記の よ うに輸出入 の乖離率は分類が細分化 される ほど大 きくなる こと
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がわ か る。 その よ うな 問題 点 に 関す る認 識 をふ ま えた上 で,結 合 度指 数算

出 の た めの デ ー タ と して,当 経 済 研究 所 はOECD貿 易 統 計 を採 用 した。

と くに機械 に 関 して は全 世 界 貿 易 の大 部 分 が把 握 され る。OECD貿 易

統 計 は22の 加 盟 国 か ら貿 易統 計 磁気 テープを提 供 して も らい,S・1・T・C

(国 際標 準 貿 易 商 品 分 類)4桁 分類 に よる統 一 フ ォー マ ッ トの磁 気 テ ー プ

を作成 して い る。

OECD貿 易 統 計 は,

1.分 類,数 量 単位,金 額 単 位 がSITCに よ り統 一 され て い るので 国

際比 較 が出 来 る。

2磁 気 テー プ,フ ォー マ ッ トが統 一 され て い るの で 電子 計算 機 に よ る

再 編 成,お よび結 合 度指 数 の よ うな解 折 数 学 の算 出 に便 利 で あ る。

の よ うな利 点 が あ る。

以上,結 合 度 分 折 につ い て内 容,DATAに つ い て述 べ て きた が,分 折 に あ

た っ て端 末 機 を どの よ うに適 用 す るか につ い て述べ よ う。

貿 易結 合 度 算 出 の フ ロー ・チ ャ ー トは図4-26の とお りで あ る。

q

`
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A表

1961～1971年

国 別 輸 出 マ ト リ ック ス

OECD

統 計
22カ 国の

/輸 出・ ＼

分類統合作業

輸 出 コ ン ト ロ ー ル ・ト ー タ ル

輸 出 国 × 仕 向 国

輸 入

一一 ー チ ェ ッ ク

年7119

スクツ
リト

～
別

マ

ー

目

出

表

96

品

輸

‖

B

-

[万国

C表

1961～1971年

品 目 別 国 別 輸 出

マ ト リ ッ ク ス

品 目別輸出マ トリックス

輸 出 国 ×仕 向

(基 礎データ)

(1)

西
輸 出 マ ス タ ー ・デ ー タ 品 目 別 統 合 表

品目別/輸 出国別 ・

仕向地別

金 額

●

構 成 比
品目別/輸 出国別

仕向地別

構成比

(2)

◆

結 合 度 輸出国別/品 目別

仕向地別

結合度

図4-26輸 出 結 合 度 フ ロ ー チ ャ ー ト
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品 目番号71機 械 類(除 電気機器)

＼ 輸出国i

仕向国＼
日 本 西 ド イ ツ ア メ リ カ …22カ 国 TOTAL

日 本 一

`

西 ド ィ ッ 一

＼く

ア メ リ カ

i
:

XJi=1
j=18

1=2WJ

j罰18

一

一

=

i=23WJ

j=18

:

J国

TOTAL
i=1X

j=23

i=2X

j=23
i=23W

j=23

図4-27各 品目の輸出国別仕向地別金額統合表

OECD貿 易 統 計 は,A表(国 別 輸 出入 マ ト リッ クス) ,B表(国 別 品 目 別 輸

出入 マ ト リ ックス),C表(品 目別 国別 輸 出入 マ ト リック ス)の3表 か らな って

い る。A表 か ら各年 次 の22カ 国 の 世界 輸 出入 総計 ,相 手 地 域 別 輸 出入 合 計,お

よび各 国 別 の相 手 地 域 別 輸 出入 合 計 を算 出 す る(コ ン トロ ー ル ・トー タ ル) 。B

表,C表 か ら相 手 国,品 目の 選 択 を行 な う。B表 の 表 域 分 類 に含 ま れ る 国名 コ ー

ドは4桁 よ りな ってい る。 この コ ー ド番 号 に よ り地 域 お よび 国 名 の 配列 を行 ない ,

A表 の 金 額 を あ ては め る。 そ し てC表 か ら品 目別 の 輸 出入 を対 象 国 別 に配 列 し輸

出入 コ ン トロール ・トータ ルで チ ェ ックす る(輸 出入 マ トリッ クス 基 礎 デ ー タ)。

品 目の 分 類 はSITCSection7(機 械 類)の3桁 分類 まで で 統 合 して い る。

この 作 業 は デ ータ が膨 大 な量 に な る ため 現 在 の端 末 機 の 能 力 で は 出 来 な い 。 こ

の 部 分 に つ い ては外 部 に委 託 して い る。

結 合 度 算 出 に わ た って は,品 目別統 合 表 が 最 も重 要で あ る。 基礎 デ ータ を元 に し

て各 品 目 ご と に相 手国 を統 合 す るので あ るが ,こ の 作 業 は最 も人 為 的 作 業で あ る。

亀

ワ
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す な わ ち相 手 国 の選 択 をす るわ けで あ るが,そ れ は 品 目別 に相 手 国 の 輸 出 入金 額

を輸 出入 コ ン トロー ル ・トー タ ル とチ ェ ッ ク しな が ら行 な うわ けで あ る(図4-

27)。 この統 合 表 が,構 成 比,結 合 度 を算 出す る場 合 の マ ス ター デ ー タ(図4

-26)で あ る。

さ らに,構 成 比 につ い て も,コ ン トロー ル ・トー タル を基 に 品 目別 国別 構 成 比

を演 算 してい る。 この よ うに,こ の作 業で 端 末 機 を利 用で き るの は,図4-26

の 点線(1)ま た は(2)で 示 した位 置 よ り後 の 作 業で あ り,全 体 の シス テム か ら見 れ ば

わず かで あ る と言 わ ね ば な らな い。

次 の表 は,マ ス ター デ ー タを もとに した 品 目733(道 路 走 行 車 輌)の ア メ リ

カか らOECD諸 国 向 けの 輸 出結 合 度で あ る。

ア メ リカか らOECD諸 国向 け商 品 別輸 出結 合 表
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3.所 感

前 に も若 干 述 べ た よ うだ が,NEAC2200か らFACOM230-60に 変 換 さ

れ たが,当 研 究 所 で は,業 務 の 性 格 か ら当然 計 算業 務 が その ほ と ん どで あ る。 こ

の 事 は,NEAC2200端 末 シス テム が,TSS用 と して開発 され た事 もあ って・

。 。 イル操 作,処 理 能 力 が 現 在 の よ うに汎 用化 され て ない 面 もあ ・て ・ 非 常 に使

肌 や すL・ よ う・・感 じ られ る・ ただ,批 の能 力不 足 やNEAC2200に 便 し慣

れ てい た 事 に よ るか もしれ ない 。

こ こで は,以 前 のNEAC2200と 現 在 のFACOM230-60端 末 機 の相 違 を

比 較 しな が ら,使 用 上感 じ られ た 点 とそれ に対 す る我 々の 希 望 を述べ て み たい 。

・TSS作 業 の準 備 を完 了 す る まで に待 ち時 間 が 非 常 に長 く感 じ られ る。NE－
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ACの 場 合 は 待 ち時 間 が ほ とん ど なか っ たの だ が ,FACOMの 場 合,ttD"を

最 初 に 入 力 し てか らJOBKAISIお よび¥が 出力 され る まで の待 ち時 間 が非

常 に長 く感 じ られ る。 この待 ち時 間 を短 か く出来 れば,短 か くして い た だ きたい。

・ソー ス ・プ ロ グ ラム ・フ ァイ ル お よび 修 正 用 プ ロ グ ラム ・フ ァ イルの 入 力 が

非 常 に便 利 にな った。 す な わ ち,コ ー デ ィ ング シ ー トの 形式 を無 視 出来 る よ うに

な り,カ ラム数 を数 える手 間 が は ぶ け作 業 効 率 の 面で 大 きな プ ラス に なっ てい る。

・すべ て の コマ ン ドお よび デ ー タ入 力 に際 して ,STXコ マ ン ドお よび デー タ

ETXの フ ォ ーム を取 らね ば な らず,操 作 上 わず らわ し さが加 わ わ っ た 。

・フ ァイ ル 操作 の うち;特 にデ 一 夕 フ ァイル が 各端 末 割 当 のデ ィス ク エ リア上

の 操 作 で な く な っ た 事 か ら,NAMELIgT>コ マ ン ド に よ っ て デ ー タ フ ァ イ
●

ル を 調べ る事,あ るい は この デ ー タ フ ァイル の一 部修 正 が 不 可 能 に な っ て しま っ

た。 ま た,こ の ことは,INPUTコ マ ン ドに よっ て デ ー タ フ ァイ ル を直 接外 部

か ら編 集 す る ことが 出 来 な くな った 事 なの だ が,あ らか じめ 登 録 し て おい たデ ー

タ の 内容 を見 た り,こ の デ ー タ を使 用 して何 らかの 作 業 を遂 行 す る場 合 に,そ の

デ ー タ の 内容 を知 らね ば な らな い 時,直 接OUTPUT出 来 ず,プ ロ グ ラ ム を通 さ

ね ば な らず,作 業 がNEACの 時 の よ うに ス ム ー ズ に行 な え な くな って い る。 我

々の作 業 は 比 較 的 に デ ー タ量 も多 く,特 に,需 要 予測 な どの作 業 を行 な う場 合,

産 業 連 関 分 析 が柱 に な っ てい る た め,コ ア ー の制 約 か ら,一 度 に全 て の作 業 を終

え られず,何 段階 に も分 け て実 行 してい る。 この た め,最 初 に入 力 した デ ータ か

らそ の 計 算結 果 を次 の ス テ ップの デ ー タ と し,何 度 も繰 返 え し て最終 結 果 を得 る

ので あ る。 この繰 返 え し計 算 過 程 で の デ ー タ修 正 等 を行 な うに当 って は,現 在 の

シス テ ムで 行 な うの は非 常 に面 倒 な 点が 多 い 。 こ こで 強 く要 請 し たい の は,デ ー

タ のINPUTお よび ア ウ トプ ッ トをNEACシ ス テ ムの状 態 に 近 づ けて い た だ き

た い 。

最 後 に,現 在の 利 用 状 況 とい う点で はか な り落 ちて きてい るが,こ れ は,NEA

C2200端 末 機用 と して作 成 して きた,プ ログ ラ.ムお よび デー タの ラ イ ブ ラ リー

(紙 テ ー プに よ る もの)をFACOMに 変 換 してい る ためで あ るが,端 末 機 の効

率 的運 用 を目 ざす方 向 と して,磁 気 テ ー プ の利 用 とい う面 と カ ー ドリー ダ ーの 設
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置 が残 されて い る。 カー ドリー ダ ー に関 して は,現 在 の 端 末 機 にFACOM-R

を設 置 す れ ば解 決 す る との 事 で あ るが,レ ンタ ル料 の大 き さに か か って い る。

し か し,磁 気 テ ー プ利 用 とい う面で は,前 回の 報 告で も述 べ て い るが,最 近 の

各 省 庁 の統 計 資 料 が コ ン ピュー タ需 要 の増 大 につ れ て磁 気 テ ー プ化 され て きて

い る。

当 研究 所 で も大蔵 省 「貿 易統 計 」 や 「産 業連 関表(昭 和40年)」 等 を入 手

して い る。 これ ら磁 気 テー プに よ る資料 の 分析 は ほ とん ど外 部 の 計 算 会 社 を利

用 して い るが,こ れ を端 末 機 へ の組 み込 み を考 えて い る。 セ ン ター 側 に も都 合

が あ るか も しれ な いが,磁 気 テー プの 利用 を含 め た意 味 で 端 末 機 の有 効 的 な利.

用 面で の体 制 を早期 に確 立 して い た だ け れば,TSSシ ス テ ム の利 用 価 値 は一 ・

層 高 ま るだ ろ う。

ρ

4.3.5当 財 団 に お け る利 用 状 況

当財 団 にお け るデ マ ン ド処 理 の利 用状 況 は 表4-2,表4-3(P72),表4-6に

示 す とお りで あ り,利 用 件数,利 用 時 間か らい っ て も相 当 な数 字 を記 録 してお

り,デ マ ン ド処 理 が コ ン ピュー タ利 用の 面で有 用 な もの で あ るこ と を示 し てい

る と言 え る。

セ ン ター にお け るデ マ ン ド処理 の利 用 状 態 は,次 の5つ に 大別 され,外 部 端

末 が ほとん ど(1)の 目的 に使 用 され るの に対 し,② ～㈲ の利 用 形 態 が割 合 大 きな

比 重 を しめ る こ とが,利 用方 法 と し て若 干異 る と ころ で あ る。

(1)問 題解 決 のた め の利 用 。

(2)サ ブル ー チ ン等 共 用 プ ロ グ ラムの作 成。

(3)開 発 中 の デ マ ン ド用処 理 プロ グ ラムの デ バ ッ クのた め の利 用。

(4)MONITOR-V自 身 の テ ス トの た め の利 用 。

(5)デ マ ン ド ・ジ ョ ブ を通 し て,MONITOR-Vお よ び処 理 プ ロ グ ラ ム

の 性能 評価 の た め の利 用 。

(2)のサ ブルー チ ン等 共 用 プ ロ グ ラムの作成 は,主 と してCPLの 科学 計 算 用

ライ ブ ラ リー(8・1参 照)の 作 成 等 で あ り,(3)は,現 在 開発 中の デ マ ン ド処 理
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表4-6 セ ン タ 内 に お け る デ マ ン ド処 理 の 利 用 状 況

ー
H

《
O
ー

端
末

JIA JIB JIC JID JIE JIF 計 平 均

月 利用件数 CPU使 用時間 利用件数 CP〔使 用時間 利用件数 CPU使 用時間 利用件数 CPU使 用時 間 利用件数 CPU使 用時間 利用件数 CPU使 用時間 利用件数 CPU使 用時間 利用件数 CPU使 用時間

5 126 ]:29'52 68 30'56 7 0'10 140 4'20 210 13'13
'
59 02'14 610 2:20'45 101.7 23'49

6 162 1:33'46 111 19"46 34 11'28 58 4'45 460 4'35 33 13'40 858 2=28'00 143.0 24'40

7 173 54'46 165 1:18'10 126 1:14'00 131 27'52 174 27'58
'

34 0'11 803 4:22'57 133.8 43'49

8 105 28'59 118 21'33 7 0'03 116 20'34 105 26'52 28 06'33 .479 1:44'34 798 17'25

9 54 40'04 90 3'27 36 31'03 46 21'59 170 51'11 23 0'34 419 2:28'18 69.8 24'43

10 53
'2231

46 2'49 69 5プ03 82 7'41 166 13'10 15 11'56 431 1:55'10 71.8 19'11

11 124
'

1:1020 58 3'32 102 35'56 109 18'38 218 ユ:08'02 40 1'13 651 3:17.'41 108.5 32'56

12 58
'
2327 98

'2410
9 2'09 43 6'26 116 12'40 10 0'08 334 1:09'00 55.7 10'01

1 178
'

2:3655 236
'1

=0019 102 45'57 94 57'13 82 13'11 47 3'20 739 5:36'55 123.2 56'09

計 1033
'9

:4040 990
'4

:0442 492 4:17'49 819 2:49'28 1,701 3:50'52 289 39'49 5,324 25:23'20 887.3 4:13'53

平 均 114.8
'1

:0431 110.0
'2711

54.7 28'38 91.0 18'49 189.0 25'39 32.1 4'25 591.6 2:49'15
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用 プ ロ グ ラム には,オ ン ラ イ ン文献 検 索 シス テ ム 」OLDOR－ 皿(JOLDOR

-1の 改良 型)
,オ ン ラ イ ン ・ジ ミュ レー シ ョン ・システ ムSIMBOL,イ ン

タ ラクテ ィ ブ 自動 学 習 シス テ ムCLASS等 が あ る。

これ らの 利用 を通 じ てMONITOR-Vに お け るデマ ン ド処 理 につ い て感 じ

た こと を 述べ てみ る。

① 端末 装 置

現 在 セ ン ター 内 に設 置 され てい る端末 装 置 は,50BPS用F1592A-1台 ・

200BPS用F1591A-1台,F1520M-1台,1,200BPS用FACOM-R

リモ ー ト ・ター ミナ ル ー3台 の 計6台 で あ る。

デ マ ン ド処 理 用 と し ては,外 部端末 と し て接続 さ れ てい る200BPS用F

lS91Aが 標準 のよ うで あ る。

以 前,タ イ ム シ ェ ア リン グの 使 用 実験 を行 なっ たMACシ ス テ ムで は,速

度,騒 音 等 が 非常 に問 題 と され た よ うで あ るが,そ の点 につ い ては このF15

91Aで は さ ほど問 題 と はな らな い よ うで あ る。 問 題 は,Fl591Aで は 電文 の

前後 に必 ず ◎,(ETX)と い うキ ー を押 さな けれ ば な らない ことで あ る。

これ は他 の端 末 で は必 要 な く,利 用者 か ら必 ず 苦 情ので ると ころ で あ る。 こ

の(垂),哩9を 入 力 す るメ リ ッ トが ど こ にあ るか は・ 専 門 家 で な い と何

ん と も言 え ないが,端 末 装 置 を利 用 す る人 間 が,い わ ゆ るタイ ピス トやパ ン

チ ャ ーの よ うな タイ プす る ことが 専 門 の人 で は な く,む しろ そ れ を苦手 とす

る部類 の人 で あ る こと を考 え,行 番 号 とい っ た もの を処 理 プ ロ グ ラム側 で 自

動 的 に打 ち出 してや っ た り,省 略 形 とい った もの を導 入 し てい く らか で もタ

イプす る文字数 を減 らすよ うに努力す るので あり,(三 三フ,(亘 亘)と い った

もの は入 力 せず にす む の で あれ ば,そ れ に こした ことは ない。

また,こ の 國,國 の 問 題 は オフ ライ ンで紙 テ ー プ を作成 す ると き

に も起 る。 これ は ㊥,(ETX)は 打鍵 し て も何 の文字 も印刷 され ない た め,

さ ん孔 の途 中 で 果 して,(ST}/),(璽)を 押 しただ ろ うか,押 さなか った だ

ろ うか 迷 うよ うな場 合 が あ る し,出 来 上った テ ー プをオ フ ライ ンで 印刷 し て

み て もそれ を検 出す る こと がで きな いの で不 便 で ある。 それ ゆ え,オ フ ライ
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ンでテー プ を作成 す る場合には,切 換 えかな にか の操作 によって(≡ ⊃ ,

⊂三 三)に対応す る特殊文字 みたいな ものが印字 され ると便利ではなか ろうか。

また,デ マ ン ド用 だけ'の 目的か ら言 えば,数 字 キー の配列 を電卓 の よ うな配

列 にす る とか,よ く使 われ る記 号 〔=,+,一,*,/,(,),,〕 な ど

は,上 段 シ フ トで使 用 で きるよ うに な っ てい る と非 常 に便利 で あ る。

端 末 装 置 自身 の故 障 につ い ては過 去2～3回 程 度で 比較 的少 ない よ うで あ

る。

② 応 答 時 間

応 答 時間 につ い ては,特 にMONITOR-Vの よ うな4元 処 理 シ ス テム で

は 同 時 に動 い てい るジ ョブ数,CORE容 量,ロ ール イ ン/ロ ー ル ア ウ ト ・フ

ァイ ルの ス ピー ド等 ソフ ト ・ハ ー ド,運 用形 態等 が作 用 し,い ちが い'には言

えない が,MONITOR-Vに お い て は,マ ケ ロコ マ ン ドの解 釈時 間,ロ ール

イ ン/ロ ール ア ウ トの方 法(領 域 が分 れ てい て もプ ロ グ ラム全 体 が ロー ルイ

ン/ロ ー ル ア ウ トの 対象 とな る),リ エ ン トラン ト属 性 の機能 が な い,各 種

優 先権 が 動 的 に変化 せ ず 全 く機 械 的 で あ ると い っ た点 に問 題 が あ るよ うで あ

り,一 般 的 にいっ て応答 時 間が速 い と は言 え ない よ うで あ る。

③ 言 語

現 在 サ ー ビス し てい る言語 には 「2・2ソ フ トウェ アの構 成 」の 項 で述 べ た

よ うな もの が あ る。

各 端末 毎 の 言語別 利 用状 況 は,表4-3(P72)に 示 すとお りであ り,外 部 端 末で

は ほ とん どがFORTRANを 利 用 してい る 。 これ は,一 般の 外 部 端末 利 用 者

のよ うに,プ ロ グラム の作 成 が 専門 で は な く,い わ ゆ る実際 業 務 のた め に コ

ン ピュー タ を利 用す る とい った立 場 の 人 で は,こ れ か ら言語 を覚 えよ うとす

る人 で ない 限 り,既 にFORTRANを 知 っ てお り,そ れ が使 用出来 るの で あ

れ ば例 え新 しい 言語 が 多 少便利 で あ っ て もあ らた め てそ れ を覚 えよ うとす る

気 は起 らな い で あろ う。 また,そ の 時 間 もないか も知 れ ない。 それ ゆ え,逆

に言 え ば利 用す る業 務 はFORTRANで 記 述 可能 な もの に限定 され るで あ ろ

う。
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こ うい う意 味 で は,デ マ ン ド処理 の分 野 にお い て も,FORTRANは 今 後

と も根 強 い 人 気 を もつ もの と思 わ れ る。

TSS-FORTRANに つ い て言 えば,以 前 使 用実 験 を行 な っ たNEACに よ

るMACシ ス テム の教 訓 を生 か し,ソ ー ス ・ス テ ー トメ ン トの フ リー フ ォー

マ ッ トの入 力 の 他 に シン タ ッ クス ・チ ェ ッカ ー を付 け,ソ ー ス ・ステー トメ

ン トの入 力 か ら実 行 まで を最 低3っ の コマ ン ド(INPUT,IEND,RUN)

で済 むよ うに した。 しか し,こ のFORTRANも バ ッチ型 の コンパ イ ラ を利

用 し てい るた め,フ ァイ ルの 介 在等 でTSS用 と し ては コンパ イルお よび リ

ンケ ー ジ に多 少 時 間 がか か る こ とに問 題が あ る。 で きれ ば,ソ ー ス ・ス テ ー

トメ ン トをLCM上 にお き,コ ァ内 で コ ンパ イル を行 な うとい った,TSS

用の よ り高 速 な コ ンパ イ ラが 欲 しい と ころで あ る。 リ ンケ ー ジ ・エデ ィタ

(LIED)に つ い て も同様 で あ る。

い わゆ る会 話 型 で は,ど うし て もイ ン タ プ リタ 的 な要 素 あ るい は,余 分 な

操 作 が必 要 な た め,オ ブ ジェ ク トの効 率 が一 括型 コ ンパ イ ラよ り悪 く,実 行

時 間が か か るが,コ ンパ イル や リン ク に要 す る時 間 が非 常 に短 縮 され,簡 単

なシ ンタ ック ス ・チ ェ ック さ え行 なわ れれ ば,特 に1ス テー トメ ン ト毎 の 実

行 や一 部分 の 実行 を させ るとい った,い わ ゆ る会 話型 で あ る必 要 性 も うす く

な ろう。 た だ,こ れ は それ を使 用す る人 が,そ の 言 語 をどの 位知 ってい るか

に もよ り,初 心 者 が試 行錯 誤 的 に使 用 す るの で あ れば,会 話 型 の コ ンパ イ ラ

もぜ ひ必 要 と な る。 それ ゆえ,非 常 にぜ いた くな望み で は あるが,プ ログ ラ

ムの 作成,デ バ ック は会話 型 で 行 な い,実 際 の実行 は一 括型 の コ ンパイ ラ に

よ っ て行 な える よ うに な ってい れ ば それ に こ した こと はな い で あ ろ う。

なお,V-2.(Version-2)のTSS-FORTRANに は ステ ー トメ ン ト

の 部 分変 更 の 機能 が な く,ス テー トメ ン トの あ る一 部 分 を変更 したい と きで

もそ の ス テー トメ ン トを全 部 打 ち直 さ なけ れ ば な らず不 便 で あ るの で,V-

3で は この機 能 を追 加 した。(「&プ ログ ラム の開発 」参照)

CPLに つ い て は,会 話型 と し ては多 少 機能 が 大 きす ぎ,そ の 結 果 と して
　

コンパ イ ラが 大 き くな り,他 の ジ ョブ との 関係 を考 え,LCM上 に置か ざ る
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を得 な くな っ た(MONITOR-Vに リエ ン トラ ン ト機 能 が 付加 され れ ば,

HCM上 で も可能 で ある)。LCM上 に デマ ン ド処 理 用の プ ロセ ッ サ を置 く

とい うこ と は,CPUの 有 効 利 用,処 理 速 度 とい った 面で 望 ま しい ことで は

ない が,PL/1の ような汎 用言 語 を会 話型 にす る場 合 は,ど のへ ん まで 機能

を もた せ るか が 問題 で あろ う。

BACCUSは,会 話型 専 用 の 言 語 の た め従来 のBATCH処 理 用 言語 と多 少

ニ ュ ア ンス が異 る。 そ のた め,こ の言語 に慣 れ て しま えば使 い易 い 言語 で あ

るが,BATCH処 理 用 言語 に慣 れ てい る人 に とっ ては と りつ きに くい と い っ

た 面 もあ る。 また,機 能面 か ら言 えば 技 術計算 用 で あ るか らか も知 れ ないが,

文 字 の処理(代 入,読 込 み,比 較 等)が で きない こと と,フ ァイル が 使 用 で

きない とい った 点が 問 題 で はなか ろ うか。

LINEDは,ソ ー ス ・プ ロ グ ラム や デー タの フ ァイ ル を作 成 す るた め の エ

デ ィタ で あ り,こ れ に よっ て実 際 の プ ロ グ ラム を入 力 し て実行 させ る には,

デ マ ン ド処 理 用 と して はか な り抵 抗 を感 じ るよ うで あ る。

全 般 的 に は,MONITOR-Vと い う汎 用 の強 力 なOSが あ るの で あ るか

ら,メ ー カ側 と して も処 理 プ ログ ラ ムの方 に も も う少 し力 を注 い で欲 しい も

ので あ る1、

④ シス テ ムの 安 定 性

シス テ ムの 安定 性 と い う場合,も ち ろん ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウェ アの 両

方 を合せ た もので あ る が,「3・3安 定 性 」の項で も述 べ た よ うな状 態 で あ り,

運 用者 側,利 用 者 側か らみた 場 合,過 去 の使 用実験 期 間 中の デー タか らで は

機 器 の 増設,改 造,そ れ にと もな うSystemGeneration等 考 慮 し な け

れ ば な らな い 点が あっ た にせ よ,必 ず し も満 足 で きる もので は なか った。

ソ フ トウ ェ アにつ い ては,バ ー ジ ョン ア ップ と シス テム テ ス トの く り返 え

し を行 な い実 際 の運 用 に入 っ た が,実 際 の運 用と な る と,や は り当初 はか な

り多 くの シス テム ダ ウン を起 した。 これ は,メ ー カ側 の テス ト方 法 だ けで は

必 ず し も実際 の使 用方 法 通 りには いか ず,使 っ てみ な け れば わか らない とい
り

っ た 点 もあ るので,あ る程 度 はや む を得 ない場 合 もあ るが,問 題 と な るのは,
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⑨

バ ー ジョ ン ア ップす な わ ちSGに よ る シス テ ムバ ックで あ る。MONITOR

の レベル や機 器 の変 更 等 が あった場 合 にSGを 行 な うわ け で あ るが,オ ン ラ

イ ン ・サー ビス を してい るよ うな場 合十 分 な テス ト期 間が とれ ず に開放 せ ね

ば な らない た め,SG後2～3週 間は何 か と故 障 が多 発 す る よ うで あ る。 各

ユー ザ毎 に標 準値,機 器 構成 セ ンタ ー ・ルー チ ン等が 異 り,確 か に面倒 な

作 業 で は あ るが,も う少 し簡 単 に,し か も正確 なSGが で き ない もの で あ ろ

うか。

全般 的 に言 えば,ハ ー ド的 な 障害 は 集 中 的 な傾向 があ り,機 器の 増設 直後,

.SG直 後 の トラ ブル を除 けば 最 近2～3ケ 月は ハ ー ド,ソ フ ト共大分 安 定 し

て きた よ うで あ り,今 後 もこ のよ うな状 態で あ れ ば さほ ど問 題 とな らない で

あ ろ う。

φ

⑨
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4.4端 末 ユ ーザの 要望 に対 す る検 討

端 末 ユー ザか らセ ンター に対 す る要 望 事項お よ び,ソ フ トウ ェアの不 備 な 点

とし てい くつ か あげ られ た の で,そ れ らの 主 な もの につ い てセ ン ター 側 の説 明

不 足,資 料不 足等 も考 え られ るので 検討 してみた い。

要 望 事項お よ び ソ フ トウェ アの不 備 な点 と してあげ られ た 主な もの は,次 の

よ うな もの で あ る。

① 紙 テ ー プの入 力 につ い て。

②FOR皿RT指 定 で 印字 させ た場 合,頭 文字 が 出な い場 合 が あ った。

③ サ ー ビス時 間 を延長 して ほ しい。

④ デ ー タフ ァイル を直 接 外 部 か ら編 集で き るよ うに して ほ しい。

⑤ 磁気 デー プの使 用 を考 慮 し て ほしい。

⑥ マ ク ロ コマ ン ドの パ ラメ ー タ にエ ラー が あ った と き,エ ラー メ ッセ ー

ジが 出力 され ず,ル ー プ状 態 にな り,CPU使 用 時 間 切れ と な った。

⑦ エ ラー メ ッセ ー ジ。

① の 紙テ ー プ入 力 につ い て は,現 在で もすべ ての入 力 デー タ(コ マ ン ド,ソ

ー ス プ ログ ラ ム
,デ ー タ等)に つい て可能 で あ る。 この場合,紙 テー プは

⊆)デ ー タ(i亟)の 形式で なければな らない。 また,連 続読取,一 行読取

(会 話 モー'ド)も 可能 で あ る。

② につ い て は,こ の よ うな現象 はい ま ま で報 告 が ない の で 今後 調 査,検 討 す

るが,回 線 等 に障害 が あれ ば そ の旨 メ ッセ ー ジが 出力 され る はず で ある。 た だ

FORMAT指 定 に お ける第1文 宇 目は コン トロール ・キ ャ ラ クタ ー とみ なされ

るの で注 意 が必 要 で あ る。 ∴

③ につ いて は,NEACに よ るMACシ ス テ ムの と きに も指摘 され た 問題 で あ

り,応 用 実験 という性 格 か ら定 時 間 内 にお け る延 長 は要 請 が あ った場 合 はで きる

だ け弾 力 的 に運 用 した。

吟

唯
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●

しか し,プ ログ ラ ムの 開発 とい うこ とか らTSSサ ー ビス 中 には処理 の むず

か しい特 殊 ジ ョブ(COREダ ン プ を採 る とい った もの),長 時間 ジ ョ ブ,ハ ー

ド,ソ フ トの各 種 デー一夕 の収 集お よびTSS用 フ ァイ ルのセ ー ブ等 が あ り,こ

れ らの 業務 の た め に定 時間 内 に ど う して も2時 間位 必要 な た めTSSサ ー ビス

時 間帯 は10～15時 と した。

④ につ い て は,ソ ー ス ・デー タ をそ の ま まの 形で 編 集 す る方 法 と しては,現

在 で もLINEDを 使 用 す れ ば 可能で あ る。 この 場合,フ ァイ ル名 と し ては,

DEMANDFL(こ の ファイ ル は端 末毎 に割 り当て られ てい る)を 使 用 しな けれ

ば な らない が,こ の フ ァイ ル は分割 型 順 編成 で あ るの で メ ンバ ー と して,プ ロ

グ ラム も含 め て70個 まで登 録 す る こ とが で きる(LINEDに よって作 成 した フ

ァイ ル とTSS-FORTRANの 関係 につ い て は,TSS-FORTRANマ ニ ュ ア

ル(10ペ ー ジ)を 参照)。

⑤ につ い て は,3元 処 理 とい うこ とで,デ マ ン ド処 理 にお け る 磁気 テー プの

使 用 は禁 止 して い る。 これ は磁気 テー プ をセ ッ トす る タイ ミン グや他 の ジ ョブ

の 磁 気 テ ー プの使 用状 態 等か ら操 作 が非 常 に むず か し くな る こと,デ マ ン ドで

は長 時 間専 有 す る可 能性 もあ り,ま た,パ ッチ処 理 も多重処 理 をして い る関係

上 複数 の ジ ョブが 磁気 テー プ を使 用 す るこ とな どか ら,磁 気 テ ー プの台 数 が不

足 す ること な ど によ る。

解 決策 と して は,バ ッチ処 理 によ っ て 磁気 テ ー プ を一 旦 大記憶 フ ァイ ル に移

してお くこ とが最 も簡単 な 方法 と して考 え られ る。

⑥ につ い て は,処 理 プ ロ グ ラムの不 備 で あ る こ とが判 明 し,修 正 した。

⑦ につ いて は,バ ッチ用 の コ ンパ イ ラ,リ ンケ ー ジ ・エ デ ィタ を使 用 してい

.る関係 上,デ マ ン ドと して は確 か に不 適 当 なメ ッセ ー ジが 出力 され る ことが あ

るが これ らにつ い ての 修 正 は非 常 に困難 で あ る。
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5リ モ ー ト ・バ ッチ 処 理

5.1概 要

●

■

FACOM230-60MONITOR-Vに よる リモ ー ト ・バ ッチ処 理方 式 の応

用実 験 は,昭 和46年 度 か ら継 続 され,各 種 デー タの収 集,シ ス テムの 安定 化,

運用 の効 率 化等 を図 って きた 。

実験 当初 は,ユ ニ ー クな処 理 方 式 で あ る と され た リ モー ト ・バ ッチ処 理 方 式

も,現 在 で は か な り普 及 し,実 用 期 に入 っ た よ うで あ る。

MONITOR-Vに おけ る リモ ー ト ・バ ッチ処理 は,デ マ ン ド用 の タイ プ ラ

イ タ端末,FACOM-R(RE)リ モ ー ト ・タ ー ミナ ル の どち らかで も利 用 可能

で あ るが,一 般 に入 出力 デ ー タが デマ ン ド処 理 よ り多 いため,カ ー ドリー ダ付

きのFACOM-R(RE)端 末 が使 用 され る。

現 在 このFACOM-R(RE)端 末 は以 下 に示 す よ うに5台 接続 され,そ の利

用 状 況 は表5-1に 示 す とお りで あ る。

本 年 度 は,通 商 産 業省 ・工 業技 術 院 機械 技術 研 究 所 に よ って,リ モー ト ・バ

ッチ処 理用 の旋 削用 自動 プ ログ ラ ミン グ ・システ ムMELTSが 開発 され た。 本

稿 は このMELTSの 概 要 お よ び開 発 過 程 におけ る リモ ー ト ・バ ッチ処 理 方 式 の

諸 問 題 を中心 に述 べ られ て い る。

●
FACOM-R(RE)リ モー ト・ター ミナル設置場所

通商産業省 ・工業技術院機械技術研究所

㈱東京繊維情報 セ ンター

当財団

台1

台1

台3
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5.2利 用 状 況

リモ ー ト ・バ ッチ処 理 の 利 用状 況 は 表5-1に 示 す とお りで ある。

セ ンター にお け る リモー ト ・バ ッチ処 理 の利 用 は,ソ フ トウ エアの 開発 が 主

で あ るが,入 力 デ ー タの 比 較 的少 ない 場 合 に用 い られ てい る。 これ は端 末 の カ

ー ド'リ ー ダが100枚/分 の 速 度 の た めで
,入 力 デー タが 多 い場 合 はバ ッチ処

理 を用 い る。

出力 は,セ ン タ ー出力,端 末 出 力 の両方 が 可 能 の た め,出 力量 が 多 い場 合 は

セ ン ター出力 を用 い る よ うで あ る。 いず れ にせ よ,入 力 量 が 多量 で な い場 合は,

ユー ザ に と って ター ン ア ラ ン ドの速 さが リモ ー ト ・バ ッチ処 理 の魅 力 で あ ろ う。

●

や

"
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表5-1端 末 別月別 リモー ト ・パッチ利用件数

1
一

〇
　

ー

JIA

(セ ン タ)

JIB

(セ ン タ)

JIC

(セ ン タ)

JID

(セ ン タ)

JIE

(セ ン タ)

JIF

(セ ン タ)

MIT

(通 産 省)

MPS

(郵政省)

JSP

(機 転 協)

MEL

(技 研)

TTI

(繊 維)
計 平 均

月

5 0 0 7 58 43 0 0 0 0 0 5 113 10.3

6 0 3 1 49 22 0 0 0 0 0 16 91 8.3

7 0 0 1 5 9 0 0 0 0 0 3 18 1.7

8 0 1 15 26 36 0 0 0 0 27 0 105 9.5

9 0 8 10 22 36 0 0 0 0 47 1 124 11.3

10 5 1 28 64 137 2 0 0 0 54 0 291 26.5

11 1 0 44 163 180 0 0 0 0 149 1 538 48.9

12 0 0 64 148 143 0 0 0 0 6 0 361 32.8

1 2 0 21 123 92 1 0 、0 0 54 0 293 26.6

計 8 13 191 658 698 3 0 0 0 337 26 1,934 175.8

平 均 0.9 1.4 21.2 73.1 77.6 0.3 0 0 0 37.4 2.9 214.9



5・3機 械技術研 究所 にお け る リモー ト・バ ッチ処理方式の利用

5.3.1利 用 の 目的 と経 緯

工 業 技 術院 機械 技 術 研 究 所 に お いて は そ の研 究上 の 必 要 性 か ら,日 本 情報 処

理 開 発 セ ンタの タイ ム ・シ ェ ア リン グ ・シ ス テム(FACOM230-60)の リ

モー ト ・ター ミナル(FACOM-RE)が 昭和47年(1972年)7月 末 に設置

され,同8月15日 か ら稼動 に入 っ た。

すで に この ター ミナルは,そ の 使 用 の主 目的で あ る機械 工 場 向 け の一種 の ア

プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラム ・シス テムの 開発 や利 用 実験 に活用 され てい るが,

昭 和42年11月 には,東 京 ・晴 海 で 開 かれ た 日本 ・国 際工 作機 械 見本 市 におい

て当 会場 に この ター ミナル を臨 時 に移 設 して,そ の プ ロ グ ラムの処理 実 演 を参

考 展示 す る とい う試 み も行 った(図5-1)。 この アプ リケ ー シ ョン ・プ ログ

ラ ムは旋 盤 に よ る加 工,す な わ ち旋削加 工 用 の 自動 プ ロ グラ ミング ・シス テ ム

で あ り,略 称 をMELTS(前 記見 本 市 当 時のKKTSを 含 む)と い い,図5-2

に示 す よ うな数 値制 御(NC)旋 盤 が主 な 対象 とな る もの で ある。

●

、

」

図5-1東 京 国際工業機械 見本市 における様子

(47・11・15～26,晴 海 会場にて)
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図5-2本 システ ムの出力の対象 とな る旋盤

こ こ に,リ モ ー ト ・ター ミナル の使 用 の状 況 を記 す に 当 って,ま ず ター ミナ

ル が 必要 と考 え られ る に至 った経 過 を ま とめ る意 味 で,当 研 究 所 そ の もの や対

象研 究 テ ー マの 由来 につ い て記 して お こ う。

機械 技 術 研 究所(MechanicalEngineeringLaboratory,MEL)は,

通 商 産業 省 ・工 業技 術 院 に属 し,機 械 工 業 に 関 するわ が 国唯 一 の 国立 研 究 機 関

と して,機 械 工業 の根底 とな る 基礎 的研究 お よび新 技術 の 開 発 研 究 を行 な って

い る。 旧 名 を機械 試験 所 といい,昭 和12年(1937年)に 創立 され ・昭 和23年

(1948年)に 工 業 技術 庁(現 在 の 工業 技 術院)設 置 に伴 な い その所 属 とな り,

昭和46年(1971年)に 機 械技 術研 究 所 と改 称 して現 在 に至 って い る。

機 械 技術 研 究 所 の特 色 の 一 つ は,機 械 を生 む ため の機械 で あ る工 作機 械 や加

工技 術 に関 す る研 究の 伝統 に あ り,戦 前 か らの一つ の 大 きな軸 と な って い る。

それ らに関連 した 自動 化 の研 究 関 係 で昭 和30年(1955年)以 降 ぐ らい か らい

くつ か を拾 って み る と図5-3の よ うにな る。
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●

工 作機 械 に対 して そ の駆 動 の 自動 化 と デ ィジ タル 化 とに貢 献 した数値 制 御 は,

1952年(昭 和27年)に アメ リカのMITか ら発 表 され たが,国 内で は昭 和32
`

年(1957年)に 東京工業大学がNC旋 盤 を,ま た富士通がNCタ レッ ト・・パ

ンチプレス を発 表 した。機械研 では昭和33年(1958年)にNCジ グ中 ぐり盤

を試作 している。

これ とほぼ併行 して,通 産省の機械工業審議会の答申に応 えて工業技 術院 の

工業技術協議会に部会が設置 され,学 会 や業界 と連 けいを保 ちつつ研究実施長

期計 画 を策定 す ると同時 に昭和32年 か ら,生 産加工技術 に関す る特別研究 が所

内に委員会 を組織 して開始されて いる。 ここでは まず,切 削,研 削,機 械要素

の加工,塑 性加工 について行 なわれたが,つ いで昭和36年 か らの第2次5ケ 年

計画では,作 業標準,新 加工法,加 工装置 について進め られ た。

その後,窪 田所長 を中心 としてわが国向 きの グループ ・テ クノ ロジ(類 型加

工法)を 探 る研究が開始 され,中 小企業庁 や機械振興協会 などの協力 によりK

C-1,KK-1な どの分 類法が提案 され て来 た。

他方,加 工の最適化の ための新 しい方 向が,竹 山(生 産工学部)や 当時の土

井 ・物理制御部 長(現 ・東 大教授)を 中心 として昭 和41年 頃か ら検討 され始 め

た。 ここにおけ る一つの問題は,加 工の最適化 に対 してコ ンピュータが どの よ

うに用い うるか,ま た,そ れ までに集積 され た多量 の加工 データをコン ピュー

タによってどのよ うに処理 しうるか,と い うことで あった。

もと もと加工,と くに機械加工 は,ど の機械工場 に も存在 しうる基幹的な領

域 であ りなが ら,殆 ん どの場合は工作機械の技術者や作業者の知 識や熟練 に頼

ってお り,こ の加工の ノウハ ウの処理の問題は機械工場の 自動化 にとって常に

大 きく立 ちふさが り,そ の進歩が望 まれ るところで あった。

さて,上 記の検討 の一つの帰結 として,適 応制御の研究 が開始 され たが,こ

れ は加工中の状態,た とえば切 削力 や加工精度な どを検出器 によって測定 しな

が ら,加 工がな るべ く最適にな され るよ うに,計 算機流にい えば リアル ・タイ

ムに制御 して ゆく もので ある。 この研究は昭和45年 までに一段落 し,そ の成果

一155一



は 試 作 され た 適応 制 御 旋盤MELAC-Lと し て,や は り前記 見 本 市 に 参考 展

示 され た。 会場 で リモ ー ト ・ター ミナ ルか ら出 力 され た結果 の切 削実 績 もこの

機 械 を用 いて 行 な われ た。

他 方,適 応 制御 の よ うに実 際の 検 出 器 を用 い て刻 々 の処理 を しな い で,あ ら

か じ めソ フ トウ エ ア に よ って加工 プ ロセ スの モ デル を作 成 して お き,加 工 に関

す る仕様 が 与 え られ れ ば,加 工 に先 立 って そ の一 部始 終 をモデ ルの 上 で推 測 し

て,最 適 な加 工 の 仕方 を求 めて み る,と い う手 法 もあ るは ず で あ る,と い うこ

とか ら,旋 削 加 工 にお け る荒 削/りの 切 削 条件 を求 め る アル ゴ リズ ムが検 討 され,

実 際 に 当時,機 械研 で研 究 上 の計 算 用 に用 い てい た中型 パ ラメ'トロ ン計算 機 で

イ ン プ リメ ン トして,昭 和43年 頃 には 答 を出 してい た。

これは,前 述 の よ うな加 工 の ノウハ ウの 自動 処 理 とい う問 題へ の一 つの アプ

ロー チで あ っ た。 この頃 か らNC工 作機 械 が わ が 国 で も普 及 の方 向 へ 向 いつつ

あ ったが,NCは 加 工 の手順 が定 ま っ た あ と紙 テ ープ を作 り得 れ ば それ を用 い

て工 作機 械 の 駆 動 の 自動 化 に役 立 つ とい う もの で,む しろ高価 なNC機 を よ り

効 率 的 に使 うた め に も,こ の加 工 の ノ ウハ ウの 蓄 積 と体 系化 とい う問題 は よ り

大 き くク ロー ズ ・ア ップ され る こ ととな った。 この研 究 の 過程 にお い て,欧 米

に おけ るこの よ うな方 面 の 試 み,と くにNCの た めの紙 テ ー プ(NCテ ー プ)

をよ り効 率 的 に作 成 す る た めの プ ログ ラ ミング ・シス テ ムの試 みが 伝 え られ る

よ うにな っ た。

昭 和44年(1969年)か らは 機 械研 の特 別研 究 と して,加 工 の ノウ ハ ウ を含

ん だ加工 用 の 自動 プ ログ ラ ミング ・シス テ ム を開発 す るべ く,加 工 の多 様 性 に

鑑 み,ま ず 我 国 で最 も普遍 的 な旋 削加 工 に例 を と り,数 値制 御 プ ログ ラ ミング

の研 究 とい う名称 で発 足 した。 こ こ におい て は加 工 の ノ ウハ ウの体 系化 を進 め,

か つ 一つ の加 工 用 自動 プ ロ グラ ミン グ ・システ ム と して,な るべ く図 面上 の 情

報 を直 接的 に記 述 出来 る言語 体系 を作 り,工 場 で 使 われ て い る作 業指導 書(作

業 指 示書,指 示 票 な どい ろい ろ に呼 ば れ る),NCテ ー プ,プ ロ ッタ図面 な ど

を出 力 す るソ フ トウ エ アの イ ンプ リメ ンテ ー シ ョン を,よ り本 格 的 に進 める こ

と とな っ た。
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この研 究 に 呼応 して,昭 和45年(1970年)に は機械 振 興 協 会技術 研究 所 に

よ って斯界 の 学識 経 験 者 や エキ スパ ー トか ら成 る専用 プ ログ ラム研 究 委員 会

(委 員 長土 井 康弘 東 大教 授)が 設 置 され,機 械 研 にお け る研究 成 果,全 国 の機

械 工 場 を対 象 と した2度 にわ た る技術 アンケ ー ト調 査 な ど を もとに アル ゴ リズ

ム化 の検 討 を重 ね た。 そ して 日本 情 報 処理 開発 セ ンタに設 置 のFACOM230-

60を 用 いてイ ンプ リメ ンテ ー シ ョ ンを進 めた。 この ヴ ァー ジ ョ ンで は,ま ず旋

削加 工 にお け るセ ン ター作 業(主 として 軸状 の機 械 部 品が 対象)を 対 象 としK

・KTSと 呼ば れ た。 計画 当初 には シス テ ムの規模 や構 成 につ い てい ろい ろの 考

え方 が あ ったが,(1)こ の よ うな 新 しい試 みにつ い ては シス テ ム を技 巧 的 に コ ン

パ ク トにす る こ と も必要 だ が,ま ず本 来 の 内容 に力 を注 ぐこ と,(2)機 械 工 場 に

お け る大型 計 算 機 の利 用 方 式 につ いて も併 せ て 検討 して ゆ く,と い う観点 な ど

か ら,大 型 計 算 機 を対 象 とす る こ と と した もの で あ る。

この研 究 関係 の前 後 の 経 過 を表5-2に 示す 。表 に もあ る如 く,昭 和46年 か

らは機 械研 にお い て は,こ の 自動 プ ログ ラ ミン グの研 究{ま他 の二 つ の 研 究,「自

動生 産 システ ムの た めの工 程 設 計」,「 オ ンラ イ ン実 時 間旋 削 加 工 シ ステ ム」

と共 に,「 オ ン ライ ン実 時 間加 工 シス テム」 とい う特 別研 究 とな り,機 械 工 場

に対 す る コ ン ピュ ー タあ よ り有 機 的 な利 用方 法 を検 討 す るこ と を目指 した(図

5-4)。

昭和47年 の 前半 まで はFACOM230-60は セ ン ター ・バ ッチで利 用 してい

たが,昭 和47年8月 か らは リモー ト ・バ ッチで も用 い うる よ うにな り,MELTS

(MELTurningSystem)の 開発,利 用 と もリ モー ト ・ター ミナル か ら も

行 な え る よ うにな って現 在 に至 ってい る。

一157一



一

戸

O

◎◎

ー

表5-2旋 削 加工用 自動 プログラ ミング ・システムMELTS及 び関連テーマの経緯

年 KKTS/MELTS関 係 関 連 研 究 テ ー マ

昭和41年(1966)
O加 工 の最適化 とコン ピュータの応用にっいて検討 を行な う。

42(1967) o適 応 制御の研究 を特研 として開始 し,MEL構 内 で,コ ン

ピュータと旋盤 とを結合。

43(1968)

`

O旋 削 ・荒削 りの切削条件 自動決 定プログラムを作成。

44(1969) O「 数値制御 プログラ ミングの研 究」 として特研 とな る。

45(1970) o日 本情 報処理開発セ ンタのFACOM230-60を 使 い始め

る。

O機 械振興協会技術研究所に研究委員会発足。

46(1971) O他 の二つのテーマと ともに,特 研中項 目 「オンライン実時

間加工システムの研究」にま とま る。

o同 上終 了。

47(1972)
℃

o日 本 情報処理開発セ ンタFACOM230-60の リモー ト・

ター ミナルをMEL内 に 設置(7月)

o東 京 ・国際工作機械見本市 に参考展示(11月 。期 間中,タ

ー ミナル を晴海会場へ設置変更)
。

oデ ータ通信適応制御 マシニ ングセンタ加工 システム 「DA

M」 の公開実験(5月,MEL～ 神 奈川県間。民間2社 ζ

の共同研究)。

o左 記見本市に適応制御旋盤 「MELAC-L」 も併せて参考展示。

48(予 定) Oタ ー ミナル側ヘ プロッタを増設。

O内 容のレベル ・アップ。

OCIRP(国 際 生産 加工技術会議,9月 ユーゴス ラビア)

へ報 告。

o「DAM」 をMTDR(国 際 工作機械 設計研究会議(10月,

イ ギ リス)へ 報告。

O電 々公社武蔵野電気通 信研究所 と加工の ソフ トウエアに関

し研究関係。

● 頃 ■



オ ン ラ イ ン実 時 間 加 工 シ ス テ ム
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自動生産 システム
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工 程 設 計
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EXAPT,CAM-1
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調 査 研 究

オンライン実時間
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AC加 工 システム)

、'、 ノI
i＼,/＼/1

生 産 設 計
加 工 手 順 の
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オンラ イン,TSS技 術

の,機 械工場へ の応用

検 出 ・制 御

技 術

●

●

図5-4オ ンライン実時間加工システムの研究内容

5.3.2リ モー ト ・バ ッチ 方式 採 用 の理 由

日本 情報 処 理 開発 セ ンタ ーの 機械 室でFACOM230-60を 利 用 しつつ,昭 和

46年 度 に は その リモ ー ト ・タ ー ミナル の 設置 を計 画 した。 その理 由 は次 の ごと

くで あ っ た。

(1)加 工用 の 自動 プ ログ ラ ミング ・シス テ ム開 発 上 の 必要 性:当 シス テム の研

究 の 担 当者,す な わ ち大型 計 算 機 の利 用 者 の大 半 が勤 務 す るMELは,東 京

都杉 並 区 井 草4丁 目に あ り,こ こか ら日本 情 報処 理 開発 セ ン ター まで の 所要

時 間 は通 常で1時 間10分 程 度で あ る(そ の地i理的 関 係 は 図5-5の ご と くで

あ る)。 この地 理 的 にや や遠 隔で あ る こ とが,他 の 研究 テ ー マ もか か えて い

る担 当 者 に とっ て か な りの 負担 とな っ た。
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※ 国際工作機械見本市 参考 展示 のた めのMEL

リモ ー ト・ター ミナル移設(47・11)

(山 手線)

図5-5日 本 情報処理開発 センター～MEL間 の 地理的状況

もとよ り,か な りま とま っ た デバ ッギ ング や アップデー トは セ ン タ ・バ ッチ

で 行な った方 が 効 率 が よい が,

(a)サ ブル ー チ ンの コンパ イル や部 分 的な デバ ッグ,

(b)MELに 置 いて あ る資 料 を参 照 しつつ 行 な い たい もの,

につ いて はMELに 居 た ま まで 作 業 を行 な うの が効 率 的 で ある,と い う結 論

で あ った。

② 研 究 と して の必要 性:機 械 工 業 に おけ る 自動 化 や コン ピュ ー タ リゼ ー シ ョ

ンとい う よ うな境界 領域 的 な 分 野は,と か くス ムー ズな ア プ ロー チが され に

くい。 関連 す る それ ぞれ の 領域 の技 術 や情 報が 円滑 に交換 され,種 々の 前向

きの試 みが な され て 経験 や デ ー タが 蓄 積 され て ゆか な けれ ば,思 いつ きで は
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ない本 格 的 な技 術 は 開発 されに くい。

最 近 の コ ン ピュー タ技 術 の 目覚 しい 進歩 は各 分 野 に大 きな影 響 を与 えつ つ

あるが,機 械 工 業 もその例 外 で は な い。 と くに大型 コン ピュー タや そ の オ ン

ラ イ ン技術,TSSな どは 重要 で あ り,し か も ミニ コ ンな ど小 型 の もの と も

異 って一 寸 し た経 験 で マ ス ター し うる もの で もな い 。MELに お い て は,表

5-2に も記した 「DAM」 の よ うな モ デル に よ って オ ンライ ン ・シス テム の検

討 を行 っ てはい たが,よ り本格 的 に取 り組 む必要 が ある と判 断 した もの で あ

る。 これ に よ って 機械 工 場 向 き オ ンラ イ ン ・シス テ ムにお け る利 用 体 系,言

語 形 式,技 術 デ ー タの扱 いな ど に関 す るデ ー タをゆ くゆ くは得 た い とい う考

えで あ る。

な お,こ れ迄 世 界 各 国 で試 み られ た機 械 加 工 に関 す る,い わゆ る 自動 プ ロ

グラ ミン グ ・シス テ ムの例 をそ の内容 的な レベル と と もに表5-3に 示 した。

●

●
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表5-3自 動 プ ロ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム の例

名 称 主た る対象 機 能,形 体 備 考 所有または開発 計 算 機 自動化 実 用

APT 一 般 多軸(3軸 以上)の 輪
郭切削まで全機械加工

APTと は一般にAPTmま たはA
PTIVの ことを指す

IITRI
ア メ リカ

IBM,UNIVAC,CDC
国産大型機種な ど ◎

2C,L *
APTの サブセ ット,
改良点もある

(2P,L),(2C)な ど穴加 工や旋
削加工対象もある

NEL
イ ギ リス

UNIVAC
ICL

IFAPTC * APTの サブセッ ト IFAPTPな どもある ADEPA
フ ラン ス

ADAPT * APTの サ プセ.ッ ト APTの 言語体系に含 まれる IBM IBM,TOSBACな ど ◎

MINIAPT * APTの サブセッ ト
(32KB) 沖電気で も同一名称で作製 HornNC

ドイ ツ UNIVAC(西 ドイツ) ◎

EXAPT3 フライス加工 APT的 開発中 EXAPT協 会
ドイツ

UNIVAC(?)

FAPT * 独自の言語 FAPT2を 中心 として,会 話形式
その他拡張している 富士通ファナック FACOM関 係

9
◎

HAPT * 独自の言語 HAPTシ リーズとして多種類のル
ーチンを開発してい る

日立精工
日立製作所 HITAC関 係 ◎

PROFILE
DATA

* 独自の言語 イギリスのみならずヨーロッパで
広 く使用されている

Ferranti
イギ リス

IBM,ICL,FP,CDC

SPLIT
5軸 の マ シ
ニングセ ンタ 独自の言語 OMNIMIL用 として最適 鋤11dstrand

アメ リカ UNIVAC ◎

AUTOSPOT 穴 加 工 独 自の言語
,

ボール盤な どに適合 IBM IBM ◎

OKISPOT 〃 独自の言語 沖電気 ◎

EXAPT1・
P

〃 図形はAPT的,テ ク
ノロジ部あ り

ドイツを中心 としてヨーロ.ッパで
は実用化している EXAPT協 会

UNIVAC,GE,ICT,

Siemens,IBMな ど ㊥ ○

EXAPT2 旋削 加 工 図形定義はAPT的,
テクノロジ部あり ドイツを中心 として機能拡張中 EXAPT協 会 UNIVAC,CDC,IBMl

Siemensな ど
㊥ O

AUTOPIT 〃 EXAPT2と 同一 EXAPT2の 前身
Pittler

(西 ドィッ)
IBM ㊥

AUTOPOL 〃 フィソクスドフォーマット IBM(西 ドイツ) IBM

KOBRA 〃 独自の言語 ノールウェイ工

科大学
UNIVAC ⑱

GETURN 〃 独自の言語 対話形式,オ ランダTNOで 開発
された

オランダTNO;
GE

GE ㊤

CUT 〃 独自の言語 Warner&
Swasey

IBM

UTURN 〃 独自の言語 UCCAPTに 付加 できる UCIC
アメ リ カ ㊤

3次 元点群よ り自由曲
FMILL 自由曲 面 面創成APTと 結合

可能
一'一 一 一

Boeing
'

IBM,UNIVACな ど ◎

GEMESH 〃 〃 GE IBM,GE,UNIVAC
な ど ◎

FMESH 〃 3次 元点群 より自由曲
面創成し加工処理可能 富士通 FACOM関 係 ◎

HAPT-3D 〃 〃 HMESHも 自由曲面創成 日立精工 HITAC関 係 ◎

研究開発の例
-

輌 旋 削加 工 独自の言語 加工技術の自動化の追究 機械技術研究所 FACQM ㊥

STORK2 'ノ 独自の言語 同 上 東大工学部 ㊤

グラ フ ィック・
アプ ト * 独自の言語 機械振興協会技

術研究所
HITAC

*

◎

○

⑧

一般 的に%軸 の・ラ・・加工を封 ・る対象としている欲 加工および剛 力日工用に も崩 しうる体系であ る
.2次 元空間 の図形 を取 り扱

かうが,面(XY,YZお よびZX平 面)を 選択す ることによ り立体を取 り扱 うことができる。

国内で実用化されている。

国内でテス ト的に使用されてい る。

加工技術 に関する自動化 を目指 している。
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5.3.3機 核 研 の リモー ト ・ター ミナ ル の構 成

機械 研 の リ モー ト ・タ ー ミナル の機 器構成 と,各 々の大 よそ の 仕様 は 表5-

4に 示 す ご と くで あ る。 い ず れ もタ ー ミナル ・コン ピュー タ として のFACOM

-REの 標 準 的 な機 器 の う ちか ら,必 要性 と予算 に応 じて 設 置 した。

後 述 の ごと く研 究 の 対 象 とな る シ ステ ムが,入 力 は カー ド,出 力 はLPに よ

る リス ト,紙 テ ープ及 び プ ロ ッ タ図 で あ るの で,カ ー ド ・リ ー ダ,ラ イ ンプ リ

ン ター 低 テー プ ・パ ンチ ャは必 需 品で あっ た。 紙 テ ー プ ・リー ダは,担 当者

等 が 別 に従 事 して い る テ ーマ(適 応制 御 旋盤MELAC-L)等 の た めに,R-

FASPを 空 き時 間 に利 用 し うるよ うに す る こ と も考 えて取 りつ け た。 プ ロッ

タは予 算 の都 合 上,初 年 度 は 必 要 に応 じてセ ン タの プ ロ ッ タで 代 用 す る こと と

し,昭 和48年 度 に設 置 す る予 定 で い る。

図5-6は シ ス テムの構 成 で ある。 た だ しセ ンタ例 は,MELTSに お い て用

い られ る機 器 構成 の みが 画 か れ て い る。

なお,リ モー ト ・タ ー ミナル側 には将 来,さ らにオ ンラ イ ン ・カー ド ・パ ン

チ ャお よび テ レ ビ ・デ ィス プ レイ(出 来 れ ば キ ャラ ク タ ・デ ィス プ レイが 希望

表5-4機 械技術研究所,リ モー ト・ステーション機器構成及び仕様

構 成 機 器 台数 仕 様_

中 央演 算 処 理装 置

(FACOMR-E)

1

基本 命令数28種

サイクル・タイム1.8マ イクロ秒 内部記憶磁気コア8K語

回線 制御 アダ プ タ 1 伝 送速度1200ボ ー用

タ イ プ ラ イ タ 装 置 1

印字速度600字/分

級テープ用メカニカル ・リーダ,同 パ ンチャ付き

カ ー ド ・ リ ー ダ 1 読取 り速度100枚/分

ラ イ ン ・ プ リ ン タ 1 印字速度120～240行/分

級 テ ー プ ・パ ン チ ャ 1 50字/秒

紙 テ ー プ ・ リ ー ダ 1 200字/秒'
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で あ るが,技 術 的 に困 難 で あ る とい うこ となの で)と を増 設 し たい とい う希望

を持 って お り,検 討 を始 めた い と考 えて い る。

(リ モー ト・ステー ションFACOMR-E)・デ ・)†)†)・ デ・

日本電信電話公社

専用 回線(1200ボ ー)

一_,イ ゴ 鷲 …

≡ ⇒ ロ … 書

=⇒ ◎N・ テープ

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・

シ ス テ ム

(FACOM230-60)

シ ス テ ム ・

プ ロ グ ラ ム

ラインプリンタ

テ ー プ ・

リ ー ダ

「 一 一 「T「

趨 』」(予定)加 工図面
日本情報処理開発・セ ンター

機械技術研究所(東 京 都港区)

(東 京 都杉並区)

図5-6オ ン ライン ・システムの構成

叫

5.3.4旋 削用 自動 プ ログ ラ ミ ング ・シス テムMELTS

(1)MELTSの 構 成

図5-7にMELTSの 全体 の構 成 と,入 力 か ら出力 まで の デ ー タの流 れ

を示 した。MELTSは,MELTS言 語,シ ス テ ム ・プ ログ ラム お よび デ

ー タ ・フ ァイル か ら構 成 され て い る。 そ の 各 々に つい て 簡 単 に 説 明 して お こ

う。
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aシ ス テム ・プ ログ ラ ムと デ ー タの流 れ:ト ラ ンスレ ー タ,テ ク ノロ ジー

部 お よび ポ ス トプ ロセ ッサの3つ の部 門 か ら構 成 され てお り,100%FOR

TRAN(IV)言 語(FACOM230-60)に よって記述 されて い る。MEL

TS言 語 に よ るパ ー トプ ログ ラム は トラ ンス レー タに おいて,後 加 工(研

削 な ど)や 寸 法許容 差 を考慮 した形 状 寸法 に変換 され,嵌 め合 い 公 差,表

面 あ らさお よび基準 面 な どの加 工 上 必 要 な デ ー タが計 算 され る。 形 状 を示

す座標 値 や それ らに付 随 す る諸 デ ー タは,MELTSの 心 臓 部 で あ るテ ク

ノロ ジー部 の 処理 を円滑 に行 うた めの,リ ン グ構 造 に よ るMELTSデ ー

タ構 造 に格 納 され る。

テ ク ノ ロジ ー部 は後 述 す る よ うに9つ の ス テー ジに大 別 され て お り,そ

の 各 ステ ー ジ にお い て順 次,加 工工 程,切 削条 件(主 軸 回転 数,送 り速 度

お よび き り こみ),工 具 径路 な どが 決定 され る。 これ らの処理 はMELTS

デー タ構 造 を用 い て行 われ る。 切 削の順 序 に従 って求 め られ た全工 具の 位

置 と,そ の 工 具 が動 くた めに必 要 なTコ ー ド,Fコ ー ド,Sコ ー ドな どで

CLデ ー タが 作 られ る。 ポ ス トプ ロセ ッサ はCLデ ー タよ り使 用 す るNC

旋盤 用 のNCテ ー プ を作 る。 なお,現 場 用 お よび工 具管 理室 用 の作 業 指 導

書 と,自 動 決 定 され た工具 径 路 を示 す プ ロ ッ タ図 面が 出力 され る。

bMELTS言 語=熟 練 した加 工技 術 者 は,図 面 上の 情報 に よ って加 工 工

程 を決 定 す る。 この 事 か ら,製 品 の仕 様 が すべ て指 定 され てい る図 面上 の

情 報 をな るべ く直 接 的で簡 潔 に記 述 す る こ とが で き,シ ス テ ムの テ ク ノロ

ジ ー部 に 必 要 な デー タ を完 全 に供 給 で きる こ とを 目的 と して,MELTS

言 語 は設計 され た。

cデ ー タ ●フ ァイル:機 械 フ ァイ ル,材 料 フ ァイ ル,工 具 フ ァイル お よび

作 業 フ ァイル の4グ ル ー プか ら構成 され る。

(a)機 械 フ ァイ ル:使 用す るNC旋 盤 の 仕 様 を入れ る フ ァイ ル で テク ノ ロ

ジー部 や ポ ス トプ ロセ ッサ に よって そ の デー タが 用い られ る。

(b)材 料 フ ァイル:切 削条件(f,v,d)を 計 算 す る ス テー ジで 専 ら使

用 され る。機 械 技術 研究 所 におけ る旋 削 標 準 な どの研 究 デ ー タ を基 礎 と
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して材料 を材種別 にグル ープわけして,工 具寿命式 ・切削抵抗式な どの

係 数 として格 納 して い る。 ま た特 殊 材 料 な どで デ ー タの数 式 化 が行 えな

い材 料 につ いて は,適 正 条 件 を直接 フ ァイル で きる よ うに設計 され て い

る。

(c)工 具 フ ァイル:標 準工 具 お よび手 持 工 具 は全 て 工 具 コー ドを付 して登

録 す る。 刃 部の 形状,シ ャ ン ク寸法,拘 束条 件 お よび評 価 関数 関係 など

の デ ー タが格 納 され,工 具 決定 の ス テー ジ等 で用 い られ る。

(d)作 業 フ ァイル:ね じ切 り作 業 や 深穴 の ドリル加 工 な ど,蓄 積 デー タが

少 な くアル ゴ リズ ム化 が むつ か じ い段 階 の 作 業 に っい て,経 験 的 に行 わ

MELTSン ステムプログラム

FORTRAN

(Ievel7000

回吟ρ 陸郵
NCテ ーープ プロッタ図

「

MELTSフ プイル・データ

作業指導書

図5-7MELTSの 構 成
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れ てい る ワー ク ・サ イクル な どの デ ー タが直 接 利用 で きる よ うに フ ァイ

ル され る。

4グ ル ー プの フ ァイル ・デ ー タは パLト プ ロ グ ラムか らの指 定 に よっ

て取 り出 され る場 合 と,シ ス テム ・プ ロ グ ラムが 必要 に応 じて コアに読

み 込 む場 合 とが あ る。

(2)MELTSの 言 語体 系

図面 上 の情 報 を な るべ く直 接 的 で簡 潔 に記 述 で き るこ と を 目的 としてME

LTS言 語 が設 計 され た こ とは前 に も述 べ た が,さ らに次 の点 につ い て も留

意 した。

・ カー ドの カ ラム に一 さい無 関係 な形 式(会 話 形 式へ の拡 張 を考 慮 して).

・ ボキ ャ ブラ リ ・ワー ドは旋 削加 工 に馴染 みの あ る もの(現 場 の技 術 者 に

使 用 しやす い)

・ 煩 雑 さ を避 け るた めに,特 定 の省 略 形 を少 な く し,全 ボキ ャ ブラ リ ・ワ

ー ドは頭 か ら4文 字 まで で識 別 す る。

通 常 の旋 削部 品 は 図5-8に 示 す12個 の基 本 的 な 図形 に分解 され る もの と

し,こ れ ら を"基 本 形状 要素"と 呼 ぶ。 素材 お よび 仕 上が り形 状 は基 本 形状

要 素の つ な が りと して 記 述 され,基 本 形 状要 素の1つ に対 応 す る,図 面 を構

成 す る1線 分 をttセ グ メ ン ト"と い う。各 セ グメ ン トは,基 本 形 状要 素 を示

すF,L,T,R,C,O,P,G,Q,D,Bお よ びSの 記 号 に続 く,1桁 乃 至3

桁 の数 字 に よ って表 わ され るセ グメ ン ト名 が つ け られ,そ れ に対 応 す る図面

上 の諸 デ ー タを用 い て定 義 され る。

MELTSの パ ー トプ ログ ラムは図5-9に 示 す よ うに'素 材 形状 の部",

"仕 上が り形状 の 部"お よびttオ ペ レ ー シ ・ ン部"の3つ の 部分 か ら成 り立

って い る。

各 々の基 本 形状要 素 の定 義 文 は2種 類乃 至9種 類 あ り,加 工 の質 に関 す る

指定 には,セ グメ ン トの定 義 文の 中 に記 述 す る方 法 と,形 状 全 体 に対 して 指

定 す る方 法 とが あ る。 寸 法 精 度,ア ライ ソ メ ン ト.表 面 あ らさ,後 加 工 に関

して指 示 す る こ とがで きる。 オペ レー シ ・ン部 で 使 用 す るNC旋 盤,素 材 の
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材 質 な ど を指定 す るこ と に よって,前 もって 作 られ てい るMELTS・ デ ー

タ ●フ ァイル か ら必 要な デ ー タ を コア に呼 び出 す手 掛 りとす る。 図5-10に
`

MELTS言 語 に よ るパ ー トプ ログ ラ ムの 例 を示 した。

この例 は旋 盤 作 業 の セ ン ター作 業 の部 品 と して形 状 の複雑 度は 普 通 程度 で

あ るが,MELTSへ の 入 力 で あ るパ ー トプ ロ グラ ムで は約30ス テ ー トメ ン

ト程 度 とな る。 パ ー トプ ログ ラム の大 きさは 〔(素 材 のセ グメン ト数)+

(製 品 のセ グ メ ン ト数)+10〕 の約1倍 か ら12倍 の ス テー トメ ン ト数 で

お さ まるだ ろ う。MELTSは 素 材 と製 品 の 各 々が約100個 のセ グメ ン トか

ら形成 され て い る形 状 ま で処理 で きる ように な ってい る。

'

駄 形状

要 素

シ

〆レ

祈 屈 する

吾戊状 ・例

榊 力線
と しエ の

シ ン ポ`,レ

協 働 F 亥.,∫ AF
'!

長 子 L { AL

テ 一 八 。 T 、 グ 「
,
AT

円 弧 、 R つV
,
AR

－

色]百 又 り C 一 う
,1一 /

丸 め ◎
『㌔
.」 /

シiち G 貌,v /
ぬ す 吾 Q 易.,易 /
ね じ' P・ 耳 /
繰 形 S v /
寸ぐリ 定 B 乾 /
ド ・〃レ 定 D 駐 /

●

●

図5-8基 本 形 状 要 素
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丁
{

素
材
形
状
の
部

〔MELTSstatements〕

PARTNO-=…

BLANK

L、TOR*

RTOL

EXTERNAL

}

仕
上
が
り
形
状
の
部

INTERNAL

.**Sl='"

SPECIFICATION

LTOR

}

}

INTERNAL

si=…

OPERATION

真MACHINE-…

レ
]MATERIAL-…

ζ
CLAMP-…ン

の
部i

⊥
END

{
RTOL

{EXTERNAL}

説 明

パー トプログラムの始 り

大見出し(素 材形状の部のはじま り)

中見出し(形 状を記述していく向き)

小見出し(外 径または内径の指定)

形状の記述

大見出し(仕 上がり形状の部のはじまり)

中見出し(形 状を記述していく向き)

小見出し(外 径または内径の指定)

形状および加工の質の記述

大見出し(作 業条件の部の始 り)

使用する機械のファイル名の指定

〃 素材 〃

〃 保持方法の指定

加工条件の指定など(オ プション)

パー トプログラムの終 り

*{}の 中の ワー ドはいずれかが選択 され る。何 もかかれない場合はアンダー

ラインを付 したワー ドがあ るもの とみな され る。

**セ グ メン ト名 を示す記号

図5-9MELTSの パ ー トプログラムの構成
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◎ ・・
匝!-.9

胃 §

岬
F4L6

_⊥_

8030(FC30)

輌

部品番号KANKAN-13

φ

.

@********MELTS********@

@KANKAN131972.1L19@

@*********************@

@@

PARTNO=KANKAN13

BLANK

LTOR

一一
@@

SPECIFICATION

LTOR

EXTERNAL

F1-Z/10

L1=DIA/70,LENG/30

F9-Z/30

L9=DIA/78,LENG/10

T1=DIA1/7&DIA2/9αLENG/60

L2=DIA/90,UT/0.02,LT/α$

LENG/50,TRIA/2

L2-DIST/150,FROM/F1

_ミ ー一一「=≡i一 一

L7=DIA/80,LENG/40

F6-DIST/-30,FROM/F7

L8-DIA/70,LENG/30

F7=Z/490

SURFACE=RA/100

@@

OPERATION

MACHINE-MELAC

MATERIAL-8030,HB/160

CLAMP-PROCESS/1,DRIVER/SCEX

@@

END

●.

●

図5-10パ ー トプ ロ グ ラ ム の 例

一170一



◆

■

●

(3)テ ク ノ ロジー 部 の概 要

MELTSの 概 要 を図5-11に 示 した。 テ ク ノ ロ ジー部 の9つ の ス テ ージ

におい て逐 次 加 工 の工 程 が 自動決 定 され,出 力 ル ー チ ンに よっ て,保 持 法,

ツー リン グな ど を指 示 す る作 業 指導 書 をプ リ ン トし,NCテ ー プ を出力 す る。

ま た指 定 に よ り工 具径路 をプ ロ ッ トした 図面 も出力 され る。 テク ノ ロ ジー部

は次 の9つ の ス テ ー ジ を順 次 た ど る。

aパ ター ン識別 ス テ ージ:セ グメ ン トの い くつ か の連 な りは,P,V,M

またはRの どれ か の"パ ター ン"を 形 成 し,素 材 お よび仕 上 が り形状 は,

これ らパ ター ンの連 な りによ って特 徴 付 け られ,一 つの"パ ター ン ・タイ

プ"を 有 す る。 この ス テー ジ は,対 象 とす る部 品 が どの よ うな パ ター ン ・

タイ プ に属 す るか を識別 す る。 また形 状 の凹 凸 の 大小 関係等 も把 握 す る。

bオ ペ レ ー シ ョン ・レベ ル ・ス テー ジ:切 削 に おい ては一 般 に荒 削 り,中

間 仕上 げ お よび仕上 げ の3通 りが あ るが,こ れ を1-〔 荒 削 り〕,2-

〔荒 削 り 〕+〔 中 間 仕 上 げ 〕,3-〔 荒 削 り 〕+〔 中 間 仕上 げ 削 り 〕+

〔仕上 げ 削 り 〕で表 し,オ ペ レー シ ョン ・レベ ル と呼 ぶ。 この3段 階 の レ

ベル は セ グ メ ン ト毎 に決 定 され る。 図5-11の 右 側 に例 示 す る よ うに,こ

の ス テー ジで は寸 法許 容差,L/D(部 品 の全 長/部 品 の最 小直 径)お よ

び 素材 の 熱 処 理の 状 態 に よ って3つ の レベ ル に区別 され る。 セ グメ ン トL

1は 直 径 方 向のITナ ンバ が 小 さい所 か ら精度(T)が 良 い ク ラス に属 し,

オ ペ レー シ ョン ・レ ベ ルは3と な る。

cク ラ ン ピン グ ・サ イ ド ・ス テー ジ:ク ラ ン ピン グの 回数 を確 定 し,第1

工 程で は 部 品の 左右 い ずれ か ら切削 をは じめ るか を決 定 す る。

d切 削範 囲 ス テー ジ:各 工 程(チ ャ ッキ ング)の 切 削可 能 の範 囲 を きめ る。

eク ラン ピン グ ・ポ ジ シ ョ ン ・ス テー ジ:パ ー トプロ グ ラム中 で指 示 され

た部 品の 保 持方 式 に よ り,チ ャ ッキ ング す る もの につ い ては,機 械 フ ァイ

ル のチ ャ ックの 仕 様 を用 い て加工 物 と爪 との対 応 をつ け る。

f工 具選 択 ス テー ジ:加 工 に必 要 な全 工 具 を決 定 す る。 す なわ ち加工 物 の

形状,オ ペ レ ー シ ョン ・レベ ル,刃 物 台 の制 約 な ど を考 慮 して,工 具 フ ァ
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イ ルの 中 か ら適 当 な工 具 を選定 す る。

gと りし ろス テー ジ:荒 削 りにお け る工具径 路 決 定 の ため の方針 を定 め,

そ の工程 に従 っ て順 次 セ グメ ン ト毎 の と りし ろを計 算 す る。

h切 削条件 ス テ ー ジ:(7)の ス テー ジで計 算 され た と りし ろ をオペ レー シ ョ

ン ・レベ ル に従 って,荒 削 り用 ,中 間仕 上 げ用 お よび仕 上 げ用 に分 割 す る。

分 割 され た と り し ろにつ い て,素 材 の 材 質,形 状,工 具 の 材種 お よび保持

方 式,機 械 の 動力,送 り速 度 お よび 切 削速 度 の制 限 な ど を圃酌 して,き り

こみ,ト ラバ ー スの 回 数,送 り速 度 お よび 切 削速 度 の組 合せ を求 める。 た

と えば荒 削 りに際 して は単 位 時 間当 りの切 削容 積 が最 大 とな る よ うな切 削

条 件 を求 め る。 また中 間 仕上 げお よび 仕 上 げ削 りにつ い ては 表面 あ ら さの

指定 が 考 慮 され て,送 り速 度 お よび切 削速 度 が計 算 され る。送 り速度 お よ

び切 削速 度 に つ い ては 対応 す る コー ドが機 械 フ ァイ ル に よ り決定 され る。

i工 具 径 路 ス テー ジ:(8)ス テー ジで 決定 され た切 り込 みお よび トラバ ー ス

の 回数 に従 って,荒 削 り,中 間仕 上 げ,仕 上 げ お よび 溝入 れ など の全 工 具

径路 を決 定 す る。仕 上 が り形状 と使 用 工 具 の干 渉 チ ェ ッ ク を行 い なが ら,

荒 削 りか ら順 次工 具 の位 置 を求 め,そ の工 具 が動 くた め に必 要 なTコ ー ド,

Fコ ー ド,Sコ ー ドな ど と共 にCLデ ー タ を作 る。

jポ ス トプ ロセ ッサ:機 械 フ ァイ ル中 の 数値 制御 に関 す る デー タ を参 照 し

なが ら,CLデ ー タ をNCテ ー プの コー ドへ 変 換 す る。上 述 の テ ク ノ ロジ

ー部 で か な りの こ とが処 理 され て い るた め
,こ こで は対象 とす るNCの 特

殊 な ル ール を付 加 す る な どの他 は,ど のNCに 対 して も共通 的な機 能 で よ

いo

(4)MEL,TSの 出 力

図5-12(a)は 目で 見 るMELTSの 入力 お よび 出力 で あ る。中 間結 果 の 主

な もの は,前 述 の テ ク ノ ロジー部 の各 ス テー ジの 処理 結 果で あ り,作 業 指導

書 に出 力 しな い詳細 な結 果 もプ リン トす る。 次 の ヴ ァージ ョンで は これ 等 の

プ リ ン トをパ ー トプ ロ グ ラム にお い て選択 で き る よ うに改良 中 で あ る。

同 図(b)は 見 本市 会 場 にて,MELTSよ り出力 され たNCテ ー プで荒加 工
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を行 った製品 で あ り,同 図(c)は その第1工 程 の工 具径 路 を示 す プ ロ ッタ図面

で あ る。

な おMELTSの 出 力 したNCテ ー プで切 削 して い る様 子 を図5-13に 示

した。'
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← パー トプログラム}入 力

← プロッタ図

←NC紙 テ ープ

← 作業指導書

出 力

← 中間結果

切削加工物

(a)パ ー トプログラムか ら加工物まで

(b)切 削 された製品(荒 加工 のみ)

図5-12

}目 的

(c)第1工 程 の工具径路

MELTSの 入 力および出カ
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5.3.5イ ン プ リメン テー シ ョ ン

(1)作 業 経 過

MELTSの サ ブシ ス テ ムで あ るセ ンタ ー作 業 を対 象 と し たKKTSが 第

6回 国際 工 作 機械 見本 市 に参 考 出品 され た こ とは前 に述 べ た通 りで あ る。 そ

の 後 この ヴ ァー ジ ョン(Fヴ ァー ジ ョ ン と呼 ぶ こ とにす る)は チ ャ ック作 業

を含 めて 処 理 で き るよ うに改 良 が開始 され て い る。 こ こで はFヴ ァー ジ ョン

まで の作 業 経過 を述 べ る。

図5-14に 示 した よ う に トラ ンス レー タ70K語,テ ク ノ ロジ ー部 は デ ー タ

領域 を含 めて116K語,ポ ス トプ ロセ ッサ14K語 で テ ク ノ ロジ ー部 とポ ス ト

プ ロセ ッサ は105個 の サ ブル ーチ ン か ら構成 されて い る比較 的 大 きい シ ス テ

ム ・プ ログ ラム で あ る。 これ らは延 べ10人 によ って コ ーデ ィン グされ た。本

研究 の 中 心 グル ー プが 必 ず し もプ ログ ラ ミン グ を専 門 と してい な い研 究 者 で

あ る こ とと,各 ス テー ジの アル ゴ リズ ムの開 発 を重 視 した 所 か ら,プ ロ グラ
サ

ムの大 きさ に関 して は あ ま り注 意 が払 われ て い な い。 また所属 す る研 究 所 も

異 な って い るな どの ため,共 同作業 が行 い に く く,ス テ ージ 間の イ ン ター フ

ぐり 　

エー スに予 想 外 の 食 い違 いが 生 じた た め,さ らに応 急 用 の プ ロ グラ ムが付加

され るな ど将 来修 正 に よ って あ き らか にサ イズ を小 さ くで き る所 もあ る。加

工 技術 の ノウハ ウの体 系 化 にあ た り,実 験 お よび デ ー タの 分析 を行?て アル

ゴ リズ ム を開発 し,流 れ 図 か らコ ー デ ィング まで の作 業 を各研 究 者(主 に4

人)が 行 っ たが,プ ロ グ ラ ミン グ に関 して は必要 に応 じて専 門 の プ ロ グ ラマ

ー に依 頼 で き る こ とが 望 ま しい こ と を痛 感 し た
。
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6.
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取 り し ろ(6K語)

8.

切 削 条 件(30K語)

9.
工 具 径 路(30K語)

10出 カ ル ー チ

・

ン(6K語)

11.

ポ ス ト プ ロ セ ッ サ(14K語)

・ 作 業 指 導 書

.NCテ ー プ

・ プ ロ ッ タ 図 面

、20K語

・NC機 械 仕 様

・ 材 質 ・工 具

・基 準 面 な ど

MELTSデ ー タ 構 造

(16K語)

魂 ・…
i

-

・BLANK(素 材)の 仕様

・sPEC(製 品)の 仕様

・各ステージで処理した結果

(出 力)

フ ア ・イ ル

図5-14Fヴ ァ ー・一ージ ョ ン の デ ー タ領 域 と プ ロ グ ラム の 大 き さ
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(2)実 行 およ びプ ログ ラム修 正

図5-15に 示 した よ うにFヴ ァー ジ ョ ンで は,プ ログ ラ ム ・サ イズ が大 き

い た め ジ ョブ を2つ にわけ た。JOB1は 高 速 コ アメ モ リ(HCM)に おい

て処 理 を行 い,結 果 は デ ィス クに 出力 され る 。 テ ク ノ ロジ ー部 とポ ス トプ ロ

セ ッサ をJOB2と して,低 速 コアメ モ リ(LCM)に お い て処 理 を行 った 。

LCMの た め処 理 時 間 は長 くな るが,プ ロ グ ラム ・サ イズ の制 限 上 止 む を得

なか っ た。 この ヴ ァー ジ ョ ンに手 を加 えない で セ グメ ンテ ー シ ョ ンを行 っ た

場 合最 大 の プロ グ ラム ・サ イ ズが図5-16に 示 す よ うにな る 。遠 か らずTS

Sで 利 用可 能 なHCMの 大 き さに修 正 す る必 要 が あ る。

現 在NC機 械 その他 の デ ー タ ・フ ァイル は まだ完 備 して お らず,デ ー タ ・

カー ドとな って お り,ラ ンの 都度 入 力 され て い る。

■

JOB1

JOB2

トラ ンス レータ部(60K語)

テ クノロジ部(140K語)

⑱

'

図5-15Fヴ ァー ジ ョ ン の 実 行
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図5-16当 面可能なセグメンテーションの大きさ

(3)デ バ ッギ ング

シ ステ ム ・プ ログ ラム は大 別 して8グ ル ー プ に分 割 して デバ ッギ ングが 行

われ た 。 リモ ー ト ・バ ッチの端 末 が 設 置 され た当初 におい ては,セ ン タ ーの

諸 条 件 に よ りデ ィス ク をプ ラ イ ベイ トに 占有 す る こ とがで きな か っ た こ と も

あ り,図5-17の(1)に 示 す よ うにMTに よ りアッ プ ディ トを行 った。 グル ー

プ毎 にMT上 の原 始 プ ロ グ ラム を修 正 し,テ ス トラ ンの都 度 コ ンパイ ル を行

って い た。

デ ィス クが 使 用 で きる よ うに な り,見 本 市 を控 えてい る所か ら,セ ン ター

の 御協 力 を得 て大 巾 に デ ィス クを借 用 して,リ ロケ ー タブル(RB)形 式 で

図5-17(2)に 示 す方式 でデ バ ッ グを行 っ た。 デ ィス クの使 い方 と して は,図

5-18の(1)に 示 す よ うに各 グル ー プ単 位 で デバ ッ グを行い,順 次連 結 し てい

った 。Fヴ ァー ジ ョンにお いて は,ト ラ ン ス レー タは実行 形 式,テ ク ノ ロジ

ー部 とポ ス トプ ロセ ッサ は実 行 形 式 とRB形 式 の2本 立 を格 納 し.完 全 に結

合 され て1本 とな った テ ク ノ ロ ジー部 とポ ス トプ ロ セ ッサ のRB形 式 の フ ァ

イル は,デ バ ッグ用 で あ る。 これ が今後 の ヴ ァー ジ ョン ・ア ップ に おい て基

本 的 に使用 され る予定 で あ る。 トラ ンス レ ー タについ て は,MELTSの 構

想の も とに完 全 に コー デ ィン グしな い こ と にな る。 なお,現 在 は とか くLP
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へ の 出力 量 が多 く,こ れが 多 分 に ター ミナル の 使用 効率 を下 げて い るの で,

同 じジ ョ ブで も随 時 出力 量 を制 御 しう る手 段 を考 え てい る。

(1)

Q
原 始 プログラム

リロケータブルバイナリ

(RB)

UPDATE

サ ブル ー チ ン

(2)

RB

(EDIT・R-〉

図5-17各 ステー ジのデバ ッグの方法

(1)

グ ル ー プ(RB)

グ ル ー プ(RB)

グ ル ー プ(RB)

グ ル ー プ(RB

グ ル ー プ(RB)

グ ル ー プ(RB)

グ ル ー プ(RB)

グル ー プ(RB)

47.秋 ま で

一

②

テク.。 ジー敵RB)

、Fヴ ァ ー ジ ョ ン

δ

図5-18デ ィ スクの使 い方
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5.3.6リ モー ト ・ター ミナ ル の利 用結 果

(1)デ ー タの背 景

機械 技 術 研究 所 の リモ ー ト ・ター ミナルの利 用 結 果 に関 す るい くつ か の デ

ー タ を,昭 和47年8月15日 ～昭 和48年 ユ月31日 間の使 用実 績 につ い て

示 す。 この 間の 利用 は全 て,リ モ ー ト ・バ ッチ処 理 に限 られ て い る。

こ こに示 され る もの の原 デ ー タは,ジ ・ブ件数 に して180件 余 で あ る。 実

際 には もっ と多 くの ジ ョ ブが 処 理 されて い るが,次 の 理 由で 全 て の デー タ を

扱 か うことが 出来 なか っ た。

a未 だ 設 置後 日が 浅 いた め と くに設 置初 期 にお い て は各種 の テス トや調 査

が行 なわれ,そ の際,か な りの タイ プ ライ タ ・メ ッセ ー ジやLPの 出力 リ

ス トが 緊急 に所外 へ 持 出 され ざる を得 な か った こ と。

b工 作 機 械見 本 市 で の参 考 展示 に際 して,そ の移 設 時期 や会 期 中 の繁 忙 な

どの た め,デ ー タの確 保 が完 全 に行 かな か っ た こと,な ど。

リモー ト ・バ ッチ と して 扱 か われ た ジ ・ ブの 内 容 を類別 す る と大 よそ次 の

ご と くで あ る。

①MELTSの イ ンプ リメ ン テー シ ・ンに関 して:

(a)サ ブル ーチ ンの コ ンパ イル

(b)サ ブル ーチ ンの ア ップ デ ー ト

これ らについ て は,MTベ ー ス の場 合 と,デ ィス ク ・ベ ー スの 場 合 とが

あ るが,最 近 は殆 ん ど後 者 とな りつ つ あ る。

②MELTSの 実 行

(a)特 定 ス テー ジの 単 独 の ラン

(b)MELTS全 体 の ラ ン

㈲ 結果 の チ 。 。クの た め,出 力 専用 の ルー チ ンを適 宜1さ し込 む場 合

が あ る。

(ロ)セ ン タ ー の プ ロ ッ タ を 用 い る場 合 が あ る 。

以 下 に,

① タ ー ン'ア ラ ウ ン ド ・タ イ ム(SYSIN終 了 か らSYSOUT開 始 ま で
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の 時 間)

② 出力 時 間(SYSOUT開 始 か ら同 終 了 まで の 時間)

③ コ ア ・サ イ ズ(K語)

につ いて 示 す。 これ らは 先 に述 べ た理 由 に よ り,逐 一 ジ ョブ毎 に対 応 は つ け

ず,そ れ ぞ れ単 独 に集 計 し た もの で あ る。

な お処 理 され た ジ ョ ブの うち,大 きい 部 類 に属 す る もの ,及 び小 さい もの

の 例 を挙 げ る と,表5-5の よ うに な る。

表5-5扱 かわれた ジョブの例

CPU時 間 CORE時 間 COREサ イズ

1/29" 3'10" 149KW
大 きい部類

に属 す る
3'29" 33'14" 153KW

ジ ョブの例 0'41" 7'35" 108KW

2'11" 4/48" 93KW

14" 34'53" 1KW

小さい部類 01" 1'44" 15KW

に 属 す る 01" 08" 14KW

ジ ョブの例
03" 25" 15KW

01" 05" 18KW

(2)タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド'タ イム

図5-19に1ジ ョブ当 りの ター ン ・ア ラウ ン ド ・タイ ムの分 布 を示 した。

この デ ー タに は,ユ ーザ 側 が制 御 文 や文 法 の エ ラ ー を犯 した場 合 も含 まれ て

い る。 な お 直接 本 項 には 関 係は ないが ,出 力 中 に シス テム に何 らか の障害 が

発 生 して完 全 な 結 果 を手 に出来 な か っ た場 合 も含 まれ て い る。

図5-20は これ を累積 分布 として見 た もので,こ れ よ り50%の ジョブが6

分以 内 に出 力 を始 め る こ とが わか る。

次 に1日 の うちのSYSIN時 刻 に よ って,タ ー ン ・アラ ウ ン ド ・タイ ムが

違 うか ど うか見 た もの が,図5-21で ある。 一 般 に午 前 中 の方 が 早 い よ うに

感 じてい たが,セ ン タ ーで の クロ ーズ ドの 前 日受付 分 の ジ 。ブが処 理 され る

ためか,遅 い こと もしば し ばあ る。 む し ろ,昼 休 み 直後 く らいの 方 が全 般 に

早 い よ うな 結果 が 出 てい る。
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な お,通 常 の サ ー ビス時 間以後 の デ ー タは見 本 市 の た め に特 にサ ー ビス を

お 願 い し た と きの もの で,一,二 の 例外 を除 けば,大 き な ジ ョブ を流 す こ と

が 多 か っ た に も拘 わ らず,殆 ん ど10分 以 内 に返 って来 た よ うで あ る。

■

,

15
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〔
誤

〕

5

・

診
髪

注1)

1

システム全般の何 らかの障害があ った。

1臓 難 ・・一な・があ・た・

目的を達した。
一

注2)タ ーン・ア ラウンド・タイムの数値は分未満

を切 り捨てたもの。

嚢
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■
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蓼
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櫓

図5-19タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イ ム の 分 布
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(3)出 力 時 間

図5-22は1ジ ョ ブ当 りの タ ー ミナル のLPへ の出力 時 間 で あ る。MEL

TSを 実行 させ る と きには,現 在 は チ ェ ック用 に多 量 の出 力 を行 な わせ て お

り,多 い と きでは200ペ ー ジ程 度 とな る。

φ

●

15

§10

:

012345 78910「i

l5

出 力 時 間 〔mln〕

㌣3i361i11911i1?11111fi
202530406080100120140160

図5-22リ モ ー ト ・タ ー ミナ ル に お け る 出 力時 間

(4)コ ア ・サ イ ズ

1ジ ョ ブ 当 りの コ ア ・サ イ ズ の 分 布 を 図5-23に 示 した 。
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■
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5.3.7リ モー ト・バ ッチ 処理 方 式 を利用 して

(1)端 末装 置 上の 問 題

7月 末 に 当計 算 機 室 に搬 入 され て か ら,契 約 通 り1週 間 の調 整 期 間 後 た だ

ちに単 体 と して 使 用 可能 とな り,8月15日 か らFACOM230-60の リモ

ー ト ・ター ミナル として稼 動 に入 って6ケ 月 を経 過 した。期 間 を通 して気付

い た 事 を次 に述 べ る。
θ

aラ イ ン ・プ リ ン タ:初 期 にお い て,"LPERR"が お こ った り,必 要

以上 にペ ー ジ送 りをす るな ど の異 常 が あ ったが,速 やか にCEに よ り対策

が講 じ られ た 。

bカ ー ド ・リー ダ:期 間の 前 半 に お い ては,"CRERR"が 起 りや す く,

ときには 全 くカー ドを読 まな くな るな どの 故障 が 目立 った。現 在 で も1日

の うちで 電 源投 入後30分 以 内 にはttCRERR"が お こ る頻 度 が高 いが,

ほ とん どす ぐ正 常 に復 して い る。

*

c出 力 ス トップ:ラ イ ンプ リン タにSYSOUT中 に,突 如 プ リン トを停 止

し,コ ン ソール ・タ イ プ ラ イ タには何 もメ ッセ ー ジ を出 さな い上 に,タ イ

プ ライ タ か らの リク エ ス トを受 け付 けな い現象 が起 った。 この とき 回線 制

御 プロ グ ラムは こわれ て い る。 この 時 セ ンタ ー側 にはttSERR"が プ リ

ン トされ る。 この原 因 は セ ン タ側 と富 士通 の協 力 に よ って究 明 され,今 年

1月 に対 策 が 講 じ られ,そ の後 こ の現象 は まだ起 ってい ない 。 こ こで は詳

細 は 省 くが ハ ー ド上 の 問 題 で あ っ た。

d紙 テ ー プ ・パ ンチ ャー は,一 度 もTSSで 異 常 な く稼 動 して い る。TS

Sに は無 関係 だ が タイ プ ライ タに付 属 して い る紙 テー プ読 み取 り部 と,穿

孔 部 の動 作 が初 期 に おい て 異常 が 多か っ たが,現 在 は適 切 な処 置 に よ りス

ム ーズ に動 い て い る。

(2)ソ フ トウエ ア ・サイ ドの 問 題

処理 件 数 の 増 大 と見 本 市 に出 品 す る とい う期 限 付 きの 目標 の存 在 と に.よ り,

*端 末 側 で は"ウ ン ス ンエ ラ ー"と 呼 ん で い た 。
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僅 か半 年 余 で は あ るが種 々の 問 題 が発 生 し,か つ 対策 が 立 て られ た。 そ れ ら

の 主 な 問題 は 次 の よ うな もので あ る。

a端 末 側 にISOコ ー ドで紙 テー プ を出 力 す る場 合の 的確 な手法 が みつ か

る まで に,試 行錯 誤 が 繰 り返 され た。 これ は次 の ジ ョブ制 御 文 で指定 で き

る 。

例 句
WRITE(8,900)(BUF(1),1=1,ICOUNT)

900FORMAT(100A1)

とプ ロ グラ ム中 にあ った場 合

¥FDFO8,SYSOUT=(REMOTE,▼DEV=PP▼),FILE=(

(TEMP,AAA),UNIT・=F471K,VOL=WORK,

TMOD=9,RCDSIZE=136,BLKSIZE=136

b端 末 か らセ ン タのMTを 使 用 す る場 合 に,fileopenし ない こ とが 時

折 り起 っ た。 これ は全 く同一 条件 の もとで オー プ ンした りしな か った りす

る とい う現 象 で あ ったが,OS上 の 問題 で あ る こ とが判 明 し,解 決 をみ た。

cラ イ ンプ リン タの ペ ー ジの頭 を揃 え る た めの セ ッ トの位置 が な かな か 安

定 しなか った が,現 在 安 定 して い る。

d(1)の 出 力 ス トップの現 象 は,ソ フ ト上 の問 題 かハ ー ド上 の 問題 か区 別

がつ きに くい現 象 の た め に,多 角 的 かつ総 合 的な 数 多 くの テ ス トを必 要 と

した。 この 経験 に照 らし て,TSSに お け る原 因 不 明の 問 題発 生 に対 して

は,セ ンタ側 の柔軟 かつ 統 轄 的 な処 置 が大 切 で あ る と考 え る。

eカ ー ド ・リー ダに関 す る エ ラーが生 じた と き,タ イ プ ライ タか らの指 示

で 適 切 な処 置(た とえば そ の ジ ョブ をキ ャ ンセ ル す るな ど)が とれ る と よ

い 。現 在 は途 中 の カ ー ドを外 して,¥ENDカ ー ドを読 ませ るが不 便 で あ

る。

fラ イ ン プ リン タで 出力 中 に,LPの 操 作 ボ タ ンに よ って プ リン トを中 断

出 来 る こ とが 望 ましい。 現 状 では禁 止事 項 とな って い る。

gり モー ト'タ ー ミナル を用 い て い る と電話 も非 常 に よ く使 う もので あ る
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(モ デ ムの 電話 とは 別 に)。 た とえば セ ン タ側 が ダ ウ ンした と き,処 理が

待 た され て い ると き,な ど何 らか の メ ッセ ー ジが タイ プ ライ タに出 て来 る

と有難 い。

また,タ イプ ラ イ タの メ ッセ ー ジが で る と きは,日 付 け も一緒 に 出 る と

よい。

hつ いで なが ら,操 作手 引 書が もっ と懇 切丁 寧 で あれ ば有 難 い と思 う。 ま

た ジ ョブ ・マ クロにつ い て も幾 通 りか の メニ ューが あ る と良 い と思 う。

i第6節 で記 した よ うな デ ー タの もとにな る,タ ー ミナル の 利用状 況 に関

す る記 録 の確 保,保 存 は重 要 な こ とで あ る と常 々考 え てい る。 しか し,コ

ン ヒ。ユ一 夕の ユ ーザ とい う立 場 にあ る と き,そ の 第1の 目的 は コ ン ヒ。ユー

タに よ って しか るべ き結 果 を得 る ことで あ り,ど うして も目先 きの過 程 は

二 の 次 にな「りが ちで あ るの で,相 当な努 力 を払 わ な い と ,つ い将来 に と っ

て必 要 か も知 れ な い デー タ も失 な わ れが ち であ る。何 か それ に関 す る効率

的 な上手 な や り方 が あっ た ら知 りた い と考 え て い る。

←

5.3.8む す び

日本 情報 処 理 開発 セ ンタのFACOM230-60に よるTSSリ モー ト ・ター

ミナル は,機 械 研 にその 一 つ を設置 した未 だ半 年 少 々で あ るが ,旋 削加 工 用 自

動 プ ログ ラ ミングの 研 究 に対 して 有効 に利 用 され て い る。 そ の間,半 月 ほど晴

海 へ移 設 して工 作 機械 見 本市 の 参 考展 示 に利 用 され た りもした。 これ まで,い

くつ かの 技術 的 問 題 も発 生 し たが,そ の都 度解 決へ の努 力 が な され,全 体 とし

て効 率 的 な利 用 が果 た され て来 た。

今 後 もよ り活 用 して,機 械 工 業 向 きの新 しい シ ス テ ムの 研究 ・開発 に役 立 て

て ゆ きた い と考 えて い る。 ま た本 報 告 で は ター ミナルの利 用 実績 に関 す るデ ー

タは,あ ま り充分 な もの を示 せ な か っ たが,将 来 の た めに も貴 重 な 資 料 ・情 報

とな る と思 われ るの で その 蓄積 に も努 めた い。 な お,当 面 は リモ ー ト『・バ ッチ

処 理 が主 体で あ るが,デ マ ン ド処 理 も随 時,利 用 してゆ きた い と考 えて い る。
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6MONITOR-Vに つ い て

外部端 末 に対 す るTSSサ ー ビスの 実施 に と もない,完 全 ク ロ ーズ制 に よる

MONITOR-Vの3元 処 理 を約10ケ 月運 用 して きたが,ク ロー ズ制 に移 行 す る

際 には それ迄 オ ー プ ン使 用 になれ て い た た め,利 用 者 か ら完 全 ク ロ ーズ に対 し

て は か な りの反 対 もあ った が,現 在 で は極 あた りまえ の ような状 態 に な って き

た よ うで あ る。 そ こで現 在 の シス テ ム及 び運 用方 法 等 に対 して,セ ン ターの 使

用 者が どの よ うな 意 見 を もってい るか アンケ ー ト調査 を行 な ったの で そ の中の

主 な もの につ い て掲 載 して み る と以下 の よ うな 結 果 とな った 。

な お,回 答 者 は主 な使 用 者21名 で あ る・

①MONITOR-Vは 卒 直 にい って使 い易 いで す か。

1.使 い 易 い2.普 通3.使 い に くい

IIII`11

①7人
一

lIl|1■|llIl`

②13人 ㊤

② 障 害 に つ い て,

・ハ ー ドウ エ ア

1.多 す ぎ る 2.普 通 3.少 な い

`,IIII}111

①11人

IIlI811`

②9人
③
1人

・ソ フ トウ エ ア

1.多 す ぎ る 2,普 通 3.少 な い

IIIIIlIl

①9人
1

If,`Illll1

②10人

|

無回答
2人

③ バ ッチ ・ジ ・ ブで 急行 ジ ・ブ,長 時 間 ジ ・プ,CORE使 用 量 の大 きい ジ

ョブ とい った よ うに ジ ョブ を区別 して処 理 すべ きだ と思 い ますか 。

1.YES2.NO
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④ 現 在 の よ うな運 用 状 態 にお い て デ マ ン、ド ・ユ ーザに対 して メモ リの使 用 制

限 をすべ きだ と思 い ます か。

1.す べ きだ2.す べ きで な い3 .場 合 に よ る

⑤ 制 限 す べ き とすれ ば どの位 にすべ きだ と思 い ます か。

⑥TSSサ ー ビス時 間帯 とバ ッチ処理 時 間帯 を明 確 に 分離 すべ きで あ る と思

い ます か。

1.YES・2 .NO

1`IlIllI1lI
lI

①14人 ②

lll

③4人

1

無回答
2人

1

30殺 下 ・藪 下蜘 課噺
1117111111

無回答11人

②19人 回

⑦C。'RE_答 時_、 。てデマン ド.ジ 。ブの同時酬 《台

数 の 制 限 をすべ きだ と思 い ます か(例 えば,3端 末 以 上 の 同 時使 用 を ソ フ ト

的 に禁止 す る とい っ た こ と)。

1.す べ きだ2 .す べ きで ない3 .わ か らな い

⑧ デマ ン ドの優先櫛 こっ いて,C6RE優 先権 をバ ッチ処理 よりも無条件 に

下 げ るべ きだ と思 い ます か。

1.YES2NO3
.わ か らな い

⑨ 現 在 の 運 用 形 態 は,

1.よ い2.普 通3 .改 善 すべ きだ
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|II`・1・1・l

IIlI

②15人

|

③2人

II

無回答3人

lII

①4人
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②9人
、

ll,lll「

③8人
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、

①3人 ②14人 ③3人
…回
答

⑩ ク ロー ズ制 に対 して は,

1.反 対2.や む を得な い

4.今 の ままで よい

3.方 法 を変 え るべ きだ

一二 コ
⑪MONITOR-Vの 長 所は,

この質 問 に対 して は 次 の よ うな 回 答が あ った。

・短 所 として指 摘 され る よ うな 点 を除 けば全 般 的 に よ く出来 て い る。

・大 体何 ん で も出 来 る)。

・機能 が豊 富 で あ る。

・オ ープ ン シ ス テ ム で あ る(セ ン タ ールー チ ン等 セ ンタ側 で簡 単 に機 能 を

追加 出来 る)。

・装 置 か らの独 立。

・機能 の 拡 張 性 が あ る。

⑫MONITOR-Vの 短 所 は,

・ジ ョブの 優 先 権 の扱 い が原 始 的 で あ る(Multicsの よ うな考 え を導 入す

べ きであ る)。

この 優先 権 につ い て は,ス タチ ッ ク的で あ る,機 械 的 で ある とい っ

た よ う に表 現 は 異 るが最 も多 くの人が 指 摘 し て い る。

・デ マ ン ドジ ョブに おい て も,Fileに 対 す るFDカ ー ドを ジ ョブ開始 前 に,

マ ク ロコ マ ン ドのパ ラ メー タとい う形 で 用意 しな けれ ば な らない 。

・常 駐 部 が 大 きす ぎ る。

・マ クロ コマ ン ドの解 釈 あ るい は デ マ ン ドジ ョブの イニシ エ ー トが遅 す ぎ る。

・ロール イ ン/ロ ー ル ア ウ トの対 象 が プ ログ ラ ム全 体の た め時 間 が か か る。

・デ マ ン ドジ ョブの優 先 権 をマ ク ロ コマ ン ド毎 に指 定 で きな い。

・実 行 中 の ジ ョ ブに対 して優先 権 の変 更 がで きな い。
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・FACOM-Rに よ る リモー ト ・バ ッチ処理 でPL/1やALG6Lの よ うな

特 殊 記号(1,一 等)を 含 む言 語 を処 理 す る こ とがで きな い。

・リエ ン トラ ン トの機 能が 使 用 で きな い(制 限 事項) 。

各質 問 の集 計 結果 をみ る と,全 般 的 には現 シ ス テ ムに ほ ぼ満 足 してい る よう

で あ る。予 想 外 で あ ったの が,問10の ク ロ ーズ制 に対 す る質 問 で あ り,完 全 ク

ローズ 制 の 実施 に あた っては い ろい ろな 問 題が あ る と予 想 され た が,実 施 後7

ケ月(こ の ア ンケー トは11月 に実 施 した)を 経 た現 在 では,回 答 者全 員 が今 の

ままで よい と回答 した こ とで あ ろ う。

これ は,MONITOR-Vが3元 処 理 に よる完全 クロ ーズ を実施 で きる オAO

レー テ ィン グ'シ ス テ ムで あ るこ と を証 明 す る もの で,全 般 的 に現 シス テ ムに

満 足 して い る とい う結 果 につ なが る と思 わ れ る。

次 に各 質 問 に つ いて 検討 して み る と,問1に つい て は,使 い に くい と答 え た

の が1名 で,他 の20名 は好 意 的 な回 答 で あ った。 問2は,障 害 に対 す る質問 で

あ るが,ハ ー ド,ソ フ ト共"多 す ぎ る"と"普 通"が 約 半 数 を示 して い る。 こ

れ は,ハ ー ドに つい て言 え ば件 数 的 には非 常 に多 い と思 われ るが,そ の 障害 が

集 中 的 な傾 向 が あ るた め と,最 近 は安 定 して きて い る こ と,ク ロ ーズ制 の た め

直接 マ シ ン ダ ウン に遭 遇 す る機 会 が少 ない こと な どが'普 通"と い う形 にな る

の か も知 れ ない 。 ソ フ トにつ いては,や は り使 用 す る方 法 に よ って異 る よ うで

あ る。 す な わ ち,FORTRANやCOBOLと い った コンパ イ ラ レベ ルの使 用 法

で あれ ば,さ ほ ど問 題 には な らな い。 特 に障害 が 多 い の はTSS関 係,デ ータ

管 理 関 係 で あ り,こ の よ うな部 分 を使 用 す る人 は 障害 が 多 い と感 ず るの で あ ろ

う。表4-4(P73)の プログラム別 利 用状 況か らもわか るよ うに,セ ンタ ーにお け る

業務 は シス テ ム ・プ ロ グラ ムの開 発 が 主 で あ るた め,ア セ ン ブ ラ(FASP)の

利 用頻 度 が非 常 に高い 。 問4に 関 しては,デ マ ン ド ・ユ ーザ の メ モ リ制 限 をす

べ きだ とい う人 が 大部 分 で あ る。問5で は,40K以 下 が 大 部分 で あ り制 限 す る

とす れ ば妥 当な と こ ろで あ ろ う。 実 際 問題 として は制 限 す るの は非 常 に むず か

しい 問題 で あ る。例 え ば,あ る制 限 を越 え た ら強 制 的 に その ジ ョブ を打 切 って

し ま うの か,警 告 を発 す る のか,打 切 って しま うの で あれ ば簡 単 で あるが 現在
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のTSS-FORTRAN等 では,『 ユーザ は い った い 自分 がい ま どの位 の メモ リ を

使 って い るの か全 くわか らない の で,強 制的 に打切 る こ とはで きな いで あ ろ う。

問6に つ い て は,TSSサ ー ビス時間 帯 とバ ッチ処 理 時間 帯 と を明確 に分 離 す.

べ きで は な い と答 え た人 が,ほ ぼ全 員 の19名 で あ る。 また意 見 として 分 離 す る

必 要は な いが,TSSだ けの時 間帯 を2時 間位 設 け て ほ しい とい う もの が あ っ

た。 しか し,定 時 間 内 では現 在 の バ ッチ処 理件 数 か らい って無 理で あ ろ う。 現

在バ ッチの 処 理件 数(ク ロー ズの み)は,多 い 時で140～150件,平 均 的 には

120件 前後 で あ る。7時 間で120件 だ とす れば1時 間 当 り,17件 以 上 とい うこ

とに な り,し か も3元 処理 とい うこ と を考 慮 す れ ば,定 時 間 内 にTSS専 用 時

間 帯 を設 け る乙 とは ク ローズ時 間 を延 長 しな い限 り無 理 な よ うで あ る。 問7の

デマ ン ド ・ジ ョブの 制 限 につい て は,例 え ば九 州 大 学 で は,メ モ リの 関係 か ら

同 時 に使 用 で きる端 末 の 数 を制 限 して い るの で セ ンタ ーの職員 は ど う反 応 す る

か質 問 して み たの で あ るが,大 部 分の 人(15名)が すべ きで ない と答 えてい る。

問8は,CORE占 有 優 先 権 を下 げ る と,デ マ ン ドの 応 答が遅 くな り,上 げ る

とバ ッチが 遅 くな る とい っ た問題 が あ り,TSS利 用 者 とバ ッチ利 用 者 の意 見

の くい違 う とこ ろで あ る。 ただ,デ マ ン ドが遅 くな る とい うこ とは,外 部使 用

者 の よ う にセ ンタ ーの 事 情(ジ ・ブの込 み具 合,バ ッチ とデマ ン ドとの 関 係 等)

を知 らない 人 に と って は,使 い もの にな らな い とい った印象 を与 え るこ とにな

る。 その点,バ ッチ が多 少遅 れ るの は,ジ ョブ を依 頼 した人が 直接 機 械 に接 し

て い ないの で デマ ン ドほ ど気 に な らな い で あ ろ うが,ジ ョブの依 頼件 数 が 多 け

れ ば やは りター ン ア ラウ ン ド,ス ル ー プ ッ ト等 の低 下 をまね き,前 述 の メ モ リ

の使 用量 と と もに検 討 を要す る と こ ろで あ る。 問9の 現 在 の運 用 形態 は の質 問

に対 して は,17名 が"よ い"ま た は'普 通"で あ り,3名 が 改 善 す べ きだ と回

答 してい る。 改善 す べ きだ とい う意 見 には,メ モ リの使 用制 限 を実 施 すべ きで

あ る とい う意 見 が その 主 な理 由 とされ て い る。問10は,前 述 の とお り,全 員 が

今 の ま まで よい と答 えて い る。 問11,問12のMONITOR-Vの 長 所,短 所 に

あ げ られ た もの は,い ず れ も うな ず け る もの で あ り,な か には長 所 が 短 所 とな

り,短 所が 逆 に長所 に もな ってい るとい う もの もあ る ようで あ る。
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短 所の 中 で,最 も問題 と され るの は,何 度 も く り返 えす よ うで あ るが,優 先

権 の問 題 と,ロ ール イ ン/ロ ール ア ウ トの 問題 で あ る。

これ は,ロ ール イ ン/ロ ール ア ウ トが起 らない程 のCORE容 量 が あれ ば 問

題 はな い の で あ るが,バ ッチの多 重 度2(リ モ ー ト ・バ ッチ も含 む)+デ マ ン

ドの3元 処 理 を行 な い,し か も現 在 の 制御 プ ログラ ムの大 き さを考 えれ ば ,そ

れ だ けのCORE容 量 を持 て るの は例 外的 で あ る とい って よいで あ ろ う。 もち

ろん,運 用 に あた って は その 時の 状 態 に応 じてバ ッチの多 重 度 を1～4位 に変

化 させ て い るが,多 重度 が1で あ る と非 常 に能率 が悪 い よ うで あ る。

実 際の 運 用 中 に は,当 然 各 ジ ョ ブのCORE使 用量 等 の関 係 が あ り,必 ず そ

うな る とい う もの で もな いが,次 の よ うな現 象 がた び たび起 り,そ の現 象 も理

屈 上は 当然 で あるが,実 際 の利 用 面 ある いは デ マ ン ド利 用 者 の立 場 に たて ば,

も う少 しど うにか な らない もの で あ ろ うか とい う声 が 聞 かれ た。

デ マ ン ド2つ,バ ッチ2つ 位 の ジ ョブ を実行 中,CORE占 有 優 先権 が デ マ

ン ドよ りバ ッチが高 い場 合,デ マ ン ドが頻 繁 に ロー ル イン/ロ ール ア ウ トされ

るた め(ロ ー ル イ ン/ロ ール ア ウ トされ る こ とは 当然 で あ るが ロール イ ン/ロ

ー ル ア ウ トの動 作 に時 間 が か か る)
,端 末 利 用 者 は1行 入 力 あ るい は1行 出力

す る たび に数 秒以 上 待 た され る結 果 にな る。 この待 た され る とい う現 象 は ,何

回か に1度 とい う割合 で あれ ば,そ の待 た され る時 間 が 比較 的 長 くて もさ ほ ど

気 にな らな いが,毎 回 で あ る と利 用 者 ば デ マ ン ドを利 用 す る気 を失 な う結果 に

な る。 これ は,ロ ール イ ン/ロ ール ア ウ トの 時間 を速 くす る か(ロ ール イ ン/

ロ ール ア ウ トの 方 法及 び ロール イ ン/ロ ール アウ ト用 の フ ァイル を高 速化 す る

こ とが 考 え られ る。 後 者 につ い てはEdition-70系 か ら高 速 磁 気 ドラム が

使 用 可 能 にな る),CORE占 有 優 先 権 の高 いバ ッチ の方 もロー ル ア ウ トす

るよ うにすべ きで あ ろ う。 もち ろん,現 在 で もデマ ン ド ・ジ ョ ブの 数 や そのC

ORE使 用量 に よ っては,バ ッチ ・ジ ョブ もロ ール ア ウ トされ るが ,そ の よ う

な場 合 は こん どは 逆 に一 旦 ロー ル ア ウ トされ た バ ッチ ・ジ ョブは,な かな か ロ

ール イ ン され な い とい
っ た状 態 にな って し まう ことが あ る。

また,バ ッチ ・ジ ョブのCORE占 有優 先権 を下 げ て,デ マ ン ド'ジ ョブの
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それ と同 じ に した場 合,デ マ ン ド ・ジ ョブとバ ッチ ・ジ ョブが 同 時 にCORE

に入 りき らな い場 合 には,バ ッチ ・ジ ョブが ロール アウ トされ た ま まで デ マ ン

ド ・ジ ョブが終 る ま で何 時 間 た って もロール イ ン され ない とい った現 象 に な る。

次 の デ ー タ は,バ ッチのCORE占 有 優先 権 を変 えて実 験 し た もの で あ る。

実 験結 果 一1,」 は それ ぞれ 次 の よ うな 条件 で実 行 させ た もの で あ る。

ジ ョ ブ 名 ジ ョブ種類 ジョブ優先権 実行優先権
CORE
占有優先権

CORE

使 用 量

DJIEO16

1REMOTE

BBBB

デ マ ン ド

リ モ ー ト ・バ ッ チ

ロ ー カ ル ・バ ッ チ

7
・

6

5

15

6

5

3

6

5

62K語

52K語

52K語

DJIEO16

HREMOTE

BBBB

デ マ ン ド

リ モ ー ト ・バ ッ チ

ロ ー カ ル ・バ ッ チ

7

6

5

15

5

5

3

3

3
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実験結果－H

実 験結 果 一1を み る と,CORE占 有 優 先権 の最 も高 いREMOTEがCO

RE内 に居 すわ り,デ マ ン ド ・ジ ョブのDJIEO16だ け が ロ ール イ ン/ロ ー

ル ア ウ トされ,ロ ー カル ・バ ッチのBBBBは ロー ル アウ トされ た ままで 全 く

ロー ル イ ンされ な い。DJIEO16だ け が頻 繁 に ロー ル イ ン/ロ ール ア ウ トさ

れ るの は,CORE占 有 優 先 権 か ら言 えば 当然 で あ るが あ ま り頻 繁 に行 なわ れ

るた め,前 述 の よ うに端末 利 用 者は1行 入 力 あ るい は1行 出 力 の た びに待 た さ

れ る結 果 とな る。 また,ロ ー カル ・バ ッチが 全 くロ ール イ ン されな い こ と も問
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題 で はな か ろ うか。 こ の よ うな場 合,あ る一 定時 間以 上 ロー ル アウ トされ て い

た ら優 先権 を変 更 して,強 制 的 に ロール イ ンす る よ うな方法 が とれな い もの で

あ ろ うか。

実 験 結 果 一皿は,CORE占 有優 先 権 をデマ ン ド,リ モー ト・バ ッチ,ロ ー

カル ・バ ッチ全 て 同 じに した場 合 の もの で ある。 これ をみ る と,3種 類 の ジ ョ

ブが均 等 に ロール イ ン/ロ ー ル アウ トされて お り,あ る面 で は 非 常 に公 平 で あ

る。 ただ,こ の場 合 デマ ン ドが1つ で あ るた めこ うい う結 果 に な っ た と思 われ,

デ マ ン ドが2～3個 入 った 場 合 には やは りバ ッチ ・ジ ョブが 全 く動 か ない とい

う ことに な るか もしれ な い。

それ ゆ え,実 効 優 先権 をそれ まで のCPU使 用時 間,CORE占 有 時 間,C

ORE使 用量,ロ ール アウ トされ て い た時 間,同 時 に動 いて い る他 の ジ ・ブ及

び ジ ョブの 種類 等 を考 慮 して,も っ と動 的 に変 化 させ て ほ しい もの で あ る。

しか し,こ れ は簡 単 な こ とで はな い と思 われ るの で,せ めて 補助 的 な手 段 と

して 次 の よ うな こ と は出 来 るよ うに して ほしい もの で あ る。

① あ る一 定 時 間以 上 ロール ア ウ トされ て いた もの は強 制 的 に ロー ル イ ンす る。

② 操 作 員 が 実行 中の ジ ・ ブの 優先 権 の変 更 が 出来 る こ と。 例 え ば,強 制的 に

ロ ール ア ウ トさせ る こ とな ど も含 めて 。

③ 操 作員 が指 定 した ジ ・ ブの実 行 を一 時 中断 す る こ と。

②,③ につ いて は,次 の よ うな運 用 上の経 験 か らで あ る。 ある バ ッチ'ジ ョ

ブ(CORE使 用 量 の相 当大 きな ジ ョブで あ った が)を,実 行 中 に デマ ン ド ・

ジ ョ ブが1《2個 入 って それ ぞれ が交 互 に ロー ルイ ン/ロ ー ル ア ウ トを起 す状

態 に な った 場 合,そ の ま ま に して お くと ロール イ ン/ロ ール ア ウ トの た め に時

間 を と られ,バ ッチ ・ジ ョブが 終 了 す る まで に は20～30分 位 かか っ た。 この

ジ ョブは,単 独 で実 行 させ れ ば20～30秒 で終 了 す る もの で ある。 この よ うな

場 合 デ マ ン ド ・ジ ョブ を20～30秒 止 めてお け ば全 体 的 に は効率 が 良 くな るで

あ ろ う。 デ マ ン ド ・ジ ョ ブ を一 時 止 める とい うこ とは 理屈 上 は暴 論 か も知 れ な

い が,本 応 用実 験 にお け る よ うな 運 用形 態で の運 用経 験 か らい う と前述 の よ う

に デ マ ン ド ・ユ ーザ に と っ ては た ま に相 当時 間待 た され て も,毎 回数 秒 以上 ず
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つ待 た され る よ りは心 理 的 に楽 で あ る。

た だ この よ うな こ と は運 用上 の 問 題 で あ り,希 望 で あ るが,CORE使 用 量

の制 限,多 重 度,CPU使 用時 間等 の規 制及 び時 間帯 の 分 離等 で あ る程 度 さ け

られ るで あ ろ うし,す べ て を制 御 プロ グ ラム に押 しつ け るのは 無 理で あ ろ う。

こ こで述 べ た よ うな 点 は こ の よ うな制 限 に 関 して は非 常 にゆ るい状 態 につ い て

で あ る こ と を付 記 して お きた い。

また,も う一 つ の 問題 として,あ げ られ た もの に リモー ト ・バ ッチ に よる,

PL/1,ALGOL等 の 使 用 が 出来 な い とい う ものが あ る。

利 用 出来 な い 理 由 は,そ れ ぞれ の 言語 の なか にあ る特殊 記 号(「,1等)が

端末 側 か ら送 れ ない た めで あ るが,PL/1,ALGOL共 コ ンパ イ ラ言 語 で あ り,

PL/1等 は これ か らは 更 に利 用 が 期待 され る もの だけ にぜ ひ リモー ト'バ ッ

チでの 利 用 が可 能 にな る よ う望 まれ る。

↓
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7調 査

φ

本 年 度 は下 記 の2項 目 につ いて 調 査 を行 な った 。

調査ITSSユ ーザ 調査 。

調 査 皿 地方 公共 団体 にお け るTSSサ ー ビス利 用 の可 能性 に つ いて

の調査 。

◆

`
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7.1調 査1

7.1.1調 査 目的

本 年度 の タイ ム ・シ ェア リン グ ・シス テ ムの 調査 としては,昨 年 度 に行 な っ

たセ ンタ 側 の現 状 調 査 とは異 な っ た観 点 か ら,TSSに 対 す る意見 をと らえ る

た め端局 側 の調 査 を行 な った。

端局 側 がTSSに 対 して,ど の よ うな 考 えを持 ち,セ ン タ側 に対 して どの よ

うな希 望 を持 ってい るかな ど を把 握 し,そ れ を今後 の タイ ム ・シ ェア リング ・

シス テ ム お よび効率 的運 用 へ反 映 させ る こ と を 目的 と した。

な お,調 査 内容 は次 の とお りで あ る。 、

(1)調 査 内容

イ.端 末 装 置導 入の 目的 とそ の効果 .

ロ.安 定 性

ハ.ソ フ トウ エ ア

ニ .端 末装 置 の操 作 性

ホ.セ ン タ側 に対 す る要望

へ.そ の他

(2)調 査 期 間,.

イ.期 間

昭 和47年11月27日 ～12月1日

(3)対 象先 の 端末 装置 とセ ン トラル マ シ ンの 種類

項目
対象先 端 末 機 の 種 類 伝送速度

(Bit/S)
セ ン トラ ル マ シ ン

A

大

学

A1端 局 ・A・・M-R(担 誌 ☆ チ用}こ使用・) 1,200

FACOM230-60A2端 局 F-1591A(主 に デマン ド用に使 用) 200

A3端 局 F-1592A(") 50

B

大
学

B1端 局 F-1592A(主 に デマン ド用に使用) 50

FACOM田0-60

B2端 局 F-1592A(〃) 50
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7.1.2端 末 装 置導 入 の 目的 とそ の効 果

今 回 の調 査 は大 学 関係 の端 局 を対 象 とした が,こ れ らの大 学 には 日 本学術 会

議 の 勧告 に よって,共 同利 用 の た め の大 型 計算 機 が 設 置 され て お り,各 地 に散

在 す る大 学 の研究 者 の た め にTSSサ ー ビスが 試験 的 に開始 され,こ の サ ー ビ

ス形 態 が 当 を得 た もので あ る と して普 及 され現 在 に至 ってい る わけ で あ る。

今 回の 調査 対象 とな っ た各端 局 も,こ の 趣 旨 に そ って端末 を導 入 し,① ター

ン ア ラウ ン ド ・タイム を短 縮 させ る こ と,② 必 要 な時 に必 要 な だ け大型 計算 機

を使 用 す る こ とに よ り,デ バ ッグ効 率の 向 上 を図 る こ と,③ 遠隔 地 とセ ンタ間

の カ ー ド,プ リンタ用 紙 な ど の持 ち運 び労 力 お よ び時 間の ロ スに よ る非 能率 的

な研 究 の 改善 を図 る こ と,④TSSと バ ッチ ・ジ ・ブ との併 用 に よ るスル ープ

ッ トの 向 上 な ど をそ の導 入 目的 として上 げて いた 。

一方 ,そ の 効果 と しては,各 端 局 に よ って利 用条 件が違 うた め一 概 に は言 え

ず,各 端 局 に よ って 多少 差 異 が あ る。 しか し,共 通 してい るこ とは後 述 す る よ

うに,セ ンタ側の 諸 制 限 事 項,安 定 度,ソ フ トウ エ アな ど に不 満 な点 をい くつ

か持 ちなが ら も,上 記の 目的 に対 す る効 果 は上 って い るとの意 見 を持 って い た。

特 に,あ る端 局 で は 自分 の所 に小 型 コ ン ピュ ー タを設置 す る と して も,現 在

の 研 究室 予算 で はな かな か簡 単 にで きな い が,現 在 のTSSサ ー ビス を利用 す

る こ とに な って かな りの ジ ョブ を消 化 し,研 究 遂 行 の た めにか な りの成 果が あ

が って い るとい う所 が あ っ た。

ま た,セ ン ター にバ ッチ ・ジ ョブの処 理 を依 頼 し た場 合,急 行 ジ ョ ブ(CP

Uタ イ ム1分)で 半 日か ら1日,普 通 ジ ョ ブ(CPUタ イ ム5分)で1日 か ら

2日 の ター ンア ラウ ン ド ・タイ ム を必 要 とし,繁 忙 期 では さ らに延 び る こ と も

あ るが,リ モ ー ト ・バ ッチ処 理 では,ジ ョブ を投 入 してか ら結 果 が打 ち出 され

る まで に,20～40分 程 度(そ の とき のバ ック グラ ウ ン ドの ジ ョブの 処理 状 況

に よ って,こ れ よ り早 い場 合 も遅 い場 合 もある)で す むた め,こ の ター ン ア ラ

ウ ン ドの短 さが一 番魅 力 で あ る とい う感 想 を持 っ てい た。
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7.1.3安 定 性

TSSの 基 本 的 な・条件 と して の バ ー・一ドウエ ア,ソ フ トウエ ア全 般 に わた る安

定 性 につ い て意 見 を聞い たが,要 約 す る と次 の よ うな点 が 指摘 され た。

(1)セ ン タ側 の ハ ー ド ・ソ フ トの シス テム ・ダ ウ ンが多発 した 時期 が あっ た。

(2)リ モー ト ・バ ッチ用 端 末FACOM-Rで,カ ー ドリー ダの 不 調 が 時 々 あ っ

た。

(3)フ ァイル が 読 めな い時 が あ った。

端 局 側 の セ ンタ ダ ウ ン(ハ ー ド ・ソフ トに よ るシ ス テ ム ・ダウ ン)に 対 す る

反 応 は 予想 以 上 に 大きく,あ る端局では,「 初 めの 半 年 間 は,セ ン タ側 の 管 理 プ ロ

グ ラムで あ る モ ニ タの虫 に よ る シス テ ム ・ダ ウ ンが 多 く,能 率低 下 が は な は だ

しか った。 この原 因 は,制 御 プ ロ グラ ムが ロ ー カル ・バ ッチ処 理 とTSSを 同

時 に制 御 す るた めに,き わ め て規 模が 大 きい こと,十 分 な テス トを経 ない うち

に使 用 され る こ とお よび ハ ー ドウエ アの障 害 が と きど き起 る こ とな どに よ る。

計 算 機 と直 接 コン タ ク トして い る とい う一 種 の優 越 感 を持 って い る利 用者 は,

シ ス テ ム ・ダウ ンに何 回 も遭 遇 す る と絶望 感 に と らわ れ て し ま う。 しか し,最

近 で は モ ニ タお よ びハ ー ドウエ アの安 定 度が 向 上 した た め,研 究 活動 に有 効 に

利 用 され る よ うにな って い る」 とい う意 見 を述 べ てい た。

や は り,当 財 団 で経 験 して い る よ うにTSSサ ー ビスの初 期時 ,あ るいは モ

ニ タの ア ップ デ ー ト,ハ ー ドウエ アの増 設 時 に発 生 す る初 期 障 害 の多 発 に遭遇

して い る よ うで あ る。

端 末装 置 の 障害 頻 度 につ いて は あ ま り苦 情が な か ったが,FACOM-Rを リ

モ ー ト ・バ ッチ用 端 末 として使 用 してい る端局 で ,カ ー ドリー ダの リー ド ミス

な どに よる ロス が 目立 ち,他 にはCPUの パ リテ ィエ ラーが 初期 時 に多 く発 生

した よ うで あ る。 カー ドリー ダの リー ド ミス につ いては ,カ ー ドリー ダの読 取

機 構 の チ ェ ック機 能 に欠 点 が あ るよ う に思 われ る。端 末装 置 と して の 経 済 性か

らす る と,こ の チ ェ ック機能 を充 実 させ るこ と に よ って,端 末 装 置 の コ ス トが

高 くな るの で は あ ま りか ん ば し くな い。 か とい っ て,読 み込 まれ た ジ ョ ブが,

リー ド ミス に よ る コ ンパ イ ル エ ラー と して端末 に 出力 され たので は ,そ れ まで
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に費やされた時間 のロスな どを考慮す るとこれ また非常 にかんば しくない。 こ

の経済性 と機能の充実度 をどの ように釣 り合 わせ るかは,非 常 に難 か しい問題

で あるが,端 末利 用者 として はよ りよい機能 を備えた安価 な端 末装置 を要求 し

たいところであろ う。

●

t

句

|、

7.1.4ソ フ トウエ ア

使 用言 語,コ マ ン ド,応 答 時 間 と処 理 時 間 な どに つ いて 調 査 を行 な った。

(1)使 用言 語

リモー ト ・バ ッチ処 理 を対 象 とす る端 局 におい て は,普 通 の ロー カル ・バ

ッチ処 理 と同 じ言 語 が使 え るの で問 題は な い と して お り,特 に利 用 度 の多 い

言語 としては,取 り扱 う業務 の 関係 でFORTRANやALGOLが 使 用 され て

い た。

デマ ン ド処 理 を対 象 とす る端局 では,BACCUSが 使用 され てい た。B、A

CCUSを 使 用 して い るの は,こ れ らの端局 が会 話型 言 語 としてBACCUSし

かサ ー ビス を受 けて お らず,あ と は フ ァイ ルの 作 成,追 加,変 更 を会 話 形 式

で 行 な うLINEDプ ログラムが あ る程 度で あ るか らで あ ろ う。

このBACCUSの ね らい は決 して悪 くは な いの だ が,従 来FORTRANを

使 用 して きた ユ ーザ のFORTRANに 対 す る要求 は根 強 い もの が あ り,今 回

の調査 先 で もほ とん どが ζの こ と を指摘 し てい た。 あ る端 局 の意 見 を借 りる

と,「 デマンド処 理 用 言 語 として もっ と使 い易 い ものが 開発 され る必 要 が あ る。

た とえば,会 話型FORTRANぐ らいは備 え られ てい る こ とが 望 まれ る。 デ

マ ン ド処理 が あ ま り利 用 され ない のは,言 語 の使 い に くさば か りでな く,新

しい言 語 を覚 えて 積 極 的 に使 い こな そ うとす る利 用 者 が 少 な い こと に もよ ろ

う。 それ だ けFORTRANは,'母 国語"的 存在 にな って い る と もい え るの

では ない 、か」 とい って い る。

また,あ る端局 で はBASICが 欲 しい とい う所 もあ っ た。 これ もやは り,

今 まで使 用 して き た言 語 に対 す る要求 の強 さが感 じ られ た。

いずれ に しろ会 話 型FORTRANぐ らいはユーザとして は 欲 しい と こ ろで あ
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ろ う。

(2)コ マ ン ド

現 在 の モニ タに追 加 して欲 しい コマ ン ドにつ い て 調査 したが,次 の よ うな

意見 が 聞か れ た。

イ)リ モー ト ・バ ッチ処 理 で 使 用で き る'KILL"コ マ ン ドが欲 しい。

ロ)リ モー ト ・バ ッチ処 理,デ マ ン ド処 理で 使 用で き るCtDISPLAY"コ

マ ン ドが 欲 しい 。

上 記 のイ)に つ いて は,リ モー ト ・バ ッチ処理 で ジ ョブ を処 理 中,何 らか の

理 由で その ジ ョ ブ を終 らせ て むだ な計 算機 の 使 用 を さけ,ま た,使 用 料 金 の

むだ使 い をさけ るた め に,TSSに は ぜ ひ必 要な コマ ン ドで あ る と思 われ る

が 現在 その 機能 が な い。 しか し,現 在 のMONITOR-VはEdition-60系 列で

あ るが,こ れ よ り もバ ー ジ ョンの高 いEdition-70系 列 では,こ れ が 実現 さ

れ る よ うで あ る。

ロ)につ い て は,端 末 か らイ ンプ ッ トした ジ ョブの処 理 状態 ,す なわ ち,実

行 中 で あ るの か実 行 待 で あ るの か な どの表示 を求 め るコマ ン ドで,こ れ もT

SSに は欠 かせ な い コマ ン ドで あ る と思 わ れ る。 こ の コマ ン ドにつ いて は,

最 近のMONITOR-VEdition-60系 で実現 されて い る。

(3)ラ イ ブ ラ リ

数 年前 まで のTSSの メ リ ッ トとして は,単 に コ ン ピュー タの リソー ス を

比較 的 自由 に安 く利 用 す る こと に あ ったが,最 近 のTSSに 対 す るユ ーザ の

要求 は こ うい っ た状 態 か ら一 歩 進 ん で,ど の よ うな ライ ブラ リが使 え るか と

い う アプ リケ ー シ ョンサ ポ ー トへ と 目的 が変 って きた とい われ て い る。

この よ うな 意 味 で,今 回 の調 査 で もライ ブ ラ リに対 す る調 査 を行 な った が,

具体 的 な意 見 は 聞 か れ な か った。 これは,こ れ らの 端局 のTSSサ ービス に は

科 学技術 計 算,統 計 計 算 な どの 基本 的 な ライ ブラ リが あ る程 度 用意 されて い

るた めか,あ る いは,こ れ らの 端局 が 新 た な ライ ブ ラ リ を要求 す るほ ど高 度

で広 範 な業 務 をTSSで 処 理 す る まで に至 って い ない の か断 定 で きな い。

(4)応 答 時間 と処 理 時 間
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この問 題 に 関 しては,端 末 利用 者 のTSSに 対 す る経 験 度 で そ の感 じ方 も

違 い,ま た,そ のTSSが 持 つ 諸条 件(COREの 容 量,ジ ョ ブの多 重 鹿 ロ

ール アウ トフ ァイル をどの装 置 に割 り当 て て い るか な ど)に よ って も違 って

くるの で,い ちが い には い えな い とこ ろで あ るが,利 用 者 の意 見 をま と める

と次 の よ うに な ろ う。

リ モー ト ・バ ッチ処理 に つい て は,結 果 が 出力 され る まで に予 想 よ りは る

か に処理 時 間 を必 要 とした経 験 を1回 か ら2回 持 って いるが,全 体 と して 問

題 な い と して い る。

デ マ ン ド処理 につい て は,ジ ョブの 開設 時 に10秒 か ら20秒 ほ ど待 た され

るた め,こ れが 長 く感 じ られ る と して い るが,他 の応答 につ いて は あ ま り問

題 に す る端 局 は な か った。

●

●

7.1.5端 末 装 置 の操 作 性

端末 装 置が 使 い易 い か使 い難 いか は,ユ ー ザ に と って非常 に重要 な問 題 で あ

る。 ユ ーザが そのTSSサ ー ビス を受 け るのは 端末 装 置 を介 し てで あ り,そ の

操 作性 に よ って タ イム ・シ ェ ア リ ン グ ・シス テム の評 価 に も通 じる とい って も

過 言 では な い が,今 回 の調 査先 で は次 の よ うな意 見 が述べ られ た。

(1)ス テー ト・ン ・入力後 に 鍋 ボ タンを押 すが れを1つ のボ タンで

す む よ うにで きない か。(F1592A)

② ミス タイ プの ほとん どが上 中 下 段 の シ フ トキ ーの押 し違 い にあ る。 この シ

フ トキ ーを改 善 で きない か。

㈲ アン ダー ライ ン記 号,マ イ ナス記 号;長 音記 号 の3種 類 は 区別 が つ きに く

い。 もっ とわ か りや す くで きな い もの か 。

(∵;還:㌶ 鶏 雲嶽㌘1㌔1三
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7.1.6セ ン タ側 に 対す る要 望

端 末 ユ ーザ が セ ンタ側 にい だ く要 望 事項 に は,ど の よ うな もの が ある か,セ

ンダの 事 情 を考 慮 に入 れ ず に意 見 を述 べ て も らったが ,次 の よ うな意 見 が 聞 か

れ た。

α)制 限事 項 に関 す る もの

イ.CPUの 最 大実行 時間(5分)が 少 なす ぎ る。

ロ.リ モー ト ・バ ッチ で磁 気 テー プ を使 わ して欲 しい
。

ハ .共 用 フ ァイ ル の割 り当て 領域 を増 や して欲 しい。

二 .サ ー ビス時 間帯 を もっ と拡 張 して 欲 しい 。(夜 間 の利 用 もで きれ ば良 い)

ホ.同 時 に多数 の 端局 が 端末 を利 用 して い る場 合 ,入 力 を拒 否 され る場 合が

ある。 これ はTSSの 原 則 に反 す るの で は な い か。

(2).シ ス テム ・ダ ウン に関す る もの

イ)ダ ウ ン時 の表 示 をハ ー ド的 あ るい は ソ フ ト的な方 法 で 端末 に知 らせ て欲

しいg(現 在 や ってい る所 もあ ったが,表 示 時 間が か か りす ぎる との こ と)

・・)バ ・ ク ・ア ・プの ・ ン ピー一 働 ざな い た め復 旧が遅 く感 じる.も っと早

く復 旧 させ て欲 しい 。

■

◇

7.1.7そ の 他

今 まで述 べ た以 外 に調査 先で 聞 かれ た意 見 と して は 次 の よ うな もの が あ った。

(1)端 末 装 置 につ いて

イ)1,200BPSの 速 度 に合 う端末 装 置 とな る とCPU
,コ アメ モ リ,カ ー

ドリー ダ,ラ イ ンプ リン タで か な りの 金 額 にな る。今 後 安 価 な端 末 装 置 が

開 発 され る こと を望 む。

ロ)1,200BPS用 のFACOM-R端 末 で は
,デ マ ン ド処 理 をす る場 合 タイ

プ ライ タ を使 用 す るが,入 力 につ い て は現 在 の 能力(20字/秒)で 十 分で

あ る。 出 力 につ い て は やは り速 けれ ば速 い ほ ど良 い。 な お,50BPSの 端

末 で は,デ マ ン ド ・ジ ョブの入 出 力に対 して能 力不 足 が感 じ られ る。

200BPS程 度 の端末 が デマ ン ド処 理 用 に適 して い ると思 う
。

◎

φ
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も

② 通信 回線 につ いて

イ)TSSの 使用 に 当 って は,電 々公社 の専 用 通 信 回線 を借 用 す るわ けで あ

るが,回 線 借用 料 が距 離 に比例 して 高 くな り維 持 が大 変 で あ る。 リモ ー ト・

バ ッチ処 理 に対 して は 回線 の 速 度 が速 い ほ ど望 ましい 。 しか し,経 済 性 を

考 慮 す る と今 以 上 に 高速 度 にな れ ば研 究 室 レベ ル では維 持 が むつ か し くな

る。1つ の方 法 として は,い くつ かの 研究 室 が集 まって共 同利 用 的 な リモ

ー トステ ー シ ョン を設置 す る こ とが考 え られ る。

ロ)回 線 の安 定 性 につ い て は,稼 動 開始 当初心 配 して い た が,こ れ に関 す る

限 りほ とん ど問題 は な か った。

(3)端 末装 置 の 互換 性 に つい て

技 術 の進 歩 に伴 な っ て,よ り高 性 能 な コン ビ。ユ一 夕,よ りバ ラ エ テ ィーに

富 ん だ端末 装 置,ま す ま す高 速な 通 信 回線 が 開発 され るで あ ろ う。従 って,

数 年 間 で新 機 種 と交 代 させ シ ス テムの機 能 を拡 大 した い と願 う気 持 が 当然 生

じ て くる。 これ につ い て は,セ ンタ も利 用 者 も同 じで あ る。 しか し,新 機種

を導 入 す る際は,端 末 とセ ン タと の イ ンター フ ェー ス を十 分考 慮 すべ きで あ

る。 すな わ ち,ハ ー ドウエ アお よ び ソ フ トウエ アの イ ン タフ ェー ス の互 換性

を確 保 す る よ う望 みた い。 セ ン タが 新機 種 にな った とたん に端 末 が使 用 不可

能 にな った の では こま る。

皐

●
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7.2調 査II

7.2.1調 査 目的

地方 公 共 団 体が 情 報 化 社 会の 進展 に対 応 す る た め に,地 域 企 業 団体(特 に中

小 企業)の 近代 化 促 進 の一 助 と して コン ピュー タ を利 用 した情 報 提供,情 報 処

理 お よび情 報処 理教 育 を行 な う こと を 目的 と した情 報処 理 セ ン ターの 開設 を計

画 す る動 きが各 地 で お こ って い る。

その種 の計 画,準 備 中 の情 報セ ン ターで は コ ン ピュー タの利 用方法 につ い て

主 につ ぎの三 点 につ い て調 査 研 究 を行 な ってい る。

。 レ ンタル ,買 取 りに よ るコ ン ピュ ー タの 導 入,使 用

○ 他 の 団 体,企 業(主 に計 算 セ ンター等)の コ ン ピ ュー タの 利 用・一 …全 面

委 託,コ ン ピュ ー タの時 間 借 り等

・ 通 信 回線 の利 用 に よ る他 の 団体 企業 の コ ン ピュー タ利用 または 遠 隔情 報

処 理 サ ー ビス(商 用TSSe－ ビス)の 利 用

以上 の コ ン ピュ ー タの利 用 方法 の う ち,い ず れ が最 適 で あ るか は,計 画 また

は準 備中 の上 記 の 情報 処 理セ ンタ ーの 性格,規 模 お よ び情 報処 理 業 務 の内 容 等,

種 々の条 件 に よ って それ ぞ れ 一長 一 短 が あ り,い ちが い に断言 す る こ とが出 来

な い。 しか しな が ら通信 回線 を利 用 した コン ヒ。ユー タの使 用,い わゆ る遠 隔 情

報 処理 は 比 較 的 廉価 の端 末機 を設 置 して中央 の大 型 コ ン ビ。ユ一 夕の機 能 を随 時

必要 に応 じて活用 出来 るとい う大 きな利 点 が あ る と考 え られ るが,現 在 まで の

とこ ろ小 型 コ ン ピュー タの レン タル,ま た は買 取 りに よ る設 置 が そ の大 半 を 占

めて い る。

そ の理 由 の一 つ と して 考 え られ るの が,現 時 点で は 地 方 に遠 隔 情報 処理 サ ー

ビス を提供 す る企 業,団 体 が少 な い こ とで あ るが 公衆 通信 回線 の 開放 に と もな

い その種 の サ ー ビス を提供 す る企業,団 体 も地方 都 市 に順 次 増 加 す る もの と考

え られ る。

上 記 の よ うな す う勢 にか んが み遠隔 情 報 処理 シ ス テ ムの利 用 分 野,今 後 開発

す る ソ フ トウ エ アの方 向 種類 等 を研 究 す る ため,中 小 企 業 に対 す る情 報 の 提供,
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情報処理業務 をその主た る業務 と して現在 コンビ。ユー タの利用方法 を調査,検

討中である代表的なセ ンターを想定 して遠隔情報処理 サー ビスの利用の可能性

の調査 を実施 した。

`

7.2.2調 査対象 センターの性格

調査対象セ ンターは コン ピュータを利用 して県内の中小企業の経営 の近 代化

合理化促進 の一助 として企業の必要 とす る外部情報(県 内主要生産品,そ の生

産 会社,県 内外の新技術)の 提供,県 内中小企 業の動態管 理,経 営診 断および

情報処理 サー ビス を行な う目的で,地 方公共 団体が設立 した団体 であ り,現 在

コンピュータの使用方 法(単 独導 入,他 の団体 ・企業 のコ ンピュータ使用等)

等 につ いて調査研究 を行 なっている。

7.2.3主 な業 務の概要

(1)経 営診 断

経営診断は企業 か らの経 営診断の申込 み,診 断の実施(予 備診 断 一 現場

診断 一 総 合調整 一 改善勧告)の 手順で行 なわれ るが(図7-1参 照),

コンピュータで処理 を計画 して いる部分は,取 扱 う情報が計数化,処 理手順

がパ ターン化 されてお り,か つ その処理時間 を短縮す る必要性 またはメ リッ

トのある予備診 断で ある。

ぷ

●
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注 診断業務においてのコンピュータの利用方法 にっいては主にこの部分,即 ちデータ,ア ウ

トプットの受 けわたし方法,手 段 がデータの発生状況(受 診企業 の申込み状況)と 関連 して

調査 研究 部分である。

(2)動 態管理

本業務は県下1万 有余件の中小企業の主 に財 務諸表等 を収集 して,そ の現

状,動 向を正確,か つ,迅 速に把 握 し,地 方公共団体,公 共指導機 関,中 小

企業診 断担 当部門および各中小企業経営者に経営近代化,合 理化の指導 お よ

び経営方針の決定 等の ための情報 を提供 することを目的 としてい る。(図7

-2参 照)

中

小

企

業

経営動態調査表
(財務諸表) cラ 」

△
県
お
よ
ぴ 巨 ヅ」

] '

凪中

小

企

業

セ

〆

タ

ー

担 該
当 断

部 業
門 務

コ

ン

ピ

ユ

|

タ

部

門

卸 廿
注.参照

睡 夢 」 竺即成 → →一 EDPS

各種統計資料

)

(

ノ

⑳
) 入

)

)

図7-2コ ン ピュータを使用 した動態管理業務の想定流 れ図

注 現時点では中小企業の経営者,管 理者等が直接,中 小企業センターの窓口,受 付で各種の

企業経営情報の提供を要求する場合が多い。従がって即時にその情報を提供することが望ま

しい。

(3)情 報検索提供業務

県 内の生産品に関す る情報,技 術情報お よび公害情報 等 を蓄積 して不特定
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な中小企業等 か らの問合せに応 じて情報 を検 索,提 供す る業務(図7-3参

照)で あるが コジピュ一 夕の利用によって情報提供の迅速化,そ の質 的量 的

向上が期待 され る。

問
合
せ ㊥
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中 ○
小

企
○
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業 情報提供 一 EDPS

セ 端末機

ン

タ 、

1

巴
ノ

コ
o
検 動
索 態
フ フ
ア ア

イ イ
ル ル

)

図7-3コ ン ピュータを使用 した情報検 索,提 供業務の想定流れ図

画

◆

7.2.4コ ン ピュー タの 利 用 方法 の検 討

コ ン ピ ュー タの利 用方 法 と して は,前 述 した如 く① 単独 導 入 に よ る場 合,②

計算 セ ンター に委 託 す る場 合,③ 通 信 回線 を利 用 した遠 隔情 報処 理 シ ス テム に

よる場 合等 の3種 類 に分 け るこ とが 出来 るが,こ こでは③ に よ る コ ン ピュー タ

の利 用方 法 を中 心 と して そ の利 用 形態,利 用上 の 問題点 等 を検 討 す る。

い う、まで もな くコ ン ピュ ー タ ・シス テ ム を考 察 す る場 合,適 用業 務 は い か な

る もので あ る かが,経 済 性 と同 時 に重 要 な要件 で あ り,そ の適 用業 務 の 目的,

効果 を十 分 に発 揮 で き る シス テ ム を設 計 しな けれ ば な らな い。

1)適 用業 務 の 内容

前述 した如 く適 用 業務 は,動 態 管 理 業務,経 営 診断 業 務,情 報検 索 業 務等

の3種 類 で あ る。

これ らの業務 をコン ピュー タ処理の面か ら考察す ると三 者三 様の特性 を持
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ってお り異な?て いる。

すなわち動態管理業務 につ いては収集資料(入 力 データ)が 膨大になるた

め簡単で正確 な入 力方 式(装 置)が 要求 され,ま た多量デ ータの効率的な フ

ァイル方 法(記 憶媒体),あ るい は高速な出力方 法(装 置)が 望 まれる。経

営診断業務 は前者 に比較 してデータ量が 少ないた めコンピュー タ処理面での

特性は顕著 ではな いが,場 合によっては即時処理が要求 され る。

情報検索提供業務 については相談者サー ビスの徹底 を図 る意味か ら,い つ

で も任意の時 に相談者の質問 に対 する解答 を即時 に出力す る必要 があ り,そ

れ に適 した入力方法 を,ま た高速に検索 できるフ ァイル構成 お よび大量 のデ

ータをフ ァイルで きる記憶装置が必要 となる
。

以上の ような特性 を持つ3業 務 について整理す ると次の ようにな る。

適用業務 の内容(コ ンピュータ処理面)

鞭 経 営 診 断 動 態 管 理 情 報 検 索 提 供

ソ ー ス デ ー 質 問形 式の データおよび 左に同じ 定型化された方法ではない
タの形式 数字記入のデータの2通 ケースが多 い

りがある

入力 データ 1企 業 当た りのデー タ件 1回 の調査 で約10,000企 業 入力 データ量は少ない

量 数は多いが,年 間取扱い であ り,1企 業 当た り100
企業数はさほど多 くない データてあ るか ら1,000,000

データとな り,非 常に多い

出力 デー タ 一覧表形式の出力帳票が 一覧表形式の出力帳票が適 出力形式は定型化されない。
の形式 適す る す る カナ文字出力が主となる

出力 データ あま り多 くない 1時 的に非常に多い 少ない
量

フ ァイ ル 形 シ ー ケ ン シ ャ ル ・ フ ァ イ シ ー ケ ン シ ャ ル ・フ ァイ ル ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ7
』式 お よ び

フ ルとす る。 データ量は あ お よ び 一 部 は ラ ン ダ ム ・ア イルとする。 デー タ量は多

ア イ ル ・デ ま り多 くない。 クセ ス ・フ ァイ ル と す る。 い
一 夕 量

データ量は多い

処理方法 一括処理あるいは即時処

理

一括処理 即時処理

処理 サイク データ発生時に随時行な 年1,2回 の処 理であ り, 相談者は何時来るか分から
ル(緊急性) う デー タ量 も多 いので長期 的 ないため常に処理可能な状

計画 を立てて処理する 態 にしてお り,デ ー タが発

生したならば他の作業に割
込んで処理す る
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2)通 信 回線 を利 用 した遠 隔情 報処 理 シス テム に よる コ ン ビ。ユー タ利 用 形 態

情報 セ ン ター にお い て 「通 信 回線 を利 用 した遠 隔 情報 処 理 シ ス テ ム に よ1る

コ ン ピュ ー タの利 用方 法 」 に よ って 当該 適用 業務 を行 な う場 合 の利 用 形 態概

念 図(図7-4)は 次 の とお りで あ る。

遮F

-一 一 受

・経 営 診 断 業 務 一 ー 一

・動 態 管 理 業 務 一 ・一 ・一

・情報検 索提供業務

図7-4

3)利 用上 の問 題点

適 用業 務 の内 容 を前 提 とし,て,コ ン ピュ ー タ利 用上 の問 題 点 を検 討 す る。

(1)適 用 業 務 に つ い て.

外 部 の 大 型 コ ン ピュー タ とセ ンタ ー 内の端 末装 置 を通 信 回線 を介 して接

続 し,入 力 デ ー タの 送信,コ ン ピュ 三 夕処 理 結 果 の受信 等 の順 序 で業 務 が

遂 行 され る訳 で あ るが,適 用 業 務 の 内容か らみ て,デ ー タ量 とデ ー タ伝送

速 度 が処 理 効 率 の面 で 大 き く影 響 して く る。

経 営診 断業 務 お よび情 報検 索 業 務 は デ ー タ量 は 少 な く,か つ,処 理結 果

を出 来 るだけ 早 く出力 す る必 要 が あ り,こ の点 か ら考 えれば,こ の 業 務は
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適 してい る。特 に情 報検 索 提供 業 務 につ い ては,大 量 の デー タの フ ァイル

が 必要 で あ り,検 索 処理 も高 速性 が要 求 され る た め,大 型 の コ ン ピュー タ

が利 用 で きる こ とは,他 の ユ ーザ も同時 に使 用す る こ とか ら多 少 の レ スポ

ンス ・タイ ム(応 答 時 間)が か か る と して も業 務 の 目的効 果 は十 分 に期 待

で き る。

動態 管 理業 務 につ い ては,10,000企 業 に及 ぶ大量 の データ を取 り扱 うた

め高 速 の入 力 装 置 お よび高 速 の通 信 回 線が 必 要 とな る。 前 者 につ い ては,

当該 装置 の利 用 が不可 能 で は な いが,不 離 一 体 で あ る通 信 回線 の デー タ伝

送 速 度 に制 限 され るため,使 用 人 出力 装置 も実 質 的 には 限 定 され る。

現 在 利 用 で き る通信 回 線 は,2,400ボ ー,1,200ボ ニ200ボ ーで あ り,最

高 の2,400ボ ー 回線 を使 用 して も決 して満 足 で きる もので はな い。

以 上 の如 く業 務 の 内 容 に よ って適,不 適 が あ り,こ れ ら3業 務 を コン ビ。

ご 三 夕化 す る場合 十 分検 討 す る必 要 の あ る問題 で あ る。

(2)融 通性 につ い て

外 部 の大型 コ ン ピュー タに用 意 されて い る ユ ー テ ィリテ ィ ・プ ロは一 通

り端 末 か ら使 用 で き,ま た端 末 装 置 につ いて も高 速 な もの は 使用 で きない

が,一 応 各 種 装 置 の 使用 が 可能 で あ り,こ の点 か らは あ る程度 の 融 通 性 は

あ る。

しか しなが らコ ン ピュー タ使 用 時間帯 につ いて は多 少 の 制 限が あ り,問

題 点 で あ る。

現在 稼 動 して い る適 用TSSの サ ー ビス時間 帯 は セ ンター に よ って 差 違

は あ るが 午前8時 頃 ～午 後8時 頃 まで で あ り,こ れ 以 外 の時 間帯 の使 用 は

で きな い。

したが って,緊 急の 仕 事 が発 生 し,上 記 時 間帯 以外 で の コ ン ピュ ー タ使

用が 必 要 に な った 場合 に は対 処で きず,他 の手 段 に よって解 決 しな けれ ば

な らな い。

(3)機 密 保持 につ い て

自社 に設 置 した端 末 装置 か らデー タ を入 力 し,結 果 を出力 す る方 式 で あ
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るか らデ ー タ(伝 票,書 類)を 外 部 に持 ち出 す ことが な くこの 点 か らは機

密 漏 えい の危 険 は な い。

外 部 の 大 型 コ ン ピュー タ側 に フ ァイル され てい るデ ー タ・ ユ ー ザプ ロ等

につ いて は共 同利 用 して い る他 ユ ーザ に使 用 され る危 険 が あ るが,大 型 コ

ン ピュー タ側 の管 理 運 営 上 の 問題 で あ るが,通 常他 の 端末装 置 か らは 使用

で きな い よ うに シス テ ムが 設 計 され てお り機密 漏 え いの危 険 はな い。

今 回の適 用 業務 の 中 で経 営診 断業 務,動 態 管 理 業務 にっ い て は中 小企 業

の経 営 内容(財 務諸 表)が 処 理 デー タにな るた め,こ れ が 外 部 に漏 れ るこ

とは 問題 で あ り機密 保 守 は 遵守 され な けれ ば な らない。

●

●

一219一



レ

'

■

,

r



8.プ ロ グ ラ ム の 開 発



■

..●

.

●

、

.



8.プ ロ グ ラ ム の 開 発

●

プ ロ グラム の開 発 は,以 下 の よ うな運 営 管理 用 の計 算 セ ンタ ー ・ル ーチ ンか

らオ ンライ ン用 ア プ リケ ー シ ョンまで 多 岐 にわ た って行 な った。

(1)計 算 セ ン ター ・ル ーチ ンの作 成

・ 制 御 プ ロ グ ラムの 一 部 として組 込ん だ もの

・ 会計 フ ァイル か ら各 種統 計 表 を作成 す る処 理 プ ロ グラ ム

(2)CPLに よ る 科 学 計 算 用 ラ イ'ブラ リーの作成

(3)TSS-FORTRANの¥REPLACEサ ブ コマ ン ドの新 設

(4)オ ンラ イ ン文 献検 索 シス テムJOLDOR－ 皿 の 開発

計 算 セ ンタ ー ・ル ー チ ン につ い ては,「3.2計 算 セ ンタ ー ・ル ーチ ン 」の項

で述 べ た とお りで あ るの で説 明 は省 略 す る。

(2),(3),(4)に つ い て,そ の 概 要及 び仕 様 を以下 に示 す。

◆

e
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8.1CPL用 科 学計 算 ライ ブラ リの 開発

ま え が き

本 ライ ブ ラ リ ーは,サ ブ ル ーチ ン手続 きあ るい は 関数 手続 きか ら成 る もので,

ユ ーザ ーが 自由 に メ イ ンプ ログ ラム の中 に組 み 込 む こ とが で き る。

手続 きの引 用 は 以下 の よ うな形 で行 なわれ る。

(1)サ ブル ー チ ンの 呼 び 出 し

CALL入 口名(引 数 〔,引 数 〕……・・一)

(2)関 数 の呼 び 出 し

組込 関数 と同様 に算 術 式 の右 辺 の 中 入 口名(引 数)

で 呼 び 出す こ とが で きる。

8.1.1ラ イ ブ ラ リー の 特 徴

(1)引 数 とパ ラ メ ー タ

引 数 とパ ラ メ ー タの 属 性 は必 ず一 致 させ な けれ ば な らない6各 サ ブ プ ロ グ

ラムの引 数 の説 明 を参照(属 性 を省略 として あ るの は 省略 時 解 釈 の意)。

(2)配 列 の 宣言

各サ ブ プ ロ グ ラム は ア レ イの要 素 数 をDECLAREス テー トメ ン トに よ っ

て 自由 に定義 で き る よ うに可 変 に して い るの で,引 数の説 明 を参 照 して適 宜

定 義 す る こ と。

(3)精 度

連 立1次 方 程 式,逆 行列,固 有 値問 題 等 デ ー タ数が 多 い場 合 や,代 数 方 程

式,微 分方 程 式 等対 象 が 複 雑 な形 を と りうる場 合 な ど丸 め の 誤差 の集 積 が 解

にお よぼす影 響 が 大 きいの で,精 度 を高 め るため 内部 演算 がDECIMAL

FLOATで20桁 の プ ログ ラ ム を用意 した。DMINV,DEIGENN,

DSIMQ,DRTNIT,DRKG2,RUNGE,DSMPSN。

(4}行 列 演算

行 列 演算 を 目的 とす るサ ブプ ログ ラム を使用 す る場 合次 の点 に注意 す る こ
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1.行 列 の デ ィメ ンジ ョ ンは,す べ て1次 元 で とられ て い る。 これ は使 用 エ

リアをで き るだ け有 効 に使 う 目的 の ためで あ る。 た とえば,対 称 行列 を処

理す る場 合 は,普 通N×Nの エ リアが 必要 で あ るが,こ の場 合 はN×(N

+1)/2の エ リアで 済 む よ うに な って い る。従 って 入 力 行列 お よ び 出力

行列 の1次 元 ア レ イの要 素 数 は,そ の型(一 般 行列,対 称行 列,対 角 行列

の いず れ か)に よ って 次 の よ うにな る。

一般 行列N×M

対 称 行 列N×(N+1)/2

対 角行 列N

ただし(::㌫ ㌶

2.入 力 行 列 の 要素 の デ ー タ を,そ の 行列 の型 に よ って 以下 の番 号 づ けで 入

力 す る。

一般 行 列(全 要素 の デ ー タ を入 力)・ …

A(1)A(N+1)・ …一 …A(N(M-1)+1)

A(2)A(N+2)・ ・………・A(N(M-1)+2)

A(N)A(2N)A(N×M)

対 称 行列(上 三 角 要 素 の デ ー タだ け入力)-

A(1)A(2)A(4)A(7)一 ・…A((N-1)N/2+1)

A(3)A(5)

A(6)

A((N-1)N/2+2)

A(N(N十1)/2)
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対 角 行列(対 角 要素 の デ ー タだ け入力)・ …・・

A(1)

A(2)

A(3)
、
＼
＼
＼
＼
＼
＼＼

、
＼
＼＼

＼

＼A(N)

ま た出力 行 列 の要 素 の値 の 出力 も,そ の型 に よ って1次 元 ア レイ中,上

に挙 げ た番 号 づ け にス トア され て い る もの として 出力 す る。

3.引 数 の説 明 の 項 で,行 列 の型 を表 わす 数 とい うのが で て く るが ,こ れ は,

対 象 とな る行 列 が一 般 行 列 な らO,対 称 行列 な ら1,対 角 行列 な ら2を 入

れ る。

?
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〔 ラ イ ブ ラ リ ー 一 覧 表 〕

孤 ライブラリー名 内 容 歌

「ステッ
プ数1

1 MTRA 行列の転置 17

2 MPRD
・

行列の積 43

3 LOC

=1

2次 元 のアレイを1次 元に換 える 19

4 MCPY 行 列 の コピー 27

5 MINV 実数行列の逆行列を求める ・96

6 DMINV 同 上 96

7 POWER 固有1底 固有ベ クトルを求 める(P(鵬rExhautron法) 107

8 EIGENN 実対 称行列の固有値,固 有 ベク トル(Jacobi法) 113

9 DEIGENN 同 上 116

10 TRACE 与えられた固有値の中か ら:指 定された値以上の固有値の個数 20

11・ SIMQ 実係数連立1次 方程式を解く(掃 き出し法) 60

12 DSIMQ 同 上 61

13 'SIMQG 同 上(Gauss-Seidel法) 62

14 POI.RTN 実数係数代数方程式の実根,複 素根を求める 125

15 RTMIT 非線型方程式の実根を求める(放 物線逆補間法) 65

16 RTNIT 同 上(NewtonRaphson法), 30

17 DRTNIT 同 上 33

18 ATKIN 補 間(Aitken-Lagra㎎e法) 104

19 LESQ 1次最小自乗法 42

20 RKG2 1階 常 微分万程式(Ru㎎e-Kutta-Gil1法) 32

21 DRKG2 同 上 ,35

22 RKG2 n元 連 立1階 常微分万程式(Ru㎎e-Kutta-Gill法) 49

23 RUNGE 同 上 53

24・ SMPSN 積 分 値を求める(Simpsonの 公式) 43

25 DSMPSN 同 上 45

26 QUADR 同 上(2点 公式,3点 公式,4点 公 式,5点 公式) 30

27 GAUSS 正規乱数の発生(中 心極限定理) 28

28 NORMAI.・ 同 上(直 接法) 25

29 RANDUN
一様乱数を求める

17

30 POISN ポ アソン乱数 を求める 59

31 MULTR 回帰分析,重 回帰分析,多 項式回帰分析 57

32 TALLY デ ー タの整理 総 和,平 均値,標 準偏差,最 大最小値 28

33 TTEST 母平均および平均値の差の検定のための統計量tを 求める 59

34 ORDER 相関係数行列を作る 45

35 PADD 多項式の和 41

36 BESFJN 第1種Bessel関 数 70

37 BESFYN 第2種Besse1関 数 123

「(注)ス テ ッ プ数 と は ラ イ ブ ラ リ ー の ソ ー ス ・ス テ ー トメ ン トの総 数 で あ る。 」

一225一



8.1.2各 ライ ブ ラ リー の 説 明

〔1〕MTRA

ω 目 的

与 え られ た行列Aの 転 置 行列R=Atを 求 め る。

② 使 用方 法

CALLMTRA(A,R,N,M,MS);

(3)引 数 の説 明

(i)入 力

A;BINFLOAT(26)入 力 行 列。

N;省 略 行列Aの 行 の 数お よび行 列Rの 列 の数 。

M;省 略 行 列Aの 行 の 数 お よび行列Rの 行 の 数。

MS;省 略 行 列Aの 型 を表 わす 数 。

(ii)出 力

R;BINFLOAT(26)行 列Aの 転 置 行列 の入 る出力 行

列 。

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

MCPY(〔4〕MCPY参 照)

LOC(〔3〕LOC参 照)

㈲ 注意 事 項

(i)各 行 列 に対 す る1次 元 ア レイの要 素 数,引 数MS,お よび 行列 要 素

の値 の 入力,出 力 に 関 して は

4.1-(4)行 列 演 算 を参照 。

(iD出 力 行列Rの 型 は,入 力 行列Aと 同 じで あ る。

(6)使 用 例

58710

9246
A－ の転 置行列 を求 め る。

138216

5978
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?
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つ
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つ
・
つ
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つ
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?
・
?
・
つ
・
?
●

0

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

∩

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

4

4

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

0

0

0

0

n

O

O

O

O

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

0

∩

∩

り

0

∩

り

∩

り

∩

∩

∩

∩

0

0

∩

り

n

∩

0

0

0

り

り

LASTし!NE(END

?%RUN;

H卜¶TRA:PRθCθPTI6吋S(門AIN);

OCしA(16)B.1門,R(16}BIN‡

N=4;

Mヨ4;

岡Sロ0;

A(1}冒5;

A(2》 コ9;

A(3)ロ13‡

A(4)ヨ5;

A(5)=8;

A(6)=2◆

A(7)冒8

A(8)冒q

A(9}=7

A(10,ロ4

A(11)冒2

A《12》=7

A(13)冒10‡

A(1'4)旨6;

A《15)治163

A(16)=8;

CAしLMTRA(A.R・ ト!,叫 ・ト!S);

PUTFDIT(R)(SKIP●4F(5)》 言

FNOMMTRA;

ST)0700・00

●

5

9

3

5

1

良
∨
う
』
只
∨
0
'

7

4

2

7

0

6

6

8

1

¶
エ

(注)

結果は以下の よ うに印字 されてい る。

¶

A(1)

A(5)

A(2)

A(6)

A(4)

A(8)

亀 ト

〔2〕

Aa3)

MPRD

Aa6)

(1) 目 的

与 え られ た2つ の 行 列A,Bの 積R==A・Bを 求 め る。
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② 使 用 方 法

CALLMPRD(A・B・R・N・M・MSA・MSB・L)・

(3)引 数 の 説 明

(D入 力

A;BINFLOAT(26)入 力 行 列 。

B;BINFLOAT(26)入 力 行 列 。

N;省 略 行 列A,Rの 行 の数。

M;省 略 行 列Aの 列 の 数。 行列Bの 行 の 数。

MSA;省 略 行列Aの 型 を表 わす 数。

MSB;省 略 行列Bの 型 を表 わす 数 。

L;省 略 行 列Bの 列 の 数 。

旬 出 力

R;BINFLOAT(26)行 列A,Bの 積 の入 る 出力 行列 。

(4)使 用 され るサ ブ プ ログ ラム

LOC(〔3〕LOC参 照)

(5)注 意 事 項

(D各 行列 に対 す る1次 元 ア レ イの要 素 数,引 数MSA,MSBお よび行

列 要 素 の値 の入 力,出 力 に 関 して は

4.1(4)行 列 演算 を参 照

(iD出 力 行列Rの 型 は,入 力 行 列Aお よびBの 型 に よ り以下 の よ うにな

る。

ABR

－ 般 行列 一 般 行 列 一般 行 列

一 般 行列 対称 行 列 一般 行列

一 般 行列 対 角 行 列 一般 行列

対 称 行列 一 般 行 列 一般 行列

対 称 行列 対 称 行 列 一般 行列

対称 行 列 対 角行 列 一般 行列
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対角行列 一般行列 一般行列

対角行列 対称行列 一般行列

対角行列 対角行列 対角行列

(im行 列Rの エ リア を,行 列Aお よび行列Bと 同 じエ リアに割 当 て て は

な らない 。

(6)使 用 例

■

A=

B=

(、i

(、i

8

リ
ム

8

り
0

4

り
0

1

i>
i)

でA×Bを 求 め る。

寸

1▲

?

'
?
・
つ
・
?
◆
?
◆

?
●
つ
・
?
・
つ
■
?
・
つ
・
つ
・
?
●
?
●
つ

.
?

?

つ
■
つ
◆
?
●
つ
・
つ
・
ウ
・
つ
.
つ
・
つ
・
つ
・
?
●

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

∩

0

0

0

0

0

0

0

0

り

∩

り

0

1

2

3

4

6

7

8

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

∩

∩

∩

∩

∩

0

∩

ぴ

0

0

∩

0

∩

∩

∩

∩

∩

0

∩

0

0

∩

り

∩

n

り

り

0

MMPRDtPRθC6PTIθNS(門AIトD;

DCLA《9)BIN

N=3;

M=3;

門SA=0;

MSB=0;

しヨ3;

A(1)=5;

A(2)n9;

A(3)=13;

A(4)=8

A(5)32

A(6)ロ8

A(7)雷7

A(8)冒4

A(9)=2

B《1)=6

B(2,ゴ1

B(5)治4

B(6)目3

B(7)=7

B(8)=8

B(9)ロ2

CALL

pu↑

FND

B(3)治103

B(4)富13;
●

LASTし1ト 』E(FND

?9aRUN;

FLsAT・B(9)BINFL6AT・R(9)BINFLOAT;

門PPD(A.8・P.M・ ∨ ・MSA.MSB・ し);

F1IT(R)(SKIP・3r(20●9));

M門PQD3

ST)∩740・ ∩0

1・n8000001ε+02

}・18noOOOIE+∩2.13000001E+02

9・6∩ り00015E+01

1.37∩00001E+02

8・7nOOOO12E+り1

1.り6000001E十 〇2

2.07り00002F+02

1・5gr)00003F十 〇2
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〔3〕LOC

(1)目 的

与 え られ た行列 の2次 元 の番 号 付 け を1次 元 の 番 号付 け にか え る。

② 使 用 方 法

CALLLOC(1,J,IR,N,M,MS);

(3)引 数の説 明

(i)入 力

1;省 略 ユ ーザ の指 定 す る要 素 の 行 番号 。

J;省 略 ユ ー ザの指 定 す る要 素 の列 番 号。

N;省 略 与 え られ た行列 の行 の 数 。

M;省 略 与 え られ た行列 の列 の 数 。

MS;省 略 与 え られ た行列 をス トアす る型 を表 わす

数。

伽 出 力

IR;省 略1次 元 に直 した場 合 の 行列 要 素 の番 号。

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し。

㈲ 注 意 事 項

(i)各 行 列 に対 す る1次 元 アレ イの要 素 数,引 数MS,お よび行 列 要素

の値 の 入力,出 力 に 関 して は,

4.1(4)行 列 演算 を参 照 。

(6)使 用 例

大 きさ(4,5)の 一 般 行 列 の第3行,第4列 の要 素 の1次 元 の 番号

付 け を求 め る。
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●

,楡

マ0010MしffC:PRθC6PTI6NS(MAIN,言

?no20re3

?0030J■4

?∩040N=4

?0050門=5

?0060MS=O;

?0070CALLL門C(1.」 ●IR● 司●M・MS)‡

?008nPUTr〕ATA(1R)‡

?no90ENDMし σC言

LASTしINF(FNDST)0280●00

?・%RUN‡

IR315;

4

3

〔4〕MCPY

(1)目 的

与 え られ た行列 のす べ て を コ ピーす る。

② 使 用 方 法

CALLMCPY(A,R,N,M,MS);

(3)引 数 の説 明

(D入 力

A;BINFLOAT(26)入 力 行 列 。

N; .行 列A,Rの 行 の数 。

M;行 列A,Rの 列 の 数。

MS;行 列Aの 型 を表 わす 数。

-231一
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e

(4.'1(4)行 列 演 算 参 照)

㈲ 出 力

R;BINFLOAT(26)入 力 行 列 と 同 じ 型 の 出 力 行 列 。

(4)使 用 さ れ る サ ブ プ ロ グ ラ ム

LOC(〔3〕LOC参 照)

㈲ 注 意 事 項

(1)各 行 列 に 対 す る1次 元 ア レ イ の 要 素 数,引 数MS,お よ び 行 列 要 素

の 値 の 入 力,出 力 に 関 し て は,4.1(4)行 列 演 算 参 照 。

(6)使 用 例

4行4列 の 行 列 を コ ピ)一 す る 。

?0010MMCPY:PROCθPTI6NS(MAIN);

?00200CLA《16)BIN・

?R(16》BIN;

?0030N・Mg4;

?0040MS=O;

?0050GETLIST(A)‡

?り060CALLMCPY(A.R・N・M●MS)‡

?0070PUTFDIT(《R(1)D61=1Tθ16))(X(5).4F(6).SKIP)‡

?0080ENDMMCPY‡

LASTLINE(εNDST,0360◆00

?%RUN8

DATAOO50・00A?1,2・3,4.5・6●7・8・9.10・11・12,13,14●15.16

1234

5678

9101112

13141516

〔5〕MINV

(1)目 的

実 行列Aの 逆 行列A-1を 掃 き 出 し法 に よ り求 め る。

② 使 用方 法

CALLMINV(A,N,D,L ,M);

(3)引 数 の説 明

(i)入 力

A;BINFLOAT(26)要 素 数(N×N)の1次 元 ア レ イ。

-232一
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■

逆 行列 を求 め る 行 列(.プ ログ

ラ ム実行 中書 きか え られ る)。

N;省 略Aの 次 数。

L;省 略 要 素 数Nの1次 元 の ワー ク ・エ

リア。

M;省 略 要素 数Nの1次 元 の ワー ク ・エ

リア。

伽 出 力

A;BINFLOAT(26)要 素 数(N×N)の1次 元 ア レ

イ。 逆行 列 が求 ま る。

D;BINFLOAT(26)入 力 行列Aの 行列 式 の値 が 求 ま

る。

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し

㈲ 注意 事項

(i)行 列 式 の値Dが0の 場 合,行 列Aは 特異 行列 で あ るた め,逆 行列 は

求 ま らない。

(ii)入 力 のAと 出力 のAは 同 じエ リアで あ る。

(6)使 用 例

A-〈iii)一 一 一
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?eo10
?0020

?0030

?0040

?0060

?り070

?0080

?0090

?0100

?0110

?0120

?0130

?0140

?0150

?0155

?り160

?017∩

?0175

?0180

?%RUN;

MMIKIV‡PRθCθPTIffr・1S(門AI鼻1,3

DCLA(9)BINFLSAT.し(3》 ・1(3)8

DCLDBINFしHAT;

N=3;

●

●

・

・
0

◆

…

2

4

6

4

3

5

3

3

5

=

コ

冒

コ

=

雪

目

=

=

)

)

)

)

)

)

}

)

,

1

2

3

4

5

6

7

8

9

(

(

(

(

(

(

(

(

(

A

A

A

A

A

A

A

A

A

しASTしINE(ENDST,

CAしLMINV(A・N・D・L・ 刈 》;

PUTSKIP(2)言

PUTOATA(0)言

PUTFDIT(A)(SKIo,3F(2098));

PUTSKID(5);

FND;

1150.00

●

P.コー2・1800000E+n2;

-6.19266048F_01

2.29357773C_∩2

3・57798166[≡_01

〔6〕DMINV

(1)目 的

9・17431145E-・03

3.66972479E-∩2

-2・75229360E_∩2

実 行列Aの 逆 行列A-1を 掃 き出 し法 に よ り求 め る。

(2)使 用 方 法'

CALLDMINV(A,N,D,L,M);

(3)引 数 の説 明

A,Dの 属 性 がDECFLOAT(20)に な る。

その他 はMINVと 同 じ。

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し

㈲ 注意 事 項

〔5〕MINV参 照 。

(6)使 用 例

(〔5〕MINV参 照)

7.33944952E-e1

-6●42201825E-∩2

-2.Ol834857E_01

●

全
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●

4

A=

?り010

?0020

?0030

?nO40

?り060

?う070

?008∩

?0090

?り100

?0110

?∩120

?り130

?0140

?0150

?∩160

?0170

?0175

?り18fi

?り185

?り190

?駕RUト!;

9
自

3

4

9
U

5

3 ,i)の行列式及び逆行列 を求め る。
MDMI卜IV:PRθC6PTI弓NS(MAI卜 ▲):

nCLA(9)FL〔3AT(20)・ し(3),ト1(3):

DCしD「)ECFL5AT(20)‡

2

3

4

3

5

3

4

2

=

=

=

=

=

=

=

=

・
・
)

)

,

)

)

,

)

)

3

1

2

3

4

5

6

7

8

=

(

(

(

(

(

(

(

(

N

A

A

A

A

A

A

A

A

A(9)=30

CALしn門INV(A."!.n● し,");

PUTSKIP《2)

PUTりATA(r1)

PUTSKIn(2)

PUTFDIT(A)(SKIP・2F(30.19));

PUTSKIP(5);

FNDMDMIトjv;

しASTLIAIE(ENDST)1160・ ∩O

O=-2・0000000000000000000E+∩0;

7

5

う
↓
6

4

一

一

一

1999999999999972485F+∩1

4ggggggg99999979∩7りF+0り

1gqg9999gqg99991572F+01

ggg9999999999973441F+00

qgg9gg9999999979877F-Ol

4・ り999999999999984297E+01

3・8999999999999985134E+∩1

-2 ・99999999999999,38752F+0∩
-3・9999999999999984927E+00

"

〔7〕POWER

(1)目 的

実 行 列Aの 固 有 値 お よ び 固 有 ベ ク トル を パ ワ ー(Power)法 と イ グ

ゾ ー シ ョ ン(Exhaution)法 に よ り求 め る 。

(2)使 用 方 法

CALLPOWER(A,N,K,N1,M1.,ITER,EPS,V,V1,

V2,X2,XE,X,KK,IER);

(3)引 数 の 説 明
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(D入 力

A

N

K

N1

M1

ITER

;BINFLOAT(26)

略

略

省

省

省 略

省 略

省 略

EPS;BINFLOAT(26)

V ;BINFLOAT(26)

V1;BINFLOAT(26)

V2;BINFLOAT(26)

X2;BINFLOAT(26)

(iD出 力

XE;BIN FI.OAT(26)

-236一

要素 数(N,N)の2次 元 ア レ

イ。 固有 値,固 有 ベ ク トル を求

め る行 列 。

(実 行 中書 きか え られ る)

Aの 次 数

求 め る固 有値 の 数。(絶 対 値最

大 の もの か らK個)

メ イ ンプ ログ ラム にお けるAの

デ ィメ ン ジ ョ ンの 行 の 数。

メ イ ンプ ログ ラム にお け るXの

デ ィメ ンジ ョ ンの行 の 数。

最 大繰 り返 し回 数。ITER=O

と入 れ る とサ ブ プ ロ グ ラムで

ITER=200と .おく。

解 の相 対誤 差。EPS-0と 入れ

る とサ ブプ ログ ラム でEPS=

10-5と お く。

要 素 数Nの1次 元 ア レイ。 ワー

ク ・エ リア。

要 素 数Nの1次 元 ア レイ。 ワー

ク ・エ リア。

要 素 数Nの1次 元 ア レ イ。 ワー

ク ・エ リア。

要素 数Nの1次 元 ア レ イ。 ワー

ク ・エ リア。

要素 数Kの1次 元 ア レ イ。 求 ま

ゆ

"



■

9

●

X

K

K

K

IER

BINFLOAT(26)

略

略

省

省

省 略

一237一

つたAの 固有 値。

要素 数(N,K)の2次 元 ア レ

イ。Aの 固有 ベ ク トル が 固有 値

に対応 して カ ラム ワ イズ に求 ま

る。

求 ま った 固有値 の 数。

収束 に 関す る情報 を与 え るコー

ド。KK番 目の 固 有値 を求 め る

と き,EPSを 収 束 判定 基 準 と

してITER回 繰 り返 したが 収

束 し なか った た め,EPSを10

倍 し た こと を示 す 。

エ ラー ・コ ー ド。

IER=0正 常 に解 が 得 られ た

場合 。'

IER-1固 有値 がK個 求 ま っ

たが;K十1番 目以

降 はEPSを 収 束 判

定 基 準 としてITER

回繰 り返 し たが収 束

しなか った場合 。

(Kは(2)出 力 を参照)

IER-2KK番 目`t'固 有値 を

求 め る と きEPSが

10倍 され,固 有 値

が求 め た い 数 だ け求

ま った場 合 。

IER=3計 算 途 中で セ ロ ・デ



(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し

㈲ 注意 事項

(i)入 力 のKと 出力 のKは 同 じエ リアで あ る。

(ID

脚

Gv}

イバ イ ドを起 こした

場 合 。

EPS－ αと入力 され た場 合EPS-10-5と お き計算 を行 な う。

ITER=O.と 入 力 され た場 合ITER-200と お き計算 を行 な う。

IER=1の と きK個 まで 固有 値 が 求 ま り(Kは 入 力 時 の値 と違 う)

XEとXに はK個 まで の 固有 値 と固有 ベ ク トルが ス トア され て い る
。

、.もしK=Oで あれ ば,1つ の 固有値 も求 ま らなか っ た こ とを示 して い

る。

(V)IER-2の ときKK番 目の 固 有値 を求 め る と きEPSが10倍 され
,

XE'とXに は求 め たい 数だ けの 固有 値 お よび固 有 ベ ク トルが ス トア さ

れ て い{。 な お(KK+1)番 目以降 の 固有 値 を求 め る ときは10倍 さ

れ たEPSに よ り収 束 判 定 を行 な う。

(vbIERi=3の とき各 引 数 には計算 途 中 の値 が 入って い る。

(6)使 用 例.

A-G-19
一

〇 i)
の固有値,個 有ベ ク トルを3値 すべて求め る場合。
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つ
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つ
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・
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つ
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つ
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つ
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つ
・
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●
つ
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つ
・
つ
●

0010

0020

0030

0040

0050

0060

0070

0080

∩090

0100

0110ー

り120

0130

0140

∩150

0160

0170

0180

0190

0200

0210

∩220

0230

∩235

0240

ト!P6WER‡PRθC(MAINS) .‡

OCしA(3●3)81N・X(3・3,BIN,XE(3)gV(3)BIN;

OCLV1(3)BIN.V2(3)BIN.X2(3)BIN;

Nl=3;

門1=3‡

N=3;

Kコ3‡

FPS冒0.1E-03;

ITERロ0;

A(1.1)雷1◆O

A(1・2)=1・O

A《1・ .3,コ0.O

A《2●1)冒0.O

A(2●2)=2・O

A(2・3)=0.O

A(3.1)=1●O

A(3・2)旨0・O

A《3・3)冒3●O

CALし

PUT

PUT
'PUT

PUT

PUT

END

しASTLIPt1E(END

?XRUN‡

POWER(A● 吋 ・K・N1,門1●ITER●EPS・V,V1,V2gX2・XF・X・KK●1ER);

SKIp(2)言

nA「 「A(XE)‡
:PDIT《X,(SKIP

.3F《20,8))‡

nATA(K.KK・IER,‡

SKIp(5}‡

MP6WER‡

ST)1320●00

XE(1,n2◆9994919E十 〇〇

Ks

3・38434215E-04

3●38434215E604

g・ggg99895E_01

3KKロ

XE(2)=2.0001228E+00

5・77n57272E-01

5●77057272E-01

-5・77935874ε 一〇1

0TER=

XF(3)=9●9999999E-01‡

一8.94449144E-01

1●09358509E"04

4.47169736F-01

0;

〔8〕 E・IGENN・

(1)'唱 的

実対 称 行列 の 固有 値 お よび固 有 ベ ク トル を ヤ コ ビ(Jacobi)法 に よ
負

り求 め る。

(2)使 用 方 法

CALLEIGENN(A,N,ITER,R,IC,N9);

㈲ 引数の説明

(i)入 力

A ;BINFLOAT(26) 固有 値,・個 有 ベ ク トル を求 め る
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行列 。 要 素 数N×(N+1)/2の

1次 元 ア レ イ。.カ ラム ワイ ズに記

憶 され て い るO

N;省 略Aの 次 数 。

N9;省 略'N×(N+1)/2。

ITER;省 略 繰返 し計 算 の最 大 繰返 し回 数。

(⑤ ㈹ 参照)

IC;省 略 求 め た い結 果 に対 す る情 報。

IC-0固 有 値 と固有 ベ ク トル を

求 め る。

IC-1固 有 値 の み求 め る。

伽 出 力

A;BINFLOAT(26)要 素 数N×(N+1)/2の1次 元

ア レイ。 固有 値 が対 角 線 上 に大 き

い もの か ら求 ま る。

R;BINFLOAIT(26)要 素 数(N×N)の1次 元 ア レ イ。

固有 ベ ク トルが 固有値 に対応 して

カ ラム ワイズ に求 ま る。

ITER;省 略 エ ラー ・コー ド。

ITER-0入 力 時のITER回 繰 返

したが,収 束判 定基 準

を満 た さない場 合。

ITER≒0出 力 時のITER回 で解

が得 られ た場合 。

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し

⑤ 注意 事 項

(i)入 力 のAと 出力 のAは 同 じ エ リアで あ る。
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(ii)行 列Aに は ωA

ー
A(2)

A(3)

A(4)

A(5)

A(6) )
とカ ラム ワイズ に ス トア され な けれ ば な らな い。

●

(ilD固 有 値 はA(1),A(3),A(6), に求 ま る。

OV)丸 め の誤 差 の観 点 よ りN≦50が 望 ま しい。(DEIGNNの 場 合 は

N≦70)

■

(V)入 力 のITERと 出力 のITERは 同 じエ リアで あ る。

(vi)固 有 ベ ク トルは 固有 値 に対応 して カ ラム ワイズ に求 ま る。

蜘 収 束 判 定 基準 は万 万 ×los/Nで あ る。 ここでBは 非 対 角 線 上 の

要素の2乗 和であ る。

(6)使 用 例

甲

A=

?∩010
?fio20

?う ∩30

?OO40

?fio60

?007∩

?0080

?つoq∩

?n100

?0110

?0120

?0130

?0140

?〔150

?う160

?∩17り

?∩180

?0190

?∩200

ぐづ

しへSTLIト1F(FN∩ST)

?%,RU,1;

の 固有 値,固 有 ベ ク トル を求 め る。

rJIFIGεN岡:OPθC6PTIθPt・!S(MAIFI);

OCLA(6}BIN・R(9)BIKI;

N=3;

N9コN*(N+1)!2‡

ITER=20;

IC=0;

A(1)=2.‡

A(2)=-1・ 言

A(3)=2;

A(4)=0.;

A(5)=-1.言

A(6)=2・ 言

ぐALLrlCFN、1(A,N,7丁 亡R,R¢1C.N9)言

PUTSKID《2):

PUTCDIT(A)(SKIo,3F(20.R));

PUTEDIT(R)(SKIn.3F(20・ 臼));

PUTDATA(ITER);

PUTSKIn(5)言

FNP卜1FIGFklM;

1340.ぴ0

3.ノL1421358F+∩ ∩

4・19726146r_∩B

5●nfio.00044E-(1

_7・n7106783F-∩1

5.∩ ζ)00002gr-∩1

1TEP=14;

9.り94q4727「_13

_4.59454230F_!2

一7.り7106799F-「}1

-2・a5666773F-(8

7・07106783F_01

1.∩qggggogF+り0

5・85786461E-∩1

4.gggggqg2亡 一〇1

7.∩7106798F－ ぴ1

5・OOOOOO29E-∩1
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〔9〕DEIGENN

(1)目 的

実対 称 行列 の 固有 値及 び固 有 ベ ク トル をJacobi法 に よ り求 め る。

② 使 用 方法

CALLDEIGENN(A ,N,ITER,R,IC,N9);

(3)引 数 の説 明

A,Rの 属 性 がDECFLOAT(20)と な り
,そ の他 はEIGENNと

同 じ。(〔8〕EIGENN参 照)

(4)使 用 され るサ ブ プ ログ ラム

な し

㈲ 注意 事 項

〔8〕EIGENN参 照 。

(6)使 用 例

　

(=A
-

り
白 )

0

1

2

一 の 固有 値,固 有 ベ ク トル を求 め る。

?

マ
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6

?

・

つ

・

つ

・

つ

・

つ

.

つ

・

つ

・

つ

・

つ

・

つ

.

つ

・

つ

.

つ

◆

つ

・

つ

.

つ

・

つ

・

つ

・

?

・

う010

∩020

∩030

0040

∩06∩

no7∩

003∩
「)090

つ100

0110

0120

0130

0140

fi150

り160

∩17∩

0180

∩19り

∩200

IDEI(ミE卜 州:pr～OCθPTIO↑ ・!S(MAI、1):

DCしA(6)FLCAT(20)・R(9)FL6AT(20》:

N=3;

1・}9=卜1*(卜 」+1)/2;

ITER=20;

Ic=o;

A(1)=2.:

A(2)=_1.;

A(3)=2;

A(4)=0・:

A(5)=_1・:

A(6)=2・ 言

CALLDFIGC"1!!(A,N,TTEr～ ・R・1C.日9)言

PUT

PUT

PUT

PUT

PUT

仁Nn

LASTしINE(FllD

?5{F～uN;

SKID(2)言

FDIT(A)(SKIP.2C(3り ・19})言

FOIT(!)(SKIP.2F(30・19)):

OATA(ITER)';

SKID(5):

OEIGFNN;

ST)137∩ ・り0

3.・4142138231229183272F+00

2・ ∩∩司0000985993689657F+∩0

7.0821831648513741461g_11

2・5797313615306464475E_12

4.2035848654465397138E-∩8,

5.8578545807498081000F-01

5.0000005り.q7915177215E-∩1

4.9999998759330974664E-01

_3◆02C)52321579.43157fi92F-08

5.∩00り000778994355967F-∩1

5・ ∩∩0∩0009581855096∩3E-01

1TER=14‡

_7.り710630784404240993ErO1・

-7 .∩71067.8144978029676ε_∩1

7.0710681578345372364ε,∩1

7。 ∩710679358654526522E-n1

〔10〕TRACE

,

(1) 目 的

与 え られ た固有値 λ,,λ,, ,λ 。の中 か ら,指 定 され た値 以上 の

固有値 の個数 を見つ け出す。

●

(2)使 用 方法

CALLTRACE(M,R,CON,K,D,MM);

(3)引 数 の説 明

(i>入 力

M ;省 略 固有値の個数。

MM ;省 略 M(M十1)/2。
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R ;BINFLOAT(26)

CON;BINFLOAT(26)

(iD出 力

K

D

M個 の 固有 値 を下 降順 に入 れ る。

要 素 の数 は(M(M十1)/2)の

1次 元 ア レイで あ る。 こ こでR

は次 の よ うに入力 す る。

㍗1:::iiii)
(M×M)行 列 の 対 角 要 素R(1),

R(3),R(6),一 … に 固 有 値R,,

R2,λ3,・ ……・,礼 を ズ トア す

る。 こ こで λ,≧ λ2≧ λ,≧ …・・…

≧ λMで あ る。
|

基準値 以上の固有値の個数 を決

めるために与 える基準値。

;省 略CONよ り大 きな 固有 値 の個 数 。

;BINFLOAT(26)CONよ り大 きな 固有 値 の累 積

パ ーセ ン トをD(1)か らD(K}ま で

出力 し,CONよ り小 さい 固有

値 はそ の ままD(K+1)か ら

D(M)ま で に 出力 す る。 す なわ ち

鋤に:㌔ ∵∴∵)

(4)使 用 され る サ ブ プ ログ ラム

な し
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㈲ 注意事項

K個 の基準値(CON)以 上の固有値に対す る累積 パ ーセ ン トは

j

i=1M

た だ し

」=1,2,・ … ・…,K

M:全 固 有 値 の 個 数 。

K≦M

(6)使 用 例

R(1)=-1,CON=一&0,M==4と す る。

dj－ Σ ⊥

?0010MTRACE:PRθCθPτ1θNS(MAlN)‡

?OO20DCLR(10)BIN.D(10)BIN.CθNBIN‡

?0030M=4;

?0040MM,=M*(ト1+1)ノ2;

?∩050nθ1=1Tθ10;

?0060R(nコ ー1;

?0070ENO;

?0080C6N=_8.0;

?∩OqOCALしTRACE(M,gRgCθN,K,n●Mr・1》 ‡

?0100PUTOATA(K);

?∩110PUTFDIT(0)(SKIP・3F(20,R));

?0120FNDMTRACE8

しASTしINE(FNDST)∩330◆00

?%RUN;

K=3‡

-2・50000003F-01-1・ ∩0000001E十 〇〇

-1◆00000001F+∩13・6∩351502E-n1

0◆00000000E-77り.∩0000000E-77

1・474609∩3E_01

一2・50000003E十 〇〇

〇.∩0000000E--77

∩.OOOOOOOOE-77

〔11〕SIMQ

(1)目 的

実 係 数連 立1次 方 程 式,AX-Bの 解 を掃 き出 し法 に よ り求 め る。

② 使 用 方法

CALLSIMQ(A,B,N,IER);

(3)引 数の説 明

(i)入 力
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(")出

A

B

N

B

力

IER

;BINFLOAT(26)

;BINFLOAT(26)

省 略

;BINFLOAT(26)

省 略

要 素 数(N×N)の1次 元 ア レ イ。

連 立 方 程 式 の係 数 行列 。(プ ロ

グ ラム実 行 中書 きか え られ る)

要 素 数Nの1次 元 ア レイ。

定 数 項 。

Aの 次 数。

要 素 数Nの1次 元 ア レイ。解 。

入力 のBと 同 じエ リアで あ る。

エ ラ ー ・コー ド。

IER=0正 常 に解 が 得 られ た

場 合。

IER-1行 列 が特 異 行 列 にな

り,解 が得 られ なか

っ た場 合 。

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し

㈲ 注意 事 項

(i)IER=ユ の 時Bに は計算 途 中の結 果 が 入 って い る。

旬 入力 のBと 出力 のBは 同 じエ リアで あ る。

(6)使 用 例

連立 方 程 式

{二連i;当
を 解 く 。

A(1),A(2),・ ・… …,A(9)に は,4,10,1,・ ・… …9,-9

B(1),・ … … ・,B(3)に は,1,… ・・…,16と 入 れ る 。

-246一

■

治

●

■



4

■

?∩010MSIMn:PR〔 ハC6PTI6NS(MA!卜1);

?∩020DCLA(9)BINFL問AT・!(3)BIF1FしPtAT書

?0030N=3;

?∩050A(1)=4;

?fiO60A(2)=10;

?∩070A(3)=1;

?∩08∩A(4)=_5;

?0090A(5)=4;

?う100A(6,=_10;

?り110A(7)■6;

?つ120A(R)=9;

?0130A(9)=_9;

?∩140B(1)=1;

?∩1505(2)胃76;

?∩160E(3)=16;

?Ol70CAしLSIM∩(A⑨B・ 川 ・1FR);

?り18∩PUT【 〕ATA(B):

?0185PUTr、ATA(ICR)言

?∩1gCrFIDMSI,・tへ:

LASTLIr・IF(E}!DST}080∩ ・00

?「1「 ～un言

P,(1)=1.nOc.)OOOOF+OlB(2)=3.∩OOOOOOF+009(3)=_4.OOOOOOOE+OO;

IFO=り;

〔12〕DSIMQ

(1)目 的

実係 数連 立1次 方 程 式,AX-Bの 解 を掃 き出 し法 に よ り求 め る。

② 使 用 方 法

CALLDSIMQ(A,B,N,、IER);

(3)引 数 の説 明

A,Bの 属性 がDECFLOAT(20)に な る。'

その 他 はSIMQと 同 じ。(〔11〕SIMQ参 照)

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し

(5)注 意 事 項

〔11〕SIMQ参 照 。

(6)使 用 例
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?0010

?∩020

?0030

?0050

?0060

?no7り

?0080

?0090

?0100

?0110

?∩120

?り130

?0140

?0150

?0160

?∩170

?018∩

?0185

?り190

しASTしINC(Et・!DST)

?%RUF.];

mslMQ‡.PRθCOPTIffNS(MAI卜D;

りCLA(9)FL問AT(20),B(3)FLθAT(20);

Nコ3;

AU,=4;

A(2)≡10;

A(3)冒1;

A(4)=_5;

A(5)=4;

A(6,冒 一10;

A(7)=6;

A(8,=9;

A(9)=-9;

B(1)=1‡

B(2)=76;

B(3)=16;

CALしDSIト1∩(A,B,N・TFR);

PUTrDIT(BパSKID,2F(30,19));

PUTDATA(IFR)言

FNOト1DSIMQ;

0810.00

1.nOOOOOOOOOOOOOOOOOOF+01

_4◆ ∩000000000000000000ε+00

1εR=0;

3.nOOOOOOOOOOOOOOOOOOF.+OO

D

〔13〕SIMQG

(1)目 的

実 係 数連 立1次 方程 式,AX-Bの 解 を ガ ウス ・ザ イデ ル(Gauss

－Seide1)法 に よ っ て 求 め る
。

② 使用方法

CALLSIMQG(A,B,N,M,N1,M1,EPS,ITER,

IER);

(3)引 数 の説 明

川 入 力

A

B

;BINFLOAT(26)要 素 数(N,N)の2次 元 アレ

イ。連立方程式の係 数行列。

(プ ログ ラム実 行 中書 きか え ら

れ る)

;BINFLOAT(26)要 素 数(N,M)の2次 元 ア レ イ 。
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◆

4

,

ユ

N

M

N

M1

略

略

略

省

省

省

省 略

EPS;BINFLOAT(26)

ITER

(ii}出 力

B

IER

省 略

;BINFLOAT(26)

省 略

(4)使 用 され るサ ブ プ ログ ラム

な し

㈲ 注 意 事項

(i)N≦50で あ る こ と。

(iDIER=1の と き

(iiDIER=2の と き

連立 方程 式 の右 辺 の定 数 行 列 。

Aの 次 数。50以 下 の 数。

Bの 列 の数。

メ イ ンプ ログ ラ ム にお け るAの

デ ィメ ンジ ョンの 行 の 数。

メイ ン プロ グラ ム に お け るBの

デ ィメ ンジ ョンの行 の 数 。

解 の 相対誤 差(㈲ 注 意 事 項M)参

照)

最大 繰 り返 し回 数。

要 素 数(N,M)の2次 元 アレ イ。

連立 方 程式 の解 の 行列 。

エ ラ ー ・コー ド。

IER=0正 常 に解 が得 られ た

場 合 。

IER=1EPSを 判 定 基 準 と

してITER回 繰 り

返 し たが 収 束 しな か

った場 合 。

IER-2N>50の 場 合 。

Bに は入力 した定 数 行列 が 入 って い る。

エ ラ ー・コー ド以外 の引 数 は この サ ブ プ ログ ラ

ム を呼 び 出 した ときの 状態 の ま まで あ る。
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(IV)係 数 行 列 の対 角 要 素 の絶 対 値が 他 の要 素 の絶 対 値 よ りか な り大 きい

こと。

(V)入 力 のBと 出力 のBは 同 じエ リアで あ る。

N

Σ(Xi(n+1)-Xi(n))・
i=1

(vi)収 束 は ≦EPSか ど うかで 判 定 されN

Σ(。i(・+1))・
i=1

る。

(Xi(n),Xi(n+1)は 近 似 根)

(6)使 用 例

とす る と,

A(1

B(1

B(3

と 与 え る 。

Xl十 エ4==5

x2十z4=6

x3十 ω4=7

x4=4

,1),A(1

,1),B(2

,1),B(3

)

)

)

り
ム

ー

り
ム

Xl十x4=2

x2十x4・'2

x3十x4=2

x4=4

Ctr1十x4==2

x2十x4==2

x3十ac4==2

ac4・=2

A(4,4)に は1,0,0,1・ … ・…0,1

B(31),B(4,1)に は5,6,7,4,… ・・…

B(33),B(3,4)に は2,2,2,2
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0010

0020

0030

0040

0050

0060

0070

0080

0090

0100

0110

0200

0210

0220

0230

0240

0250

卜1SIMOG:PRσCOPTI(ハNS(ト4AIN);

DCLA(4・4)BIN.B(493)'BIN・EPSBIN・IX

N呂4;

N1コ4;

凹工3;

IX雪0;

門1=3;

EPS=1・OE-5;

ITER=50;

FIXEO(12),XBIN;

GETLIS「 「(((A(1・J)DσJ=1TON)りOI=1TON));

GETLIST(((B(1,J)00J=1TO卜fi)001=1TON));

PUTEDIT(A)(SKIP,3E(20,8));

PUTEDIT(B)(SKIP,3E(20,8));

CALLSI卜IQG(A・B,N,M,N1,ト ↑1,EPS・ITER,IER);

P'UTDATA(IER『);

PUTEDIT(B)(SKIP.3E(20.8));

END門SI門QG;

LASTしINE.(END

?%RUN;

DATAO100・00

DATAO110.・OO

ST) 0870.00

A?1.O,0・1.0.1,0・1,0.0,1,1,0・0,0.1

B?5・2,2,6,2・2,7,2,2,4,1,2

1・00000002E+00

1・00000002E+00

0●00000000E-01

0・00000000E-01

0.00000000E-01

1・00000002E十 〇〇

0・OOOOOOOOE.-01

0・00000000E-01

1・00000002E+00

1・OOOOOOO2E+OO

O・00000000E-01

0・00000000E-01

1・00000002E+00

0・00000000E-01

1・00000002E+00

0・00000000E-01

IER#

5●00000007E+00

6.00000008E+OO

7・OOOOOO10E+00

4・00000009E+00

0;

.2.00000004E+00

2.00000004E+00

2・boooooo4E+oo

1.00000002E+00

2・00000004ε+00

2..00000004E+00

2・00000004E+00

2・00000004E+OO

1.00000002E+00

2・00000004E+00

3.000σ0004E十 〇〇

4.00000009E+00

1・00000002E十 〇〇

1・00000.002E十 〇〇

1●00000002E+00

1..OOOOOOO2E+00

0・00000000E-01

0・00000000E-01

0・OOOOOOOOE-01
・2・00000004E+00

9

〔14〕POI.RTN

●

(1)目 的

与 え られ た36次 までの実数係数の代数方程式(n次 方程式)anxn

+・ 。一 、xn-1+… ・・…+・1x+。0-0の 実 根,複 素 根 を ニ ュ ー ト ン ・ ラ ブ

ソ ン(Newton-Raphson)法 に よ り求 め る。

(2)使 用 方 法

CALLPOLRTN(XCOF,COF,N,ROOTR,ROOTI,IER,

一251一



N9);

(3)引 数 の説 明

(i)入 力

XCOF;DEC FLOAT(20)

N;省 略

COF;DECFLOAT(20)

N9;省 略

(ii)出 力

ROOTR;DECFLOAT(20)

RooTI;DEcFLOAT(20)

IER 省 略

一252一

要素 数(N+1)の1次 元 ア レイ。

方程 式 の 係 数a。,al,・ 一 …,an。

次 数の 低 い方 か ら高 い方 へ と入

れ る。

(実 行 中書 きか え られ る)

方程 式 の次 数n。

要素 数(N十1)の1次 元 ア レ イ。

ワー ク ・エ リア。

N十1。

要 素 数Nの1次 元 ア レ イ。 方 程

式 の根 の実 数 部 。ROOTR(1)に

は1番 目に求 ま った根 の 実 数 部

が 入 る。

要素 数Nの1次 元 ア レイ。方 程

式 の根 の虚 数 部。ROOTI(1)に

は1番 目 に求 ま った根 の虚 数部

が 入 る。

エ フ ー ・コー ド。

IER=0正 常 に解 が 求 ま った

場合 。

IER-1N<'1の 場合 。

IER=2N>36の 場 合 。

IER-35組 の初 期 値 につ い

て絶 対誤 差10-sを

◆

■

マ

●



●

'

,

●

(4)使 用 され るサ ブ プ ログ ラム

な し

(5)注 意 事 項

(i)N≦36で あ るこ と。

IER=4

IER==5

収束判定基準 として

500回 反復 して も根

が求 ま らなか った場

合 。

最 高次 の項 の係 数が

0の 場 合 。

オ ーバ ・フ ローが 生

じた場 合 。

(ii)高 次 の方 程 式 の場 合,計 算 中 オ ーバ ・フ ローが起 こ りや す い。

(m最 高 次 の項 の 係 数 は0で ない こ と。

(IV)IER=1,2,4の と き

(V)IER==3,5の と き

(6)使 用 例

x2-4=0の 場 合 。

エ ラ ー ・コ ー ド以外 の 引 数 は このサ ブ

プ ログ ラム を呼 び 出 し た と きの状 態 の

ままで あ る。

ROOTR,ROOTIに は計 算 途 中 の結

果 が 入 る。
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20010
?0020
?0030
?0040
?0050
?OO60
?0070
?0080
?0090
?0100
?0110
?0115
?0120
?0130
LAST
?%RUN;

!ER=

ト1POLR「 「N‡PROCOPTIONS(門AIN);

DCLXCOF(3)FLθAT(20)・COF(3)FL(ハAT(20)●ROOTR(2)FLσAT《20》;

DCしRθOTI(2)FLOAT(20);

IERエ1E-5;

Nコ2;

N9エN+1;/

XCOF(1)=-4●;

XC〔 ハF(2》 ロO;

XCOF(3)コ1;

CALLPOLRTN(XCOF.COF.N,ROOTR,ROCITI・IER・N9);

PUTEDIT(ROOTR)(2E(30・19)》;

PUTEDIT(ROOTI)(2E(30・19));

PUTDATA(IER》;

ENn門POLRTN;

LINE(ENOST)1450.00

-2.0000000000000000000E+002 .OOOOOOOOOOOOOOOOOOOE十 〇〇

〇・0000000000000000000E+000・0000000000000000000E+00

5;

■

●

〔15〕RTMIT

(1)目 的

非線 型方 程 式f(x)-0の1つ の 実根 を2つ の初 期 値x1,xrを 与 えて,

2分 法 お よび放 物線 逆 補 間法 に よ り求 め る。

② 使用 方法

CALLRTMIT(X,XL,XR,EPS,ITEND,IER);

(3)引 数 の説 明

(D入 力

XL;BINFLOAT(26)指 定 区 間 の下 限値x1。(実 行

中 こわ され る)

XR;BINFLOAT(26)指 定 区 間 の上 限 値xr。(実 行

中 こわ され る)

EPS;BINFLOAT(26)最 大繰 返 し回 数。

ITEND;省 略 収 束判 定 基 準。

(iD出 力

X;BINFLOAT(26)結 果 が求 ま る。

IER;省 略 エ ラー ・コ ー ド。
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◎
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IER-0正 常 に解 が 得 られ た 場 合 。

IER==1FUNCT(XL)・FUNCT(XR)>0で あ る。

IER=2EPSを 収 束 判 定 基 準 と してITEND回 繰 返

し た が,2分 法 が 収 束 しな か っ た場 合 。

(4)使 用 さ れ る サ ブ プ ロ グ ラ ム

FUNCT(X);ユ ー ザ 作 成 の 関 数 型 サ ブ プ ロ グ ラム 。

引 数 は 次 の 通 りで あ る。

X;省 略 独 立 変 数X。

㈲ 注 意 事 項

,(i)IER=1の と きXに はO.5(XL十XR)が 入 っ て い る 。

(ii)IER-2の と きXに はITEND回 線 返 し計 算 され た 近 似 根 が

入 っ て い る。

(iii)f(XL)・f(XR)≦0と な る よ う にXLとXRを 与 え な けれ ば な

ら な い 。

(IV)ESPはlxl>1の と き は 相 対 誤 差 と し て,lxl≦1の と き は 絶

対 誤 差 と して 使 わ れ る。(xは 近 似 値)

(6)使 用 例

f(x)==x2-2

xr=1.O

xl=-3.0と す る と

?0010MPTMIT:PRθCPt.PTIffNIS(MAIN)‡

?OO20nCLXBIN●XLBIN●XRBIト}.FPSBIN;

?0030XL=口3.0;

?0040×R=1'.O;

?0050FPS=1.OE⇔5;

?OO601TEND=50;

?OO70CALLRTM,!T(X・XL,XR・FPS・tTEPtSD●IER,‡

?0080PUTnATA(X●IEP);

?0090FUNCT:PRθC(X):

?・0100RPTURN(X★ ★2-2}言,

?0110FNOFUNCT;

?∩120FNDMOTM1T;

LASTしINE(FNOST)0760●OO

?YeRUN;

×=-1.4142135ε+OOIERn .0;
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〔16〕RTNIT

(1)目 的

非線 型 方程 式f(x}-0の1つ の 実根 を初 期値Xoを 与 えて ニ ュー トン

・ラプ ソ ン(NewtonRaphson)法 に よ り求 め る
。

② 使 用 方 法

CALLRTNIT(X,Y,EPS,ITEND,RTORD,IER);

(3)引 数 の説 明

(i)入 力

Y;BINFLOAT(26)根xの 第1近 似 値x。 。

(プ ログ ラム 実行 中 書 きか え ら

れ る)

EPS;BINFLOAT(26)根 の相 対誤 差 。

ITEND;BINFIXED(25,0)最 大繰 返 し回 数。

RTORD;BINFLORT(26)根xの 重根 度 につ い て何 もわか

らな い場 合 は1.と お く。

伽 出 力

X;BINFLOAT(26)結 果が 求 ま る。

IER;エ ラ ー ・コー ド。

IER-0解 が正 常 に得 られ た場 合 。

IER-1EPSを 収 束 判 定 基 準 としてITEND回 繰返

したが 収 束 しな か った場 合 。

IER-21TEND≦0ま た はf'(x}-0の 場合 。((5)

注意 事 項伽 参照)

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

FUNCT(X,VAL,DER):ユ ーザ作 成 の サ ブル ーチ ン型 サ ブ プ ロ

グ ラム。

引 数 は次 の 通 りで あ る。

X;省 略 独 立 変 数。

一256一
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,

VAL;省 略f()σ

DER;省 略f'σ0

(5)注 意 事 項

(i)IER=1の と きXに はITEND回 繰 返 し計 算 さ れ た 近 似 根 が 入

っ て い る。

(ii)IER=2の と きXに は 繰 返 し計 算 途 中 の 近 似 根 が 入 って い る。

(iiDITEND≦0の と きで も1度 は 計 算 を 行 な い,収 束 し た 場 合 はIER

=0と な る。

(6)使 用 例

f(X)-x2

Xo=1.0と す る 。

?∩010MPTNIT:PROC6PTIθNS(MA!N)‡

?0020DCLXBIN・YBINgEPSBIN・RTORDBIN;

?0030Y=1;・

?0040FPS=1・OE-8;

?∩050RTENOコ1;

;98111;llD詩;li、X.,.,P、.ITE,。.RTe・ ・.!ERI,
?∩075PUTDATA(X.IER);

?0080FUNCT:PRθC(X・VAL.bER);

?nO90VAし=×**2-2;

?0100DER=X+X;

?0110RETURN;

?0120ENOFUNCT;

?∩130FNDMRTN!T;

LASTLINε(ENDST)0430・00

?%RUN;

Xコ1.4142135E+001εR=0;

〔17〕DRTNIT

(1)目 的

非 線型 方程 式f(X)-0の1つ の実根 を2つ の初 期 値x1,xrを 与 えて,

2分 法 お よび放 物 線 逆 補 間法 に よ り求 め る。

② 使用 方 法

CALLDRTNIT(X,Y,EPS,ITEND,RTORD,IER);

(3)引 数 の説 明

一257一



(4)

(5)

(6)

X,Y,EPS,RTORDの 属 性 がDECFLOAT(20)と な る。

そ の他 は,RTNITと 同 じ。(〔16〕RTNIT参 照)

使 用 され るサ ブプ ログ ラム

〔16〕RTNIT参 照 。

注 意 事 項

〔16〕RTNIT参 照 。

使 用 例

f(X)==x2-2

Xo=1と す る 。

◆

?0010

?・0020

?

?0030

?0040

?0050

?0060

?0070

?0080

?0090

?0100

?0110

?0120

?0130

?0140

?0150

LASTLINE(ENDST)

?%RUN‡

X=1・4142135623730950512E+00.

門DRTNIT言PRσC6PTIθPtlS(MATN);

OCLXFL6AT(20》9YFLρIAT《20)●EPSFし6AT《20》.

RTOROFL6AT(20)言

Y=1‡

EPS=1●OEロ8;

ITEND=100;

RT6RD"1;

CALLDRTNIT(X・Y.EPS・TTEND●RT6RD輪IER》 言

PUTDATA(X.IER):

FUNCT:PROC(X●VAL・ りER)言

OCしXFしOAT(20)・VA'しFし θAT(20)・OERFL6AT(20)8

VAL=X**2-2‡

DER=X+X;

RETURI;

ENDFUNCT3

END『4DRTNIT‡

0490.00

1ERn O;

〔18〕ATKIN

(1)目 的

n個 の 変 数 値Xi(i-1,2,・ …,n)に 対 す る 関 数 値yi(i-1,

2・ ・…・n)を 用 い て,m個 の 変 数 値Xj(」-1,2,・ …,m)に 対

す る 関 数 値Yj-f(Xj)(j-1,2,・ …,m)を エ イ トキ ン ・ラ グ ラ

ン ジ ュ(Aitken-Lagrange)法 に よ り補 間 す る。

② 使 用 方 法

CALLATKIN(ARG,VAL,X,M,EPS,Y,WORK,IER1,

ψ

ψ
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φ

,

⑱

IER2,IER3);

(3)引 数 の説 明

(D入 力

ARG;DEC

VAL;DEC

X

N

.M

EPS

WORK

(ii)出

Y

力

;DEC

;省

;省

;DEC

;DEC

FLOAT(20)要 素 数Nの1次 元 ア レ イ。 既知

関数値 に対 す る変 数 値。1≒J

に対 して,ARG(1)≒ARG(J)と

す る。

FLOAT(20)要 素 数Nの1次 元 ア レ イ。ARG

に対 す る関数 値 。VAL(1)と

ARG(1)は 対 応 させ て 入 力 。

FLOAT(20)要 素 数Mの1次 元 アレ イ。 求 め

よ うとす る補 間値 の変 数値 。

ただ し,ARGMIN-△ ≦X(1)

≦ARGMAX+△ を満 足 す る も

の。

こ こで,

ARGMIN=min(ARG(1}),'
I

ARGMAX=max(ARG(1)),

1

△==min{ARG(1十1)-ARG(1)}/2。

1

略 既知 点 の個 数。N>2。

略 求 め よ うとす る補 間 値 の個 数。

FLOAT(20)解 の 絶 対誤 差。

FLOAT(20)要 素 数Nの1次 元 ア ジ イ。 ワー

ク ・エ リ ア 。

;DECFLOAT(20)
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IER1

IER2

IER3

省 略

省 略

省 略

一260一

対す る補 間値 。X(1)にY(1)が 対

応 す る。

エ ラー ・コー ド。

IER1-0正 常 に補 間値 が 求

め られ た場 合 。

IER1=11≒Jに 対 して,

ARG(1)==ARG(J)

の場合 。

エ ラー ・コ ー ド。

IER2=0正 常 に補 間値 が 求

め られ た場 合 。

IER2=1ARGMIN二 △≦

X(1)≦ARGMAX

+△ に あて は ま ら

な い場 合 。

エ ラ ー ・コー ド。

IER3=0正 常 に補 間値 が 求

め られ た場 合 。

IER3-1補 正 量 が増 加 しは

じめ,所 望 の精 度

で得 られ な か った

場 合 。

IER3=3N≦2で 精 度 の チ

ェ ックが で きな い

場 合,ま た は補 間

値 が 所望 の精 度 に

到 達 す る以前 に エ

イ トキ ン ・ラグ ラ

ぐ



●

■

◎

ン ジ ュ法 の計算 を

終 了 した場 合 。

(4)使 用 され るサ ブ プ ロ グ ラム

な し

⑤ 注 意 事 項

(i)f(x)は 一 価 関数 で あ る こ と。

(ii)ARGお よびVAL.に 入力 した デ ー タの 順 序 は,演 算 実行 中 に変 わ る。

(iii)3個 の エ ラ ー ・コー ドの 値が すべ て0で な い と き,Yに は 次 の値 が

入 る。

IER1=1;1<Jに 対 してARG(1)=ARG(J)の と き,ARG(J)を

取 除 いて 計 算 し た結 果 が入 る。

ただ し,取 除 い た後 の 計算 中 に他 の理 由(IER2,

IER3の 項 に記 した)に よ りエ ラ ー とな った 場合,

Yに は その エ ラー に対 す る値が 入 る。

IER2=1;Y(1)=-1.E75

1ER3=1,2;N<1の と き,こ の ル ー チ ンで はY(1)に 何 も入れ

な い。

N=1の と き,Y(1)=・VAL(1)。

N>1の と き,Y(1)に は計算 結 果 が 入 る。

エ ラー ・コー ドに0以 外 の値 が セ ッ トされ て もす べ てX(1)に つ いて

計算 が続 行 され る。

(6)使 用 例

VALにeXのx・=O.1か らO.1ず つ1.0ま で の値 を与 えて お き,eQ25,

eQ75を 求 め る。
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?no10

?0020

?0030

?0040

?0050

?0060

?0070

?0080

?0090

?n100

?.0110

?0120

?∩130

?り140

?∩150

?0160

?0165

?0170

?%RUN;

1εR1ロ

LASTしINF(ENOST)

Y(1)=1・2840255841220698845E+00

MATKIN‡PR6C6PTI6NS(MAIN);

OCしARG(10}FL6AT(20)gVAL(10)FLθAT(20),X(2)FLptAT(20,‡

OCLY(2,FLθAT(20)gWORK《10)FL面AT(20)・EPSFLptAT(20)言

N認10‡

Mn2;

EPSロ1・E-5;

Zロ0‡

D61FITO10;

ZロZ+0・1‡

ARG(1)ロZ‡

VAL《r,ロ εXP(Z,8

END;'s

X(1)uO・25;

X《2)目0.75;

CAし しATKIN(ARG●VAし ●X●N・M●FPS・Y・UθRK・IER191ER2・IER3》:

PUTOATA(Y》;

PUTDATA(1ER1・TER2gIER3,;

ENDMATKIN‡

1270.00

Y(2)=2二11169998141704127593E+00;

OIFR2=OIER3=0;

●

〔19〕LESQ

α)目 的

最 小 二 乗法 に よ り係 数 を求 め る。

② 使 用 方法

CALLLESQ(AMN ,BM,A,

(3)引 数 の説 明

(j)入 力 一-

AMN;B』INFLOAT(26)

BM;BINFLOAT(26)

Ml

N1

略

略

省

省

一262－

B,M1,N1,IER);

要素 数(M1×N1)の1次 元 ア

レイ。第1列 にはす べ て1,2

列 目以 降 に は独 立変 数 の デ ー タ

が カ ラム ワイズ に記 憶 され て い

る。

要 素 数M1の1次 元 ア レ イ。 従

属 変 数 の デ ータ。

標 本 数(M1≧N1)。

独 立 変 数の 数+1。

可

■



●

■

¶

も

旬 出

A

B

力

IER

BINFLOAT(26)

BINFLOAT(26)

省 略

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

SIMQ(〔11〕SIMQ参 照)

㈲ 注意 事項

(i)

(ii)

要 素 数(M1×N1)の1次 元 ア

レ イ。 ワ ー ク ・エ リ ア。

要 素 数N1の1次 元 ア レ イ。

係 数 が 求 まる。B(1)に は 定 数項

が求 ま る。

エ ラー ・コー ド。

IER-0正 常 に解 が得 られ た

場合 。

IER--2行 列 が特 異 行 列 に な

り解 が得 られ なか っ

た場 合 。

IER=2M1<N1,M1=O,

N1=0の 場合 。

M1≧N1で な けれ ば な らな い。

AMNに は デ ー タ を次 の順 序 で入 れ な けれ ば な らな い。

AMN(1)=1,AMN(2)=1,… ・,

AMN(M1)=1

変 数H・ 関 す るデ ー タAMN(M・+・)・AMN(M1+2)・

・・
,AMN(M1十M1)

変 数2に 関 す る デ ー タ'AMN(2M1十1),AMN(2M1

十2),・ …・…,AMN(2M1十M1)

変 数(N1-1)に 関す るデ ー タ

ー263－

AMN((N1-1)M1十1),AMN

((Nl-1)M1十2),一 …,



AMN(N1×M1)

(iit)IER-1の ときBに は演算 途 中 の 値 が入 る。

(IV)IER-2の と きBに は この サ ブ プ ロ グ ラム を呼 び出 した ときの状 態

の ま ま の値 が 入 る。

(V)B(1)に は定 数項 が 求 ま る。

(6)使 用 例

6

?り010MLEsQ:PROCθPTI6FIS(MAIN);

?り020DCLA門 ト1(15)BIN.B「4(5)BIN・A(9)BIN,B《3)BIN;

?り030M1=5‡

?∩040N1=3;

?∩050し1=D・11★N1;

?∩060Aト1N=1.0;

?0070MM=Fn1+1;

?nO80GETLIST((AMFt(K)DθK=Fイ 門T6L1));

?0090GETし エST((B:n(|〈)nθK・=1TθM1));

?0100CAし し しESQ(AM"T,BM.A.B.門1.M1,IER》;

?0110PUＴSKIPDATA(8);

?0120PUTSKIPDATA(IER);

?り130ENり 「1しESQ;

しASTしINE(ENDST)117り ●00

?fSRUN;

PATAOO80◆00AMト|?2●4.3.4,30,3,6,2●5●3

DATAOO90.00BM?3・8.10.q,2

B(1)=6・8626934E+りOB(2)=-1◆8438420E-01B(3)=2・9552916E_01;

!ER=0;

●

〔20〕RKG2

(1)目 的

与えられた・階酬 分方程式昔 一・(…)を 与えられた醐 条件

(Xo・yo)の も と に,き ざ み 幅hで ル ンゲ ・ク ッ タ ・ギ ル(Runge-

Kutta-Gili)法 に よ り解 き,与 え られ たkに 対 しh×kご と の 各 点

に お け る解 を 求 め る。

② 使 用 方 法

CALLRKG2(H,XI,YI,K,N,VEC);

(3)引 数 の 説 明

(i)入 力

㎡

ひ
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●

?

●

H;BINFLOAT(26)計 算 の きざみ 幅。

XI;BINFLOAT(26)初 期 条 件 を与 え る点X。

YI;BINFLOAT('26)初 期 値Y。

K;省 略 解 を格 納す る点 か ら点 まで の き

ざみ を個 数K。

N;省 略 解 を得 る点 の 総 数。

(ii)出 力

VEC;BINFLOA・T(26)要 素 数Nの1次 元 ア レ イ。

間隔h×Kご との 解 。

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

FUN(X,Y);ユ ーザ 作成 の関 数型 サ ブプ ロ グラム。、

X;省 略 微 分 方程 式の独 立 変 数X。

Y;省 略 微 分 方程 式の 従 属 変 数Y。

⑤ 注意 事 項

(i)VEC(1)に はX=Xo十h・kに お け る解 が 入 って い る。

(6)使 用 例

dy3y

Xd

,

をy(0)-1の も と に き ざみ 幅 をO.1と しX=1.0,2.0,1十
x

lO.Oに お け る解 を 求 め る 。
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?0010
?0020

?0030

?0040

?り050

?0060

?007n

?0080

?0090

?0110

?0130

?0140

?0150

?0160

LASTし ↑NE(ENDST)

?XRUN言

門RKG23PRθCθPTI6日S(t4AIト"8

0CLHBIN,XIBIト1・YIBIKI,VEC(10 .)

HnO.1;

K雪10

XI=00;

YI目10;

N目10

CALLRKG2(H.XI.YI・K.N・VFC)‡

PUTEDIT(VFC)(SKI口.3E(20.8));

FUN‡pp,6C(X,Y);

Z=3★Y!(1十X);

RETURN(Z);

E卜IDFU卜!;

ENDMRKG2;

0490.00

7◆99969419E+00

1.24994870E+02

5.11978894E.+02

1.33094530E+03

〔21〕DRKG2

(1)目 的

B!N;

2・69989073E+01

2●15991118E十 〇2

7・28969953E十 〇2

6●39973819E+01

3・42985875E+02

9・99958783E+02

与えられた・階常微分耀 式豊 一・(一 ・)を 与えられた醐 条件

(x。,y。)の も と に,き ざ み 幅hで ル ンゲ ・ク ッ タ ・ギ ル(Runge

Kutta-Gill)法 に よ り解 き
,与 え られ たkに 対 しh×kご と の 各 点

に お け る解 を求 め る。

(2)使 用 方 法

CALLDRKG2(H,XI ,YI,K,N,VEC);

(3)引 数 の 説 明

H,XI,YI,VECの 属 性 がDECFLOAT(20)と な り
,そ の 他 は,

RKG2と 同 じ。(〔20〕RKG2参 照)
'

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

〔20〕RKG2参 照 。 た だ し,引 数X ,Yの 属 性 はDECFLOAT

(20)に な る。

㈲ 注意事項

〔20〕RKG2参 照 。

(6)使 用 例

嘉 一 、鷲 を ・(・}一・の もとに きざみ幅 を 。.、と しX-、,、,…
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す

一
,10に お け る解 を 求 め る 。

?0010

?∩020

?0030

?0040

?0050

?0060.

?り070

?0080

?ooqo'

?り100

?0110

?∩120

?∩130

?0140

?∩150』

・?0160

?叱Ru卜};

しASTL1NE(ENDST)

7

6

9
」
rつ

9

MDRKG2:PRSCθPTIρfr・1S(叫AI"-1)‡

DCしHFLHAT(20).XIFLc!AT(20},YI

DCLVEC(10)FLPtAT(20》;

H=り.1言

K=10

XI=0∩;

YI=1'n;

N=10

CAし しOPKG2(9,XI,YI.K,N,VFC)‡

PUTeDIT(VFC)(SKID,2F(30●19)):

FUへ1:PR6c(X,Y);

nCLXFし 門AT(20).YFL弓AT(20)言

Z=3rセY!(1+X):

PFTUR卜!(Z)言

FNDFUト1;

P卜!り 門DF～KG2;

0520.00

99969327969475599∩5F+00

39973779118123149∩6F+り1

1599111920109「y20000P+∩2

1197893598760778376F+02

∩99588460650107∩000F+∩2

ρ
一
-

つ
」

7

1
ゐ

FしrAT(20);

ぢ9989り4210062078226E+01

249q486524994796152F+02

4298589148358120306F+02

289700り373835968683F+02

3309452219584149703F+∩3

ノ

〔22〕RKG3

(1)目 的 、

与 え られ たn元 連 立1階 常 微 分 方 程 式

dy1
=fl(x・y1,y2,・ ・……

,yn)dx

dy2
=f2(x,y1,y2,・ …・…

,yn)dx

dyn
=fn(x,y1,y2,… …・・

,yn)d
x

を 与 え られ た 初 期 条 件yl。 の も と に き ざみ 幅hで ル ンゲ ・ク

y20

ynOX=XO・

ッ タ ・ギ ル(Runge-Kutta-Gi11)法 に よ り解 き,hご と の 各 点 に

お け る解 を求 め る 。

② 使 用 方 法

一267一



CALLRKG3(XI,YI,Y4 ,H,NX,N,IER);

㈲ 引 数 の 説 明

(1)入 力

XI;省 略 初 期 値 を与 え る点x。 。

YI;BINFLOAT(26)要 素 数Nの1次 元 ア レ イ。 初 期

条 件y、 。,y2。,一 …,yn。 。

H・ 省 略 計算の きざみ幅。

NX;省 略 解 を得 る点 の 総数 。

N;省 略 方程 式 の元 の数n 。

(ii)出 力t

Y4;BINFLOAT(26)要 素 数(N ,NX)の2次 元 ア レ

イ。Y4(1,1),Y4(2,1) ,

・・,Y4(N,1)に はy1,

y2,・ …一,ynの 第1番 目の解

が 入 る。

IER;省 略 エ ラ ー ・コ ー ド。

IER=0正 常 に解 が得 られ た

場合 。

IER=1第1番 目の解 の計算

途 中で オ ーバ ・フ ロ

ーが 起 った場合 。

(4)使 用 され るサ ブプ ロ グ ラム

FUNC(K,X,Y)、'a－ ザ作 成 の 醐 型 サ ブプ 。グ ラム
.

引 数

.K;省 略 何 番 目の 方程 式 の右辺 か を示 す

数。

X;省 略 微 分方 程 式 の独 立変 数x
。

Y;BINFLOAT(26)要 素 数Nの1次 元 ア レイ
。 微 分

一268一
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ψ

方 程 式 の 従 属 変 数yl,y2,・ …

"',yn。

(5)注 意 事 項

(i)IER-1の と き,オ ーバ ー フ ロ ー が 起 こ る1つ 手 前 の 点X=x。+

h(1-1)ま で は 解 が 求 ま り,そ れ 以 降 は 計 算 し な い 。 す な わ ちY4

(J,1),Y4(J,2),… ・,Y4(J,1)に は 結 果 が 入 っ て い る。

J==1,2,・ …,N。 図15.5-1参 照 。

Y4(J,1)Y・(」 ・1)

Xoag十h q〕十h(1-1)

(ii)Y4(1,1),Y4(2,1),… ・・…,Y4(N,1)に は 初 期 値yl。,

y20,… ・一,ynOが 入 って い る。

細 高 階 常 微 分 方 程 式 も連 立 微 分 方 程 式 に し て,こ の サ ブ プ ロ グ ラ ム で

解 く こ と が で き る 。

(6)使 用 例

yll+y=0をy(0)-0,y'(0)-1の と き に き ざ み 幅O.1で20点 に

お け る解 を 求 め る場 合 。

yl=y,y2=y'と お き

ノ 　

{
yl-y2

な る連 立微 分方 程 式 に変形 す る。
'_y
2--yl

－269一



.

?0010

?∩020

?0∩30

?∩O-40

?り050

?り060

?0070

?OOS∩

?oogn

?り10り

?Ol10

?∩120

?り130

?0140

?0150

?り160

?fi170

?'Ol8∩

門RK633PRパC弓PT.ltFIS(門AIN)‡

DCLYI(2)BI卜1●Y4(2.20)BIN;

XI=∩.0言

YI(1)=・O・0;

YI(2)=1.り;

H=0.1;

NX=20‡

N=2;

CALしf～KG3(XI.YIgY4,Hg卜!X,N.IER)‡

T

T

U

U

P

P

FUへIC:

DCL

FDIT(((Y4(1.」)Dσ

DATA(IFR):

PRec(K.X.Y)‡

Y(2)BIN;

しASTLI卜IC(END

?%RUN:

IK=2パ;

Z=(-1)**IK*Y(IK)言

RETURN(Z,言

F卜.IDFuN;

FFID.門RKG3;

ST)0670

0.00000000F_n1

1●98669165E_01

3.89418028F-∩1

5.C4642041F-01

7.17355608E_01

8・41470509E-∩1

9・32039679E-01

9◆R.5449443「 一∩1

9・99573543F_01

9・73847951F_01

1.nOOOOOO2E+∩0

9.80∩66597F_01

9・?1061098E-11

8●25335845E_∩1

6.∩67∩7129F-∩1

50∧ り302962F-01

3・62358629F-01

1・C9968243E_01

-2 .91982181E-q2

-2・27200638F_01

1EP=O;

'

.∩0

、】=1Tσ20}051=1Tθ2))(SKIP・2F(20●9,ハ ‡

g・98333357'_02

2●95519962E-∩1

4・79425154E-∩1

6.44217222E-01

7・83326417F-∩1

8.912069「)5F-∩1

q.C3557839E-01

9・974948∩1F－ り1

9.91664871F-∩1

9・46300476E-01

9・95004177E-∩1

9◆55336540F_り1

3.77582728E-01

7.64842510F-01 ノ
6・21610507E_01

4.53596882E_01

2・67499819F－ り1

7◆ ∩7384102E-02

-1・28843110E_∩1

-3・23288060亡 一∩1

・

〔23〕RUNGE

(1) 目 的

与 え られ たn元 連立1階 常微分方程式
⑨

uy1 =fl(x,y1,y2,
dx

・yn)

dy2 =f2(x,yl,y2,
dx

dyn =fn(x',yl,y2,
dx

,yn)

,yn)
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　 　 ぽ と　 hで… ツ

タ ・ギ ル(Runge-Kutta-Gill)法 に よ り解 き,与 え られ たkに 対

してh×kご との 各 点 に お け る解 を 求 め る。

② 使 用 方 法

CALLRUNGE(Y,M,B,K,H);

(3)'引 数 の 説 明

(i)入 力

H

K

M

B

即 出 力

Y

F

略

略

省

省

;省 略

;DECFLOAT(20)

;DECFLOAT(20)

;DECFLOAT(20)

計算 の きざみ幅。・

解 を出力す る点か ら点までの き

ざみの個数k。

方程式の元の数+1。

Y(1)の 上 限。 印 字 ぱY(1)>Bに

な る まで続 け る。

要 素 数Mの 一 次 元 ア レ イ 。 間 隔

h×kご との 解 。 ・

Y(1)-Xは 独 立 変 数 。

要 素 数Mの 一 次 元 ア レ イ。

dYi(
Y,一 ・X,、i=1Fi=dY

,

・…・…M)

'(
4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

UHEN(Y,F);ユ ーザ作成 サ ブ プ ログ ラム。

方 程 式の 右辺 を定 義 す る。

INSATU(Y,F);ユ ーザ 作成 サ ブプ ログ ラム。

結 果 を 印字 す る。
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(5}注 意 事項

dY(1)(i)F(1)=

dY(1)=LOはRUNGEの 中 で 定 義 さ れ て い る 。

(il)最 初Y(1)～y⑭ には初 期 値 を与 えて お く。

(6)使 用 例 ・

dy

dx

3y を

y(0)=1の も と に き ざ み 幅 をo.1と しX=1.0,2.0・ …1十x
予

…・
,10.0に お け る解 を 求 め る場 合 。

?∩010

?∩020

?0030

?∩040

?∩050

?0060

?∩070

?008力

?∩084

?り085

?0086

?∩09∩

?う100

?0110

?∩120

?∩130

?0140

?0150

?0160

?.0170

?0130

?∩190

?0210

LASTLIIIE(E「]D

?㌘ 「～じ1'1;

卜IAIN:PP.OC;

DCLY(～)DECFLPtAT(20):

H=0.・1;

Y(1)=O;

Y(2)=1;

K=10;

ト1=2言

B=10;

PUTSKIo(2);

PUTLIST('XY

PUTSKIn言

CALLRU卜!GE(Y,μ,Bづ1ぐ ●口)‡

Ut・IEI`.1:P「 ～6C(Y,F);

DCLY(2)力 立CFし σAT(20),F(2)DECFしSAT(20);

F(2)=3*Y(2)!(1+Y(.1));

?F「uR'・1:

FNDU日F円;

INS∧TU:P「 ～e,C(Y●F)言

DCLY(2)OECFLCIAT(20}・F(2)りECFL弓AT(20);

PUTFDIT(Y(1).Y(2),F(2))(F(10,2).2;(20,7))・;

RFTUR卜 】;.

亡卜!DINSATU;

F}IDMAI卜,1;

ST)0750.OO

DY!DX.,):

X

o.n∩

n..99

1.qg

2.99

3.99

4.99

5.99

5.99

7.99

3.99

9.99

Y

1.りOOOOOOE十 〇〇

7●9995932F+00

2●6998903F+01

6・3997376E+01

1 ..2499436E+02

2.159q111E+02

3・1,298538E+∩2

5・1197ag2F+02

7・2896993E+02、

9・g995881E+∩2

1・3309451E+03

DY!DX

3.∩OOOOOOE十r)0

1・1999539E+01

2・69939!〕3E+01

4・7993032E+∩1

7・4996917E+∩1

1●0799555E+り2

1.4699395亡+∩2

1・ り199209E+02

2.4298999E+02

2.9993764E+02

3.6298505E+02

・
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〔24〕SMPSN

(1)目 的

,bf(
x)dxを,区 間 〔a,b〕 に与 え られ た関数f(x)の 積分値Q-{

お いて シ ンプ ソ ン(Simpson)の 公式 に よ り求め る。

② 使 用 方 法

CALLSMPSON(A,B,DEL,IMA)CQI1,Q,N,IER);

(3)引 数 の説 明

川 入 力

A;省 略 積 分 区 間の下 限値a。

B;省 略 積 分 区 間の上 限値b。

DEL;省 略 解 の 絶 対誤 差。((5),(i)参 照)

IMAX;DECFIXED(5,0)き ざみ の 回数。(IMAX≧2)

(ID出 力

QI1;求 め られ る積 分 値 の1つ 前 の 値

が 入 って い る。

Q;積 分値 。

N;DECFI .XED(5,0)計 算 の結 果得 られ る き ざみ の 数。

IER;DECFIXED(1,0)エ ラ ー ・コ ー ド。

IER・=O正 常 に解 が 求 め られ

た場 合 。

一273－

IER=1

1ER=2

1ER=3

1ER=4

A=Bの 場 合 。

DEL・=0の 場 合 。

IMAX≦1の 場 合 。

DELを 収束 判 定 基

準 として,最 大繰 返

し回数 まで 繰返 した

が満 た さなか った場

合。



(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

F(X);ユ ー ザが 作 成 す る関 数型 サ ブプ ログ ラム。

引 数 は次 の とお りで あ る。

X;省 略 独 立変 数x。

㈲ 注 意 事項

1,演 算 方法 は,収 束判 定 基 準 を満 たす まで,つ ま り『lQn-Qn-11<

IDEL×Qnlを 満 た す まで,き ざみ幅 を2等 分 してい く シ ンプ ソ ンの

公 式 を使 用 して い る。

2.エ ラー ・コー'ドIER=1,IER=2,IER=3が セッ トされ た と

き,QI1=Q='O.O,N-0が 出力 され る。IERに4が セ ッ トされ

た と き,QI1,Qお よびNに は,最 大 く り返 し数 まで 計算 した結 果

が 出力 され る。

(6)使 用 例

IMAX==・ …DEL-・ ・一… る と きの411蕊 ・・ を求 め る・

?0010MSMPSN‡PR6CθP了10NS(MAIN,3

?0020nCLIMAXDEC.FIXED(5●0)●NDECFIXFD《5・0》 ●

?IERDECFIXEO(1・0》;

?0030A・ ・O.O;

?OO40B・1・0;

?0050DEしnO・0018

?00601MAXe100:

?0070CAしLSMPSN《A・B.DEL●IMAX・SI1・S●N.1ER》 ‡

?0075PUT,SK!P《2)‡

?0080PUTDATA(S!1・S・ 吋.1ER》 ‡

?0085PUTSKrP《2,言

?0090F:PRθC《X)‡

?0100RFTURN(1・0ノ 《1・O+X*× ハ)8

?0110ENOF;

?0115PUTSK1P《5》;

?0120FNOMSPSN;

LASTLINE(Eト ↓OST,0560・00

?XRUN;

SIla7・8539218E-01Se7●8539815E_01N=81ER■O;
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〔25〕DSMPSN

(1)目 的 、

与 え られ た 関数 ・(・)の積 分値Q-4b・(・)・ ・ を・ 区 間 〔 … 〕・・

お い て シ ン プ ソ ン(Simpson)'の 公 式 に よ り求 め る。

② 使 用 方 法

CALLDSMPSN(A,B,DEL,IMAX,QI1,Q,N,IER);

(3)引 数 の 説 明

A,B,DEL,QI1,Qの 属 性 は,DECFLOAT(20)、 と な り,

IMAX,N,IERの 属 性 は 省 略 と な る 。

そ の 他 は,SMPSNと 同 じ。(〔24〕 、SMPSN参 照)

(4)使 用 され る サ ブ プ ロ グ ラ ム

SMPSNと 同 じ。 た だ し,引 数Xの 属 性 は,DECFLOAT(20)と

な る 。

㈲ 注 意 事 項

〔24〕SMPSN参 照 。

(6)使 用 例

IMAX-1・ ・,DEL-1・ → な る と き のf、2・x・ ・ を 求 め る・

7∩010r・1nSMPSN:PRσCθPTI(NIS('・1AIN);

うno20DCしAFしffAT(20).BFしffAT(20),DELFLffAT(20)・

?SIIFLffAT(20).SFしPtAT(20);

?0030A=1.O}

?(040B=2.∩

?り0501MAX=100;

?∩060DEL=∩1E-05;

?0070CALLOSI・1PSN(A.B.n∈L,IMAX.SI1,S・u,IER);

?∩08∩PUTSKIo(2);

?OORsPUTPATA(SIlgS);

?∩oq∩OUTDATA(N,IER):

?ぴ095PUTSKIP(5);

?り100F:PRec(X)言

?∩110DCLXFLptAT(20)言1

?∩12りRFTURi](EXP(X));

?0130FNDF;

?0140rF!D河nsrlPSN書

しASTLINF、(FN!〕ST)0600.00

?%RUN;

1:・ ・4・67077;;7941髭;三1198'+00。1=4・C'7n77440657483318n2E.+OO;
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⑳

〔26〕QUADR

(11目 的

等 間隔 に与 え られ たデ ー タ を結 んだ 直 線,あ るい は曲 線 をf(x)と した

と きの積 分値Sを2点 公式,3点 公式,4点 公式,5点 公式 に よ り求 め

る。

(2)使 用 方 法'

CALLQUADR(Z,N,H,S ,IER);

(3)引 数 の説 明

(j)入 力

Z

N

H

伽 出 力

S

IER

;BINFLOAT(26)

省 略

;BINFLOAT(26)

;BINFLOAT(26)

;省 略

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し

(5)注 意 事 項

な し

⑥ 使 用例

一276一

1次 元 ア レイで与 え られ た入力

デ ー タ。Z(K)(K=1,2,-

N)はK番 目の分 点 上 の 間 数値

で あ る。

デ ー タの 数でZの 要 素 数 を与 え

る。

デ ー タの 間隔 。

積 分値

エ フー ・コ ー ド。

IER-0正 常 に解 が求 め られ

た場 合 。

IER-1N≦1で あ る場 合 。

IER-2H≦0で あ る場 合。



●

■

N-6,H=0.01の と き の 積 分 値 を 求 め る 。

?0010MOUADR:PR6CθPTI6NS《MAIN,3

?00200CしZ(6)BIN●HBIN・SBIN‡

?0030N■6:,

?0040H富0.01

?0050Z《1,.001

?0060Z(2)sOO2

?0070Z(3)eOO3

?0080Z(4}ロ004

?0090Z(5)=005

?0100Z(6)rtOO6

?0110CALLQUAOR(Z・N・H.S.!ER)‡

?0120PUTSKIP(2);

?Ol30PUTnATA(S・!ER,;

?0140PUTSKIP(5,言

?0150ENDMOUAOR;

しASTしINE(ENOST》0440●00

?%RUN‡

S=1.7500001E-031ERaO‡

o

〔27〕GAUSS

(1)目 的

12個 の 一 様 乱 数 を用 い,中 心極 限定 理 に よ って1個 の 正 規 乱 数 を発

生 させ る。

② 使用 方 法

CALLGAUSS(IX,S,AN,V);

(3)引 数 の説 明

(D入 力

IX;DECFIXED(12)(235-1)以 下 の 整 数 。

S;BINFLOAT(26)正 規 乱数 の標 準偏 差 。

AN;BINFLOAT(26)正 規 乱数 の平 均 値 。

(iD出 力

VミBINFLOAT(26)1個 の正 規乱 数。

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

RANDUN(〔29〕RANDUN参 照)

㈲ 注意 事 項
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(i)初 期 値IXは 桁 数の 大 きな素 数 に とる とよい。

伽 複 数個 の乱 数 を発 生 させ る場 合,(6)使 用例 に記 載 し た よ うに,1番

目の乱 数 を発 生 させ る ときだ け ユ ーザがIXに 初 期 値 を入力 し,2番

目以降 の 乱 数 を求 め る と きに は,前 回のRANDUNル ーチ ンで 計算 さ

れ たIXを 初 期 値 として使 用 す る。 ユ ーザ はIXに 数 値 を入 力 す る必

要 は な い。

(6)使 用 例

平均 値O,標 準 偏 差1の 正規 分布 に従 う乱 数 を100個 発 生 させ る 場

合 。 ?0010門GAUSS:PRθCθPTIθNS(MAIN,;

;;3;9Bl㍑1:{{ll(12'・SB!N'AMBIN・V細 ・
?00300θ1コ1T6100;

?0040S=1・0;

?0050AN=0・0;

?0060£ALしGAUSS(1X・S.AN・V)言

?0070Vθ=V;

?0080PUTEOIT(Vθ,(E(21●B))‡

?0090ENO;

?∩100PUTSKIp(5)言

?0110END門GAUSS;

LASTL1NE(ENDST,0390・00

?%RUN;

3

1

2

9

7

2

2

3

6

1

4

6

1

8

7

1

2

4

4

4

1

3

4

9

1

3

2

1

7

一

口

一

一

一

一

一

一

一

一

'

一

一

一

04056130E-01

11313274E_01

00752507E_02

7∩569789E-01

68979996E_01

39062026E-01

86043867E+00

17852102E_01

06821268E--n1

02840456E+00

33160953F_∩1

03772133E-01

35939737F+00

18958342E-01

67033040F_り1

06351837F+OO

16776445E_01

10003624E-01

04785834E-01

78675179E-01

51549175E-01

17030958E-nl

q8952589E-01

33813780E・-01

40979714E+00

43274436E_01

∩9658049E+∩0

74114128E+00

97844111E-01
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一114477094E+00

956545680F-01

159645827E+00
-142891816E-01

405042849E-Ol

347748517E-02

-433401875E-01

-761112272E…n1

_766341865E-01

;1

〔28〕NORMAL

(1)目 的

直接 法 に よって1個 の 正規 乱 数 を発 生 させ る。

(2)使 用 方法'

CALLNORMAL(IX,AVG,STD,Y);

(3)引 数 の説 明

(i)入 力

IX;DECFIXED(12)(235-1)以 下 の 整 数。

AVG;BINFLOAT(26)正 規 乱 数 の平 均 値 。

STD;BINFLOAT(26)正 規乱 数 の標 準 偏 差 。

(iD出 力

V;BINFLOAT(26)1個 の 正 規乱 数 。

(4)使 用 され るサ ブ プ ログ ラム

RANDUN(〔29〕RANDUN参 照)

㈲ 注意 事 項

(i)初 期 値IXは 桁 数 の大 きな素 数 に とる とよい。

(iD複 数個 の乱 数 を発生 させ る場 合,(6)使 用例 に記 載 した よ うに,1番

目の 乱 数 を発 生 させ る と きだ けユ ーザ がIXに 初 期 値 を入 力 し,2番

目以降 の 乱 数 を求 め る ときに は,前 回RANDUN)レ ー チ ンで 計算 され

たIXを 初 期 値 と して 使用 す る。 ユーザ はIXに 数値 を入力 す る必 要

は ない。

(6)使 用例

正 規 分 布N(0,1)に 従 う乱 数 を10個 発生 させ る場 合 。
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?0010

?0020

?0030

?0035

?0036

?0040

?0050

?0060

?0070

?0080

?0090

?0100

?XRUN;

LASTヒINE(ENDST)

IX字

!Xn

lXロ

IX=

IXロ

IXn

TXn

IX=

IXロ

IX可

MNθRMALCPRθC6PTI6NS《MAIN》 ‡

DCLIXFIXED(12)・AVGBIN.STDBIN・VBIN3

1X冒2753‡

AVG百0;

STO口13

PUTSKIP(2》 ‡

DθIulT610;

CALしNσRMAL(IX●AVG●STD●V》;

PUTnATA《IX・V)‡

END;

PUTSKIP(5)‡

FNOMNθRMAL‡

0360.00

1083120023

198020223

1'649876105

2081243161

1056805157

2098449360

2052141476

1241791480

1520093892

1251603966

Vロ ー22247927E◆OO

Vn68627233E'01

V316069477E-01

V田11080876E+00

Vロ ー13351585E+00

Vエ98186933E-01

∀二1》0917262E+00

Vpt-1.4553558E・ ←00

V3-4・6621545E-01

V=-7.1870854E-01

〔29〕RANDUN

(1)目 的

1個 の 整 数 を与 えて 区 間 〔0,1〕 の実 数型 一 様 乱 数 ,お よ び 区 間

〔0,235,-1〕 の 整 数型 一 様乱 数 をそ れ ぞれ1個 発生 させ る。

② 使 用 方法

CALLRANDUN(IX,X);

(3)引 数 の説 明

(D入 力

IX;DECFIXED(12)(235-1)以 下 の 整 数 。

冊 出 力'

IX;DECFIXED(12)

X 省 略

一280一

区 間 〔0,

一 様 乱 数
。

区 間 〔0,

数 。

23s-1〕 の 整 数 型

1〕 の実 数 型一 様 乱

耳

t



(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し

㈲ 注意事項

川 初期値IXは 桁 数の大 きな素数 にとる とよい。

σ

(ii)乱 数 列 の最 大 周 期 は229で あ る。

㈹ 複数個の乱 数を発生 させ る場合,(6)使 用例 に記載 しだよ うに,1番

目の乱 数 を発生 させ る ときだ けユーザがIXに 初期値 を入力 し,2番
●

目以降の乱数 を求 める ときには,前 回計算 されたIXを 初期値 として

使 用す る。 ユ ーザ はIXに 数値 を入力 す る必 要 は な い。

(6)使 用例

つ
.
つ
・
つ
・
つ
.
つ
・
つ
・
?
・
つ
・
つ
●

区 間 〔O,1〕 の100個 の 実 数型一 様 乱 数 を発 生 させ る場 合 。

OOIO

OO20

0030

0040

0050

0060

0070

0080

0090

LASTLINE(FND

?XRUN‡

MRANDUN言PR6C6PＴ1θNS(MAIN);

OCLX(100)言

DCLIXFIXED(12》 ‡

061=1T6100‡

CALし'RANDUfi1(IX・X(1));

END;

PUTSKIp(2);

PUTEDIT(《X《1)D61=1T6100))(SKIP.3

ENO凹RANOUN‡

ST)0270・00

F(20●8));

寧

亀

2●59034551E・ ・01

3・76251250ε 一〇1

5・q8553687E●Ol

1・49231027E-01

8◆20791378E-01

8●31269010E-01

2・42872849E-01

7●74685859ErOl

3◆12300376F-Ol

7・03015014E-01

4・63428184E-Ol

2.80694387E_nl

2・28700924E-Ol

7.84985274E-01

2・82624304ε 一〇1

3●28652746E-01

5・22380426E-02

4・90559466E-Ol

1・72181051E-01

1・45767282E-01

1・14894047F-01

3・47219049E⇔01

9●55856777E-02

6.87405131E-02

8.65920007E-01

1●31681039E-01

6●10984608F-Ol

4◆52489562F-Ol

8・46981063E-01

5.41605845E_01

6・43765583E-01

1・38229794E-01

8・54841560F_n1

9・02920752E_01

6●20044022E-01

4・29865568E-01

8◆29968869F-01

1●50793001E-01

9・14278790E-01

5●72556138E-01

6.29123270F-01

7.77179449E-01

5・74143186E-Pl

4●42238688E_Ol

4・10871952F_02

3・89481127E-01

5・89801773E-01

1・84524051E-01

5・32726705E-01

2.43741869E-01

3・20742592E-01

7・13648661E-01

2・93410502E_01

3.06935451F_nl

7・53563135E-01

4.42779295E-01

4●61613737E-・01

5●23924127E_01

6●59344919E-02

9.59798410E-01

3●31555023E-01

8.22598487E_Ol

9・18053790E-01

7・57259830E-01

1●10781220E-01

5・63926383E-01

7・70932495E_01

8・81614208E-01

8.13749760E-01

2◆04414095E-01

2.01569860E-02

5.21843671E-01
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欝欝ili竃iii;iiliiiil竃il

ii竃灘 灘iii:li・嶽 藩i:1
〔30〕POISN

(1)目 的

平 均 値 μを与 えて,1個 の ポ アソ ン乱 数 を発 生 させ る。

② 使 用 方法

CALLPOISN(IX,AVG,NP);

㈲ 引 数 の説 明

(j)入 力

IX;DECFIXED(12)(23S-1')以 下 の 整 数。

AVG;BINFLOAT(26)平 均 値 μ。

(iD出 力

NP;省 略1個 の ポ アソ ン乱 数。

(4)使 用 され るサ ブ プ ロ グ ラム

tRANDUN(〔29〕RANDuN参 照),NQRIv[AL(〔28〕NoRMAL

'、 参 照)

.㈲ 注意 事項

(D .初 期 値IXは 桁 数 の 大 きな素 数 に とる とよ いg .

冊 ,複数個 の 乱 数 を発 生 させ る場 合,(6)使 用 例 に記載 した よ うに,1番

目の乱 数 を発生 させ る ときだ けユ ーザがIXに 初 期 値 を入 力 し,2番

目以降 の 乱 数 を求 め る と き・に は,前 回RANDUNで 計 算 され たIXを

初 期 値 として使 用 す る'。ユ ー ザ'はIXに 数値 を入力 す る必 要 は な い。

(冊 μ>0で あ る こ と。

(6)使 用 例

平 均1,6,11,16ポ ア ソ ン乱 数 を10個 発 生 さ=せ る 。
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?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

0010

0020

0025

0030

0040

0050

0060

0070

0080

0090

0100

0110

0120

0130

LASTLINE《END

?XRUN‡

岡POISN:PR6C .θPT!ONS(門A1【N》8

0CLIXFIXED《12}.AVGB!N;

PUTSκIP《2,‡

IX竃1100018

06!■1T616BY'5;

AVG・B

PUTOATA《IX・AVG》8

Dθ1日1了6108

CAしLPOISN《IX・AVG●NP》8

PUTOATA《NP,‡

END;

END:

PUTSKIP《5,‡

ENDMP61SN;

ST》0γ30●OO

"

令

●

■

■

■

■

口

口

■

■

ロ

■

■

.

■

ロ

・

■

口

出

■

間

居

3

古

田

喧

・

ロ

3

口

口

ロ

富

田

口

口

田

口

口

口

田

口

江

田

X

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

X

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

X

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

X

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

I

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

I

～

N

N

N

N

N

N

N

N

N

I

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

I

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

110001

03

08

28

0;

1;

O;

1‡

2;

1;

08

601060627

8;

6;

9;

10;

5;

12;

8;

6;

48

12;

1612650228

123

8;

10;

13‡

14‡

8:.

12

8

10

11

516514865

20

14

9

13

15;

16‡

16‡

11;

13;

12;

AVG■1●0000000E◆008

AVG・6・0000000ε 十〇〇;

AVGtiv1●1000000E+018

AVGa1●6000000E◆Ol;
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〔31〕MULTR

(1)目 的

従 属 変 数Yと,KK個 の全独 立 変 数Xか ら選 び だ したK個 の独 立 変 数

とが

Y=bo十b,xl十 ……・・十bkxk・ ・……一(31-1)

な る関 係 に あ る と き,上 式 に対 して 回帰 分析 を行 な う。

このサ ブル ー チ ンは,一 般 に重 回路 分 析,多 項 式 回帰 分 析 等 に用 い ら

れ る。

② 使用 方法

CALLMULTR(N,K,XBAR,STD,D,RX,RY,

ISAVE,B,SB,T,ANS,K9);

(3)引 数 の説 明

(i)入 力

N;省 略 観測 デ ー タの 個 数。

K;省 略 回帰 に必 要 な独 立変 数 の個 数

((1)目 的(31-1)式 参 照)

XBAR;BINFLOAT(26)全 変 数(K+1)個 の各変 数に対 応

す る平均 値 で,要 素 の 数 が(K

o

STDBINFLOAT(26)

D

RX

BINFLOAT(26)

BINFLOAT(26)

一284一

+1)個 の1次 元 アレイ。

(K+1)個 の各変 数に対応す る

標 準偏差で要素の数が(K+1)

個の1次 元 ア レイ。

全変数の各変 数に対す る平均値

か らの偏差平方和で,要 素 の数

が(K+1)の1次 元 アレイ。

回帰 に必 要な独立変数(K個)

間の相 関係数の逆行列(K×K)。

ただ し,相 関係数行列の各要素

オ

◎



◎

令

RY;BINFLOAT(26)

K9;省 略

ISAVE;省 略

㈹ 出 力

B

SB

T

BINFLOAT(26)

BINFLOAT(26)

BINFLOAT(26)

ANSBINFLOAT(26)

ANS(1);

ANS(2);

ANS(3);

はISAVEに 規定 された独立変

数の順序に従 わ なければな らな

い。

従属変数 と回帰 に必要 な独立変
ぼ

数(K個)と の相 関係 数 で,要

素 の 数がKの1次 元 ア レイ。 た

だ し,RYの 各 要 素 の 順 序 は

ISAVEに 規 定 され た独 立 変 数

の順 序 に従 わ な けれ ば な らな い。

K十1

要 素 のtWK .+1の1次 元 ア レ イ。

独 立 変 数 に対 応 す る番 号 を上 昇

順 に入 れ る。 た だ し,ISAVE

(K+1)に は 従 属変 数 に対応 す

る番 号 を入 れ る。

回帰係数で要素の数がKの1次

兀 アレイ。

回帰係数の標準偏差で要素 の 数

がKの1次 元 アレイ。

各 回帰係数の計算 され たt値 で

要素 の数がKの1次 元 アレイ。

以下 の結果 を出力す る。要素 の

数が10の1次 元 アレイ。

定数((31-1)式 のb。 に相当

す る)

重相 関係数(R)

残差の標準誤差(S)
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ANS(4);

ANS(5);

e

ANS(6);

ANS(7);

ANS(8);

ANS(9);

ANsao};

(4)使 用 され る サ ブ プ ロ グ ラ ム

な し

㈲ 注 意 事 項 ㍑ 、

な し,,

分 散 分析 表 にお け る変動X1,

X2,… …・・,Xkに 対 す る平 方和

(SSAR)

SSARの 自由度K

SSARの 平均 平 方(SSAR/K)

残差 平 方 和(SSDR)

SSDRの 自 由度N-K-1

残 差 分 散(残 差 の 平 均 平 方)

F値 。

《

オ

♪
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令

O

O

O

O

O

り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

∩

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

λ
,
5

6

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

0

0

0

0

0

0

つ

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

∩

り

0

∩

つ

0

(
,
.り

り

∩

0

∩

O

∩

0

∩
、
∩

∩

∩

0

0

0

(
,
O

O

O

∩

り

ぴ

∩

∩

O

リ

へ

?
.
?

つ
.
?

?

?

?

.?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

?

LASTし1

?:`Clu凡.i;

門門ULTP:PPOCσPTIθNS(MA!N);

DCしXBAR(5)P・Pl・STD(5)Blr・!,D(5》BIN;

DCL5(4)BIト 』S3(4)BF・1,T(4)BINgA卜1S(10)BIN.;

DCしRX(16)BIト!・RY(4)91川,ISAVF(5)‡

K=4;,

K9=K+1;

N■ ・30; ,、'.

XBAR=1●0;

・STD=1・0;
.,

nご=150・ り;'

F～X=-1.∩;

F～X(1)=2・0;

r～X(3)=∩ ・6;

RX(6)=1◆6;

PX(7)=一.0・.6;

RX(8)=り ・5;.』:,
二RX(9)=0

・6;

PX(10)=_0・6;・.

PX(11)=2`.5;'

PX(12)=.-2.∩ 言

PX(14.》=0●5;

1～X(15》=-2
.∩ ‡

PX(16)=3・0;.・

nY(1)=0・5;

F～Y(2)= .一∩ ・2;'.

RY(・3)=4・0;

RY(4)=1.0;1

D51=1T65;

ISAVF(1)=1;・

F?!D;

CALLMULＴR(ト ・!,K,XRA「?,,STD,D,RX●RY,!SAVF,R.Sβ,T.ANS,K9);

PUT「 「D,IT((B(T)●SB(1),T(1)「)σ1=1TOK))(SKIm,3F(1～0,R));

PUTFn.1T(Al!S)(SKIo,3F(20,R)〉):

CNDT'Y・IVしTR;・ ・玄.・ 、

N∈(ChlDST)0870・00

1

2・t～0「)000り1ロ+∩0

-2.71999999F+∩0

3・42り00029q+∩0

-『 ・50000002'E÷r)∩

.1..r2115749E+∩0

1・35∩5546∩F+∩0

1・7つ070575F+no

1・,96302982E+り0

1・70922474E+00

-1
.99917005E+σ0

4'・∩5088599E+∩O

_3・f)r)585538E+「)0

`

一1・70η00031「+∩0

4.43860り19∈+03

-!1.
・33c36001ξ3F+n3

-6.4660B300F+∩0

5◆.4.7り28347E+∩0

4・ 了)∩OOOOOgF・ ド)0

2・5∩OOOり03C+∩1

1◆31736101C+τ)1

1・122150「)4E+り3

ニユ.73544004[+∩2

,

〔32〕TALLY 吟

.●.

(1) 目 的

第j番 目の変 数 に対 す る第i番 目の観 測 デ ー タ をXij(i=1,2,

,NO,」=1,2sl ,NV)と す る と,各 変 数 に対 し,総 和

Noこ
(

jE,X・j)・ 平 均 値(ill・j)・ 鮮 偏 差(・j)・ 最 小 値(m、i・X・j)お

・
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よび最 大 値(maxXij)を 求 め る。
i

② 使用 方 法

CALLTALLY(A,S

VMAX,NO,NV);

(3)引 数 の説 明

(i)入

A

S

力

NO;

NV;

(li)出 力

TOTAL

AVER

SD

VMIN

TOTAL ,AVER,SD,VMIN,

BINFLOAT(26)

要 素 の 数 が(NO×NV)の1次 元 ア レイ。 デ ータ を変

数 ご とに,カ ラム ワ イズ に入 力す る。

BINFLOAT(26)

要 素 の 数がNOの1次 元 ア レ イ。 各観 測 時 点 の デ ー タ

を計 算 に寄 与 させ るか 否 か を決 定 す るた め の キ ーを表

わす ベ ク トル。

省 略 観 測 デ ー タ数 。

省 略 変 数 の個 数'

'BINFLOAT(26)

要素 の 数 がNVの1次 元 ア レ イ。 各 変 数 に対 応 す る

観 測 デ ー タの和 。,

'BINFLOAT(26)

要 素 の 数 がNVの1次 元 ア レ イ。各 変 数 に対応 す る

観 測 デ ー タの平 均 値 。

'BINFLOAT(26)

要 素 の数 がNVの1次 元 アレ イ。 各変 数 に対応 す る

観 測 デ ー タの標 準 偏 差。

'BINFLOAT(26)

要素 の 数がNVの1次 元 ア レイ。 各 変 数 に対 応 す る

一288一
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●

e

観 測 デiータの最 小値 。

VMAX;BINFLOAT(26)

要 素 の 数がNVの1次 元 ア レイ。 各 変 数 に対 応 す る

観 測 デ ー タの 最 大値 。

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し

㈲ 注 意 事項

な し

(6)使 用 例

3個 の変 数 に対 し,そ れ ぞれ10個 の観 測 デ ー タが あ る と き,各 変 数

に対 し,総 和,平 均 値,標 準 偏 差,最 小値 お よび最 大 値 を求 め る。 た だ

し,観 測 デ ー タ は, .RANDUNで 与 え る。

■

も
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?・fio10
つ

・

つ

・

つ

・

つ

・

つ

・

つ

・

つ

・

つ

.

つ

.

つ

・

つ

・

?

・

つ

■

つ

◆

つ

・

つ

・

つ

・

つ

・

つ

●

つ

■

つ

・

∩020

∩030

∩040

∩050

∩060

0070

∩08∩

へ00∩

0100

0110

∩'120

∩130

∩140

0150

0170

fi18fi

り181

り182

∩1戊5

∩186

519∩

しASTし1卜1E(Fト ・!D

?ZRU}・1;

↑.ITAし しY:PReC5PTI,fi.1S(門AIN)3

CCLIXFIXFD(12)・XBIN言

DCLA(30)BI卜1・S(10・)91邸;

nCLTσT∧L(3)BIN・AVFR(3)BIN;

OCLSO(3)BIN,V門1,・1(3)91N;

pcLV罰 ∧X(3)BIト|;

IX=り;

ト門=10;

NVコ3;

S=1;

DP!1=1T630;

CALL「 ～AトIDU卜](IX.X):

A(D=X;

Fトln;

PUT「OIT(A}(SKIo.3F(20,R)):

CAしLTALしY(A.S▼TOTAL,AVF「 ～,S↑).ソf・11ト!.V門AX・Mpt.NV);

PUTFnIT(T司TAL)(SKID,AE(20・q));

PUTFnIT(AV「 「～)(SKID,3F(20.只));

PUTFDIT(S∩)(SKIo,3:(20・q));

PUTrO1T(V,・1IN)(SKIn,3E(2り ●q));

PUT仁DIT(V;・ ・AX)(SK!P,3F(20.9));・

Fr・・|D刊TALしY;

ST)り560.∩0

1.19237637F_f)1

6・37260702E-∩1

7・79683063F_り1

5 .・16362011E-01

7・6098r)471F-01

7・45743960F-∩1

写 ・32620057C-∩1

8・3551079うF_り1

4.'32179350F_∩1

5・142486n9∈ 一∩2

5..11102140F+r)0

5・81102147F_∩1

2.6424,g535E-∩1

1.19237637F-∩1

し.

7.155tt1.347F－ り1

3・79548393F.一 ∩1

6・48〔 …17896E-01

9・ 『∩155547F-∩1

9.01015∩26∈-01

3・14819643F－ つ1

3・86∩ ∩9536F_01

5・ ・1361q517「 一∩1

5◆86278364E-(1

3.34011882∈'一 ∩1

6・49152897F+∩0

6.4〔1529∩4C-∩1

2.39り00055c_∩1

3●1tt.8to649亡_∩1

'
8●55662977『-01

2・22363う50E-01

8◆76539394E－ り1

3.45302186F_01

6.89753353F-Ol

9●65128103F-01

6・7∩470777∈-01

2・85432221E-01

9.82781462亡 一〇2

8●04967343F_01

4.7e21738ζ)E+■0

●
4.7つ217375「-Ol

2・73727335F-∩1

5.14248609亡_02

●

,

可.

.9●76539394F-01 9.65129108F_∩1 8●3551079r}F-01

〔33〕TTEST

(1) 目 的

母平均 および平均値の差の検定 のための統計量tを 求 め る。

(2)使 用方法

CALLTTEST(A,NA,

(3)引 数 の 説 明

B,NB,NOP,NDF,・ANS);
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い

川 入 力

A

AN

B

NB

NOP

;BINFLOAT(26)要 素 の 数がNAの1次 元 ア レイ

で入 力 デ ー タAiを 表 わす 。

;省 略 入力 デ ータAiの 個 数

;BINFLOAT(26)要 素 の 数がNBの1次 元 ア レ イ

で 入 力 デ ー タBiを 表 わす 。

;省 略 入力 デ ータBiの 個 数

;省 略

つ ぎに示 す4つ の 仮説 の う ち,ど の仮 説 に対 し統 計 量

tを 求 め るか を指 定 す る。NOPの 値 に対 応 す る仮 説

を以下 に示 す。

NOP・=1…-Bの 母 平 均 一 与 え られ た値A

(Bの 母 分散 は未 知,'こ の と きNA〒1に

セ ッ ト)

NOP=2… 一…Bの 母 平均=Aの 母平 均 。

(Bの 母 分 散=Aの 母 分散 で未 知 の場 合)

NOP=3… ・・…Bの 母 平 均 ±Aの 母 平均 。'1

(Bの 母 分 散 ≒Aめ 母 分 散 で 未知 の 場 合)

NOP=・4… …∴μd=0(1対 応 の ある}平均 値 の差 の 検 定 。

ただし,μ・白 日 の互い劇 応ずるもの

の差 の平均 。 この ときNA=NB)

(ID、:出 力

ANSBIN FLOAT(26)

NDF;省 略

(4)使 用 され るサ ブプ ログ ラム

な し

㈲ 注意 事項

一291一

い

与 え られた仮説 に対す る統 計量

tb・!・ 、.

計 算 され た統 計 量tの 自 由 度F。



NAとNBはNOP==1の 場 合(NA-1)を 除 いて,1よ り大 きくな

けれ ば な らない。 またNOP-・4の 場 合 はNA-NBで な けれ ば な らない。

NOPが1,2,3,4以 外 の 数値 の場 合 は,自 由度 と統 計 量 は計算 さ

れ な い。 この と きDF=ANS===0

(6)使 用 例'『

それ ぞ れ10個 の デ ー タか らな る標 本Aと 標 本Bが あ り,互 い に対応

す る もの の 差 の平 均 が0と い う確 信 が あ る場合,

仮 説:μd-0を 検 定 す る。

入 力 デ ー タはGAUSSに よっで与 え る。

'

や

?fiOIO
?0020

?∩030

?り040

?0050

?0060

?り070

?no80

?0090

?n.IOO

?0110

?0120

?ぴ130

?∩140

?∩150

}0160

.?.0170

?018∩

?0190

?0200

?0210

?n220

?%RUN8

LASTLINE(ENDST)

MTTEST:PRθClPTl6NS(門AIN)‡

DCLA(10)BIN●B(10)BIN・AVGBIN・STDBIN;

DCLVBIト|gANSBIN,rXFIXED(12):

STD=0;

AVG=1;

NA=10;

NB=10;

N6P=4;

D61コ1TθNA;

CALLGAUSS《IX・AVG,STD,V)3

A(D=V;

END;

PUTFDIT(AXSKIo93F(20・8,):

STDB=0;

061=1TθNB;

CALLGAUSS(IX・AVG,STDB.V);

B(D=V;

FNO;

PUTEOIT(exSKIng3E(20,只));

CALLTTEST(A.トIA,BgNB,N門P,NDF.ANS)言

PUTDATA(NOF.ANS)‡

FND門TTEST;

1100.00

_6・.45438209E-01

6◆54970183E-01

-R.07739511ELO1

-3・362068n1E-01

1●28425218F+00

-1
・14423921F+∩0

1・26232590E+00

7.14228764E-01

NDF:i9

2.32109788E-01

3・44575531F-∩1

7●63381138E-∩1

一1・52211q65F+00

2・13440421F-01

-7・85383716F-01

ANS=8・3516030E-01;

_1.47582473E+00

-9.34534087E-02

-2.84617431E-01

一6.96466103E_01

2・2649Q717F+00

1.07318952E+00

4
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〔34〕ORDER

(1)目 的

従 属 変 数 と独 立 変 数 とか らな る変 数 間の福 間係数 行 列 か ら,従 属 変 数

とい くつ か の独 立 変 数 と を選 び 出 し,そ れ らの変 数 間の 相 関係 数行 列 を

作 る。

② 使 用 方法

DALLORDER(M,R,NDEP,K,ISAVE,RX,RY,

MM,K9);

(3)引 数 の説 明

(i)入 力

M

M

M

R

NDEP

ω口TAO

略

略

LF

省

省

mB

省 略

略

略

略

省

省

省EVA

9

S

K

K

I

－293一

全変数の数。

M×(M十1)/2。

相 関係数行列で(M+M)の 対

称行列の上部三 角 形 の 部 分

(対 角要素 も含 む)を カラム

ワイズで入力す る。要素の数

M(M+1)/2の1次 元 アレ

イ。

相 関係数行列 の従 属変 数に対

応す る番号(例 題 参照)

選び出 され る独 立変数の数。

K十1。

要素(K+1)の1次 元 アレイ。

相関係数行列の選びだ され る

独立変数 に対応す る番号 を上

昇順 に入れ る。 ただ し,

ISAVE(K十1)番 目には出

力 としてNDEPの 数字が は



(jj)出

RX

RY

力

;BINFLOAT(26)

;BINFLOAT(26)

い る。(例 題 参照)

選ばれ た独立変数間の(K×

K)の 相関係 数行列 を カラム

ワィズ に出力す る。

従属変数 と独立変数 との相関

係数ベ ク トル。

(例題)M個 の変数か ら成 る相関係数行列 の上部三角形部分を示す と

図8-1の ようになる。

変数に対応する番号 123M

変 数 エ1こ τ2ミ τ3エM

シ

M(M-1)R(1)R(2)R(4}R(1十

2)

M(M-1)R(3)R(5)R(2十

2)

M(M-1)R(6)R(3十

2)＼
、
＼
＼
×
＼
＼

＼
、

＼
＼
、
、
、
、
、
、
、

養(M(M+1))
2

図8-1相 関係数行列

々

w

そ ζで,M=5と す る と,図8-1よ り

R=

R(1)R(2)

R(3)

R(4)R(7)

R(5)R(8)

R(6)R(9)

ROO

－294－

D

2

3

0

》

0

0

白
U

O

O

R

R

R

R

R

(8-1)



◎

●

と書 け る(た だ し,(8-1)式 に は上 部三 角形 部 分 の み を表 わ して

い る)。

い ま従 属 変 数 をXl,選 びだ され る独 立 変 数 を ⑳2,X4,エ5と す

る と,入 力 パ ラ メ ー タの作成 はつ ぎの とお りで あ る。

M=5

R・=相 関係 数 行 列 の 上部三 角形 部 分 を カラム ・ワイズ に入れ る

((8-1)式 参照)

NDEP=1(従 属 変 数 に対 応 す る番 号)

K-3(独 立変 数 の 数)

ISAVE(1)-2(エ2に 対 応 す る番号)

ISAVE(2)=4(x4に 対応 す る番 号)

rSAVE(3)==5(エ5に 対応 す る番 号)

(4}使 用 され るサ ブ プ ロ グ ラム

な し

㈲ 注意 事 項

な し

(6)使 用 例

M=5,NDEP-1,Kニ3選 び 出す独 立 変 数;エ1,x2,x3

と想 定 す る。

,

ー
」
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∩
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∩

∩
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∩
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∩
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∩
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つ
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つ
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ト1日RりEr～:PRJCsPTIσNS(rcAIN);

DCしF～(15)BIト1・1SAVE(4):

DCLRX(9)91ト 』●RY(3)BIN;

M=5:

NDEP=・1;

K=3;,

ISAVF(1)=2:

ISAVF(2)=4;

ISAVF(3)=5;

P(1)=・ り.1192376F+∩;

り(2)=り ・715332F+∩;

P(3)=0.1474609E+∩;

〔～(4)=0
●4428711F+∩;

「〕(5)=()◆3295898F+O;

r=～(6)=0.り89257aE+0言

P(7)=O・n697?66「+∩;

P(8)=0◆9111328F+∩;

o(9)=0.7353516E+O言

r～(10)==0.2070313ff+∩;

R(11)=つ.r)210り38F+∩;

P(12)=0.・9642578亡+0;

「～(13)=0
・5947266「+0;

P(14)=∩ ・7861328C+O;

R(15)=0.3603515E+∩;

「11・1=1・1>≒(↑・1+1)!2;

K9=K+1;

CALLξ 『RDEC～(r・1,日,t.!「 〕Eつ ●K,TS∧Vr,「 ～X,RY,門1・1,K9);

PUT「f)王 丁(口 ∨`、・'、)(SiくIP,3「(20,∩));

PUTF竺IT(ζ ～Y)(S1・ 〈ID.31:(20gρ))言

r}1り1.1rli～n三R;

L!卜!E(Eト1DST)05∩0.no

;

1・474509∩3F_n1

9.11132812F-∩1

.B .642578元2F-01

7・15332016F-∩1

り.11132〈312C_り1

2.〈)7fi31302仁 一∩1

7●86132312F-fi1

9.6972661)7F-∩1

,3.64257312E-∩1

7.35132812.E-∩1

3・5r)3515r)2E-01

6.21093S∩O「 一∩1

ジ

〔35〕PADD

(1)目 的

・2つ の多 項 式 の和 を求 め る
。

す な わ ち,2つ の 多 項 式 をf(x),9(x)と し 求 め る 結 果 をh(x)と す る と,

h(x}=f(x)十g(x)で あ る。

② 使用方法

CALLPADD(Z,IDIMZ,X,IDIMX,Y,IDIMY);

(3)引 数 の説 明

(i)入 力

■

づ
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X ;BINFLOAT(26)

IDIMX;省 略

Y;BINFLOAT(26)

IDIMY;省 略

(ii)出 力

Z;BINFLOAT(26)

IDIMZ;省 略

(4)使 用 され る サ ブ プ ロ グ ラ ム

な し

⑤ 注 意 事 項

な し

⑥ 使 用 例

f(x→==3十4x-x2十2x3

g(x)=5-2ac十2x2

のf(x)+9(x)を 求 め る 。

多 用 式f(x)の 係 数(次 数 の

低 い ものか ら高 い もの へ)。

要 素 数IDIMXの1次 元 ア レ

イ。

多 項式f(x)の 次 数+1。

多 項 式g(x)の 係 数(次 数 の

低 い もの か ら高 い ものへ)。

要素 数IDIMYの1次 元 ア レ

イ。

多項 式g(x)の 次 数+1。

結 果h(x)の 係 数(次 数 の低

い ものか ら高 い ものへ)。 要

素 数IDIMZの1次 元 ア レ イ。

max(IDIMX,IDIMY)。
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?∩0101PADP:PRflC問PTIPtMS(KIAIN)言

?∩020nCしX(4)BIM・Y(3)BI",.Z(4)B1N;

?fio30TDIMX=48

?OO40101MYコ3‡

?∩045101門Z=4;

?0050X(1,コ3;

?∩060X(2)=4;

?∩070X(3)=_1;

?り08ぴX(4)=2;

?0090Y(1)=5;

?0100Y(2)=-2;

?0110Y(3)=2;

?0120CALしPADD(Z,TOIMZ.X.IOIト1×.Y,↑ 「)1∩Y)言

?∩130PUTFDIT(Z)(4F(10));

?∩140eNり;fPAnD;

しASTしrNE(FFIDST)∩340◆00

?雪RUN;

8212

〔36〕BESFJN

(1)目 的

与 え られ た変 数xお よび次 数nに 対 す る第1種 ベ ッセ ル(Besse1)

関 数Jn(x)の 値 を求 め る。

② 使 用 方 法 ・ 　

Y-BESFJN(X,N,IER);組 込 関 数 と同 様。

(3)引 数 の説 明

(D入 力

X;DECFLOAT(20)第1種 ベ ッセ ル 関 数の変 数x 。

N;省 略 第1種 ベ ッ、セ ル 関数 の次 数n。

(ii)出 力

IER;省 略 エ ラー ・コー ド。

IER-0正 常 に解 が得 られ た場 合 。

IER-1N<0の 場 合 。

IER-2X≦O.Oの 場合 。

IER-3相 対 誤 差10"6の 精 度 で得 られ な

か った場 合。
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IER=4Xの 値 に対 してNの 範 囲が 適 当 で

ない場合 。(注 意 事項(iii)参照)

(4)使 用 され るサ ブ プ ログ ラム

な し

(5)注 意 事 項

(DN≧0,X>O. .Oで あ る こ と。

伽XとNと の 関係 は次 の よ うに な って い る こ と。 これ 以外 の場 合 には

エ ラ ー とな り,IER=4が セ ッ トされ る。

X2
0<X≦15の と きN<20十10X--7

XX>15のと きNく900十

7

(i")IER=1,2.4の と きBESFJN=0.0で あ る 。

(IV)IER=3の と きBESFJNに は 計 算 途 中 の 結 果 が 入 る 。

(6)使 用 例

J、(1.5)を 求 め る 場 合 。

?0010MBESFJN:PRθC6PT10NS(MAIN);

?り020DCLXFLθAT(20)●YFL6AT(20)‡

?0030N=1‡

?0040X=1・5;,

?0050Y=BESFJN(XtAl,IER)‡

?0060PUTnATA(Yg!ER)‡

?0070εNDBESFJN;

しASTLINE(ENOST)0760●00

?O`RUN;

Y=5・5793651938438415527E-011ERn、0;

〔37〕BESFYN

(1)目 的

与 え ら れ た 変 数xお よ び 次 数nに 対 す る 第2種 ベ ッ セ ル(Bessel)

関 数Yn(x)の 値 を 求 め る 。

② 使 用 方 法
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Y=BESFYN(X,N,IER);組 込 関 数 と同 様 。

㈲ 引 数 の 説 明

(D入 力

X;DECFLOAT(20)第2種 ベ ッセ ル 関 数 の 変 数x。

N;省 略 第2種 ベ ッ セ ル 関 数 の 次 数n。

(iD出 力

IER;省 略 エ ラ ー ・コ ー ド。

'IER
・=O正 常 に解 が 得 られ た場 合 。

IER-1N〈0の 場 合 。

IER-2X≦0.0の 場 合 。

(4)使 用 さ れ る サ ブ プ ロ グ ラ ム

な し

㈲ 注 意 事 項

(i)N≧0,X>O.Oで あ る こ と。

(ii)IER=1,2の と きBESFYN=O.Oで あ る。

(6)使 用 例

Yl(1.5)を 求 め る場 合 。

?00101BESFYN;PR6CθPTI6NS(MAIN);

?0020DCしXFし θAT(20)・YFLeAT(20)‡

?0030Nコ1;

?OO40×=1.5;

?0050Y=BESFYN(X.N・ ↑ER):

?∩060PUTDATA(Y・IER)‡

?0070E卜!DBr「SFYN;

LASTLIト1E(FNDST)1250・00

?y,P,UN;

Y=-4◆12308640778り6472778E-011ER=0;
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8.2TSS-FORTRAN¥REPLACEサ ブ コマ ン ドの 新 設

¥REPLACEサ プコマンドは ,あ るス テ ー トメ ン トの一 部 分 を変更 した い よ う

な場合,そ の ス テ ー トメ ン トを全 部 タイ プ し直 す ので な く,そ の変 更 部 分だ け

を任 意 の 文字 列 で 置 変 え る機能 を もつ もので あ る。 また,1ス テ ー トン ン トの

みで な く,プ ログ ラム全 体 に つ いて も,'1っ の¥REPLACEコ マ ン ドで 特定

の変 数 名 等 を別 の 変 数名 にすべ て 置 きか え るこ とが 出来 るよ うに し た'もの で あ

る。

●

8.2.1概 説

本 コ マ ン ドは ソ ース プ ログ ラムの 入 力 中,あ るい は¥UPDATEコ マ ン ドの

修 正 情 報 として,部 分 文字 列 を指 定 した 文字 列で 置 き換 え,ソLス プ ロ グ ラム

を修 正す る こ とをその 目的 とす る。

(1)コ マ ン ドの一般 形

次 に本 サ ブ コマ ン ドの 一般 入 力形 式 を示 す 。

¥REPLACE-〔Lni〔 ・L・・〕〕・・XXXX∴ ・詑YY・@

コ マ ン ド名 の 省略 形 は 次 の とお りで あ る。

¥REP

解 説:

現 在処 理 中 の プ ログ ラム単位 に対 し,

①Ln,,Ln2の 両 者 が 省 略 され た場 合。

そ の プ ログ ラム 内の 全 て の ス テ ー トメ ン トに対 し,部 分 文字 列

XXXXをYYYYで 置 き換 える。

②Ln、 が 省略 され場 合 。

Lniの ス テ ー トメ ン ト『に対 し,部 分 文字 列XXXXをyYYYで 置 き換

え る。

③ 省 略 され な か った場 合 。

Lniか らLn2ま で の ス テ ー トメ ン トに対 して ,部 分 文字 列XXXXを

YYYYで 置 き換 え る。
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② 他 の コ'マン ドとの 関 係,

本 ・マ ン ドは次 の2つ の ・マ ン ドの サ ブコマ ン ドとして使 用 され る・

¥INPUT

¥UPDATE

よ って 次 のサ ブ コ マ ン ドと同列 で あ る。

¥LIST

¥DELETE

¥RESEQ

(¥einenumber)

8.2.2詳 .説 一

(1)処 理 機 能

本 サ ブ コ マ ン ドは大 別 して 次 の2つ の 処理 機 能 か ら構 成 され る。

*1.コ マ ン ドのSyntaxCheck

*2.部 分 文字 列 の置 換

以下 に これ らにつ いて解 説 す る。

(a)コ マ ン ドのSyntaxCheck

*1.次 の形 式 以外 は全 て エ ラ ー とす る。

{烈 一儀,ぴ 　・・… …… ・
(・ マ ン ド名)(li・ ・N・ ・)(文 字 　U1)!文 剛2)

*2.コ マ ン ド名 に つ い て

本 餌¥REPLACEと .し,シ ス テ ムで{詳REPま で をチ ・ ・クす

る。 ・

省 略 形 は¥REPと す る。

コ マ ン ド名 の 次 に は 必 ず 一 つ 以 上 の 空 白(文 字)を お く。

*3.1ineNo.に つ い て

1ineNo.は 次 の 場 合 を許 す 。
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寸

令

◎

①

②

③

空(指 定 な し)

Ln1の 指 定

Ln・ 及 びLn2の 指 定

Lni及 びLn2は5桁 以 内 の数字 で な けれ ば な らない。

Lni≦Ln2で な けれ ば な らない。

LineNo.の 次 には必 ず カ ンマ(,)を 置 か な けれ ぱ な らない 。

*4.文 字 列1及 び 文字 列2に つ い て

① 置換 を行 な う文字 列 を1:1で 括 って示 す。

②e・:1で 括 られ た文 字列 はt:tを 除 く全 て の文字 を指 定す る こ とが 出来

る。

③ 文字 列1を 文字 列2で 置 き換 え る。.

④ 文字 列1と 文字列2の 間 は 区切 記号 ㌧`を 置 く。 ・

⑤ 文字 列2以 降 の文 字 は全 て無 視 す る。

⑥ 文字 列 は最 大40桁 とす る。

⑦ 本 コマ ン ドに対 す る継続 は認 め ない。

⑧ 文字 列1に は空 ス トリン グは認 め ないが,,文 字列2に 対 レて は許 す 。

(b)部 分文 字 列 の置 き換 え

*1,置 き換 えの対 象 とな るの は 次 の もの で あ る。

①Ln、 及 びLn,の 両 者が 指 定 され た場 合

Lni≦Ln≦Ln2(A・1)

を満 足 す る,そ の 時点 に おい て処 理対 象 とな って い るエ レメ ン ト内の

lineNo.Lnに 対 し置 き換 え を行 な う。

ただ し,式(A・1)に お いて,等 号 が成 立 しない 場合 は警 告 メ ッセ ー

ジ を出力 す る。

②Lniの みが 指定 され た場 合t,Lt

現在 処理 対象 とな って い るエ レ メ ン ト内 にお いて,Lniで 指 定 され た

lineNo.の ス テ ー トメ ン トに対 し,置 き換 え を行 な う。

ただ し,Ln、 に対 応 す る1ineNo.・ が存在 し ない場 合 に は エ ラinメ ッ

一30写 一



セ ー ジ を出力 し,処 理 は行 な えな い。

又,Lnlで 指 定 され たlineNo.が*2で 示 す 制 限 に該 当 す る場 合 は

エ フ ー メ ッセ ージ を出力 し
,処 理 は行 な わ ない。

③Lnl及 びLn,が 省略 され た場合

現在 処 理 対 象 とな って い るエ レメ ン ト内 の全 て の ス テ ー トメ ン トを置

き換 えの 対 象 とす る。

ただ し,*2で 示 す制 限 に該 当す るス テ ー トメ ン トは置 き換 えの対 象

か らは ずす(エ ラー メ ッセ ー ジの 出力 も行 なわ な い)b

ただ し,現 在 処理 対 象 とな って い るエ レメ層ン ト内 にス テ ー トメ ン トが

存在 しな い場 合 には エ ラー メ ッセ ー ジ を出力 す る。

*2置 き換 えの 対 象 か ら除 外 す る もの

① エ レ メ ン ト文

指 定 され た1ineNo.が な い旨 の エ ラーメ'ッセ ー ジ を出力 し
,処 理 を

行 なわ な い。

②SUBROUTINE文 及 びFUNCTION文

上 記 ス テ ー トメ ン トに対 す る置 き換 えは 出来 な い 旨の エ ラ ーメ ッセ ー

ジ を出力 し,処 理 は行 なわ な い。

③ コメ ン ト文

コ メ ン ト文 に対す る置 き換 えは 出来 ない 旨 の エ ラ ーメ
ッセ ー ジを 出力

し,処 理 は行 なわ な い。

*3.文 番 号 に対 す る置 き換 えは
,次 の チ ェ ックを行 な う。

① 数字 チ ェ ック

置 き換 え後 の 文字 列 が 数字 で あ るか否 か をチ ェ ックす る。

数字 で な い場合 は エ ラー メ ッセ ー ジ を出力 し,文 番号 に対 す る置 き換

えのみ を行 なわ な い。

② 長 さ チ ェ ック

置 き換 え後 の文字 列 は 数字 で あ るが ,そ の 文字 列 の長 さが,5桁 を越

え る場 合 に はエ ラ ー と し,エ ラ ーメ ッセ ー ジ を出力 して
,そ の 文番 号 に
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対 す る置 き換 えの み を行 な わ な い。

*4.置 き換 えの対 象 と な る部 分 文字 列 が検 出 され な か っ た場 合 は エ ラ ーメ ッ

セ ー ジ を出力 す る。

*5,継 続 行 に またが った 文字 列 も置 き換 えの対 象 とす る。

*6.置 き換 え を行 な った後,継 続 行 が16行 を越 え る場 合 に は,エ ラ ーメ ッ

セ ー ジ を 出力 し,越 え た部 分 は捨 て られ る。

(2)エ ラー メ ッセ ージ

ー
工 フ ー

番 号
レベル メ ッ セ ー ジ 備考

026 X ET826-X〕 モ ジ レ ッ〕 ガ 〕 ナ ガ ス ギ ル

027 W ET827-W〕XXXXX〕 〕 コ ノ〕 ス テ ー トメ ン ト〕 ナン

バ ー
〕 ノ〕 オ キ カエ 〕 ハ 〕 デ キ ナ イ

028 X ET828-X〕LINE-NUMBER〕 ノ 〕 シ テ ィ 〕 ガ〕 ム

ジ ュ ン〕 シ テ イ ル

029 X ET829-X〕::〕 ノ 〕 シ テ ィ〕 ハ 〕 デ キ ナ イ

030 X ET830-X〕SUBROUTINE〕 プ ン〕 マ タ ハ 〕

FUNCTION〕 プ ン〕 ノ〕 オ キ カ エ 〕 ハ 〕 デ キ ナ イ

031 X ET831-X〕LINE-NUMBER-1〕 ガ 〕 ミッ カ
,ラ ナ

イ.〕 ム シ〕 ス ル

032 X ET832-X〕LINE-NUMBER-2〕 ガ 〕 ミッ カ ラ ナ

イ.〕 ム シ 〕 ス ル

033 X ET833-X〕 ス テ ー トメ ン ト〕 ガ 〕20〕 ギ ョ ウ 〕 オ 〕

コ エ タ

034 W ET834-W〕 ガ イ トウ 〕 ス ル 〕 モ ジ 〕 ガ 〕 ミッ カ ラ ナイ

035 X ET835-X〕 コ メ ン ト〕 プ ン〕 ノ〕 オ キ カ エ 〕 ハ〕 デ キ

ナ イ
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3 使用例

JθBKAISI・

¥INPUT門AIN

OOO10DrMENSI6NA(10,10)

00020Dθ11=1・10

00030¥REPLACEIO・ ‡●10:・:・5:

00030¥しISTg10,10

00010DIMENSIθNA(10.5)

00030002J=1,10

00040A(1・J)=O

ET310Xユ ルサレナイフ.ン カ.ア ル

00050¥REP10・:10:・:100:

00050¥REP40g‡1.J:,:1●J:

00050¥LISＴ

00010DIMENSIθNA(100・5)

00020DOI=1,10

00030002Jr1.10

00040A(1,J)=O

00050

00060

00070

00080

00090

2CONTINUE

lceNTIN目UE

ST6P

END

¥ML!ST

00010

00020

00030

00040

00050

00060

00070

00080

00090

¥UPDATE

>¥REP

>¥REP

>¥REP醐

ET815X

>¥REP

>¥UEND

¥LIST

OOO10

00020

00030

00040

00050

00060

00070

00080

¥ST6P

〃TSUGI

JOB
・IYeUR

2

1

DIMENSIgNA(100・5)

001=1.10

0θ2J=1,10

A(1,J)=O

CONTINUE

CσNTINUE

ST6P

END

¥IE卜!D

MAIN

.:2:'.:5:

20,言10:・:100:

,30

ハoラ メ一夕 カ"セ イシ"ヨ ウ

30●:10‡,:5:

MAIN

DIMENSIONA(100・5)

0σ11エ1,100

065'」=1,5

A〈1,J)=0

5C6NTINUE

lC6NTINUE

STOP

END

WA?Cσ 門卜IANDσR

σWARI.

JOB-Nσ ・.・ ●DJIDO13

.BYE.?

ソ ー ス プ ロ グ ラム 入 力 中

UPDATEコ マ ン ド実 行 申

ZIKθKU=03.0916言06:05
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8.3JOLDOR-IIの 開 発

8.3.1概 要

当 セ ン ターで は,1970年 春 にオ ンラ イ ンに よ る文 献 検索 シス テ ムJOLDOR

-1(JIPDECONLINEDOCUMENTRETRIEVAL)を 開 発 し
,

FACOM230-60TSSの もとで その実 験 を行 ったが,こ の た びJOLDOR-1

の改 良 シ ス テム で あ るJOLDQR-fiを 開 発 したの で,そ の 概 要 を報告 す る。

(JOLDOR-1に つ い て は当 セ ン ター報 告書43-S-005,お よび44年 の

第10回 プ ログ ラ ミン グ ・シ ンポ ジ ウム の 報 告集 に記 されて い る)

JOLDOR-1の 開 発 の狙 い は次 の2つ に要 約 で き る。

1.オ ンラ イ ンに よ る検 索 方 式 の開発 お よび 実験 。

2,マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ラク シ ョンに よ る検 索過 程 の効率 向 上 に関す る実 験 。

JOLDOR-1で は プ ロ トタイ プ的 な色 彩 が強 か っ たので,収 容 文献 数 も1

フ ァイル当 り約7000件 と,比 較 的 少 な く,初 心 者 に対 す るガ イ ダ ンス の機 能

に して も充 分 満足 で きた とは言 い切 れ ない。

そ こで,約2年 間 のJOLDOR-1の 利 用 経験 を生 か し,次 の よ うな改良 及

び修 正 を加 え たJOLDOR－ 皿シス テム を新 たに開 発 し,実 用 化 実験 を進 め て

い る。

1.1フ ァイル に収 容 可 能 な文 献 数 の制 限解 除。

これ に よ り年 間3万 件,最 大10万 件 程 度 は現 機器 構成 で 収 容 可 能 で あ る。

2マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ ラク シ ョ ン機能 の充 実。

応答 速 度 を低下 させ る こ とな しに,ガ イダ ンス機 能,お よび タ イプ ・ミス

な どエ ラー に対す る指 示 を,さ らに充 実 させ た。

3.文 献 情報 として,ア ブス トラ ク トの追 加,そ れ に と もな う コマ ン ド体 系 の

充 実。

標題 とキ ー ワー ドで は文 献 の 内容 が把 握 で きない ため,文 献 の ア ブス トラ

ク トを追加 して い る。

4.キ ー ワー ドと して 複合 語 の採 用。
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JOLDOR-1で は キ ー ワー ドとして単 語 単位 に して い たが ,JOLDOR

-IIで は複 合 語 を採 用 す る こ とに よ り検 索 効率 の向 上 をはか
って い る。

5.タ イ プ ラ イタ端 末 の み設 置 され て い るユ ーザ ー に も利用 可 能 とす る。

JOLDOR-1で は キ ャ ラク タ ・デ ィス プ レイか らしか 検 索 で きなか っ た

が,JOLDOR-IIで は タ イ プ ラ イ タ端 末 か らも検 索 可 能 に して い る。

その他,フ ァイル方式 および検索方式 などの基本的な設計思想はJOLDOR

-1に 準 じて い る
。

■

8.3.2オ ン ・ライ ン文 献 検 索 の持 つ意 味

オ ン ・ライ ン文献 検 索 の基 本 的 目標 は,man-machineinteractionを

有 効 に利用 す るこ とで あ る。man-machineinteractionと は,ユ ーザ に

よるcreationで あ る。 この こ とが もた らす意 義 は非 常 に大 で ,ユ ーザ に対 し

て想像 以上 の 満足 感 を与 え る結 果 とな る。

理 想 的 な オ ン ・ラ イ ン文 献検 索 シス テ ム にお け るman-machineinter-

actionで は論 理 展 開 の途 中結 果 を自分 で確 認 で き,検 索 ミス,操 作 ミス な ど

の誤 りを恐 れ る こ とな く試 行錯 誤 で 自由 に論 理 展 開で き る こ とで あ る。(ユ ー

ザ によ るcreation)

更 に これ は,ユ ー ザが検 索 あ るいは コ ン ピュ ー タに対 して 全 くの初心 者で あ

って も,ガ イダ ン ス機能 が 完 備 して い れ ば全 然 支 障 は きた さな い。

そ こ には シス テ ム側 か らの一 方 的押 しつ けは微 塵 も存在 しな い。

これ か らの,文 献検 索 シ ス テ ムは 費用 と設備 が 許 す 限 りこの オ ン ・ライ ンの

方 向 に進 むで あ ろ うと思 われ る。 しか し,そ こに は当然displayの よ う な

man-machineinteractionに 適 し た装 置 が必 要 に な って くる。

出力 と して は,マ イ ク ロ ・フ ィル ム を表 示 す る装 置,ま た そ れ をcopyす る

装 置等 が あれ ば,申 し分 な い と言 え る。

大量 出力 の問題 には,セ ンタへ の バッチに よ る出力 も必 要 とな ろ う。

■
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8.3.3検 索 に対 す るJOLDOR-llの 姿勢

JOLDOR－ 皿の 目標 はman-machineinteractionの 充 実 と,検 索効

率 の 向上 で あ る。 検 索 シス テム に対 して最 終 的評 価 を下す の は ユ ーザ で あ り,

man-maChineinteraCtiOnの 充 実 とは,そ れ に対す る ユ ーザ の満 足度 が

1つ の評 価基 準 とな る。

この点 で はJOLDOR－ 皿はJOLDOR-1の 精 神 を引 きつ ぐ と共 に,更 に

充 実 し たガ イ ダ ン ス機能 を盛 り込 み,検 索 に対 して,特 に予 備 知 識 を持 たぬ一

般 ユ ーザ に対 して も応 じ られ る よ うに配慮 した。

検 索効 率 の 向上 とい う問 題 で は,と か くフ ァイ ル構 造や ア ク セ ス法,あ るい

は よ り細 か い プ ログ ラム技 術 の面 のみ が注 目 され勝 ちで あ るが,一 次 情報 か ら

二 次 情 報へ のindexingも 重 要 な ポ イ ン トに な る。

本 来,こ のindexingは 著 者 の意 図 を正 確 に表 現 す るよ うに付 け る もので あ

って,解 釈 を加 え るべ きで は ない。 そ れ故著 者 自 らindexerと な るのが 望 ま

しい。 この こ とに よ って,少 く と もnoiseは 減少 す るで あ ろ う。 さい わ い に も

JOLDOR－ 皿の デ ー タは,そ の ほ とん どが著 者 に よ るind .exingが 行 われ て

い る。

一般 的 に
,再 現率(正 検 索率)と 適合 率 は反 比例 の関係 に あ り,多 少 のnoise

は増 えて も,検 索 洩 れ を減 らそ うとす るのが 世 の趨 勢 で あ る。 理 想(目 標 で は

ない)と して は,再 現 率,適 合率 と も1.0の 状 態で あ る。

再 現率=(検 索 され た妥 当 な文 献)/(貯 蔵 されて い る全妥 当 文献)

{適 合率=(検 索 され た妥 当 な文献)/(検 索 され た全 文 献)

著 者 がindexerに な る こ とと,オ ン ・ライ ンで 検 索す る こ とに よ って,検

索 洩 れ の主 な原 因 で あ るinqexingミ ス と検 索 質 問 式 の ミス は減 少す るで あ ろ

う。 これ に よ って,適 合率 を下 げ る こ とな しに,noiseは 減 少 す る。

又,JOLDOR－ 皿で は タ イ トルか らのKEYWORD採 用 を取 り止 め,デ ィ

ス ク リプ タだ けか らと し,し か も複 合語 採用 に踏 み 切 ったの で,技 術 的 には,

やs難 しくな ったがJOLDOR-1に 比べ て,noiseお よび検 索 洩 れ が 減 少 し,

全体 的 に検 索 効 率 は上 昇 した。

一309一



8.3.4情 報 蓄 積 経 路

「一 一 一一 一 一 ー ー 一"-1
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l

I

l

l

-

l

I

l

l
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I

l

l

l

I

l

1

1

海外研 究開発 レポ ー ト

-

1 般 情 報

(財 団保有)

必要な文献を
抽出

KEYWORD

カー ド化.

・文献 カー ド化

SDFI

L-,..一 一.________..一 」

(構 想 中)'

back-up

--7

文 献fi1'e
ABSFs㌔
一一___一 ふ

国外の会議物,

雑誌など

一 ーーーー 一 －MT買 入

米国からの文献情報

必要な文献を

抽出

一ー－JOLDOR-2の 源 テ ー プ

一一 一 －
codeeOTrvprt・sorti㎎

FLGN

DFI-一 －SDFcheckのinput

DF2__-KWOCのinput-

KWT

-310一

主 にcomputer
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8.3.5情 報検 索 経 路

情報要求発生

検 索 開 始

KEYWORD

指 定

文献集合作成

演算,年 代制限

等を施す

検索終 了

文献の出力 バ
ッチ出力

文献参照

及び転封

一311一

文献 ・抄録表示

キ ャ ラ ク タ ・

デ ィ ス プ レ イ

文献 集合の

ハ ー ド・コ ピー



8.3.6シ ス テ ム の概 要

(1)最 少 機 器構 成 等

① 中央 処 理 装 置FACOM230-60

② 磁 気 テ ー プ装 置 機 種F603F7Track1台

9Track2台

③ 磁気 デ ィス ク装 置 機 種F471K7,294Byte/Track

20Track/Cy1

203Cy1/Pack

1台 ～4台

④ ラ イ ンプ リン タ1,500行/分(高 速)

⑤ カー ド ・リー ダ .800枚/分

⑥ 使 用 領域HCM20kw

⑦ 端 末 機 器

キ ャ ラ クタ ・デ ィス プ レ イ装 置F6221B50文 字 ×20行

タ イ プ ラ イ タ端 末(各 種)

⑧ ソ フ トウ ェアFACOM230-60M-V

⑨ 使 用 言語FASp,COBOL(,FORTRAN)

⑩ デ ー タ構 成 磁 気 テ ー プ 全 部 固定長 ブ ロ ック化

磁 気 デ ィス ク 一 部 不 定長

セ グ メ ン ト分割 形 式

⑪ 情 報 源 主 に米 国 の コン ピュ ー タ関係 の 文 献

⑫ デ ータ ・ア ップ ・デ ー ト ・サ イ フル 月1回(予 定)

⑬ 蓄積 文献 数 約30,000件(年 間)

⑭ 検 索 論 理 式AND,OR,NOT

⑮ 蓄 積KEYWORD数 約30,000Pt

⑯KEYWORD.リ ス ト提 供

⑰ フ ァイ ル作 成 部 分 ス テ ップ数2,700
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⑱ 検 索 部 分 ス テ ップ数6,900

② 検 索 時 にお け る フ ァイ ル関 連図 及 び検 索 例

ここで は,検 索 時 にJOLDOR－ 皿が 参照 す る フ ァイル を中 心 に各 コ マ ン

ドの動 き を示 す と と もに,検 索 の 流れ を示 す 。

図1は,SELECT,COMBINE,LIMIT,DISPLAY,PRINTコ

マ ン ドと各 フ ァイ ル,テ ー ブル との関係 を示 して い る。

図2は,図1の 流 れ に従 って 実 際 に検 索 し た過 程 を示 す ハ ー ドコ ピーで あ

る。

図3は,図2の 検 索 例 に よる出力 の一 部 で あ る。

φ

■
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JOLDOR－ 皿

一 検索時におけ るファイル関連図.

(図1)

SELECTr

WORKAREA

「 「

S1文 献 数nlTT
Rm1

S2文 献数n2
TTRm2

S3文 献 数n凱.
TTRm3

S4文 献 数n4

TTRm4

〔図中のti1,D1のSはSUBSET番 号,

Dは 文献番号 を著 わす 〕

SUbSETの 内容

SIKEYWORDAの 集合 ①

S2KEYWORDBの 集合

S3AとBの 論理演算(積)② ～④

S4S3を 年代で制限 ⑤ ～⑥

94

－
D2

δ

②匂
♪

賜LIMITWORKPUT

－314占

2

集

D

編

]
－

S

…
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⑨

前頁の流れ図に基づいた検索例

***D

/Ye,URJeB-Ne.●.・DJIFO21

MACR6BUNNYUURYeKU.

?USER-ID...一 」二L

**J6L73Y

JeBKAISI.

WELCθ 阿E!THISISJ(5LDeR-2SYSTE卜4.

De)y6UKNeWHelWTe6PERATETHISSYSTEV?(YES/NC)

/旦

*ENTERC(ラMMAND*

/S「LECTINFCR卜!ATICNPFTRIFV∧L

TSSと の 会話 開始

利用 者名,パ ス ワー ド入 力

JOLDOR-2マ ク ロコマ ン ド入 力,会 話開始

1

ω

H
O
ー

*SET-Ne1;DθCUMENTS

*ENTERCほMト ノAN[)*

/DISPLAY1

321*

(TITLE)REF-NeNCK7205CO361DβC-Nel

RAPIDPRE-INDEXINGBY卜4ACHINE.T「CHNICALREPT.,.

(DESCRIPT6R)

6N-LINESYSTEMS,SUBJECTINDE×ING,AUTほ ト乃ATI.C,INFe

RMATIelNRETRIEVAL,INDEXES,ABSTRACTS,DICTI6NAPIE

S,CθMPUTERPReCPA卜4S,INTREXPR(iJECT,AUTe .rY1ATICIN

DEXlNG,SUBJECTINDEXTERMS,

(AUTH(うR)

KAMPE㈲ILLIAMRドIIMASSACHUSETTSINSTe

(EiIBL!eGRAPHY)

REP-Ne.AD-735502USGRDR7205

LANG.ENFLD.C5BVθL.Ne.PP.7CP*YP.72

◎ キ_ワ_ドINFORMATIONRETRIEVAL

指 定

文献表示 指定

(
図

N
)

*ENTERceト4MAND*

/SE[、ECT6N-LINES.YSTEMS

*SEilT-NO2;DeCU卜4ENTS

*ENTERce・ ト小Y,ANC*

/CPト リEINE'1*21

29*

*SET-Ne+3;De℃UMENTS

*ENTERCPM卜!ANC*

/LI卜11T372-73

7*

*SET-Ne4;D6CU卜t,ENTE

*ENTERce,y,卜4AND*

/TEACH4

4*

キ ー ワ ー ドON-LINESYSTEMS指 定

⑬ 論理、項顧 ㈲
④

⑤ 発 行年代制 限(72～73)

⑥

ガイ ダンス

*SET-Ne4;D6CUト4ENTS4*

*CeJNTAINSFeLLeWINGSしIBJECTS●(LIMITED72-73)

(INFeRMATIeNRETRIE>AL*eN-LINESYSTE卜t・S)

*ENTERCθ 卜4YAND*

/PPINT4

*ENTERceNNANC*

/¥PYF

THANKYeUF6RUSINGJ巳LD6R-2

//TSUCI、"A?C6Mト イAND(IR.BYEワ?

JCBeSWARI.

/Ye}URJeB-Ne....DJIFO21

MACR〔 うBUNNYUURYeKU.

⑦ 文献集合4の センタ出力指定

**BYE

ZIKeKUニ03.0613=53

//CPU-TI卜tiEOO:00:01.774

ANATAWADEMANDNeRIYeeJ6YAMETA.

ZIKeKU13:53NI(「FF・-LINENINATTA.SIYeezlKANCC:C9:51

TSSと の会話終了

使用時間(CPU)

下線部は利用者による入力を示す



●

'

●

●



◆

●

蒼CしNTAlNSFOLLO'wIN6

(1NFOPM,AT王0|.iRETR1E∨ ρ.し蜂⊂)N-LINE

㎡

SET-NO∠L文 献 集 合 番 号

SUBJE⊂'「S.(LIMITED72-73)

4DOCUMENTS

SYSTEMS)

指 定 キ ー ワ ー ド 論 理 積

REF-NO

(TITLE)

R∧ ρ1ひPRE-INDEX{NGBYMACHINE.TECHNlCAL

(DESCRIPTOR)

ON-1.iNESYSIFFIS⑨SUBJECIINDEXING¶

発行年代制限

NDK720500361

文 献 番 号

REPT.¶.

AUToMATIC令INFORMATION

文献数

Dgc-NO 1

…

RETRIEVA

L,INDEXES、ABSTRACTS,Dt(二TIONARlES、 ぐO卜IPUTERPROGRAMS¶INTREXPRO

JECＴ ⑱AUTOMATI⊂!NDEX|NG.SUBJE(ＴINDEXTεRトvlS■

(AUTHOR)

KAMPEWILLIAMR・llMASSACHUSET
.TSINST・FTECHCAMBRID6E

(ピlBLIOG只APHY)

R竺PURT-NO.AD-73う502USGRDR7205

LANG.ENFIELDOsBVOLU柄ENUMBERPAGE70p畳YEARS互

発 行 年 代

文献順序

(TlTLE)

MODlFICATIoNSTO

S.NALTECHNICAL'

(DESCRIPTOR)

ON-LINEsys'fEMS⑱

T¶INFORMATlON

NG.[)IGITAし(OMPUTビRSg

(AUTHOR)

⊂{RAPAUL.E・

(r～IBi..IOGRAP:・ 輻t)

RFPOト くT－ トjO.AD-735

LANG.e'NF{ごt.f)

REF-NONDK720500607DOC-NO

ON-LlNEFlLEMANlPULATlONTECHNIQUES(MADAP5)・F

REPT・ トtAR70-SEP71
、・・

REMOTECONTROL・DATAPROCESSrNG,CONTROLEWUlpMEN

RεTRIEVAL¶{NFORMATIONRETRIEVAL・MANAGEMENTPLANNI

ＴIMESHARING¶CATHODERAYTUBFS⊂REENS,

SYSＴF.MDEVELOPMENTCORPFALLSCHUR(二H

751U5(〕HDR720う

09BVL)LUi》IENUMB〔 三RPAGE54PYEARS72

(こ れ はPRINT指 定 の 出 力 結 果 の 一 部 で あ る)

(図3)
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㈲ コ マ ン ドの種 類 と機 能

JOLDOR－ 皿で用 い る コマ ン ドは,以 下 の6種14個 で あ る。(下 線 は

省 略 形)

a.FACOM230-60TSSと の会 話用

①JOLDOR

②BYE

b.文 献 集合 を作 成 す る為 の もの(3個)

③SELECT

④COMBINE

⑤LIMIT

c.文 献 集合 の表 示 ・出力 用(6個)

⑥DIS-PLAY,

⑦NEXT

⑧BACK

⑨ABSTRACT

⑩HARDCOPY

⑪PRINT

d.一 連 の検 索 作 業 を停止 させ る もの

⑫ENDSEARCH

e.ガ イ ダ ンス用 ・

⑬TEACH

f.一 連 の検 索 作業 を終 了 させ る もの
ふ ロ コ じ

⑭¥BYE

以下,個 々の コ マ ン ドにつ いて,そ の機能 を説 明す る。

①J・LD・R△{;}

端 末装 置 とシ ス テム をつ な ぐマ ク ロ ・コマ ン ドで あ り,こ の と き,キ ャ

ラク タ ・デ ィス プ レ イを用 い るか ど うか意 志 表示 す る。 この あ とシス テ ム

側 か らメ ッセ ー ジが表 示 され,タ イ プ ライ タあ るい は,キ ャ ラ クタ ・デ ィ

ー318一
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θ

⑨

▼

ス プ レイで の検索 が 可 能 にな る。

②BYE

TSSと の会 話 を終 了 させ る コ マ ン ドで あ り,シ ス テ ム側 か ら,使 用 時

間,cputime等 が表 示 され る。

③SELECT△keyword

指 定 したkeywordが 引 用 され て い る文 献 の集 合 を抽 出す る。 シス テ ム

側 か らは,文 献 集合 のset-no及 び 文 献 数が表 示 され る。

④C・MBINE△n1ぽ

n、,n2:se,一 。。

既 成(SELECT,COMBINE,LIMITに よ る)の 文 献 集 合 ど うし

に論 理 演 算 を施す もの で あ る。 シス テ ム側か らは,新 し くで きた文 献 集合

のset-no及 び 文献 数 が 表 示 され る。 この文 献 集合 に対 して も,COMBINE

を施 す こ とが 可能 で あ る。

下 限 上 限

⑤LIMIT△se・-n・ △{麗}・ 品)・ 隈)

既 成(SELECT,COMBI・NE,LIMITに よ る)の 文献 集合 に お い

て,発 行年 代 を制 限す る もので あ る。 シス テム側 か らは,新 し くで きた文

献 集 合 のset-no及 び 文献 数が 表 示 され る。 こ の 文 献 集 合 に 対 し て も

LIMITを 施 す こ とが 可能 で あ る。

⑥DISPLAY△set-no

既 成(SELECT,COMBINE,LIMITに よ る)の 文 献 集 合 につ け

られ て い るset-noを 指 定 す る こ とに よ り,最 初 の文 献 内 容 を端 末 に表示

す る。

⑦NEXT〔 △n〕n:省 略 の と き1

現 在 表示 され て い る文 献 か らn文 献 進 め た文献 内容 を端 末 に 表 示 す る。

⑧BACK〔 △n〕n:省 略 の と き1

現 在 表 示 され て い る文 献 か らn文 献戻 した文 献 内容 を端 末 に表 示 す る。

⑨ABSTRACT

－319一



現 在 表 示 され て い る文 献 の 抄録 を端 末 に表 示 す る もので あ り,既 に抄 録

が 表 示 され て い る と きは,次 の抄 録 を表示 す る。

⑩HARDCOPY

この コ マ ン ドは,キ ャ ラ ク タ ・デ ィス プ レイ を用 いて い る と きに有 効 な

コ マ ン ドで ,現 在 表 示 され て い る文 献 内容 あ るい は抄 録 をそ の ままの イ メ

ー ジで タイ プ ラ イ タ に コ ピーす る もので あ る
。

⑪PRINTset-no〔,ABSTRACT〕

既 成(SELECT,COMBINE,LIMITに よ る)の 文献 集 合 のset

-noを 指 定 す る こ とに よ り
,そ の集 合 全 体 の 文献 を ジ ョブ終 了後 セ ンタの

ラ イ ン ・プ リン タヘ バ ッチで 出力 させ る もので あ る。 この と き抄録 が要 る

か ど うか指 定す る ことが で き る。

⑫ENDSEARCH

－ 連 の検 索 作 業 の 停 止 を示 す もの で
,今 迄 の 検 索 で作 成 され た情報 は全

て 消 去 され る。

再 び検 索 を行 い たい と きに は,SELECTコ マ ン ドを用 い れ ば良 い。

⑬ぱ:1

{:1ご ・}
この コ マ ン ドは,3種 の ガ イ ダ ンス機能 を有 し,JOLDOR－ 皿全般 的

な説 明,コ マ ン ドの使 用 方 法,文 献 集合 を構 成 す るKEYWORDが 表 示 さ

れ る。

⑭.¥BYE

－ 連 の検 索 作 業 の 終 了 を示 す もの で あ り
,JOLDOR－ 皿を用 い て の検

索 は こ こで 終 了 す る。

:4)フ ァ イル 構 成 とそ の 役 割

a.フ ァイ ル構 成

JOLDOR－ 皿 シス テ ムは,そ の フ ァイル構 成 に限 れ ばJOLDOR-1

シス テム と根 本 的 に相 違 は な い。 ただ ,DIFとDFは,そ れ ぞれ の フ ァイ
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ル 内で リンク して い る。
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㏄㏄h

亨 〔ファイル構成図 〕

各 フ ァ イルの 説 明 を以下 に記 す。

KWE:KeywordEntrytable(固 定 長,ブ ロ ック化)

指 定 され たKEYWORDがKWTの どの ブ ロ ック に入 って い るか

調 べ る為 の テ ー ブルで コア ・メモ リに常 駐 して い る。 内容 は,KWT

のTTRが 入 って い る。
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KWT:KeywordTablefile(固 定長)

KEYWORDの 各 キ ャ ラ ク タ を節 とす る,リ ス ト構 造 の テ ー ブル

で 各KEYWORDの 終 りには,DIFの 対 応 す る ブ ロ ックのTTR及

び 相 対 ア ドレス さ らに文 献 数が 入 って い る。

DIFDocumentIndexFile(固 定 長)

DFの 見 出 しに な る フ ァイ ルで,各KEYWORDに 対 応 す る文 献

の 集 合 を表 わ して おb,DFのTTRが 入 ってい る。

DFDocumentsourcedataFile(不 定 長)

文献 の ソ ース ・デ ー タで,タ イ トル,デ ィス ク リプ タ ー,著 者 名,

文 献 番号 等 文 献 書 誌 事項 が 入 って い る。

尚,こ の フ ァイル は抄 録 フ ァイル も兼 ね て い るの で 文献 に抄 録 が

あ れ ば,全 て 収 容 され て い る。従 が って,こ の フ ァイル は複 数 個 の

セ グ メ ン トが リン ク して い る。

以下 個 々 の フ ァイル に関 して具 体 的 に述 べ る。

① ・KWE:

9語1語

KEYWORD1 TTR1

KEYWORD2 TTR2

一一 一＼
一 一

こ こで い うKEYWORDと は,KWT各 ブ ロ ックに存在 す る

先 頭 のKEYWORDで あ り,TTRは その ブ ロ ックの もので あ

る。 この テ ー ブル をサ ーチす る こ とに よってKWTの ブ ロ ッ ク

が 解 る。

②KWTこ の テ ー ブル は前 述 の よ うに リス ト構 造 にな って お り,KEY

WORDの 最 後 に は,ENDBITが オ ンに な ってい る。 さ ら

に その 後 に,こ のKEYWORDを 含 む文 献 の見 出 し集合 が存 在

一322一
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方

●

ENDBIT

ON

/ENDBIT(1bit)

文字
/

子 供 親 子

6bit

l

14bit 14bit

ノ

T

一 一一　 『

…

一

①
…

'

1

DIFのTTR

文献 数 相対 ア ドレス

ノ一　
,一～ 一_一

1600語/ブ ロック

や

▼

す る ア ドレス が 入 って い る。

DIFのTTRと は,文 献 見 出 し集 合 が存在 す る ブ ロッ クの ア

ドレスで あ り,相 対 ア ドレ ス とは そ の ブ ロ ック内 の ア ドレス で

あ る。

③DIF:年 代 に は,文 献 の発 行 年 代が 入 って おbLIMITコ マ ン ド使

用 の 際,参 照 す る。・文 献 の ミourcedataaddressに は,DF

のTTRが 入 ってい る。 このDIFはs・1～WT・ に入 って い る文献

数 の組(×2W)が1つ の グ ル 三プ として並 ん で い る。
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一
文 献 の

sourcedataaddress

コ

12bit

隠
珍

1600語/ブ ロ ッ ク

'

④DF 不 定 長 最 大120語=540バ イ ト

文 献 のTTRと は,こ の 文献

に抄 録 が あ る とき にそ の ア ドレ

ス を示 す もので あ り,抄 録 の

TTRは,抄 録 が 複 数 ブ ロック

存在 す る ときに用 い る もので,

その最 終 ブ ロ ック には0が 入 っ

て い る。

lTTR
一

文献

L
r一

一

抄録

TTRl

抄録

以上 の フ ァイル 間 の 関係 を以下 に示 す 。

KEYWORDと して

ON-LINE△SYSTEMSとINFORMATION△RETRIEVAL

両 方 含 む文 献 を検 索 す る場 合 。

'

▼
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,

KWT DIF DF

ON-LINE'

SYSTEMS

A:ON-LINE△SYSTEMSをKEYWORDに もつ 文献 見 出 し集 合

B:INFORMATION△RETRIEVALをKEYWORDに もつ 文献 見

出 し集 合

論 理 演算 の結 果,Bの 内容 と全 く同 じ ものがWORKfileに 作 られ て,

検 索 時 に参照 され る。

b.WORKFILEの 役 割

JOLDOR-IIで は,SELECT,COMBINE,LIMITコ マ ン ドに

よ って,次 々 と文 献 の見 出 しの 集合 をつ く り出 して い く 既 成 の見 出 しの

集合 群 は検索 の途 中でCOMBINE,LIMIT,DISPLAY,PRINT

コ マ ン ド等 に よ って,再 度 参照 され る。 従 って,一 度 作成 した 集合 は検索

終 了 時迄 保 存 して お く必 要 が あ る。 これ らの 文献 の見 出 しの集 合 群 の保 存

に用 い られ るの がworkfileで あ る。

1.workfileの 内容



内 容 そ の もの は,DIFと 全 く同 じ で あ る。 ・

set-table(SELECT,COMBINE,LIMITコ マ ン ドで 作 成

され た 文 献 集 合 が,workfileの ど こ に 書 い て あ る か を 示 すtable)

と の 関 係 を下 に 図 示 す る 。

set-no1文 献 数n層1

TTRml

2文 献数n2

TTRm2

TTRmi
work-file

50仁=

=「

口

}文 献数n1

哨数献文
ー

R

c.各 コマ ン ド実 行 時 のworkfileの 使 わ れ方

1.SELECTコ マ ン ド

SELECTの 処理 は,指 定 され たKEYWORDが,ど のKWTに あ る

か,KWEを サ ーチす る こと に よ って 調べ,KWTを 読 み 込 みDIFの ア

ドレス を調 べ る と と もに,set-noと 文 献 数 を表示 す る。 さ らに,DIF

を読 み 込み 該 当見 出 し集 合 をそ の まSworkfileに 書 き込 む と同 時に

set-tableへ 文 献 数 とworkfileの ア ドレス を登録 す る。

旬

∀
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田

set-table

①

②

文 献 数n} .

TT'RMl

文献 数n2

TTRm2

「

1

1

1

1

1

_____i旦 竺rg_____」

TTRmi

TTRm2

撒 ・・{

1

1
¶

l

l
l

l

l
Workfilel

KWTF

L

一ノ

DIFのTTR

文献 数n2相 対acdr。61

、

P

相 対address

N
ぶ

}
1

l

l

「

l

l

l

l

I

l

l

l

●

N
ぶ

DIF

ー

一

一

ー

1

-

1

一

一

ー

ー

ー

ー

一

一

一

寸

一

一

一

一

一

一

ー

-

ー

一

一

一

－

l

l

ー

」
一

一

ち

FTWK

RTTのF　D

㏄血㏄対相m数献文

調㏄血a対相

FエD

－
三c。
一

'ロ
ー一「一

ー

ー

一

一

一

一

一

－

l

L

φ

▼
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2.COMBINEコ マ ン ド

ex.COMBINE△1*2

COMBINEの 処 理 は,指 定 さ れ た 文 献 集 合 に演 算 を施 す もの で,読

み 込 み エ リア は 各 ユ ー ザ 毎 に あ るworkareaで あ る 。 演 算 結 果 も

workareaに 出 来 る。 そ の 文 献 数 及 びset-noを 表 示 す る と共 にset

-tableへ 文 献 数 とworkfileの ア ドレ ス を登 録 す る
。

ll

lset-tableworkareal

l－

①

②

③

文献 数nl

TTRml

文献 数n2

TTRm2

文献 数n3

TTRm3

文劉
「

,

TTRml

TTRm

TTR竺

③

多z①%
%i修

"

workfile

①

②

③

1______11L二 巴 三__________________」
4

∀

workareaに あ る③ が 演 算結 果 で あ る。

》
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3.LIMITコ マ ン ド

LIMITの 処 理 は,指 定 さ れ た 文 献 集 合 に,発 行 年 代 の 制 限 を加 え る

もの で,読 み 込 み エ リア は 各 ユ ー ザ 毎 に あ るworkareaで あ る。 結 果

もworkareaに 出 来 る 。 そ の 文 献 数 及 びset-noを 表 示 す る と共 に,

set-tableへ 文 献 数 とworkfileの ア ドレ ス を 登 録 す る 。

exLIMIT△1△69-72

●

①

②

workarea

set-table workfile

襟;1 ご{ ②
ふ ミざ

ぶ'
襟 芸 ミ"、 ミ

蕊 ミ
←

ぴご ②i〃

ミぶぶ
無 剛

▼

,

incore

l-一 一 ー 一 一 一 一_____________________⊥

結 果 は,読 み込 ん だ 内容 を上へ つ め る よ うな形で で きあ が る。
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4.DISPLAY,HARDCOPY,PRINTコ マ ン ド

これ らの 処 理 は,指 定 され た 文 献 集 合 をworkfileか ら,各 ユ ー ザ

workareaに 読 み 込 ん で 編 集 し 表 示,出 力 す る。(NEXT,BACK,

ABSTRACTも ほ ぼ 同 様)

ex.DISPLAY△2

　

set-table

「

①

② 文 献 数n2

TTRm2

incore

TTRm2

workfile

ミミ=ぶ

DF

助

」

「

DOCl

DOC3

一%効 彫

L
incore

/＼
」

表 示 表 示,印 刷

ヤ

ψ・

印 刷
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、

5.ENDSEARCHコ マ ン ド

ENDSEARCHの 処理 は,一 連 の検 索 作業 を停止 させ,前 述 のset

-table ,workfile等 を ク リア して初 期状 態 に戻 す 。 これ に よ って

ユ ー ザ は最 初 か ら検 索 で き る こ とにな る。

6.こ の プ ログ ラム は,リ エ ン トラ ン ト構造 に な って お り複 数 の ユ ーザが

単一 の プ ログ ラム を参照 す る こ とが で きworkfile,Workareaは

ジ ョブ起 動 時 に ダ イナ ミック に各 ユ ーザ毎 に与 え られ,ジ ョブ終 了後解

放 され る。
ひ

8.3.7今 後 の 問 題

(1)シ ソ ー ラス

検 索 効率 の 向上 に欠 く こ との で きない もの に シ ソ ーラ スが あ る。一 般 に以

下 の ような 体 型 を もつ 。

上 位 語

broaderterm

、

⑱

同 義 語

usedfor

_三 五口口

ldesc「1pto「

下 位 語

narrowerterm

関 連 語

relatedterm

シソ ー ラスの 自動 化 は,か な り難解 な もので,現 在 で も,そ の 大 部 分が 人

力 に頼 って い る。

JOLDOR－ 皿で は,JOLDOR-1時 代 に実験 し た関連 語 処 理 を参 考 に

して 関連 語表 を作成 し,検 索 時 に お け る有効

な 手段 とした い。 また,こ の表 を作 成 す る際

重 要 な ポ イ ン トで あ る相 関係 数 を求 め る式 に・

何 れ を採 用 す るかが 問 題 で あ る。 前 の実験 で

は,一 番 ポ ピュ ラー なVennの 図 よ り,そ の

オ ーバ ・ラ ップの割 合 を求 めて い る。
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(2)KEYWORDマ ッチ ング(語 尾 処理 を含 め て)

検 索 時 にお け るKEYWORDの マ ッチ ングは,現 在 完 全 一致 を採 用 して い

るが,そ の 他 以下 の ものが 考 え られ る。

完 全 一致JOLDOR-ll

{1-{籔 旙

仮 に部 分 一 致 を採 用 す る とす る と,JOLDOR-llのKEYWORDの 指 定

方 法 が 複合 語 も含 ん で い るので,語 単 位 の部 分 一 致 の方 向で進 め るべ きで あ

る。

例 えば,以 下 の よ うにな る。

現 在KEYWORD;INFORMATION△RETRIEVAL

鴫

'

完全一致 のみ採用

部分一致 を採用 した場合

KEYWORD;INFORMATION△RETRIEVAL

完全一致

部分一致

部分一致

何れか該当すれば採用

この 部 分一 致 を採 用 す る と,再 現 率 ・適 合率 と も上 昇 が期 待 され,語 尾 処

理 の問題 も幾 分解 決す る と予想 され るがnoiseの 増加 も充 分 考 え られ る。

又,KEYWORDを 単 語 に分割 した場 合,先 頭 か ら5～6文 字 が一 致 す れ ば,

ほ とん ど同義 で あ る とい う実験 例 もあ る。

(3)検 索 方 式

一 般 的 に次 の3つ が 考 え られ る。
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●

① 論 理 関係 に よ る方 法(AND,OR,NOT)

最 も普 及 して い る検 索 方法 で,ユ ーザが 指 定 したKEYWORDに よ って

作成 され た文 献 集合 を,論 理2項 演算 によ って進 め る方法 で あ る。

JOLDOR－ 皿 もこれ を採 用 し,今 後 もこれ をベ ー ス に して 進 めて い く

予定 で あ る。

② 重 み づ け に よ る方 法(weighting)

各KEYWORD,著 者,分 野,年 代等 に重 み をつ けて,あ る一 定 以上 の

重 み だ け の もの を該 当 文 献 とす る方法 で あ る。

③Pre-search

あ らヵ・じめ,地 域,分 野,年 代等 で 分類 して お く方 式 で,デ ー タ量 が鹿

大 の と きは非常 に有 効 で あ る。

JOLDOR－ 皿に は,直 接 関係 ないが,特 にMTベ ース の検 索 シ ス テム

の と きは役 立つ で あ ろ う。

以上3ケ ー ス と性 質 が異 るが,次 の よ うな もの もあ る。

④ 耳istorica11nformation

ユ ーザ が最 近 の 検索 傾 向 を見 たい と きに役立 つ もの で ,1(EYWORDの

参 照 傾 向,文 献 の 参 照 傾 向 を定 期 的 に配 布 した り,一 部検 索 時 に参照 可 能

にす る もの で あ る。

これ を採 用 す る場 合 フ ァイル構 造 の一 部 修正 が あ る。

、

8.3.8JOLDOR－ 皿シ ス テ ム の検 討 及 び 反省

(1)JOLDOR-Eシ ス テ ム は,JOLDOR-1(1968年 開発 開始)を 前身

と して い るが,今 日(1973.1)on-1ine文 献検 索systemに 対 して,一

応 の 区 切 りがつ い た と思 われ るの で歴 史 を振 り返 る と同 時 に,反 省 を含 めて

JOLDOR－ 皿 とJOLDOR-1と の比 較検 討 を行 って み る。
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年 月

1968

1970

ρ
0

9
臼

ρ0

JOLDOR-1調 査 開 始

JOLDOR-1完 成

FACOM,TSS運 転 開 始 と同時 に,

で運 転 開始

JOLDOR-1,TSS

ぺ

197111

～

12

関連語 に関す る実験

芦

1972

1973

〔 /

ノイ

2 4 J

6 J

7 フ

9 検

3 1 J

2 J

～

JOLDOR-1検 討,デ ー タ再 分析

JOLDOR－ 皿シ ス テム設 計 開 始

フ ァイ ル設計 及 び作 成`

検 索 部 分設 計 開 始

JOLDOR-ll完 成,運 転 開 始

JOLDOR－ 皿へ の 機能 追 加検 討 開 始

φ
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(JOLDOR－ 皿 とJOLDOR-1.と の 相 違 点)

●

●

、

項 目 JOLDOR-H JOLDOR-1

一度 に指定で きる

KEYWORDの 個 1個 5個 迄

数

KEYWORD デ ィス クリプタか らだけ採用。 タ イ トル ・デ ィ ス ク リ プ タ か ら

複合語採用。 採用。語 に分割。

蓄積KEYWORD 約30,000 約15,000

数

蓄積文献数 約30・0叩(年 間) 約7,000/フ ァ イ ル

FILE関 係 抄録 プアイル追加 ナ シ

検索装置 キ ャ ラ ク タ ・デ ィ ス プ レ イ,タ キ ャ ラ ク タ ・デ ィ ス プ レ イの み 。

イプライタ何れで も可能。

検索機能 ABSTRACT,1.IMITコ マ ナ シ

ン ド採 用 。

PRINTコ マ ン ド}抄 録のオブ ナシ

ション追加

名称変更 HARDCOPY(旧TYPE)

ガ イ ダ ン ス 完成(TEACHコ マ ン ド)
一部起動

検索時における文
,

無制限(演 算 も可) 500位 迄

献集合の大 きさ
'

割込み機能 追加 ナシ

この表 で 解 る よ うに,JOLDOR－ 皿 と」OLDOR-1の 大 き な相違 点 は,

LIMITコ マ ン ドと抄 録 ファイル の追 加 に伴 うABSTRACTコ マ ン ドの追

加,デ ー タ ・ベ ー スの容 量 の増 大 べ の対 処 及 び タ イ プ ライ タ端 末 装 置 単独 で

も検 索 可能 にな っ た こ とで あ る。,
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しか し,こ の タ イプ ライ タ端 末 装 置 で の検 索 は ,JOLDOR-1当 初 の設

計思 想 に大 きな 比重 を 占め て い る"検 索 時 間 の速 さ ・に背 く よ うな結果 に な

る。 オ ン ・ラ イ ン文 献 検索 の終 極 的 目標 がman-machineinteraction

で あ る とい って もその 中枢 をな して い るの は ,言 うまで もな く,リ アル ・タ

イムで あ る。 従 って,TSS端 末 として の キ ャラ ク タ ・デ ィス プ レ イの開 発

が一 日 も早 く望 まれ る。

② 反 省 事項

a.フ ァ イル設 計(大 記 憶)

文献 集 合 の 大 き さ制 限 を撤廃 した ので,フ ァイ ル設 計 の一 部 修正 を行 っ

た。

①KWEKWTの ブ ロ ック数 に比 例 して増 え るが,現 在1年 分 で 約

300レ コー ドで あ る。

無 駄 な スペ ース は皆 無 に近 い。

②KWT1ブ ロ ック1600語(1ト ラ ッ ク)で 各 トラ ックの無駄 な ス

7200-52ペ ー ス は(1 -)
7294

最 大1.8%で あ る。

③DIF1ブ ロ ック1600語(1ト ラ ック)で 各 トラ ックの無駄 な ス

7200-45ペ ー ス は(1-)

7294

最 大1.8%で あ る。

しか もDIFは,複 数個 の ブ ロ ックが リ ンク され て い る。 オ

ン'ラ イ ン・ ア ップデ ィ トを避 けた こ とか らスペ ース効 率 の

大 幅 な上昇 が 得 られ た。

④DF DFはABSTRACT(抄 録)フ ァイ ル を も含 ん で い て ,し か

も各 セ グメ ン トが リンク して い る。 そ の上不 定長 で あ る。 各

トラ ・ クの鰍 な スペ ー スは最 大7・ ・%で あ る・(
,膓齢

KWT,DIFに 比べ てDFの スペ ー ス効率 が 著 し く低 い の は ,

POINTマ ク ロ との 関 係 で不 定 長 で トラ ック ・オ ーバ ・フ ロ

ー の機 能 が な い ため で あ る
。 将 来,こ の制 限 が解 除 され れ ば,
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この 値 も減 る と思 わ れ る。 蓄積 文献 数 が増 加すればする程 ,そ

の影 響が 大 きい。 文 献 数 の増 加 に よるスペ ース管 理 に影 響 が

あ るの は,こ のDFだ けで あ る。

b.OI1-LineProcessor

①LIMITコ マ ン ド採 用 に伴 いDIFを 一 部 修 正 した。

② 抄 録 フ ァイル追 加 に伴 いABSTRACTコ マ ン ド彩 用 。 将 来,抄 録 が

増 えた と きには・ 抄 録 だ けのNEXTBACKが 必 要 とな るか も知 れ ない。

③ ガ イ ダ ンス(TEAC且 コマ ン ド)機 能 完 備。

初心 者 に対 す る検 索 時の 補助 手 段 が 充 実 した。

④ オ ン ライ ン ・ア ップデ ィ トを避 け た理 由 は,一 般 に フナ イル の更 新 と

検 索 効率 は相 矛 盾 す る性質 の もの で あ り,こ の種 の シス テ ム で の デ ー タ

・ベ ー スの更 新 は ,頻 度 的 に もバ ッチで 充 分 で あ り検 索 効率 を犠 牲 に し

て まで もオ ンラ イ ン化 せ ね ば な らぬ性質 で は ない と判 断 した ため で あ る
。

⑤man-machineinteractionに 充 分留 意 して 進 め て きた が ,そ の

限 りで は 目的 は達 せ られ た と思 う。

c..JOLDOR-1とMONITOR-'Vと の 関連

1.TSSと の兼 ね 合 い 』'

① 検 索 プ ログ ラム 作 成 上 の問題 点.

この プ ロ グラム は,オ ンラ イ ンで起 動 させ る もので あ るが
,デ バ ッ

グは,シ ス テム起 動 時 の会 話部 分 を除 い て 全部 バ ッチで 行 っ た
。

それ は・ オ ン ライ ン に よ るデ バ ッグの効 率 が悪 くな る恐 れ が あ った

か らで あ る。 仮 に オ ン ライ ンで デバ ッグ した とす る と,そ の 時間,労

力 は バ ッチ に比べ て 数倍 に及 ん だ と思 わ れ る。

尚・ 検索 時 にお け る対 話 部 分 は,あ らか じめ カ]ド にパ ンチ し ラ ィ

.ン ・プ リン タへ結 果 を出力 す る方法 を採 用 した。 し か し,途 中 の論理

展 開 に誤 りが生 じた と き;そ れ 以降 の 処理 が 正常 に行 えず 苦 労 し た
。

この よ うな方法 に よれ ば,か な り入念 な'man-machineinte
r-

actionを 含 む オ ン ライ ン ・シkテ ムで あ って もバ
ッチ.モ ー ドで ほ
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ぼ十 分 なデ ィバ ッグが で きる。

2.フ ァイル ・アクセ ス

FileGeneratorか らOn-LineProcessorま で の作 成 を通 じ

てFACOM-230-60の デー タ管理 が非 常 に不 安定 で あ っ たので,そ の

為 の ロス ・タイ ムが相 当 あ った 。

①DF作 成 に関 して(不 定 長)

D1つ の フ ァイ ル を2個 のFCBで 入 出力 を 分 け て 用 い る 際,

XTENDA,POINTマ ク ロ,ト ラ ック ・オ ーバ ー ・フ ロー指 定

等,少 し条件 が重 な る とソ フ ト ・エ ラー に な るので 苦 労 した。'

ii)最 終 的 に は,1個 のFCBで アクセ ス 時 にFCBの 中 味 を自 分で

書 き換 え,ト ラ ッ ク ・オ ーバ ー ・フ ロー を避 け るこ とに よ って一応

解 決 し た。

②WORK-FILE作 成 に関 して(不 定 長)

D当 初 は2個 のFCBで 入 出力 を分 けて い たが,結 局 種 々の 障害 に

よ りDFと 同様FCBは1個 にな った。

‖)こ のWORKfileはcloseす る前 にFORMATWRITE,

UPDATEWRITE,XTENDAMACRO,DIRECTREAD

を行 うのでDFよ りも複 雑 に な って い るの が 大 きな 原 因 の1つ で あ

る。

iiDiDの4つ の マ ク ロの兼 合 いが うま くいか な か っ たの で,処 置 と

して はDFと 同様 に して 処理 した。

この1年 間 に レポ ー ト未 提 出 の も含 め る と障害 件 数 は9件 に及んだt

大 部 分 は,未 だ 修正 され て い な い。

3.利 用 上 の問 題 点

現在responsetimeは,約1～2秒 以 内で あ るの で1待 た され る`

とい う感 じは な い。 しか し現在 使 用 可能 な端 末(6台)が 全部 動 き,し

か もセ ン ター のバ ヅチ ジ ョブが2個 動 い て い る ときは約4～5秒 とな り,

か な り遅 くな る。 参考 迄 に現在 のslicetimeは100ミ リ秒 で あ る。
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又,タ イプ ラ イタ端末 に 出力 す る と き各 行 ご とに ロー ル ・イ ン,ロール

・ア ウ トが 行 われ て い る様 な ので,こ の為 の ロス ・タ イム も連 続 出力 の

と きに は,無 視で きない 。現 段 階 で は,行 間待 時 間は,平 均1～2秒 で

あ る。

検 索 時 の コマ ン ド指 定 誤 りの リカバ リーは充 分 チ ェ ック して あ るので

問題 は な いが,ユ ーザ に よ る端末 の誤操 作 の リカバ リー は難 し く端末 の

ハ ー ド的 な問 題 も含んで お り,使 いやす い端 末 機器 の開 発 が望 まれ る。

誤 操 作 の リカバ リーはF1520M型 端末 が 特 に悪 い ・

マ シ ン ・ダ ウ ン(端 末 ダ ウ ン も含 めて)に よ る リカバ リー は現 在 何 も

そ の手 段 が ない 。 少 く と も次 の様 な機能 が望 まれ る。 ダ ウ ン 時点 の テー

ブル,フ ァイ ル関 係 をモ ニ タ ー側で セ イ ブ して リス ター ト 時 に 再 現 出

来 る様 にす る。

8.3.10お わ り に

足 掛 け6年(実 動3年)に 渡 り,研 究 ・実験 を重 ねて きた,こ の オ ン ・ラ イ

ン文献 検索 シ ス テ ム も一 応 区 切 りが つ き,次 は シ ソ ー ラス ・KEYWORDの 語

尾 処 理 ・部 分matching,頻 度 範 囲等 の論 理 的 な処 理 に関す る研 究 に 入 るべ き

で あ る。

これ らは,過 去 の 実験 を含 め て,既 に検 討 を進 めて い る。

情 報検 索 の 新 しい 手法 は 実験 的 に生 れ るこ とが 多 々あ るが,理 論 的 な解 明 も

必 要 で あ り,現 実 的 なサ ー ビス をす る一 方,他 方 で は相 当つ っ こん だ 研 究 をし

て い く必 要 が あ り今 後 この方 向 に進 み た い。

こ こで 我 々 設計 者 は,情 報検 索 の原 点 に戻 って情 報検索 の持 つ 意 味,何 故 社

会 が 情報 検索 を求 め て い るの か 深 く検 討 すべ きで あ ると思 う。
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FACOM利 用の手引書付 録 一・1
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付 録－IFACOM利 用 の手 引書

第1章 概 要

1.ハ ー ドウェ アの構 成

(本 報 告 書 の 図 .2-1と 重複 す るので 省 略)

2.ソ フ トウェ アの構 成

(本 報告 書 の 図2-3と 重 複す るので 省 略)

3.フ ァイル割 り付 けお よび各 種標 準 値

当 セ ン タ.のFACOM230-60の フ ァイル割 り付 け,お よび 各種 標 準 値 は下

記 の とお りで す 。

ファイル割付

1)MONiTORデ バ イ ス

2)処 理 プ ロ グ ラ ム

3)ジ ョ ブ 制 御 マ ク ロ フ ァイ ル

4)SYSiN(CR)

5)SYSOUT(LP)

6)寸 借 フ ァ イ ル

7)WORKフ ァ イ ル

持 ち込みファイル

C.000,C.002(代 替 用)

B.000

B.000

E.220(AutoMount)

E.230(AutoMount)

B.002,B.003,A.106

B.002,B.003,A.106

D.000～D.006

i当 … 明

::ll;}バ ・チ用

A・105リ モ ー トバ ッ チ 用

A.107
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標 準 値

項 目 標 準 値

1)CPU占 有時間 5分

2)CORE占 有時間 60分

3)SYSOUT打 ち切 り行数 10,000行

4)SYSOUT打 ち切 り頁数 200頁

5)SYSOUT打 ち切 り枚数 10,000枚

6)端 末出力打ち切り行数 1,000行

7)最 大CORE使 用 数 40KW以 内

●

歩

'

じ
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第2章 ク ロー ズ 制

1.利 用基 準 の 概要

本 項 で は,ク ロー ズ制 を利用 す るた め に必要 な事 項 につ いて の利 用 手順 を

説 明 し ます 。
ワ

利用の手順の流れ図

◆

、

、

●

利 用 者 管 理 課

;

仕様書一

プ・2と 之」 置蹉__
ぐナバ⊃

一一

・㊥

{
「 受付 ・処 理1

ンピュ
ー タ登

オペレ1
.一 ショ・

躍

⊂ 一 ■)励 噛 喘

.

(オ ペレーション依頼)オrレ ーシヨ囎

－v

I
l
l
I
l結果

ll

ii
ll
ll
l-

1;
1[
一_____」

イル フ ア イ ル

→

⊂ ・登卵)プ ログラ端 綱 }

ぐ 一 ・⇒ ジヨ=緬 一ド

r

ピ ・・イ醐)朝 フライ綱 噸

・・合わせう 巴 酋 計 たは

一 管理

Tel 闇

「

Te1(433).6652

受領 返却棚に セッ ト
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2.ジ ョブ ・コ ー ドの登 録 ・閉鎖 につ い て

ジ ョブ ・コ ー ドは,業 務 が 発生 す る とそ の業 務 につ け られ る コー ドで あ り,

管 理 課 が コー ドを決定 し業 務 の 責任 者 に連絡 い た し ます 。

1)登 録

業 務 の 開始 に あ た り,電 子 計算 機 を利用 す る場 合 には ジ ョブ ・コ ー ド登

録 申請 書 を管 理 課 へ 提 出 し,ジ ・ブ ・コー ドを登録 しな けれ ば な りません 。

2)閉 鎖

業 務 が 完 了 した場 合 は,直 ちに ジ ョブ ・コ ー ド閉 鎖 申請 書 を管理 課 へ提

出 しな けれ ば な りませ ん 。 な お ジ ョブ ・コ ー ドが 閉 鎖 され る と,こ の ジ ョ

ブ ・コー ドで は 電子 計 算 機 を利 用 す る こ とはで きませ ん 。

⑰

φ

利用の手順の流れは次の とお りです。

U不 用 者

ジョブ ・コー ド

登録 申 請 書

閉鎖

管 理 課

付

返却

○ 登録処理
■

ワ
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〕

・ ・ ブ ・ 一 ・{登 録閉 鎖}申 請 書

年 月 日

■

●

噂

利用責任者の所属

利 用 責 任 者 名 電話

業 務 名 称

ジ ョ ブ コ ー ド

使 用 言 語

業務内容の概要,そ の他

'

`

'
c



4.オ ペ レー シ ョンの 依頼 につ いて

オペ レ ー シ ョンの依 頼 をす る場 合 には 次 に のべ る各項 目が 完全 に満足 して

い な けれ ば な りませ ん 。

(1)オ ペ レ ー シ ・ ン依 頼 書 が完 全 に記 述 して あ る こ と。

② 持 ち込 み,ま た は登 録 フ ァイ ルの指 示 の あ る もの は必 ず その フ ァイルが

あ る こ と。

㈲ ジ ョブ制 御 言 語(NO文 は不要)が 必 ず 付加 され て い る こ と。

(注)JOB文 の 登録 番号 は ジ ョブ ・コー ドを,利 用 者名 は利用 者氏 名12

文字 を,必 ず 記入 して 下 さい。

上 記項 目の1項 目で も満足 していない場合 は ク ローズの対 象 とは な りませ ん。

利 用 の 手順 の 流 れ は次 の とお りです 。

オペレーション依頼書

①

ジ ョ ブ 制 御 カ ー ド

プログラムカー ド等

記述事項および添付物
のチェック

付 ②

一346一
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●

●

傷

使用機種名
ク ロ ー ズ ・オ ペ レ ー シ ョ ン依 頼 書

月 日F・N・H

依 頼 著 名 所 属 部 課 電 話

ジ ョ ブ ・ コ ー ド
推 定
メモ リー ・サ イズ

K 推 定
所用時間 分

持 込 みMT数 巻

MT番 号又は

ラ ベ ル 名

ボリューム通番

「
1機番

…

「
1機 番

i

`

磯 番
i

「
1機 番

…

ライン ・プリンタ

出 力

汎用P 推 定

出 力 ペ ー ジ数

PAGE

カ ー ド ・ パ ン チ 枚

定型 紙 テ ー プ 単位

処理概要(該 当する ものに○印を付けて下 さい。 その他の ものは下空欄に詳細 を書いて下 さい)

1.COMPILE.

2.LINKAGE・

3.RUN.

4.INITIAL.

※ オペ レーション報告欄

'

※受 付 者 ※オペ レータ名

一347－

Z番 号
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5.ジ ョブ制 御 マ ク ロの登録,修 正,廃 棄 につ い て

利 用 者 は ジ ョブ制 御 マ ク ロの登 録,修 正,廃 棄 の 申請 を管 理 課FACOM

係 に行 な う こ とが で きます 。

登 録:利 用 者 は そ の使用 に先 立 って ジ ・ブ制 御 カ ー ドとジ ・ブ制 限 マ ク ロデ

ー タ シー トを管理 課FACOM係 に提 出 して下 さい。

修 正:登 録 され て い るジ ョブ制 御 マ ク ロを修正 す る場合 は,修 正 ジ ・ブ制 御

カー ドとジ ョブ制 御 マ ク ロデ ー タ シー トを管理 課FACOM係 まで 提

出 して 下 さい。

廃 棄:登 録 され て い る ジ ョブ制 御 マ ク ロが必 要 で な くな った場 合 は・ そ の 内

容 を管 理 課FACOM係 に提 出 して下 さい。

な お標 準 ジ ョブ制御 マ ク ロは ジ ョブ制 御 マ ク ロ集 に掲 載 し,関 係部 所 に配

布 い た します 。

ジ ョブ制御 マクロ集

①

○ 登録修正廃鋤 選

書
■

一348一
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6.プ ログ ラム登録 につ いて

FACOM利 用 者 の作 成 した ジョブ は ジ ョブ登 録依 頼 書 等 を管 理 課FACOM

係 に申請 す る こ とに よ りセ ン ター ・フ ァイル に登録 す る こ とが で きます。 こ

れ は,定 期 的 に プ ロダ ク シ ョンを行 な う必 要 が あ るジ ョブ につ い て 管 理 課

FACOM係 に一括 管理 を依頼 す る場 合 です 。

ただ し,登 録 す るた め に は次 の 条件 を満 足 して いな けれ ば な りませ ん。

(1)デ バ ックが完 全 に終 って い る もの

② プ ログ ラム説 明 書,オ ペ レ ー シ ョン説 明書 が そ ろ って い る もの

上記 条件 の1項 で も満足 して い ない場 合 は この対 象 に は な りませ ん。

利用 の 手順 の流 れ は 次 の とお りです 。

プログラム説 明書

オペレーション説 明書

記述事項7・添付物

チ ェック

登録
処理

…35U-一
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●

●

⑳

プ ロ グ ラ ム 登 録 依 頼 書

年 月 日

業 務 名 称

依 頼 者 電話

ジ ョ ブ コ ー ド

使 用 言 語

処 理 サ イ ク ル

プ ロ グ ラ ム 名 称 作 成 者 名 件 数 プ ロ グ ラ ム 名 称 作 成 者 名 件 数

一

添付資料その他

※欄は記入不要です。

※
受 付 者 登録者

※
登 録年 月 日

※

登 録 フ ァ イ ル

ボリューム 通 番

一351一
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7.専 用 フ ァイル の利 用 につ いて

多量 の プ ログ ラムや デ ー タ を フ ァイルす る ため に は専 用 の デ ィス ク ・パ ッ

クお よび磁 気 テ ープ を利 用 す る こ とが で きます。

専用 フ ァイ ルの利 用 を希 望 す る場 合 は,利 用 に先 だ って専 用 フ ァイル利 用

申込 書 に必 要 事項 を記 述 し,管 理 課 に提 出 し承 認 を得 て 下 さい。

なお,専 用 フ ァイル は ジ ョブ依頼 の都度,計 算 機室 の 受 付 に持 参す る方法

と管理 課FACOM係 に保 管 を依 頼 して お く方 法 とが あ ります。

この指 示 は専 用 フ ァイ ル利 用 申 込 書 にそ の いず れ か を記 述 して下 さい。

利 用 の 手順 の流 れ は 次 の とお りで す。

●

利 用 者 管 理 課

`

ファイル利用 申込書

① 2
フ ァイル管 理台帳

一
、

一

一 〇 ・・イ・管醐 理

{;灘

記入

◇

命{

①

② 〉

＼1 ▽
V

貸 出 しフ ァイル

4

'
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●

Φ

、

専 用 フ ァ イ ル 利 用 申 込 書

年 月 日

業 務 《名 称

利 用 申 込 著 名

、

利 用 期 間

ジ ョ ブ コ ー ド

利 用 本 数 磁気 テープ ディスク ・パック

利 用 本 数 の 内 訳

項 目
ファイル

の 種 類

ボ リ ュ ー ム 通 番
持込み,保 管

の 区 分

※ プ
アイル管理番号 備 考

:

「9

・

l

I

※欄は記入不要です。

;

※
受 付 者

※
担 当 者 i
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&ク ロー ズ制 にお け る制 限 お よ び要 望 事項 につ い て

T.S.Sの 運用 サ ー ビス時 間帯 の ク ローズ制 にお いて 次 の よ うな制 限事 項

お よび要 望 事 項 が あ ります。

1)制 限事 項

(1)各 種 の優 先権 の変 更 は許 さな い
む

(2)磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス クの フ ィジ カル ・ユ ニ ッ トの指 定 は許 さな い

2)要 望 事 項

(1)プ リ ン トフ ァイル につ いて はSYSOUT指 定 が望 ま しい

(2)コ アー ・メモ リーの 使 用量 は32KW(HCM)以 内が望 ま しい

(3)JOB制 御 マ ク ロの 使用 が 望 ま しい

(4)CPUの 使 用 時 間 は5分 以 内が 望 ま しい

9.問 い合 わせ につ い て

ク ローズ処 理 依 頼 者が 計算 処 理 結 果 に対 して の疑義 を生 じ た場 合,ま た,

セ ン タ ー に対 して運 用上 の問題,そ の 他 いろ い ろ な意 見 や お気 づ きの 点 が あ

る場 合 な どにつ いて問 合 せ票 に必 要 事項 を記 入 の上,提 出 して下 さい 。 な お,

電 話 に よ る問 い合 わせ もで きます 。

利 用 の手順 の流 れ は 次 の とお りです 。

一354一
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●

■

、

※
廠

問 合 せ

社 名

所 属

氏 名

票

年 月 日

受付 番 号※

、

受 付 者 ※ 種 類 方 法

1.質問2要 望3.そ の 他 1.来所2書 面3.電 話

(質 問内容):

書 類返送

要 ・ 否

電 話 番 号 回 答 年 月 日 ※ 回 答 者 名 ※ 回 答 区 分 ※

年 月 日 1解決2検 討3打 切

(解 答):

※欄は記入不要です。

一355一
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付録－IIジ ョブ制御マクロ登録集
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付 録一 皿

JOB制 御 マ ク ロ登 録 集

●

D

1制 御 文 の書 き方

1.1標 準 入 力形 式

ジ ョブ制 御 文 は,図1の よ うな内訳 を もつ80欄 カー ド形 式(標 準 入力 形 式)

に記 入 して シス テ ム に投 入 され る。

●

》

カラム123

}}

三
ON¥

福

L.
一
制 御 欄

説 明

文 を 書 く欄

制 御 欄(第1カ ラム)

図1

巨

文字¥を 記 入 して ジ ョ ブ制御 文 で あ る こ とを示 す 。

文 を書 く欄(第2-71カ ラム)

命 令 とオペ ラン ドを書 く。

継 続 欄(第72カ ラム)

文 が 次 の行 に継続 す る と き,空 白以外 の1文 字 を記 入 して継 続 して い

る こ とを示 す 。

行 番 号 欄(第73一 第80カ ラム)

任 意 の もの を記 入 して よい。

一357一



1.2ジ ョブ 制御 マ ク ロの呼 び 出 し

ジ ョブ制 御 マ ク ロの 呼 び 出 し形 は次 の とお りで あ る。

A△叩
Tコ オ ペ ラ ン ド

¥ ジ 。ブ制 御 マ ク ロ名 実 パ ラメ ー タの並 び

●

ジ ョブ制 御 マ ク ロ名

・ジ ョブ制 御 マ ク ロ登 録 ユ ー テ ィ リテ ィで登 録 され た名 前。

実パ ラメ ー タの並 び

実 パ ラ メ ー タの 並 び とは,位 置 パ ラメ ー タお よび キー ・パ ラメ ー タの並

びで あ る。位 置 パ ラメ ー タ とは,左 か ら数 えた位 置 に よって,そ の意 味 が

定 ま る もので あ り,キ ー ・パ ラメ ー タは,キ ー に よ って その意 味 が 定 ま る

もの で あ り,こ れ を書 く順 序 につ い て は,位 置 パ ラ メー タに先 行 して は な

らな い。 実 パ ラ メ ー タ を指 定 しな けれ ば,登 録 の 際,決 め た仮 パ ラメ ー タ

の値 が と られ る。

命 令 とオペ ラ ン ドは1P以 上 の空 白 をあ け る。

1.3ジ ョブ制御 カー ドの並 び

1.FORTRAN翻 訳 結 合 実 行(3ス テ ップ/1ジ ョブ)

●

r

翻 訳

1
結 合

1

実 行

{
¥NO

¥BJOB

¥BFORTRAN

原 プ ・グ・・1

¥LINK

に鷲

`

4
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直

●

D

O

「

2.SORT・MERGE(1ス テ ップ/1ジ ョ ブ)

{
¥NO

¥BJOB

¥SORTD

¥JEND

2ジ ョブ制 御 マ ク ロ・

2.1BJOB

(1)機 能

ロー カル ・パ ッチ ・ジ ョブの 全体 的性格 を表 わす 。

② 形 式

¥BJOB登 録 番号,利 用 者 名,

[{(条件竺 上限)/・㌔

[{㌔ ∵ 〔{∵}]

に 劉i竃



(3)パ ラメ ー タの説 明 〈 〉 内は キ ー

=第1パ ラ メー タ=<REG>

この位 置 に管 理 課 か ら指 定 され た ジ ・ブ ・コー ドを書 く。 この パ ラ メ ー

タは必 ず 書 くこ と。

=第2パ ラ メ ー タ=<USER>

この位 置 に利用 者 の名 前 を,英 字 や数 字 や点 か ら成 る12字 以 内の文 字

の列 で書 く。 この パ ラ メ ー タは必 ず 書 く こ と。

=第3パ ラメ ー タ=
.〈COND>

この ジ ョブを構成 す る各 ジ ョブ ・ス テ ップの 実行 が 完 了 した 時点 で,後

続 の ジ ョブ ・ス テ ップ の 実行 を続 行 す るか 打切 るか の判 定 条件 を与 え る。

条件 を満 たせ ば後続 の ジ ョブ ・ス テ ップ を実行 しな い 。

条 件 下 限

条 件 上 限

0～511ま で の 符号 の ない 整 数。

*は0と 等 価

0～511ま で の 符 号 の ない 整 数。

*は511と 等 価

条件 を満 たす とは

(条 件 下 限 ≦ 完 了 コー ド ≦ 条件 上 限)

省 略 され た ときは条件 下 限1,条 件 上 限511と す る。

=第4パ ラメ ー タ=<CPU>

ジ ョブ を遂 行す るの に必要 な処理 装置 使 用 時 間 の予想 値 を書 く。

処理装置使用時間 予 想 され る計算 時 間 を,

mmmm・ssの 形 式 で 書 く。

mは 分,sは 秒 を表 わす 。

省 略 され た ときは5・00す なわ ち5分 間 で あ る。

=第5パ ラメー タ=<CORE>

ジ ョブを遂 行 す るの に必 要 な磁 心 記憶 占有 時 間 の予 想 値 を書 く。
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第4パ ラ メー タ と同 形 式 で 書 く。

省 略 され た と きは60・00す なわ ち1時 間で あ る。

=第6パ ラメ ー タ=<PAGE>

シス テム 出力 として ライ ンプ リンタ ーで 印刷 す る予想 ペ ージ 数 を ,5桁

以 内の符 号 の ない 整 数で 書 く。

省 略 され た と きは200ペ ー ジ とす る。

=第7パ ラメ ー タ=〈LINE>

シス テム 出力 として ラ イ ンプ リン ターで 印刷 す る予 想行 数 を ,5桁 以 内

の符 号 の な い整 数 で書 く。

省 略 され た と きは10000行 とす る。

一 第8パ ラメ ー タ ー<CARD>。

シス テム 出力 として,カ ー ド穿孔 機 で穿 孔 す る予 想 カ ー ド枚 数 を
,5桁

以 内の符 号 の ない 整 数 で書 く。

省 略 され た ときは10000枚 とす る。

=第9パ ラメ ー タ=〉 噛<ML>

ジ ョブ制 御 文 を,ど の程 度 詳 し く出力す べ きか を書 く。

入力 し た ジ ョ ブ制 御 文 にエ ラ ーが あ った場 合 ,ま た

は モ ニ タが処 理 プ ログ ラム を異 常終 了 させ た 場△ に

制 御 文 を リス トす る。 正常 の場 合 に は リス トしな い。

入力 した ジ ョブ制 御 文 をそ の ま ま リス トす る。 ジ ョ

ブ制 御 マ ク ロの展 開形 は リス トしな い。

入 力 した ジ ・ブ制 御 文,更 に,そ れ が ジ ョブ制 御 マ

ク ロ文で あれ ば そ の展 開形 も リス トす る。

い ず れ の 場 合 も,シ ス テ ム 入 力 デ ー タ そ の もの は リス トさ れ な い
。

省 略 され た と き はLISTと す る。

(4)例

¥BJOBO512,KANRIKA,,10.00,, ,ジ,DETAIL
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登 録 番 号0512

利 用 者 名KANRIKA

処 理 時 間10分

メ ッ セ ー ジDETAIL

2.2DJOB

(D機 能

デ マ ン ド ・ジ ョブの 全体 的性 格 を表 わす。

(2)形 式

¥DJOB登 録 番 号,利 用 者名

㈲ パ ラメ ー タの説 明

。 =第1パ ラ メ ー タ=

この位 置 に管理 課 か ら指 定 され た ジ ョブ ・コー ドを書 く。 このパ ラメ ー

タは必 ず書 くこ と。

=第2パ ラメ ー タ ー

この位 置 に利 用 者 の 名前 を,英 字 や 数字 や 点 か ら成 る12字 以 内の 文字

の列 で 書 く。 この パ ラメ ー タは必 ず 書 くこ と。

注意:バ ッチ ・ジ ョブで は 使用 して は な らな い。

2.3RJOB

(1)機 能

リモ ー ト ・バ ッチ ・ジ ョブの全 体 的 性格 を表 わす 。

(2)形 式

¥RJOB登 録 番号1利 用 者 名 ・

/(条竺 酬 ・/処㌔ ¶ ・

匿劃 ・陸 ヅ[{三 。副 ・
-362一
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(3)パ ラ メ ータの 説 明 〈 〉 内 はキ ー

=第1パ ラメ ー タ=・<REG>

この位 置 に管理 課 か ら指 定 され た ジ ョブ'・コ ー ドを書 く。 この パ ラメ ー

タは必 ず 書 く こ と。

=第2パ ラメ ー タ=<USER>

この位 置 に利 用 者 の 名 前 を,英 字 や 数字 や点 か ら成 る12字 以 内の 文字

の 列 で書 く。 このパ ラ メ ー タは必 ず 書 く こ と。

=第3パ ラ メ ー タ=・ 〈COND>

この ジ ・ブ を構 成 す る各 ジ ョブ ・ス テ ップの 実行 が 完 了 し た時点 で,後

続 の ジ 。ブ ・ス テ ップ の実 行 を続 行す るか打 切 るか の判 定 条件 を与 え る。

条 件 を満 たせ ば 後続 の ジ ョブ ・ス テ ップ を実行 しな い。

0～511ま で の符 号の ない 整 数。

*は0と 等 価

0～511ま で の符 号 の な い整 数。

*は511と 等 価

条件 を満 たす とは

(条 件 下 限 ≦ 完 了 コー ド≦ 条件 上 限)

省 略 され た と きは条 件 下 限1,条 件 上 限511と す る。

=第4パ ラメ ー タ=<CPU>

ジ ョブ を遂 行 す るの に必 要 な処理 装 置 使 用 時間 の予 想 値 を書 く。
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処理装置使用時間 予 想 され る計 算 時 間 を,

mmmm・ssの 形 式 で 書 く。

mは 分,sは 秒 を表 わす 。

省略 され た と きは5.00す なわ ち5分 間 で あ る。

==第5パ ラ メ ー タ=<CORE>

ジ ョブ を遂 行 す るの に必 要 な磁 心 記憶 占有 時 間の 予 想 値 を書 く。

第4パ ラ メ ー タ と同 形 式で 書 く。

省略 され た ときは60.OOす なわ ち1時 間 で あ る。

=第6パ ラ メ ー タ=<PAGE>

シス テ ラ 出力 として ライ ンプ リンタ ーで 印刷 す る予 想 ペ ー ジ数 を,5桁

以 内の 符 号 の な い 整 数で 書 く。

省 略 され た と きは200ペ ー ジ とす る。

=第7パ ラ メー一・一夕=<LINE>

シス テ ム 出力 と して ライ ンプ リンタ ーで 印刷 す る予想 行 数 を,5桁 以 内

の符 号 の な い整 数で 書 く。

省 略 され た と きは10000桁 とす る。

一 第8パ ラメ ー タ ー .<CARD>

シス テ ム 出力 として カー ド穿 孔 機で 穿 孔 す る予想 カー ド枚 数 を,5桁 以

内の符 号 の ない 整 数 で 書 く。

省略 され た と きは10000枚 とす る。

=第9パ ラ メ ー タ=<TLINE>

リモ ー ト ・バ ッチ ・ジ ョブの 場合,シ ス テム 出力 として端 末 で 印刷 す る

予想 行 数 を,5桁 以 内の符 号 の な い整 数 で指 定 す る。

省略 され た ときは1000行 とす る。

=第10パ ラメ ータ=='<ML>

ジ ・ブ制 御 文 の リス トを,ど の程 度詳 し く出力 す べ きか を指 定す る。
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入力 した ジ ョブ制 御文 にエ ラ ーが あ った場 合,

ま たは モ ニ タが 処理 プ ログラム を異 常終 了 させ

た場合 に,制 御 文 を リス トす る。 正 常 の 場 合 に

は リス トしない 。

入力 した ジ ョブ制 御文 をその まま リス トす る。

ジ ョブ制 御 マ ク ロの 展開 形 は リス トしない 。

入 力 した ジ ョブ制 御 文,更 に,そ れ が ジ ョ ブ

制 御 マ ク ロ文 で あれ ば その展 開 形 も リス トす る。

いず れ の 場合 も,シ ス テ ム入力 デ ー タその もの は ヴス トされ な い。

省 略 され た と きはLISTと す る。

(4)例

¥RJOBO512,KANRIKA,,,,,,,2000

登 録 番 号0512

利 用 者 名KANRIKA'

端 末 打 切 り行 数2000行

2.4ALGOL

(1}機 能

ALGOLの コ ンパ イ.ル。

② 形 式

●

¥ALGOL 匿笥

隠隠}]

,

,

r篇 剖 ・

〔DIRECT〕
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(3」 パ ラ メ ー タの 説 明 〈 〉 内 は キ ー

=第
.1パ ラ メ ー タ=〈PARAM>

コ ンパ イ ラー に伝 えるべ きパ ラメ ー タ情 報 を記号 列 として書 く。詳 し く

はsiJ表1を 参 照 。

省 略 され た と きはLCMと す る。

一 第2パ ラメ ー タ ー'<STEP>

この ジ ョブ ・ス テ ップ につ け るべ き名 前 で あ る。 同 じジ ョブ内 で同 名 の

ジ ョ ブ ・ス テ ッ プが あ って は な らな い。

・ 省略 され た とき はALGOLと す る。

=第3パ ラ メー タ= ."<SYSOUT>

結 果 をジ ョブ終 了後,シ ス テ ム出力 装 置 か ら出力 すべ き こ とを指 定 す る。

シス テ ム 出力 装置 が セ ン タ ー側 の ラ イ ン プ リ

ンタ ーで あ る こと を示 す 。

シス テム 出力 装 置 が端 末 で あ る こ とを示 す 。

省 略 され た と きはPRINTと す る。

=第4パ ラメ ー タ=:<DIREdT>

結 果 を直接 セ ンタ ー側 ラ イ ン プ リンタ ー に出力 す る ことを指 定す る。

省 略 され た ときは指 定 な し とす る。

(4)例

¥ALGOLNOLIST,SEQ,,REMOTE

制 御 情 報NOLIST,SEQ`

シ ス テ ム 出 力 端 末`

注 意

第3パ ラメ ー タ と第4パ ラ メー タ を同 時 に指 定 した と きは,第4パ ラメ

ー タ を有 効 とす る
。
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2.5BFORTRAN

(1)機 ・ 能

FORTRANの コ ン パ イ ル 。 一

(2)形 式

¥BF・RTRAN圏]・[ド=劃 ・

1器}]・ 〔D・RECT〕

㈲ パ ラメ ー タの説 明 〈〉 内 は キ ー

第1パ ラメ ー タ<9 .PAR・AM>

コ ンパ イ ラー に伝 え るべ きパ ラメ ー タ情報 を記 号列 として 書 ぐ。

詳 し くは別 表2を 参照 。

省略 され た と きはOPTと す る。

第2パ ラメ ー タ.'<STEP>

この ジ ョブ'・ス テ ップ につ け るべ き名 前 で あ る。同 じジ ョブ内で 同 名 の

ジ ョブ ・ス テ ップが あ って は な らない。

省 略 され た と きはFORTRANと す る。

第3パ ラ メ ー タ"・<SYSOUT>

結果 を ジ ョブ終 了 後,シ ス テム出力 装 置 か ら出力 す べ き こ とを指 定 す る。

シス テ ム出力 装 置 が セ ンター側 の ライ ン

プ リンタ ーで あ る こ と を示 す 。
,

シス テム 出力 装 置 が端 末 で あ る こ と を示 す 。

省略 され た と きはPRINTと す る。



=第4パ ラメ ー タ=='<DIRECT>

結 果 を直接 セ ン ター側 ライ ンプ リ ンター に出力 す る こ とを指 定す る。

省 略 され た と きは指 定 な し とす る。

(4)例

¥BFORTRANOPT,MAP,,,DIRECT

制 御 情 報OPT,MAP

シ ス テ ム 出 力 直 接 指 定

注 意

第3パ ラ メ ータ と第4パ ラメ ー タ を同 時 に指 定 した と きは第4パ ラメー

タ を有効 とす る。

2.6COBOL

(1)機 能

COBOLの コンパ イル。

② 形 式

一 一 ㌔ ¶ ・rヨ716t61'プ名/]・

ぽ 劃 ・ 〔DIRECT〕

(3)パ ラ メ ータの説 明 〈〉 内は キ ー

=第1パ ラメ ー タ==<PARAM>

コ ンパ イ ラ ー に伝 え るべ きパ ラメ ー タ情 報 を記 号 列 として書 く。 詳 し く

は別 表3を 参 照 。

省 略 され た と きはLIST1と す る。

一 第2パ ラメ ー タ=<STEP>

この ジ ョブ ・ス テ ップ につ け るべ き名 前で あ る。 同 じジ ョブ内で 同 名 の
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ジ ョブ ・ス テ ップが あ って は な らない。

省略 され た ときはCOBOLと す る。

=第3パ ラメ ー タ=〈SYSOUT>

結 果 をジ ・ブ終 了後,シ ステ ム 出力装 置 か ら出力 す べ きこ とを指 定 す る。

PRINT

REMOTE

シス テム 出力 装置 が セ ン ター側 の ライ ンプ リ

ン ターで あ る こ とを示 す。

シス テム 出力 装置 が 端 末 で あ る こ とを示 す 。

省 略 され た と きはPRINTと す る。・

=第4パ ラメ ー タ= .<DIRDCT>

結 果 を直接 セ ン ター側 ライ ンプ リンター に出力 す る こ とを指 定す る。

省 略 され た ときは指 定 な し とす る。

(4)例

¥COBOLLISTl,TRCHK

制 御 情 報LISTITRCHK

注 意

第3パ ラン ー タ と第4パ ラメ ー タを同 時 に指 定 した と きは,.第4パ ラメ

ー タ を有 効 とす る
。

2.7FASP

ω 機 能

FASPの アセ ンブル。

(2)形 式

¥FASP蕊 劃 ・rヨ ブ　 名/・

[{器}]・
〔DIRECT〕,〔PRGMAC〕,
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(3)パ ラメ ータの説 明 〈 〉 内 はキ ー

=第1パ ラメ ー タ=<PAPAM>

アセ ンブ ラ ーに伝 え るべ きパ ラメ ー タ情 報 を記 号 列 として 書 く。詳 し く

は別 表4を 参 照 。

省略 され た と きはLIST,NOSEQと す る。

第2パ ラメ ー タ=<STEP>

この ジ ョブ ・ス テ ップ につ け るべ き名前 で あ る。 同 じ ジ ョ ブ内で 同 名 の

ジ ョブ ・ス テ ップが あ って は な らな い。

省 略 され た と きはFASPと す る。

第3パ ラ メー タ='<SYSOUT>

結 果 をジ ョブ終 了後,シ ス テ ム 出力 装置 か ら出力 すべ き こ と を指 定 す る。

REMOTE

シス テ ム 出力 装 置 が セ ン ター側 の ライ ンプ リ

ンター で あ る こ とを示 す。

シ ステ ム 出力 装 置が 端 末 で あ る こ とを示 す 。

省 略 され た ときはPRINTと す る。

=第4パ ラ メー タ=<DIRECT>

結 果 を直接 セ ン ター側 ラ イ ン プ リ ンター に 出力 す る こ とを指 定 す る。

省 略 され た と きは指 定 な し とす る。

==第5パ ラメ ー タ='<PRGMAC>

PRGMAcフ ァイ ル をつか う と きに指 定 す る。

省 略 され た と きは指 定 な し とす る。
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=第6パ ラ メ ー タ=<LIBMAC>

LIBMACフ ァイル をつ か うと きに指 定 す る。

省 略 され た と きは指 定 な し とす る。

=第7パ ラメ ー タ= .<FLNAME>

PRGMACあ るい はLIBMACを つ か うと きは,必 ず フ ァイル名 を指 定

し な けれ ば な らな い。 フ ァイル名 は,英 字 や 数字 や点 か ら成 る44字 以 内

の文字 の列 で な けれ ば な らない。

=第8パ ラメ ー タ ー 、'<TRK>

PRGMACフ ァイル を指 定 した と きは,フ ァイル容量 を書 く。

省略 され た と きは,20ト ラ ック とす る。

=第9パ ラ メー タ=<VOL>

PRGMACフ ァ イル あ るい はLIBMACフ ァイ ルの存在 す る大記 憶 装 置

の ボ リュ ーム 通 番 を指 定 す る。

省 略 され た ときは,2と す る。

(4)例

¥FASP』,,,,PRGMAC,,P.FL

PRGMAC使 用

フ ァイル名P・FL

トラ ック数20ト ラ ック

注 意

第3パ ラメ ー タ と第4パ ラメ ー タ を同 時 に指 定 した ときは,第4パ ラメ

ータ を有効 とす る。

2.8PL1

(1)機 能

PL1の コ ンパ イル

(2)形 式

¥PL・腫勤 ・r∵ ツ計
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[{器}]・ 〔DIRECT〕

(3)パ ラメ ー タの説 明 〈 〉 内 はキ ー

=第1パ ラメ ー タ=<PARAM>

コ ンパ イ ラー に伝 え るべ きパ ラメー タ情 報 を記 号列 と して 書 く。詳 し く

は別 表5を 参照 。

省 略 され た と きはLCM==1と す る。

一 第2パ ラ メ一一タ ー ・tt<STEP>

この ジ ョブ ・ス テ ップ につ け るべ き名 前 で あ る。 同 じ ジ ョブ内で 同名 の

ジ 三ブ ・ス テ ップが あ って は な らない 。

:tt省略 され た ときはPL
、 とす る6

=第3パ ラ メ 一 夕 ー-<SYSOUT>

結 果 をジ ョブ終 了後,シ ス テム出力装置 か ら出力すべ きことを指定す る。

シス テ ム出力 装 置 が セ ンタ ー側 の ライ ン プ リ

ン ターで あ るこ とを示 す 。

シス テ ム出力 装 置 が端 末 で あ る ことを示 す 。

省 略 され た ときはPRINTと す る。

=第4パ ラメ ー タ 』'<DIRDCT>

結 果 を直接 セ ン ター 側 ライ ンプ リンタ ー に出力 す る こ と を指 定 す る。

省 略 され た とき は指 定 な し とす る。

(4)例

¥PL,NOI、IST,FLAGZ

制 御 情 報NOLISTFLAGZ

注 意

第3パ ラメ ー タ と第4パ ラメ ー タ を同 時 に指 定 し た ときは,第4パ ラメ
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禽

9

∋



`

●

一 夕 を有 効 とす る
。

2.9LlNK

(1)機 能

コンパ イル した結 果(相 対 形 式 プ ログ ラム)を 集 め,更 に必 要 な らば ラ イ

ブ ラ リー か ら適 当 な相 対 形 式 プ ログ ラム をつ け加 えて,一 つ の 実 行 可能 な プ

ログ ラム を作 る。

② 形 式

¥LINK

遷 劃 ・

『蒜 ツプ1

ぱ 蕊 二』

[{」

ーー
難訓 ,

〔エ ン ト リー 名 〕 ,

・隠 劔

・馴 ・

ボ∵ 番日

〔S・RT〕・[{言霊 域}]

(3)パ ラメ ー タの説 明 〈〉 内 は キ ー

=第1パ ラメ ー タ=:<PROG>

新 し くで きる実 行 形 式 プ ロ グ ラム に対 して名 前 を与 え る。

英 文字 で 始 ま る8文 字 以 下 の英字,数 字 又 は点 で あ る こ と。

省 略 され た と きはEXEPROと す る。
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一 第2パ ラメ ー タ ー<ELM>

実 行 開始 点 を指 示す る。 この パ ラメ ー タはFORTRAN以 外 の言 語 で は

必 ず指 定 す る。 しか しFORTRANに お いて も特 にエ レ メ ン ト文 を入 れ た

ときは,そ の名 前 を書 く。

省 略 され た と きはFIMAINと す る'。

=第3パ ラ メー タ=〈STEP>

この ジ ョブ ・ス テ ップにつ け るべ き名 前で あ る。 同 じジ ョブ内で 同 名 の

ジ ョブ ・ス テ ップが あ って は な らな い。

省 略 され た と きはLINKと す る。

=第4パ ラメ ー タ=
.<SYSOUT>

結 果 を ジ ョブ終 了後,シ ズ テ ム出力 装 置 か ら出力 す べ き こ とを指 定 す る。

PR-INT

REMoTE

シス テム 出力 装 置 が セ ン ター側 の ラ イ ンプ リ

ン ターで あ るこ とを示 す。

シス テム 出力装 置 が 端 末 で あ る こ とを示 す。

省 略 され た と きはPRINTと す る。

=第5パ ラメrタ ー
..<PARAM>

結 合編 集 プ ログ ラム(LIED)に 伝 え るべ きパ ラメ ー タ情 報 を記 号列 と

して 書 く。 詳 し くは別 表6を 参 照 。

省 略 され た と きは,MAP,LCM,WA=1と す る。

=第6パ ラ メー タ=〈FLTYPE>

実 行 形 式 プ ロ グ ラムが 入 るフ ァイル(EXELIBフ ァイル)に 関す る も

ので あ る。

一374一

◇

」



`

●

L

OLD

CATLG

この ジ ョブ ・ス テ ップで は じめて 作 成 す る

フ ァイルで あ る。

す で に作 成 済 の フ ァイルで あ る。

す で に作 成 済 で,登 録 され てい る フ ブイ.ル

で あ る。

この ジ ョブの 中 だ けで意 味 を もつ 一 時 的な

フ ァイ ルで あ る。

省 略 され た ときはTEMPと す る。

一 第7パ ラメ ー タ=="<FLNAME>

EXELIBフ ァイ ル につ け る名 前 で あ る。

NEW,OLD,CATLGの 場 合

フ ァイル名 は,英 字 や 数字 や 点 か ら成 る44字 以内 の文 字 の 列 で表 わ す。

T'EMPの 場 合

フ ァ イル名 は,英 字 や 数字 や点 か ら成 る12字 以1内の文 字 の 列 で 表 わす 。

しか しTEMPの 場 合,書 かれ た フ ァイル名 は,実 際 の フ ァイ ルの 名 前 と

は な らな い。

省 略 され た と きはEBと す る。

=第8パ ラメ ー タ==〈VOL>

実行 形 式 プ ロ グ ラムが格 納 され て い る フ ァイルが 存在 す る大 記憶 装 置 の

ボ リュ ーム通 番 を指 定 す る。

省略 され た ときは2と す る。 ・.

一 第9パ ラメ ー タ ー ,;1.<DI.SP>

このパ ラメ ー タは,ボ リュー ムの取 付 けや取 外 し,フ ァ イル保 存 や 登 録

に関 す る指 定 を行 な う。
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同 じジ ョブの中 の 後続 の ジ ョブ ・ス テ ップ

か ら も,こ の フ ァイル が利 用 され る こ とを示

す 。

この ジ ョ ブ ・ステ ップ終 了 時 に この フ ァイ

ル を保 存す る。

この ジ ョブ ・ス テ ップ終 了 時 に,こ の フ ァ

イ ル を消 去 す る。

この ジ ョブ ・ス テ ップ終 了 時 に,こ の フ ァ

イル を フ ァイ ル登録 簿 に登録 し,か つ フ ァイ

ル の保 存 手続 きを とる。

この ジ ョブ ・ス テ ップ終 了 時 に,こ の フ ァ

イル を フ ァイル登 録 簿 か ら抹 消 す る。 フ ァイ

ルそ の もの は消 去 され ず,そ の ま ま保存 され

る。

省 略 され た ときはPASSと す る。

第10パ ラメ ー タ=

COBOLで ソ ー ト ・ル ーチ ンを組 込 む と きに指 定す る。

省 略 され た と きは指 定 な し とす る。

第11パ ラメ ー タ=

<SORT>

<DOMAIN>

記 憶 領域 を定 義 す る。 パ ラメ ー タ を複 数個 書 くと きは,両 端 を カ ッ コで

か こむ。

例(HCM,RW)
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この記憶 領 域 がHCMに ロー ドされ るべ き

こ と を定 義す る。

この記憶 領 域 がLCMに ロー ドされ るべ き

こ とを定 義 す る。

読 み書 き実行 自 由 な記憶 領域 で あ る こ と を

示 す 。

データ用領域で あ ることを示す。読 み書 き

可 能 で あ る。

実行手続 き用領域で あることを示 す。読 み

実行可能。

省 略 さ れ た と きはHCMと す る。

(4)例

¥LINKPRGl,PROG,,,,NEW,P.LIB,,KEEP

プ ロ グ ラ ム 名PRG1

エ ン ト リ ー名PROG

フ ァ イ ル 名P・LIB(NEW,KEEP)

2.10FRUN

ω 機 能

FORTRANの 実 行

② 形 式

¥FRUN[(tt/P
.」.A.Z/]・ 『 ヨブ討 プ名

[{鑑 器}]・ 〔DIRECT〕

〔PLOTTER〕,〔PUNCH〕
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㈲ パ ラメ ー タの説 明 〈 〉 内 は キー

=第1パ ラメ ー タ=〈PROG>

実 行 プ ログ ラム名 を書 く。英 字 で 始 ま る8文 字 以 内の英 字,数 字 又 は点

で あ る こ と。

LINKマ ク ロの第1パ ラメ ー タ を指 定 した ときは,そ の名 前 を書 くが,

省 略 した と きは,こ のパ ラ メー タは省略 す る。

省 略 され た と きはEXEPROと す る。

_第2パ ラ.一 タ ー<STEP>

この ジ ョブ ・ス テ ップ につ け るべ き名 前 で あ る。 同 じ ジ ョブ内で 同 名の

ジ ョブ ・ス テ ップが あ って は な らな い。

省略 され た ときは,FRUNと す る。

=第3パ ラメ ー タ=<SYSOUT>

結 果 をジ.ブ 終 了後,シ ステ ム 出力装 置 か ら出力 す べ き こ とを指 定 す る。

シス テ ム 出力 装 置 が セ ンター側 の ラ イ ンプ リ

ン ターで あ る こ とを示 す 。

シス テ ム 出力 装 置 が 端 末で あ る こ とを示 す。

省略 され た ときはPRINTと す る。

第4パ ラメ ー タ=<DIRECT>

結 果 を直接 セ ン ター側 ライ ンプ リンタ ー に出力 す る こ とを指 定す る。

省 略 さ、れ た ときは指 定 な し とす る。

第5パ ラメ ー タ=<PLOTTER>

X-Yプ ロ ッタ ー を使 用 す る ときに指 定 す る。

省略 され た ときは指 定 な し とす る。

第6パ ラメ ー タ ー<PUNCH>

カ ー ド ・パ ンチ を使 用 す る ときに指 定 す る。

省 略 され た ときは指 定 な し とす る。
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(4)例

¥FRUN,,,,PLOTTER

X-Yプ ロ ッ ター使用

¥FRUNPRG,,,,DIRECT

プ ログ ラム名PRG、

シス テム 出力 直接 指 定

注 意

第3パ ラメ ー タ と第4パ ラメ ータ を同 時 に指 定 し た と きは,第4パ ラメ

ー タ を有 効 とす る。

2.11PRUN

(1)機 能

PLIの 実 行

② 形 式

¥PRUN

[(tt/b.」.",Z/]・『 ヨブ三 プ名}]・

β

し

[{隠釦
, DIRECT

(3)パ ラメ ー タの説 明 〈〉 内は キ ー

=第1パ ラメー タ=<PROG>

実行 プ ログ ラム名 を書 く。 英字 で 始 まる8文 字 以 内の英 字,数 字 又 は点

で あ る こ と。

LINKマ クロの第1パ ラ メ ー タを指 定 した とき は,そ の 名 前 を書 くが,

省 略 した と きは,こ の パ ラメ ー タは 省 略す る。

省 略 され た と きはEXEPROと す る。

第2パ ラ メー タ ー<STEP>

この ジ ョブ ・ス テ ップ につ け るべ き名 前 で あ る。 同 じ ジ ョブ内で 同 名 の
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ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ が あ っ て は な らな い 。

省 略 さ れ た と き は,PRUNと す る。

一 第3パ ラ メ ー タ ー <SYSOUT>

PRINT

REMOTE

シス テ ム 出力 装 置 が セ ン ター側 の ライ ンプ リ

ンタ ーで あ るこ とを示す 。

シス テム 出力装 置 が端 末 で あ る こ と を示 す。

省 略 され た ときはPRINTと す る。

一 第4パ ラメ ー タ ー<DIRECT>

結 果 を直接 セ ン ター側 ラ イ ン プ リン ター に 出力 す る こ とを指 定 す る。

省 略 され た ときは指 定 な し とす る。

(4)例

¥PRUN,PL.1,,REMOTE

ジ ョブ ・ス テ)7プ 名PL・1

シ ス テ ム 出 力REMOTE

注 意

第3パ ラ メ ー タ と第4パ ラ メ ー タ を 同 時 に 指 定 し た と きは,第4パ ラ メ

ー タ を 有 効 とす る
。

2.12SORTD,

(1)機 能

作 業 用 フ ァ イ'ル と し て 大 記 憶 装 置 を使 用 し て ソ ー トを行 な う。

② 形 式

CH

ZD

'PD

¥SORTD(ソ ー ト'キ ー)・

F、 ・ サ イ ズ.・

FL

LG
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… ド長・ブ・・ク長・[{ジヨニ ∵ 名日

ぽ 劃 … 一 ・ ・曜1}L

/ポリ㌔ 剖 …-2・

匿 劃 ・r㌔ 剖 囹 ・

圏 ・ぽ 目 〉・・ 〔WAY・一・N〕

(3)パ ラ メ ー タ の 説 明 〈 〉 内 は キ ー

一 第1パ ラ メ ー タ=

分 類 項 目 を 指 定 す る。 指 定 の 形 式 は 次 の もの が あ る。

1.(P,1,C,0,')・ ・

2(P,1,0,)

<KEY>

↓

A
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分類 項 目

分類 項 目の 始 ま る位 置 を記 述 す る。

記 述 は バ イ ト,バ イ ト ・ビ ッ ト又 は ・ビッ トとす る。

レ コー ド上の 最 初 の ビ ッ トは1か ら始 ま る。

バ イ ト上 の最 初 の ビッ トは1か ら始 ま る。

長 さ

分 類 項 目の長 さ を記 述す る。

記 述 はバ イ ト,バ イ ト ビ ッ ト又 は ・ビッ トとす る。

比較 方 法

詳 細 は第2パ ラメ ー タ を参 照 。

正 順,逆 順

分類 項 目につ い て正 順 に並 べ るか,逆 順 に並 べ るか

を指定 す る。

A正 順(小 か ら大)

D逆 順(大 か ら小)

尚,す べ て の分 類 項 目の比 較 方法 が 同 じで あ れ ば2の 形 式 で 書 く。 この

場 合 は必 ず第2パ ラメ ー タ を指 定 す る こ と。

=第2パ ラ メー タ=<FORMAT>

分類 項 目の 比較 方 法 を指 定 す る。 分 類項 目の 比較 方 法 がす べ て 同 じで あ

れ ば この オペ ラ ン ドで,デ ー タ形式 を指 定 で きる。 第1パ ラメ ー タの1の

書 き方 を した ときは この パ ラ メー タを指 定 して は な らない。

H

D

D

I

L

G

C

Z

P

F

F

L

9ビ ッ ト文字(符 号 な し)

ゾ ー ン型10進 数(符 号 あ り)

バ ック型10進 数(符 号 あ り)

固 定 小 数点 数(符 号 あ り)

浮 動 小 数点 数(符 号 あ り)

論 理 デ ー タ(符 号 な し)
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文 字,論 理 デ ー タを除 いて 符号 付 代数 的 比較 を行 な う。

=第3パ ラ メ ー タ=<SIZE>

分類 が 行 な わ れ る入力 フ ァイル の レ コー ド総 数 を記 述 す る。 レ コ ー ド総

数 は,実 数 ま たは概 数で 指 定 され,実 数 の場 合 は 数字 の前 にCを つ け,る。

実 数 で指 定 し た場 合,実 際 に入力 され た レ コー ド数 との チ ェ ッ クが行 なわ

れ る。

=第4パ ラメ ー タ=<RCD>

1レ コー ドの 大 き さをバ イ ト数 で 記述 。 この 場 合 の値 は,2語 の 整 数倍

で な けれ ば な らない。

=第5パ ラメ ー タ=・<BLK>

1ブ ロックの 大 きさ をバ イ ト数で 記 述。

=第6パ ラメ ー タ ・= .<STEP>

この ジ ョブ ・ス テ ップ につ け る名 前で あ る。 同 じ ジ ョブ内 で 同 名 の ジ ョ

ブ ・ス テ ップが あ って は な らない 。

省 略 され た ときはSORT.DAと す る。

=第7パ ラメ ー タ=<SYSOUT>

結 果 をジ ョブ終 了 後,シ ス テム 出力 装置 か ら出力 すべ き こ と を指 定す る。

シス テ ム出力 装置 がセ ンター側 の

ラ イ ンプ リ ンターで あ る こ とを示 す 。

シス テ ム 出力 装 置 が端 末 で あ る こ

とを示 す 。

省略 され た ときはPRINTと す る。

==第8パ ラメ ー タ=〈FLNAME,〉

入力 フ ァイ ル名 を与 える。 詳 細 はLINKの 第7パ ラメ ー タ を参 照 。

=第9パ ラメ ー タ=、 〈UNITI>

入力 フ ァイル が取 り付 けて あ る装 置種 類 又 は,機 番 を指 定 す る。
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機 番

磁 気 テ ー プ装 置:D.000～D.006

磁気 デ ィス ク ・パ ック装 置:B.002～B.007

種 類'

磁 気 テー プ装 置:F603F

磁 気 デ ィス ク ・パ ッ ク装 置:F471K

省 略 され た と きはC.001と す る。

・」 第10パ ラメrタ=<VOL1>

入力 フ ァイルの ボ リュ ーム 通番 を指 定 す る。

㎡省略
され た ときはCOOOO1と す る。

一 第11パ ラメ ー タ ー<FLNAME2>

出力 フ ァイル の フ ァイル 名 を与 える。 詳 細 はLINKの 第7パ ラ メー タ

を参 照。"1

=第12パ ラメー タ='〈UNIT2>

出力 フ ァイ ルが 取 り付 けて あ る装 置 種類 又 は,機 番 を指 定 す る。 詳 し く

『ほ第
9パ ラメ ー タ を参 照 。

=第13パ ラメ ー タ'=<VOL2>

出力 フ ァイルの ボ リュ ーム 通番 を指 定 す る。

省 略 され た ときはDOOOO2と す る。

=第14パ ラメ ー タ=<TMOD>

転 送 モ ー ドを指 定 す る。

8:'8ビ ッ トモ ー ド

9:9ビ ッ トモ ー ド

省 略 さ れ た と き は9ビ ッ トモ ー ド

=第15パ ラ メ ー タ=<DEVD>

入 出 力 フ ァ イ ル の 種 類 を指 定 す る 。

TA:磁 気 テ ー プ 装 置 ・

DA:磁 気 デ ィ ス ク ・パ ッ ク装 置

一384一
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=第16パ ラメ ー タ=<PARAM>

作 業用 領 域 の 種類,大 き さ を指 定 す る。

nは 符 号 の ない整 数で あ る。

(HCM,n)は 作 業 用領 域 としてHCM(高 速 磁心 記 憶 装 置)を 使 用 す

る。 大 きさはn×1024語 で あ る。

(LCM,n)は 作 業 用領 域 としてLCM(大 容 量磁 心 記 憶 装 置)を 使 用'

す る。 大 き さは,n×32768語 で あ る。

省 略 され た ときは(LCM,1)を 指 定。

=第17パ ラメ ー タ= .<WAYn>

ソ ー トの 作 業 用 フ ァイル の 個 数 を指定 す る。

nは4～16ま で の 数。

省 略 され た ときは3個 とす る。

(4)例

¥SORTD(1,5,A,10,2,A),CH,5000,80,1200,,,

DATA,,‥DATA2,,,,,,WAY5=ON

キ ー

比較 方法

サ イズ

レ コー ド長

ブ ロ ック長

入力 フ ァイル名

出力 フ ァイル名

WAY数

1,5,A,10,2,A

CH(文 字)

約5000件

80桁

1200桁

DATAl

DATA2

作 業 用 フ ァ イ ル 数5個

¥SORTD

キ ー

(3,4,CH,A,7.2,7.5,LG,D),,C200,160,

800,,,IN,F471K,BOOOO3,0UT,F471K,

BOOOO2,8,DA,(HCM,20)

3,4,CH,A,7.2,7.5,LG,D

－385一



サ イズ 実数200件

レ コー ド長160桁

ブ ロ ック長800桁

入力 フ ァイル名IN

機 番F471K(磁 気 デ ィス ク ・パ ック)

ボ リュー ム通 番BOOOO3

出力 フ ァイル名OUT

機 番F471K

ボ'リュ ーム通 番BOOOO2

転 送 モ ー ド8ビ ッ ト

種 類 磁 気 デ ィス ク ・パ ック装 置

作 業用 領 域 と大 き さHCM20Kw.

2.13SORTM

ω 機 能

作 業用 フ ァイル として磁 気 テ ー プ装置 を使 用 して ソ ー トを行 な う。

(2)形 式

CH

ZD

PD
¥SORTM(ソ ー ト ・キ ー),,レ コー ド長FI

FL

LG

ブ ロ ッ ク長,フ ァ イ ル 名 一1,フ;イ ル 名 一2,

[ぱ[ぎ ㌫ 名}川(ぱ}・司 ・
〔WAYn・=ON〕

-386一

ノ

」



(

'

,

人

-「

(3)パ ラ メ ー タ の 説 明

各 パ ラ メ ータ の 詳 しい 内 容 はSORTDを 参 照 。

注 意

この マ ク ロ は 入 出 力 フ ァ イ ル お よ び 作 業 用 フ ァイ ル は 総 て 磁 気 テ ー プ

を使 用 し て い る。 そ れ ぞ れ の 機 番 は,

入 力 フ ァ イ ルD.001・'

出 力 フ ァ イ ルD.002

作 業 用 フ ァ イ ルD.002～D.006

最 高WAY数5(省 略 時3WAY),

(4)例

¥SORTM(5,1,A,1,2,D),CH,100,5000,ABC,DEF

キ ー5,1,A,1,2,D

比 較 方 法CH(文 字)

レ コ ー ド長100桁

ブ ロ ッ ク長5000桁

入 力 フ ァ イ ル 名ABC

出 力 フ ァ イ ル名DEF

2.14SAVE

ω 機 能

磁 気 デ ィ ス ク ・パ ッ ク装 置 に 存 在 す る フ ァ イ ル を磁 気 テ ニ プ に転 送 す る 。

(2)形 式

機 番

¥SAVEフ ァ イ ル 名,ボ リ ュ ー ム 通 番,

[{瓢 『 ヨブ㌫ プ名/]i.



(3)パ ラメ ー タの説 明 〈〉 内は キ ー

=第1パ ラメ ー タ ー
,<FLNAME>

転 送 した い フ ァイルの フ ァイル名 を書 く。 この フ ァイル名 は出力 側 の フ

ァイル名 に もな る。

第2パ ラ メー タ=<VOL>

転送 したい フ ァイル が存 在 す る磁 気 デ ィス ク ・パ ックの ボ リューム通 番

を指 定 す る。

第3パ ラメ ー タ ー<UNIT>

磁 気 テー プの 装着 機器 を0～6ま で の数で 指 定 す る。

省 略 され た と きは0と す る。

第4パ ラメ ー タ==.<MT>

NEW

OLD

テ ー プ ・ラベル の直 後 か らデ ータ を

書 出す 。

テ ー プ上 の最 終 デ ー タの後 へ 新 デ ー

タを書 込 む。

省 略 され た ときはNEWと す る。

=第5パ ラメ ー タ=<STEP>

この ジ ョブ ・ス テ ップにつ け るべ き名 前 で あ る。 同 じ ジ ョブ内で 同 名 の

ジ ョブ ・ス テ ップが あ って は な らない。

省 略 され た と きはSAVEと す る。

(4)例

¥SAVEDATAFL,3,,OLD

フ ァイル名DATAFL

ボ リュー ム通 番3

MT指 定OLD

-388一
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2.15MOVE

(i)機 能

磁 気 テー プ フ ァイル を磁気 デ ィス ク ・パ ックに転送 す る。

② 形 式

¥一 フ・一 ポリ・… 番・[{ト ラ∵ 数]・

/∵/
㈲ パ ラメ ー タの説 明

=第1パ ラメ ー タ

,

『ヨ=ツ 剖
〈 〉 内は キ ー

=<FLNAME>

転 送 した い フ ァイル の フ ァイル名 を書 く。 この フ ァイ ル名 は 出力 側 の フ

ァイル名 に もな る。

=第2パ ラメ ー タ=<VOL>

転 送 先 とな る磁 気 デ ィス ク ・パ ッ ク装 置 の ボ リュー ム通 番 を指 定 す る。

第3パ ラメ ー タ=<TRK>

出力 側 の領 域 を トラ ック数で指 定 す る。 また使 わ れ なか った部 分 は処 理

終 了 時 に開放 す る。

省 略 され た と きは40ト ラ ック とす る。

第4パ ラメ ー タ='<UNIT>

入力 とな る磁 気 テー プの装 置 機 番 を0～6ま で の 数で 指 定す る。

省 略 され た と きは0と す る。

第5パ ラメ ー タ=

この ジ ョブ ・ス テ ップ につ け るべ き名前 で あ る。 同 じ ジ ョブ 内で 同名 の

ジ ョブ ・ス テ ップが あ って はな らな い。

省略 され た ときはMOVEと す る。

(4)例

¥MOVEDATAFL,7,50

-389一



フ ァイ ル 名

ボ リ ュ ー ム 通 番

トラ ッ ク 数

DATAFL

7

50ト ラ ッ ク

噛
3

⑦

」
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3.制 御 情 報

3.1ALGOL制 御情 報

下線のあるものは省略時にと られ るオプション

SEQ

NOSEQ

MKLESS

ELTYPE

HTYPE

LONG

FC

HCM

LCM

コンパイル処 理のエ ラー メッセージ以外の諸 リス トを とるか否かを当該

ソースエレメン トの先頭の コントロールカー ドの リス ト指定で与 えること

がで きる。

このジ ョブ ・ステップに属するエラーメッセー ジ以外の リス トはすべ て

カッ トされ る。

ソース ・カー ドの識別番号のチェックをする。

をしない。

2文 字以上の区切 り記号に判別記号〈▼〉をつけた形の原プログラムに

指定 される。

これがない ときの指定であ る。

原プログラムがELタ イ プで穿孔 されてい る。

がHタ イプで穿孔 されている。

原プ ログラム中に宣言された単精度の変数が長精度で宣言 された ものと

みなされ る。

この変数 を単精度のままにす る。

主記憶装置を使ってコンパイレーションを行な う。

コンパイルは最初か らファイルを使 う。

作業領域 を高度磁心記憶装置に割付 ける。

を大容量磁心記憶装置に割付け る。

CARDNO-〈 符 号のない整数〉

ソース ・ファイルに含まれるソースエ レメン トの うち枚数の最 も多い も

のに対 して,そ の枚数を指定す る。 この場合 そのエレメ ン トの コン トロー

ル ・カー ドの枚数 も含む。指定がなければCARDNO-200と みな され

る。

原 プログラムの打切 りエラーの個数を指定す る。指定のないときは

ERR=50と みな され る。

書 き万 名前 名前

〕・・…・)E=(名 前一名前 名前一名前

機 能

磁気テープ上 にLIBEの 原 プログラムEDIT機 能 を用いてファイル

された原プログラムの名前(エ レメン ト名)を 指定 して指定 されたエレメ

ン トだけ翻訳処理を行な うと きに用いる。

名前一名前は両者 のエレメ ント名を含むこの範囲 にあ るすべ てのエ レメ

ン トを翻訳す る。

LPV=〈 符 号のない整数〉

コンパイ、ルの リス トでページ制御 をこの値(「単位 インチ)を1ペ ー ジと

して取扱 う。2以 下 はダメ。

別 表1
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3.2FORTRAN制 御 情報

下線のあるものは省略時に とられ るオプション、

NOLIST

MAP

SEQ

OPT

LCM

CARD=n

COMP=n

AREA-n

LINE-=n

ELM=(n1,n2,n)

翻訳時の原 プログラムの印刷を行な う。

の印刷を行なわない。

目的 プログラムの記憶場所の詳細な情報を出力す る。

原プログラムの順序の照合 を行な う。

目的 プログラムのOPTIMIZE(最 適 化)を す る。

なお,OPTIMIZEと は

1.共 通 部分の除去 を行 なう。

2.LOOP中 のLOOPに 関 係のないLOOPを 外に出す。

3.レ ジスタを効果的に用いる。

'OPTIMIZEし た と きは
,デ バック文はつかえない。

翻訳時の作業領域 を大容量磁心記憶装置に確保す る。

翻訳す るカー ド枚数を与 える。

エ レメン ト数を与える。

作業領域の大 きさを指示する。

HCMの 場 合n×1024語 。

LCMの 場 合n×32768語 。

翻訳時に使用する印刷用紙一頁 に印刷で きる行数を指示す る。

LIBEで 作成 したファイルにある原プログラムの翻訳 を行 な

う場合,翻 訳す る原 プログラムのあるメンバー名を指定す る。指

定できるメンバー名の数は最大10で あ る。

目的 プログラムをFASP言 語 の形 式で出力する。

別 表2
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3.3COBOL制 御 情 報

下線 のある ものは省略時に とられ るオ プシ ョン

LISTO

LISTl

LIST2

LIST3

SEQ

NOSEQ

PUNCH

NOPUNCH

SPACEl

SPACE2

CSIZE-HCMn

TRCHK

E-(メ ン バ ー 名1,

エラーメ ッセージのみ印刷する。

LISToと 原 プログラム リス トを印刷す る。

LIST1と 記 号対応表を印刷す る。

LIST2と 目的プログラム リス トを印刷す る。

原 プログラムのシーケンスを調べ る。

を調べない。

目的プログラムをカー ドに穿孔す る。

に穿孔 しない。

ベタ打 ち リス トにす る。

1行 スペース置いてリス トす る。

2行 スペース置いて リス トす る。

n×1024語 を作業領域 としてHCMに とる。

OCCURS句 で取 られたテー ブルの反復回数を起 えたテーブ

ルを参照 しよ うとしたときにエラーメッセージをだす。

・・……
,メ ンバー名－n)

LIBE形 式 でのメンバー名を指定す るとメンバー名を翻訳す

る。

メンバー名の最大個数は10ケ までである。

別 表3
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3.4FASP制 御 情 報

下線のある ものは省略時 にとられ るオプション

LIST

NOLIST

PUNCH

アセ ンブル ・リス トを印刷す る。

を「印刷しない。

アセ ンブルしてで きる相対形式 プログラム単位 をカー ドに穿孔す

る。

カー ドに穿孔 しない。

アセンブルしてで きる相対形式 プログラム単位をデバ ック ・モー

ドで作 り出す。

デバ ック ・モー ドでは作 らない。

アセ ンブルすべ き原 プログラムのプログラム カー ドの順序 を検査

す る。

カー ドの順序 は検査 しない。

E・ 一(プ ロ グ ラ ム 単 位 名,… …)

フ ァイルの中に2つ 以上のプログラム単 位が含まれているとき,

どのプログラムをアセ ンブルす るかを指示する。

E-=(*,プ ロ グ ラ ム 単 位 名)

ファイルの最初か ら,か かれたプログラム単 位名までの全 プログ

ラム単位 をアセンブルす る。

E-(プ ログラム単位名,*)

か かれ たプログラム単位名か ら,そ の ファイルの終 りまでアセ ン

ブルする。

E-(プ ロ グラム単位名1一 プログラム単位名2)

プ ロ グラム単位名1か らプ』グラム単位名2ま で の間にあるプロ

グラム単位 をアセンブルする。

別 表4
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3・5PL1制 御 情 報

下線の あるものは省略時にとられ るオプシ ョン

原 プログラムを印刷す る。

NOSOURCEを 印刷 しない。

LIST目 的 プ ログラムを,FASP形 式 で印刷する。

NOLIST印 刷 しない。

DICT目 的 プ ログラムの辞書部分 を印刷す る。

NODICTを 印刷 しない。

原 プログラム中で使われた各名標について,っ ぎの事項を印刷する。

oそ の名標 を宣言 しているステー トメン ト番号

o名 標を含 む,す べての構造体名標

O名 標に与 えられ た主要 な属性

oそ れを引用 してい るすべての ステー トメン ト番号

上記の事項を印刷 しない。

目的プログラムを相対形式 プログラム単位の形で カー ド上に出力 す

る。

目的プログラムをカー ド上に出力 しない。

自的プログラムを,大 記憶装 置に出力す る。

NOOBJECTに 出力 しない。

CHAR48言 語 用の文字 セッ トが48字 セ ッ トであ る。

CHAR60言 語 用の文字 セッ トが60字 セ ッ トであ る。

すべ ての診断 メッセージを印刷す る。

診断メッセージの うち,エ ラーの程度 がX,Zで あ る ものをすべ て

印刷する。

FLAGZ診 断 メッセージの うち,エ ラーの程度がZで あるものを印刷する。

STM実 行 時のONコ ンディションで,ス テー トメン ト番号を印刷す る。

NOSTM実 行 時のONコ ンディションで,ス テー トメン ト番号を印刷 しない。

MARGIN=(mmnn)

条 件

mm,nnは2桁 までの10進 数かつ,

1≦mm≦nl1≦80

原 プ ログラムが,入 力媒体上の どの位置にあ るかを指定す る。

省略時MARGIN=(2,72)

nは10進 数

実行時の動向割 りつけ用ス トレジの大 きさ(語 数)を 指定す る。単

位1024語 。

省略時WORK-1

nは10進 数 で,0≦n≦8で ある。

コンパ イル時の作業域 をLCM上 に作 る。

単位は32768語 で あ る。

省略時LCM-O

別 表5
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3.6LlED制 御 情 報

MAP

CROSS

TREE

NOLIST

CLIMIT・=m

実行 形式 プログラムがデバッグモー ドで作成 され ることを指示

す る。

ラインプ リンタへの出力 として,番 地割付け結果を出す。

記号の相互参照関係 を出す。

オーバ レイ構造 をなす記憶領域について,そ の木構造を,直 観

して,わ かるよ うに印刷すべ きことを指示す る。

LIEDの 作 業用領域 を,LIEDで 定 めた領域 の大 きさで不

足す る場合 に指定す る。

nは10進 数で,単 位は.1024語 で ある。

LLEDの 作 業領域 として,LCMを 使用することを指示す る。

この ときWAで 指 定す るnの 単位は32K語 で ある。

システム出力 を出さないことを指示す る。

実行形式 プログラムのステップ数がmス テップを超 えると重傷

の誤 りとす る。

別 表6
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付 録一 皿 会計情報処理ル チ ンの 出力例

特任⇔

SEoJOB-NO

76DJSPOI4

77ZO47

78ZO45

7つZO49

80ZO48

81ZO36

82DJIEOO8

83`2050

e4ZO52

e5DNTTO13

86ZOう1

81 .ZO53

R8ZO56

89DJIFO17

902054

91DJIDO16

921064

9310う7

94DJIDO16

95ZO66

96ZOう う

97DJIDO16

98DJIDol6

ggZOう8

100ZOう9

畳各各

ジ ョブ毎 の会計 情報

JIPDECFA(=OM230声60SVSTEM.DACCOUNTINGLIST⇔ ●●

usERPROJPROG

NAHEECT拶NAHε

KM4940DεL⑨

HAHANAKAO304FORT

KOKENOう12FASP

lWAHORl'0201PLI

IWAHORIO201PLl

KAWAMORIO1う2FORT

柄UROI3005DεL.

KONGOJlO512FORT

MURO1300うFORT

KAGETORA4910DεL・

TAKEト1AO301CPBO

MUROI3005FORT

KAWA図ORlO152FORT

HUROI3005DEL.

MURn1300うFORT

KOKFNOう12DEL,

MUROI300うFOR†

MLSROl3005FOR了

KOKrNO512りEL.

MUROl300うFORT

KAWAMORIO1う2FORT

KOKFN'oう12DεL.

KOκE'NO512DEL.

KAWA図ORlO152FORT

MUR「)1300うFORT

JIPDEC

THεNUトfiPER∩FJOB

DF柄ANDkFMOTF

910

32%O%

し0(二AL

89

68%
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